


く北海道〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
札幌市 ダイヤ書房本店（東区北25晶東8-2)

く膏森県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
膏森市 岡図書店 （青森市新岡T1-8-6)

く岩手県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
盛岡市 さわや書店MOMO （盛岡駅より徒害時分／士通2・214)

く宮城県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
仙台市 本のゴリラハウス勾当台店 （膏葉消防署惨｝め向かし、／

青葉区木町通2-6-日）
本のゴリラハウス花京院店 （圏直暗号線沿い／膏葉区
花軍陪包2－｛潟）

高山書店ほんとぴあ泉店（国道4号線拙い、
免許センターそぱ／泉区市名坂宇掴釜回1由l-1)

志田郡 文教堂書店 （圃道4号線百し、パワセンタ
カウボーイ三本木店）

く軌田県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
秋田市 ブγクスコロナ（横山金足線沿い桜大橋そぱ）

-:l・yクシティピア遺骨店（国道7号線沿い／下新城
中野字琵琶沼耳時1)

〈栃木県＞ ....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小山市 進駿堂埴東店 （富士通小山工場そぱ／域東2・ 19-10)
く茨揖県〉 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

木戸市 ツJレヤブックセンタ （石丸電気の止レ／南町2-4-43)
〈埼玉県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
川越市 黒図書店川越店 （JI曜駅東口丸井前）
上福間市黒図書店上福岡店 （東武東上線上福岡駅前）
士宮市 アニメイト士宮店（そごう士宮店近く）

c cスクエア大宮宮原店（国道17号沿い／大宮市
宮原町2-44-1)

坂戸市 Kブックス（東武東上線堰戸駅南口から1骨／南町410)
〈千藁県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
浦安市 アークゃなぎ通り店（ゃなぎ通り・神明裏博留所そぱ）
柏市 新星堂カルチェ5柏店（JR柏駅東口二番街アケドの中）
千葉市 コミックトレイン（JR西千薄轟尺・千費訣沖合南？官可）
く東京都〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
秋葉原 明正堂書店 （枇葉原デパート3階）

書皐ブ、ノクタワー7階（昭和通り沿い）
メッセサンオー（ヰ蝿且り？也9
ラオックスコンビ斗ータゲ－bl.官1階 （中斑即日品、）
T-ZONE （中央通り泊L、）
石丸電気ゲムワン店（輯武線ガ ド下）

浅草靖 浅草橋明正堂書店＿（JR浅草橋駅東口すぐ隣）
池袋 コミ ックパンク ｛池袋ギーゴ裏手）
江古田 竹島書店 （西武池袋線江古田駅前）
大山 博文堂書店大山駅 （東武東上線大山駅北口出て左側すく）
荻窪 ブックセンター荻窪（荻窪駅北口交番向かい）
蒲困 常松堂書店 （J R蒲田駅西口前）
吉祥寺 BOOKS  ルー工（ J R吉祥寺駅北サンロード内）
五反田 あおし咽書店五反田店（五反田1-18五反田NTビフレ）
厚裁6 駒込リブレル（JR駒込東口ス 1< REX先）
出谷 大盛望書店5F （丸井ヤンデ館隣ノ渋谷区神甫1-224)

新大久保ー伸堂書店 （J R新大久保駅そば）
新宿 紀静園屋書店本店1階ゲムコナ

T ZON E新宿ソリューションセンタ一
江崎書店新大久保駅前店 （新大久保駅そぱ）

神保町 寄泉ブyクマト2階
高田馬場新宿書店（早稲田口出て左パチンコ塵3F) 

未来堂書店（JR高田馬場駅前菊月ピル1円
江戸川区江東杜書店（JR小岩駅南口昭和通り）
文京区 あおい書店春日店 （白山通り泊い／三回線春日駅A2出口

より徒歩1骨）
八王子 まんが王八王子店｛ヨドパシカメラの裏）
羽田 山下書店 （羽田空港内）
調布市 Jやノコン＆ファミコンソフトリサイクルシヨYプ

TOMAS  （天神通り沿い／布田1-3-1)
書原つつじヶ丘店（OGビJ"2F東つつじヶ丘ト・2-4)

東久留米市黒白書房メディア館 （西武池袋線東久留米駅西口すぐ）
町田市 久美堂東急ハンス’店 （東急ハンス冒T田店7F)
下北沢 まんが王下北沢店
く神奈川県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
横浜市 有隅堂 （構浜駅西口ダイヤモンド地下衝）

鶴松堂書店 （J R大口駅より大口通り
車二商店街セブンイレブン大口店近く）
まんがの轟横浜西口店（横浜駅西口東急ハンス’の裏）
盟松堂シャル店（西区南幸1-1-1シャJ同階）
セキカワ．店Vol.1 （相蝕線天王町駅下車 5分／
保土ヶ苔区天王町242 13) 

セキカワ書店Vol.2 （東横線東由車駅下車5分／神奈川
区斉藤骨町田一7)
文教堂書店新横浜店 （予車観光ビJL-1.2.階）

川崎市 みどり書房 （斬域北口はってん全通り／
中原区上斬輔泣＇.-8-21)

北野書店 （J R南鵡里鹿島田駅前1
〈静岡県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
静岡市 苔島屋流通ショップ（流通過りキミサワ前）
く山製県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
甲府市 リブ口甲府店 （甲府西武店内6階）
〈斬渇県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
上越市 Mr.Boo幅五智店 （圃道8号沿い）

コミコミ高田南店（J R南高田駅より徒昔3骨／清涼咽目。畠J
斬潟市 菖松堂 （古町通り6番町）
〈石川県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
野々市 ブyク宮丸金沢南店［野々市ジャスコそぱ／八日市’丁目）
く瞳阜県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
蛙阜市 自白書房鴛山店 （睦車メモリアルセンター）

ベ－Iてームーンコミ ンクステ ション［東金宝町117 
ムラセピJ川町

〈愛知県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ー富市 カJレコスコミックセンター件事責量りZ丁目交差点角）
犬山市 いまじん犬山店（名鉄犬山駅東口より東へ向かつて徒曹5分）
名古屋市ヴィレ yジ ・ヴァンガード生活創庫店

（名古屋駅新幹線側生活創庫6階）
三洋堂書店上前津店（中区大須310 16) 

岡崎市 シピコ正文館書店（康生通商2-20-2シピコ4階）
西春日井郡武藤書店 S・C店 （西枇ショyピンヴセンタ内）
豊橋市 輔文館書店本店（豊橋広小路通り沿し、）
知立市 しんせつ書房 （カーマホームセンタ一真正面）
小牧市 三省堂書店小牧店（名酷小牧駅前イト ヨカド 3F)
浦郡市 あおい書店蒲郡店 （函道担号線沿い）
〈滋賀県〉 ・・・・・・............................................

草埠市 村問先文堂矢倉店 （矢倉2:!-18)
八幡市 アルファ書店（国道8号線沿い／馬淵町16田）
く京都府〉・・・・・・・・・・・・.........................・..........・・

京都市 ブックストア験（四条通り）
騒々堂コミ yクランド（京都朝日全館2階／中京区河原町
通三条上ル恵比寿町427)
丸山書店主笠店（北野白梅町上ってすぐ）
丸山書店高野店 （イス’ミヤ高野店前）

く大阪府〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
阿倍野区福屋書店あべのベルタ店（あべのベJレタ地下2階）
京橋 駿々堂書店V ERS IO N田 （京阪モール北館4階）
日本構 J&Pテクノランド1階 （堺筋線車費須町すぐ）
中央区 旭屋書店なんばC IT Y店 （なんばC IT Y南館地下2階）
大阪市 ソフマップ7号店1階 （埠速区日本橋3-6-18)

ナンパブyクセンター （中央区難波2日ー四）
紀帝国屋書店阪急32番街店 （阪車グランドピル担F/
角田町8-47)

大阪書店 （JR京橋駅下車すぐ）
池田市 甲川正文堂 （池田駅前／理町2凶）
北区 旭屋書店
く兵庫県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
川西市 グリ ンブックス（能普電酷平野駅から徒苦1骨）
姫路市 黒図書店（姫路市本町商店商大手町第一ピJ•1階）
三木市 コスモ三木店 （三木郵恒局前）
尼崎市 ダイハン書房園田店（阪畠園田駅南口すぐ）
神戸市 ジュンク堂書店 漫画慎楽部三宮店

（三宮センタープラザ西館 2F) 
騒々堂神戸三宮店（ J R ・阪車三宮駅前三宮センター
プラザ東問 3F／中央区三宮町1-9-1)
日東館書林垂水店 （JR山陽垂水駅下たるせん内）

〈広島県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
広島市 中央書店街玉屋町店 （広島県民文化センター前／中区

紙屋町2-2－田）
中央書店サンモール店コミコミスタジオ ｛サンモール
ザ／中区紙屋町2-4-15)

ダイイチ COM C ITY （広島市民文化センター
斜め構／中区紙屋町2221) 
そごうBoo岨官フタパ図書紙屋町店 （中区紙屋町2234) 

〈島根県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
出雲市 武図書店浜山通り店（謹橋町7田）
く香川県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
高松市 ザ ・シティ高松店｛高松SATY3F／福岡町3-8-5)
〈愛媛県〉 ・・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
北条市 北条7・.，クセンタ （辻字新聞＂＇＇品3)
〈福岡県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
飯塚市 BOOKリード （柏の轟日＞－1／国道四U台、、）
福岡市 福富書店（天神コア地下2階／中央区天剛 11-11)

黒井書店（福岡大学すぐそば／翁町有区七間ら12-18)
槽主主官書店子早店舗樟スポーツガーデン内）

久留米市安檀書店六ツ門店（ダイエ六ツ門店ななめ前）
〈大分県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
大分市 ブックス豊桂 （JR鞍戸駅ななめ前・大分大学そば／

鴛野1012-1)
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P
S
2
コ
サ
ク
ラ
大
職
三
一
世
実
望
新
ハ
E
ド・・・・・・

0
2
隈
々
拡
思
惑
に
沸
く
関
隼
ゲ
E
ム
鴨
緑

次
世
代
P
S発
表
、
そ
の
驚
異
の
性
能
と
は
？

τ 
「
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ン
セ
ン
ス
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
P
S
2の
性
能

全
世
界
5
0
0
0万
台
出
荷
の
興
奮

も
覚
め
や
ら
ぬ

3
月
2
目
、
「
p
l
a

y

S
t
a
t
i
o
n
M
e
e
t
i
n
 

g
－

9
9
9」
会
場
で
、

S
C
Eは

次
世
代
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下

P
S
2）
の
基
本
仕
様
を
発
表
し
た
。

ス
ペ
ッ
ク
を
見
る
と
、
現
行

P
S
の

「
3

D
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
」
と
い
う
概
念
を
さ
ら
に
特
化
さ
せ

た
マ
シ
ン
と
い
う
印
象
が
強
い
。

p
s
lは
ゲ

l
ム
の
概
念
を
広
く

「
音
と
映
像
を
シ
ン
セ
サ
イ
ズ
さ
せ
た

も
の
」
と
捉
え
、
ゲ
ー
ム
・
コ
ン
テ
ン

ツ
を
従
来
の

2
次
元
映
像
か
ら

3
次
元

映
像
に
拡
大
さ
せ
た
。
そ
し
て
増
大
し

た
デ

i
タ
を
C
Dl
R
O
M
で
供
給
す

る
、
と
い
う
点
を
ハ

l
ド
コ
ン
セ
プ
ト

に
お
い
て
い
た
。
そ
の
結
果

『リ
ッ
ジ

レ
ー
サ
ー
』
『
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
』
と

い
っ
た
名
作
ゲ
l
ム
が
生
ま
れ
た
の
は

周
知
の
通
り
だ
。

p
sで
は
、

こ
の
3
D
C
G
の
品
位

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
た
上
で
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
上
で
創
造
さ
れ
る
世
界
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
す
べ
て
を
、
膨
大
な
演
算

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
生

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
会
場

じE

で
は
先
に
発
売
さ
れ
た

『
F
F四
』
の

舞
踏
会
の
シ
l
ン
が
、
ユ
ー
ザ
ー
視
点

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
変
化
す
る
様
が
映

し
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は

p
s
lの
ム
ー

ビ
ー
が
そ
の
ま
ま
リ
ア
ル
タ
イ
ム

C
G

で
表
現
で
さ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
高
い
3
D処
理
能
力
を
S
C
E

は
「
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ン
セ
ン
ス

（情
緒
合
成
こ

と

呼
ん
だ
。
世
界
や
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
情
感
を
持
た
せ
る
ほ
ど



の
映
像
を
提
供
す
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

そ
し
て
こ
れ
を
達
成
す
る
の
が
、
現
行

P
C
の
最
高

C
P
U
で
あ
る
ぺ
ン
テ
ィ

ア
ム
皿
の
数
倍
の
性
能
を
持
つ
と
い
う

1
2
8
ビ
y
卜

C
P
U
で
あ
り
、
高
性

能
描
画
プ
ロ
セ

ッ
サ
で
あ
り
、
飛
躍
的

に
増
大
す
る
デ
ー
タ
を
供
給
す
る
D
V

D
l
R
O
M
な
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

P

S
2
で
は

p
s
lの
完
全
下
位
互
換
が

発
表
さ
れ
、
膨
大
な

p
s
l
の
ソ
フ
ト

資
産
が
継
承
さ
れ
る
と
と
に
な

っ
た
。

果
た
し
て
誰
が
作
れ
る
の
か

そ
の
高
性
能
に
業
界
は
騒
然

今
回
の
発
表
に
対
し
て
、
業
界
は
皆

そ
の
高
い
ハ

l
ド
の
性
能
に
騒
然
と
な

っ
た
。
「
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
用
の
ラ

イ
ン
を
軒
並
み

P
S
2
へ
と
鞍
替
え
し

た
」
と
語
る
ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
も
あ
る

ほ
ど
だ
。
少
し
で
も
早
く

P
S
2開
発

機
材
が
欲
し
い
と
言
う
関
係
者
も
多

い
。
ま
た

D
V
D
R
O
M
が
搭
載
さ

れ
る
こ
と
で
、
ハ
リ
ウ

ッ
ド
な
ど
映
画

業
界
や
映
像
ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
が
本
格

的
に
ゲ
l
ム
に
参
入
す
る
と
予
測
す
る

関
係
者
も
い
る
。

一
方
で
「
こ
れ
だ
け
ハ

l
ド
ス
ペ
ッ

ク
が
高
い
と
、

C
G
が
弱
い
メ
ー
カ
ー

は
今
後
ゲ
l
ム
が
作
れ
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
」
「
予
算
而
で
中
小
メ
ー
カ

ー
は
ゲ
l
ム
が
作
り
に
く
く
な
り
、
淘

汰
が
始
ま
る
」
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は

p
s
l発
表
時
に
も
聞
か
れ

た
内
容
だ
が
、
当
時
よ
り
中
小
ソ
フ
ト

タ
U
M
M
l
に
対
す
る
風
当
た
り
は
厳
し

い
A
M寸
膨
Z
F
l
ム
ボ

l
イ
カ
ラ
ー
を

は
注
総
お
ゐ
時
現
在
の
携
帯
ゲ
l
ム
機

夕
、
ム
は
、
高
騰
し
続
け
る
家
庭
用
ゲ

ム
制
作
曲
買
の
裏
返
し
だ
。

・次世代プレイステーション概要仕機書
川園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ 128ピット”E斤旧tion 白gine’
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そ
の
上
で

P
S
2
の
ス
ペ

ッ
ク
を
見

る
と
、

I
E
E
E
1
3
9
4
や
U
S
B
、

P
C
カ
l
ド
ス
ロ
ッ
ト
と
い
っ
た
、

p

C
や
情
報
家
電
と
の
融
合
を
図
る
デ
バ

イ
ス
が
装
備
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深

い
。
モ
デ
ム
を
装
着
し
て
の
通
信
や
、

デ
ジ
タ
ル
ハ
ン
デ
ィ
カ
ム
や

V
A
I
0

と
の
接
続
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
不

DRAM!、ス ・J、ン卜申扇

DRAMハス幅

ヒクセル構成

鼠大筒画性能

サウン卜

同時発音数

サンフリンク周波数

IOP 

CPUコア

ヲロ yク周波数

Sub-BUS 

入出力

通信ホート

メティア

明
だ
が
、
こ
う
し
た
ゲ
l
ム
と
家
電
の

融
合
が
新
し
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

を
創
造
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

実
際
の
発
売
は
年
末
か
ら
来
春
と
い

わ
れ
る

P
S
2
0
従
来
の
ゲ
ー
ム
文
化

を
継
承
し
つ
つ
、
新
し
い
遊
び
を
創
造

す
る
、
良
い
意
味
で
の
業
界
の
風
雲
児

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

m 



1・1劃四割＝・・彊

じむ

G
B
C服
「
サ
ク
ラ
大
戦
」
発
売
の
真
相

G
B
C版

『ザ
ク
ラ
大
戦
」

発
言
に
関
標
者
は
二
転
三
転

「
株
式
会
社
マ
リ
l
ガ
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
取
締
役
で
あ
る
香
山
哲
と
、
株
式

会
社
セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
。フ
ラ
イ
ゼ
ス
入

交
昭

一
郎
社
長
と
の
会
談
で
、

『ゲ
ー

ム
ボ

1
イ
カ
ラ

1
版
・
サ
ク
ラ
大
戦
』

の
開
発
・
発
売
に
つ
い
て
は
了
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
当
社
は
確
認
し
て
お
り

ます’
。

ま
た
そ
の
際
、

『ゲ
l
ム
ボ
l
イ
カ

ラ
l
版
・
サ
ク
ラ
大
戦
」
と

『ド
リ
ー

ム
キ
ャ
ス
ト
版
・
サ
ク
ラ
大
戦
3
』
を

つ
な
げ
る
こ
と
が
両
者
の
問
で
の
合
意

事
項
で
あ
っ
た
こ
と
も
当
社
は
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

上
記
内
容
に
つ
い
て

は
弊
社
香
山
哲
が
任
天
堂
株
式
会
社

山
内
薄
社
長
に
直
接
お
伝
え
し
て
お
り

ま
す
」こ

れ
が
ゲ

l
ム
ボ

l
イ
カ
ラ

l
版

『サ
ク
ラ
大
戦
』
に
関
す
る
、
マ
リ
l

ガ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
弊
誌
へ
の
回

答
の
全
文
で
あ
る
。
だ
か
ら
何
な
ん
だ
、

と
い
う
の
が
素
直
な
感
想
だ
ろ
う
か
。

発
端
は

2
月
四
日
号
の
「
週
刊
フ
ア

ミ
通
」
に
掲
載
さ
れ
た
同
社
の
特
集
ペ

ー
ジ
。
こ
の
中
で
同
社
香
山
氏
は

『サ

ク
ラ
大
戦
』
の
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
カ
ラ

l

版
を
年
内
に
発
売
し
た
い
旨
の
発
言
を

行
っ
た
。
『
サ
ク
ラ
大
戦
』
は
セ
ガ
サ

タ
1
ン
の
人
気
タ
イ
ト
ル
で
、
レ
ッ
ド

カ
ン
パ
ニ
ー
の
広
井
王
子
氏
が
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
務
め
て
い
る
が
、
制
作

総
指
揮
は
セ
ガ
入
交
社
長
が
務
め
て
い

る
作
品
で
も
あ
る
。
「
セ
ガ
が
任
天
堂

に
ソ
フ
ト
供
給
か
」
と

一
時
業
界
内
は

騒
然
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
翌
週
の

「
フ
ァ
ミ
通
」
誌

上
で
セ
ガ
入
交
社
長
は

『サ
ク
ラ
大
戦
」

の
ゲ
l
ム
ボ

1
イ
カ
ラ
！
版
発
売
に
対

し
て
上
記
の
条
件
を
香
山
氏
に
提
示
し

て
い
た
旨
を
発
言。

業
界
は
再
び
騒
然

と
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
の
回
答
が

冒
頭
の
マ
リ
1
ガ
ル
の
コ
メ
ン
ト
で
あ

る
。
ま
た
こ
れ
に
対
し
て
任
天
堂
は

「
そ
う
い
っ
た
報
告
は
受
け
て
い
る
」

と
あ
く
ま
で
傍
観
者
的
な
コ
メ
ン
ト
を

発
表
。
一

方
S
N
K
と
パ
ン
ダ
イ
は
自

社
の
携
帯
ゲ
l
ム
で
の

「サ
ク
ラ
大
戦
』

発
売
を
前
向
き
に
検
討
す
る
旨
の
発
言

を
行
い
、
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。

今
回
の
発
表
に
限
れ
ば
、

一
連
の
経

緯
は
香
山
氏
の
勇
み
足
だ
っ
た
と
い
う

声
が
業
界
内
で
は
多
い
。
冒
頭
の
玉
虫

色
的
な
コ
メ
ン
ト
も
、
そ
う
し
た
事
情

が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

マ
リ
l
ガ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ク
リ

エ
イ
タ
！
の
権
利
保
護
を
目
的
と
し

た
、
業
界
を
縦
断
的
に
著
作
権
フ
ァ
ン

ド
業
務
を
行
う
団
体
で
あ
る
。
任
天
堂

と
リ
ク
ル
ー
ト
が
出
資
し
て
作
っ
た
会

社
で
、
こ
れ
ま
で
に

『ピ
カ
チ
ュ
ウ
げ

ん
き
で
ち
ゅ
う
』
と
い
っ
た
作
品
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
が
、
開
発
ハ

ー
ド
を
任
天
堂
に
限
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
の
た
め
現
在
の
家
庭
用

ゲ
l
ム
業
界
の
ハ

l
ド
別
の
縦
割
り
市

場
に
風
穴
を
開
け
る
力
が
あ
る
。
だ
が
、

そ
う
し
た
可
能
性
を
ハ

l
ド
メ
ー
カ
ー

と
の
政
治
的
な
駆
け
引
き
で
つ
ぶ
し
て

欲
し
く
は
な
い
。
ゲ
ー
ム
は
制
作
者
の

物
で
あ
り
、
翻
っ
て
そ
れ
を
遊
ぶ
ユ
ー

ザ
ー
の
物
だ
と
い
う
認
識
を
新
た
に
し

て
、
今
後
の
誠
実
な
活
動
を
期
待
す
る

所
存
だ
。

そ
し
て
、
も
し
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
カ
ラ

ー
版

『サ
ク
ラ
大
戦
』
が
実
現
す
る
の

な
ら
、
ぜ
ひ
遊
ん
で
み
た
い
も
の
だ
。

ご
れ
が
ユ
ー
ザ
ー
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



任
天
堂
か
新
ハ
ー
ド
を
発
表
？

任
天
堂
が
次
世
代
ハ

l
ド
を
発
表
。
し
か
も
D
V
Dl
R
O
M搭
蛾
だ
と
い
う
。

海
外
か
ら
飛
び
込
ん
で
き
た
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
真
実
は
？

N
O
Aの
リ
ン
カ
ー
ン

会
長
か
海
外
で
電
撃
発
表

3
月

1
日
か
ら

5
日
ま
で
イ
タ
リ
ア

の
ソ
レ
ン
卜
で
行
わ
れ
た
、
海
外
の
任

天
堂
関
連
会
社
や
サ
l
ド
パ
ー
テ
ィ
向

け
の
発
表
会
で
、

N
O
A
（
ニ
ン
テ
ン
ド

ウ
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
）
の
ハ
ワ
l
ド
・

リ
ン
カ
ー
ン
会
長
が
、
任
天
堂
の
次
世

代
マ
シ
ン
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
記
事
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
「
週
刊

フ
ァ
ミ
通
」

4
月

2
日
号
に
よ
る
と
、

開
発
は
ニ
ン
テ
ン
ド
ウ
似
の
開
発
を
手

が
け
た
、
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス

社
か
ら
独
立
し
た
「
A
r
t－

x」
と

い
う
チ
l
ム
を
中
心
に
開
発
。
ス
ペ
ッ

ク
は
次
世
代
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と

同
等
か
、
そ
れ
以
上
。
ま
た
任
天
堂
マ

シ
ン
と
し
て
は
初
め
て

R
O
M
カ
1
ト

リ
y
ジ
で
は
な
く
、

D
V
D
l
R
O
M

が
搭
載
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い

う
。
一

方
で
任
天
堂
本
社
で
は
、
リ
ン

TOPICS 

カ
l
ン
会
長
の
新
ハ
ー
ド
に
関
す
る
発

表
は
事
実
で
、
新
ハ

1
ド
の
開
発
は
進

め
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
未
定
と
の

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

そ
こ
で
弊
誌
で
は
こ
の
件
に
つ
い
て

独
自
に
取
材
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
あ
る

業
界
関
係
者
か
ら
「
任
天
堂
で

D
V
D

｜

R
O
Mを
搭
載
し
た
新
ハ
1
ド
を
開

発
中
」
と
の
情
報
を
得
た
。
さ
ら
に
こ

の
マ
シ
ン
は
通
信
対
応
で
、
任
天
堂
で

も
現
在
積
極
的
に
通
信
ゲ
1
ム
の
開
発

に
着
手
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
任

天
堂
社
内
で
は

3
月
末
に
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
が
完
成
予
定
で
、
発
売
時
期
な
ど
に

つ
い
て
は
ま
だ
未
定
だ
が
、

4
月
頭
に

は
仕
様
が
ソ
フ
ト
開
発
者
向
け
に
発
表

さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。
こ
の
号
が
発

売
さ
れ
た
頃
に
は
何
ら
か
の
発
表
が
な

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

任
天
堂
が
新
ハ

l
ド
、
と
な
る
と
気

に
な
る
の
は
今
年
6
月
に
発
売
が
予
定

さ
れ
て
い
る
臼

D
D
の
行
方
だ
が
、
仮

に
新
ハ
！
ド
が
開
発
中
な
ら
発
売
は
中

止
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
み
る
業
界

関
係
者
も
多
い
。
6
月
発
売
予
定
な
ら

3
月
中
に
任
天
堂
か
ら
流
通
各
社
に
対

し
て
何
ら
か
の
リ
リ
ー
ス
が
な
さ
れ
て

い
る
は
ず
だ
が
、
そ
う
し
た
動
き
は
見

え
な
い
。

9
月
発
売
予
定
、
ま
た
ロ
月

発
売
予
定
と
い

っ
た
声
も
聞
こ
え
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
仮
に
発
売
し
た

と
し
て
も
、
臼

D
Dは
あ
く
ま
で
ニ
ン

テ
ン
ド
ウ
似
の
オ
プ
シ
ョ
ン
パ

l
ツ
の

た
め
、

ω市
場
が
冷
え
込
ん
で
い
る
現

状
で
は
大
き
な
相
乗
効
果
は
見
込
め
な

い
。
現
在
同
社
の
収
益
は
北
米
で
の
川
田

市
場
を
除
け
ば
、
圏
内
で
の
ゲ
l
ム
ボ

ー
イ
市
場
の
好
調
さ
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
そ
の
た
め
、
改
め
て
新
ハ
ー

ド
を
発
売
し
て
盛
り
返
し
を
か
け
る
動

き
も
考
え
ら
れ
る
。

む
し
ろ
気
に
な
る
の
は
、
玩
具
的
な

ゲ
l
ム
制
作
を
モ
y
ト
！
と
し
て
、
か

た
く
な
に

R
O
M
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
図

仁E

執
し
た
任
天
堂
が
、

D
V
D
l
R
O
M

で
ど
の
よ
う
な
新
し
い
ゲ
l
ム
像
を
見

せ
て
く
れ
る
の
か
。
ま
た
通
信
と
い
う

日
本
で
は
未
成
熟
な
市
場
を
、
同
社
が

ど
う
切
り
開
い
て
い
く
の
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
任
天
堂
は
通
信

よ
り
も
放
送
分
野
に
力
を
入
れ
、
サ
テ

ラ
ビ
ュ

l
、
ま
た
ニ
ン
テ
ン
ド
ウ
パ
ワ

ー
に
よ
る
ゲ
l
ム
提
供
を
行
っ
て
き
た

が
、
そ
れ
ほ
ど
成
功
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
む
し
ろ
ポ
ケ
モ
ン
な
ど
の
接

触
型
と
も
言
え
る
通
信
ゲ
l
ム
で
新
し

い
遊
び
を
提
供
し
て
き
た
。
そ
れ
だ
け

に
同
社
の
本
格
的
な

「通
信
」
ゲ
l
ム

に
は
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

現
時
点
で
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い

て
未
知
の
点
が
多
い
が
、
詳
細
が
わ
か

り
次
第
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
で
、
今

後
の
展
開
に
注
目
し
て
欲
し
い
。
仮
に

来
春
発
売
と
な
る
と
、
次
世
代
プ
レ
イ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
競
争
が
話
題
を
占

め
る
は
ず
で
あ
る
。



つ
い
に
発
売
さ
れ
た
超
大
作
R
P
G

「

F
F
唖
』
の
存
在
意
義
を
問
う
。

仁主コ





R
7F
珊
閣
を
巡
る

経
済
効
果

Eム司...-
『フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
咽
』
は
一
体
何
を

も
た
S
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
経
済
効
果
を
申
心
に
、

と
の
大
作
ソ
フ
ト
が
引
き
起
こ
し
た
「
現
象
』
に
つ
い
て
考
聾
し
た
。

一
一
目
で
「
も
の
の
け
塑
と

一
同
じ
販
売
総
額
を
達
成

一

国
内
3
2
1万
枚
の
大
ヒ
ッ
ト
を
記

一
録
し
た
前
作

「
F
F
mと
か

ら

2
年
。

－
2
月
日
日
に
発
売
さ
れ
た

『
F
F
咽
』

－
は
、
発
売
初
日
で

2
2
1万
枚
の
売
り

一
上
げ
を
記
録
し
た
（
ス
ク
ウ
ェ
ア
発

一
表）
。
単
純
試
算
す
れ
ば
、
販
売
総
額

一
が
1
日
で

1
7
2億
円
に
上

っ
た
こ
と

－
に
な
る
。
一

口
に

1
7
2億
円
と
言
つ

一
て
も
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
に
く
い
が
、
先

一
日
配
布
さ
れ
た
地
域
振
興
券
の
総
額
が

…1
2
0億
円
、
邦
画
で
異
例
の
大
ヒ

ッ

帽
卜
を
記
録
し
た
「
も
の
の
け
姫
」
の
国

一
内
興
行
成
績
が

1
8
0
億
円
と
聞
け

ば
、
そ
の
額
の
巨
大
さ
が
つ
か
め
る
だ

ろ
う
か
。
繰
り
返
す
が

一
日
で
、
で
あ

る
。
発
売
日
初
日
は
予
約
販
売
が
ほ
と

ん
ど
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秋
葉

原
で
は
小
雪
の
降
る
中
で
店
舗
の
前
に

は
行
列
が
で
き
、
人
気
の
高
さ
を
改
め

て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

そ
の
後

『咽
」
は
5
日
で

2
5
0万

枚
の
売
り
上
げ
を
記
録
し
、
以
後
も
順

調
に
リ
ピ
ー
ト
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た

C
V
S
で
の
予
約
状
況
を
見
る
と
、

『四
』
で
は

1
0
0
万
枚
予
約
を
達
成

す
る
ま
で
に
必
日
聞
か
か

っ
た
と
こ
ろ

を、

『咽
」
で
は
犯
日
間
で
達
成
し
た

（
デ
ジ
キ
ュ
ー
ブ
調
べ
）
。
「
四
』
で
は

C
V
S
で
の
最
終
予
約
数
は

1
5
0万

［ファイナルファンタジー］

発展と成長の軌跡
国
産
R
P
G
の
夜
明
け
。
そ
れ
は
D

Q

と
共
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ

ン
上
で
国
産
R
P
G
が
動
き
出
し
た
の
は

D

Q
登
場
よ
り
前
の
話
と
な
り
ま
す
が
、

パ
ソ
コ
ン
は
高
価
で
あ
り
や
は
り
高
嶺
の

花
。
一
般
的
な
遊
び
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
子
供
た
ち
は
雑
誌
に
織
っ
た

『ブ
ラ
ッ
ク
オ
ニ
キ
ス
』
の
写
真
を
見
て

は
、
た
だ
た
だ
「
や
り
て
l
」
と
欲
求
ば

か
り
掻
き
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

不
幸
な
時
代
で
し
た
。

し
か
し
そ
ん
な
時
代
も
終
わ
り
を
告
げ

ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
コ
ン
で
R
P
G
が
遊
べ

る
日
が
や
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
D
Q
I

発
売
自
体
は
、
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
た
出

来
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
ゲ

ー
ム
誌
編
集
者
は
D
Q
I
を
夏
祭
り
の
景

品
で
手
に
入
れ
た
と
聞
き
ま
す

（3
0
0

円
）。
が
、
子
供
同
士
の
ソ
フ
ト
の
貸
し

借
り
や
口
コ
ミ
を
通
じ
て
な
の
で
し
ょ
う

か、

D

Q
の
人
気
は
徐
々
に
高
ま
り
、
W

年

1
月
初
日
に
発
売
さ
れ
た

「ド
ラ
ゴ
ン

ク
エ
ス
ト
E
』
は
品
物
が
な
か
な
か
手
に

入
ら
な
い
大
人
気
商
品
と
な
り
ま
す
。
R

P
G
は
売
れ
る
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
も
そ

の
頃
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

[}fil 
あなたは rFF司lを買いましたか？

D
Q
E
の
発
売
以
降
、
し
ば
ら
く
「
D

Q
を
真
似
す
り
ゃ
い
い
ん
だ
よ
」
が
業
界

の
流
行
り
言
葉
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想

像
に
厳
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
か
、
そ

う
い
っ
て
い
た
有
名
ク
リ
エ
イ
タ
l
の
話

は
よ
く
耳
に
い
た
し
ま
す
ね
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
全
て
が
安
直
畳
低
棟

腐
R
P
G
ば
か
り
だ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
D
Q
E
か
ら
D
Q
E
へ
と
至
る
時

期
は
、
後
世
に
残
る
名
作
R
P
G
シ
リ
ー

ズ
の
1
作
目
が
発
売
さ
れ
た
時
期
で
も
あ

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。『
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の



さ
ら
に
ゲ
l
ム
産
業
全
体
を
他
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
産
業
と
比
較
し

て
み
た
い
。
レ
ジ
ャ
ー
白
書
に
よ
る
と
、

W
年
の
テ
レ
ビ
ゲ
｜
ム
市
場
は

7
1
0

0
億
円
。
対
す
る
映
画
市
場
は

1
7
0

0
億
円
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
C
D
（レ

ン
タ
ル
含
む
）
市
場
は

8
8
2
0億
円
、

以
後
カ
ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
（
ル
！
ム
）

が
6
4
0
0億
円
、
遊
園
地

・
レ
ジ
ャ

ー
ラ
ン
ド
が

5
4
2
0億

円
と
続
く
。
す
で
に
テ
レ

ビ
ゲ

l
ム
が
映
画
を
完
全

に
追
い
抜
き
、

音
楽
産
業

と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
に
至

っ
て
い
る
の
が
わ
か
る

（
そ
し
て
共
に

C
D
I
R
O

M
と
い
う
媒
体
を
使

っ
て

い
る
の
が
興
味
深
い
点
で

あ
る
）

。
こ
う
し
た
テ
レ

ビ
ゲ

l
ム
産
業
の
位
置
づ

け
の
中
で
の
、

『
F
F
四
』

の
セ
ー
ル
ス
の
好
調
さ
に

は
、
も
は
や
ゲ
！
ム
業
界

に
留
ま
ら
な
い
、
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
産
業
全

体
で
の
影
響
力
の
高
さ
が

あ
る
と
言
っ

て
も
、
過
言

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

FF・u伺だったのか？？
一
枚
、
最
終
販
売
数
は

2
1
0万
枚
。
こ

一
れ
が

『旦

で

は

C
V
Sだ
け
で
最
終

－
販
売
数
は

2
2
0
万
枚
程
度
と
、
約

一
5
%
の
伸
び
を
予
測
し
て
い
る
と
い

一
ぅ
。
ト
ー
タ
ル
の
販
売
枚
数
に
あ
て
は

一
め
る
と

3
3
7万
枚
、
金
額
に
し
て
約

－
2
5
0億
円
。
こ
れ
は

「
タ
イ
タ
ニ

y

一
ク
」
の
園
内
興
行
収
入
と
ほ
ぼ
同
じ
数

一
字
だ
。

一

一

同

・

一

冊

圃

一

一
吹

圃

－

i
z

－－
M
 

一

一側

ん
一棚

田

一斗

圃

一
り

一
一円

剛

一
円

B

一

一刑

制

ι
E
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栄
光
』
（デ
l
タ
イ
ー
ス
ト
）

『女
神
転
生
』

（
ナ
ム
コ
）

『桃
太
郎
伝
説
」
（
ハ
ド
ソ
ン
）

な
ど
な
ど
。
ま
た

「水
戸
黄
門
」
（
サ
ン

電
子
）

「ミ
ネ
ル
バ
ト
ン
サ
l
ガ
』
（
タ
イ

ト
l
）
と
い
う
カ
ル
卜
的
名
作
R
P
G
も

こ
の
時
期
発
売
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
維

誌
の
投
稿
ぺ
I
ジ
で
「
な
ん
だ
、
お
も
し

ろ
い
じ
ゃ
な
い
か
l

サ
ン
電
子
」
と
妙

な
理
由
で
続
者
に
怒
ら
れ
て
い
た
の
が
今

で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。『
フ
ァ
イ

ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
も
こ
の
時
期
に
発

売
さ
れ
ま
し
た
。

上
手
く
す
れ
ば

「水
戸
黄
門
」
も
F
F

並
の
シ
リ
ー
ズ
に
育
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。『
水
戸
黄
門
七
』
あ
た
り
で

ポ
リ
ゴ
ン
印
舗
が
ク
ル
グ
ル
廻
り

「水
戸

黄
門
お
銀
外
伝
』
と
い
う
ブ
シ
ド
l
ブ
レ

l
ド
や

『う
っ
か
り
八
兵
衛
の
不
思
識
な

｛
八
く
ら
」
が
登
場
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
が
、
当
の
ゲ
l
ム
の
水
戸
貧
門
は

「2
』
で
海
外
に
漫
遊
に
出
か
け
た
ま
ま

帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ー
作
目
な
の
に
最
後
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

と
い
う
名
。
2
作
自
の
予
定
が
無
か
っ
た

と
は
よ
く
聞
く
話
で
す
が
、
と
も
か
く
ー

は
W
年
怯
月
刊
同
日
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

2
か
月
後
に
は
D
Q
E
が
発
売
さ
れ
る
。

そ
ん
な
時
期
の
穏
で
し
た
。
さ
て
I
の
凄

い
と
こ
ろ
と
は
一
体
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の

で
し
ょ
う
。
人
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
す
っ
げ
l
！
横
だ
っ
て
感
じ
」

司え？「横
H
」

横
？
一
体
何
が
？

戦
翻
画
面
が
、
で
ご
ざ
い
ま
す
。
F
F

は
、
敵
モ
ン
ス
タ
ー
の
姿
し
か
見
え
な
い

D
Q
（ウ
ィ
ザ
｜
ド
リ
ィ
タ
イ
プ
）
の
戦

闘
画
面
で
は
な
く
、
サ
イ
ド
ビ
ュ
ー
を
選

択
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
そ
ん
な

に
濠
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
凄
い
こ

と
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
。
何
度
も
何
度

も
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
戦
闘
シ

ー
ン
。
い
く
ら
モ
ン
ス
タ
ー
に
魅
力
が
あ

っ
た
と
し
て
も
さ
す
が
に
見
飽
き
て
し
ま

い
ま
す
。
が、

F
F
の
場
合
、
自
分
の
分

身
た
ち
が
剣
を
振
り
、
魔
法
を
か
け
戦
う

姿
が
見
え
る
の
で
す
。
お
ま
け
に
戦
闘
に

勝
利
す
れ
ば
勝
ち
ポ
l
ズ
ま
で
。
見
て
て

非
常
に
楽
し
い
。
そ
れ
は
F
F
の
戦
闘
シ

ー
ン
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
。
視
覚
効

果
に
訴
え
る
こ
と
の
上
手
な
現
在
の
ス
ク

ウ
ェ
ア
の
片
鱗
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
も
う
一
つ
。
F
F
は
職
業
選
択

の
自
由
を
D

Q
に
先
ん
じ
て
採
り
入
れ
た

の
で
し
た
。
ウ
ィ
ズ
に
影
響
を
受
け
な
が

ら
。
し
か
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
職
業
は
還

[IT]c臥 しました！ ！
CMに惹かれたから。割)CGがスゴイ。ほとんどGF.で倒すのはどうかとも思うが、それが今回
のメインなら仕方がない。やっぱり 『昨唖lはスゴイです。 （奈良県 MD団）
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一一一四W
M
伽

帽。一C
V
Sと
既
存
流
通

一2量
流
通
の
ひ
歩
み
と
は

一
さ
て
、

一
本
の
ソ
フ
ト
が
流
通
の
仕

－
組
み
す
ら
変
え
て
し
ま
う
の
が
ゲ
l
ム

一
業
界
で
も
あ
る
。
今
回
の

『且
で
も
、

一
前
作
同
様
に

C
V
Sと
既
存
流
通
の
双

一
方
で
商
品
が
流
通
さ
れ
た
。
振
り
分
け

帽
比
率
は

C
V
Sで
万
%
、
既
存
流
通
で

一
お
%
程
度
の
模
様
だ
。
と
は
い
え
、
ピ

…
ッ
グ
タ
イ
ト
ル
に
乏
し
い
昨
今
の
ゲ
i

一
ム
流
通
で
は
、

一
枚
で
も
多
く
取
り
扱

帽
い
た
い
商
品
で
あ
る
。
今
回
の
販
売
状

一
況
に
つ
い
て
、
デ
ジ
キ
ュ

ー
ブ
で
は

一
「
最
初
は
正
直
言
っ

て

『旦

よ

り

も

。’97年のエンターテインメント.寮の市渇比絞
テレビゲーム 7100億円

映画 1700億円

CD （レン宮ル含む） 8820億円

カラオケボックス（ルーム） 6400億円

遊園地・レジャーランド 5420傭円

（レジャm 白書より）

売
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
予

測
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
幸
い
そ
の

予
想
は
紀
憂
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

事
前
に
売
り
上
げ
予
測
の
シ
ナ
リ
オ
を

4
種
類
ほ
ど
用
意
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
最
も
良
い
シ
ナ
リ
オ
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
収
益
に
貢

献
し
た
、
助
っ
人
的
な
存
在
で
す
ね
」

（デ
ジ
キ
ュ
ー
ブ
立
川
泰
志
氏
）
と

の
と
と
だ
っ
た
。

一
方
で
既
存
流
通
側
は
厳
し
さ
が
拭

え
ず
、
中
で
も
都
市
部
の
量
販
店
に
比

べ
て
、
地
方
の
郊
外
店
は
取
り
扱
い
枚

数
の
確
保
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
C
V
Sで
の
予
約
状
況
を
み
て
も
、

ユ
ー
ザ
ー
の
注
目
度
が
高
か

っ
た
の
は

～
J
 

発売日には熱心なファンが早朝から行列を作った。

べ
な
か
っ
た
D
Q
I
、
E
。
し
か
し
F
F

は
戦
士
、
モ
ン
ク

（格
闘
家
）
、
自
由
帽
導

師
、
黒
魔
導
師
か
ら
職
業
を
自
由
に
選
べ

ま
し
た
。
転
職
が
で
き
な
い
の
で
、
白
鷹

導
師
4
人
パ
ー
テ
ィ
な
ど
作
っ
て
し
ま
う

と
ク
リ
ア
が
ほ
ぼ
不
可
能
に
な
る
豪
快
な

部
分
も
あ
り
、
大
概
が
戦
、
戦
、
白
、
黒

や
戦
、
モ
、
白
、
黒
と
い
う
形
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。
じ
ゃ
あ
職
業
選
ぶ
意
味
無
い

ね
と
恩
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
の
楽
し
さ
を
ち
ょ
こ
つ
と
感

じ
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
こ
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
、
そ
の
後
、

F
F
シ
リ
ー
ズ
の

大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

他
に
も
、
ゲ
1
ム
開
始
後
し
ば
ら
く
た

っ
て
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
り
、

キ
ヤ
ラ
、
モ
ン
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
天
野

喜
孝
氏
を
起
用
し
た
り
。
大
人
な
雰
囲
気

を
多
分
に
漂
わ
せ
て
い
た
の
が
F
F
の
特

徴
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
を
剣
と
魔
法
と
い
う
世
界
に
限
定

す
る
な
ら
、
終
鑑
、
未
来
っ
ぽ
い
世
界
に

い
っ
て
し
ま
う
F
F
I
は
、
最
初
か
ら
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

予
3
3

資

。臥帽です 対ウエア作品…好きではないけどトツ加だから一応肌する叫 ルニヤ）圃

そ
し
て
F
F
E
。
I
発
売
翌
年
の
年
末

に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
l
ム
、
そ

れ
は
沢
山
の
冒
険
が
お
こ
な
わ
れ
た
作
品

で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ゲ
l
ム
に
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
い

う
概
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ベ
ル
に
替
え
、

熟
練
度
と
い
う
概
念
を
導
入
。
剣
、
魔
法
、

防
具
を
使
え
ば
使
う
ほ
ど
熟
練
度
が
上
が

り
、
攻
懇
回
数
や
命
中
率
が
上
が
っ
て
い

く
の
で
す
。
「
ズ
パ
パ
パ
パ
ツ
ズ
パ
パ
パ

パ
ツ
」
と
、
両
手
に
持
っ
た
剣
で
十
数
回

も
攻
撃
を
加
え
る
さ
ま
は
、
現
実
の
映
像

を
想
像
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
も
の
ス
ゴ

イ
さ
ま
で
、
下
手
を
す
る
と
Z
級
映
画
並

み
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
、
文
句
無

し
に
気
持
ち
が
良
か
っ
た
の
で
す
。

さ
て
さ
て
、
こ
の
素
材
に

「ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
こ
と
で
上
が
っ
て
い
く
ヒ
ッ
ト

ポ
イ
ン
ト
」
「
仲
間
を
攻
掌
で
き
る
」
と

い
う
調
味
料
を
加
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ

れ
l
、
攻
略
大
好
き
ク
ン
が
何
か
新
し
い

料
理
を
作
っ
た
み
た
い
だ
ぞ
お
。
い
っ
た

い
何
だ
ろ
！
？

か
く
し
て
、
雑
魚
キ
ャ
ラ
を
前
に
し
て
、

仲
間
同
士
で
斬
り
合
い
魔
法
を
撃
ち
合
う

変
態
パ
ー
テ
ィ
が
日
本
全
国
に
多
数
わ
い

て
出
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。



FF圃~伺だったのか！？

一
事
実
。
し
か
し
既
存
流
通
側
で
は
入
荷

帽
数
が
十
分
で
な
く
、
予
約
を
断
る
例
も

圃
多
か

っ
た
と
い
う
。
あ
る
チ
ェ
ー
ン
店

一
の
幹
部
は

「通
常
こ
れ
だ
け
の
タ
イ
ト

一
ル
に
な
る
と
、
全
流
通
の
中
で
う
ち
は

一
6
%程
度
の
シ

ェ
ア
を
占
め
て
き
た
。

固
と
こ
ろ
が
今
回
は

0
・
6
%
に
す
ぎ
な

一
い
」
と
漏
ら
す
。

一

秋

葉

原

の

メ

y

セ
サ
ン
オ
ー
で
も

一
「今
回
は

C
V
S
で
の
取
り
扱
い
も
慣

－
れ
て
、
既
存
流
通
側
の
数
が
少
な
い
こ

一
と
は
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
前
作
で
は

プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
本
体
も
相
乗
効

果
で
売
れ
た
の
で
す
が
、
も
う
本
体
は

す
べ
て
行
き
渡
っ
て
い
る
の
で
、

『咽
』

で
は
本
体
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
で
す

ね
。
本
当
は

『ポ
ケ
y
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
』
が
あ
れ
ば
相
乗
効
果
で
良
か

っ
た

ん
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
も
数
が
な
い
状

況
で
す
か
ら
」

（メ

y

セ
サ
ン
オ

l

稲
越

一
之
氏
）
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

2
年
前
に

C
V
S流
通
で
華
々
し
く

デ
ビ
ュ
ー
し
た

『司
』
だ
が
、

2
年
後

の

「咽
』
で
も
ゲ

l
ム
流
通
に
課
題
を

残
し
た
ま
ま
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

て
い
る
。
は
か
ら
ず
も
、
そ
の
セ

ー
ル
ス
の
好
調
ぶ
り
が
、
ゲ
ー
ム

流
通
の
問
題
点
を
改
め
て
浮
き
上

が
ら
せ
た

一
面
も
否
定
で
き
な
い

だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
大
ヒ

ッ
ト
タ
イ
ト

ル
の
出
現
を
各
マ
ス
コ

ミ
が
見
逃

す
わ
け
も
な
く
、
ゲ
ー
ム
雑
誌
以

外
で
も
多
く
の

一
般
誌
で

『
8
』

は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
発
売
後
す
ぐ
に
ロ
ペ
ー
ジ
も

の
特
集
を
組
ん
だ
「

T
o
k
y
o

一
週
間
」

（講
談
社
）
を
は
じ
め
、

初
時
間
も
の
プ
レ
イ
レ
ポ
ー
ト
を

掲
載
し
た
「
週
刊
プ
レ
イ
ボ
l
イ」

戦
い
な
が
ら
自
然
に
強
く
な
っ
て
い
く

シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、

攻
略
大
好
き
ク
ン
に
は
そ
う
映
ら
な
か
っ

た
模
様
で
す
。
そ
し
て
毎
回
変
わ
る
シ
ス

テ
ム
は
、
こ
う
し
た
攻
略
大
好
き
ク
ン
を

惹
き
つ
け
る
要
素
と
も
な
り
ま
し
た
。
ど

こ
か
し
ら
ス
キ
を
作
っ
て
お
く
の
は
、
も

し
か
し
た
ら
戦
略
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
余
談
で
す
が
、

D
Q
で
は
「
あ
そ
こ

の
謎
が
分
か
ら
な
く
っ
て
さ
」
「
そ
う
そ

う
」
と
い
う
や
り
と
り
が
多
い
で
す
が
、

F
F
で
は
「
オ
レ
は
あ
の
武
器
と
あ
の
魔

法
よ
く
使
う
な
」
「
オ
レ
は
こ
れ
か
な
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
面
で
の
や
り
と
り
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

さ
て
「
人
が
死
ぬ
」
の
も
E
で
特
徴
的

だ
っ
た
点
。
ゲ
ー
ム
の
中
で
正
義
の
側
の

人
聞
が
死
ぬ
と
い
う
展
開
は
そ
れ
ま
で
に

は
少
な
く
、
い
つ
も
の
よ
う
に
セ
リ
フ
早

読
み

A
ボ
タ
ン
連
打
を
し
て
い
て
、
ヨ
ー

ゼ
フ
が
死
ぬ
感
動
的
な
シ
l
ン
を
た
っ
た

0

．7
秒
に
短
縮
し
て
し
ま
っ
た
悲
劇
も

全
国
の
一
部
で
起
き
た
よ
う
で
す
。
今
の

F
F
な
ら
強
制
イ
ベ
ン
ト
で
処
理
す
る
と

こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
が
、
当
時
は
そ
う
し

た
部
分
も
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
の
で
し
た
。
牧
歌
的
な
時
代
で
し
た
。

そ
し
て
E
で
す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
大

型
R
P
G
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
人
気
も
定

着
し
、
制
作
期
間
も
そ
れ
な
り
に
か
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
E
の
発
売
は

ω

年
4
月
幻
目
。
－
年
と
4
か
月
の
時
間
が

経
過
し
て
い
ま
す
。
っ
て
今
か
ら
考
え
る

と
そ
れ
で
も
短
い
で
す
ね
。

さ
て
、
こ
の
頃
に
な
る
と
ユ
ー
ザ
ー
の

中
に
も
D
Q支
持
派
と
F
F支
持
派
が
明

確
に
色
分
け
さ
れ
て
き
ま
し
た

（と
い
っ

て
も
大
多
数
は
そ
の
両
方
を
遊
ん
で
い
る

の
で
す
が
て

か
た
や
D
Q
E
は
シ
リ
ー

ズ
完
結
編
。
地
時
坤
を
舞
台
に
し
日
本
ま
で

登
場
。
職
業
選
択
も
転
職
も
自
由
自
在
。

面
白
そ
う
な
内
容
の
て
ん
こ
盛
り
で
、
そ

の
発
売
が
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
た
大
ヒ
ッ

ト
ソ
フ
ト
。し
か
し
そ
の
王
道
っ
ぷ
り
が
、

人
と
閉
じ
事
を
す
る
の
が
嫌
い
な
一
部
の

子
供
た
ち
の
お
気
に
召
さ
な
か
っ
た
よ
う

で
。
「
怖
い
」
と
も
い
わ
れ
か
ね
な
い
天

野
喜
孝
氏
を
デ
ザ
イ
ン
に
起
用
し
続
け
た

り
主
人
公
を
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
に
設
定
し
た

り
す
る
F
F
。
し
か
し
ア
ン
チ
気
質
の
強

い
一
部
の
子
供
た
ち
は
、
そ
う
し
た
ア
ダ

ル
ト
な
空
気
に
惹
か
れ
、
そ
し
て
彼
、
そ

し
て
彼
女
ら
は
信
じ
て
い
た
の
で
す
。

「
い
つ
か
D
Qを
超
え
る
ん
だ
。
そ
し
て

F
F
が
天
下
を
と
る
ん
だ
」
。

そ
し
て
E
は
、
彼
ら
に
明
る
い
未
来
を

信
じ
さ
せ
る
に
足
る
内
容
を
備
え
て
い
ま

円＝「.厩入していません 現在コンビニでバイトをしていますが、 『拝閣のフィパーぶりに引いてしまい、買う気が
可否1苅F しませんでしたロ田舎のコンビニでお本批売るなんでまともじゃない。（大鵬 酬賢一）



－
（
集
英
社
）
。

2
週
に
わ
た
っ
て
隠
し
技

一
の
存
在
を
掲
載
し
た
「
F
R
I
D
A
Y」

一
（
講
談
社
）
な
ど
が
そ
の

一
例
で
あ
る
。

一
ま
た

「週
刊
現
代
」
（
講
談
社
）
、
「遇

－
刊
朝
日
」
な
ど
も
、
「咽
」
の
関
連
記

一
事
を
掲
載
し
、

一
般
ユ

ー
ザ
ー
の
注
目

一
を
集
め
た
。

一

中

で

も
異
例
の
存
在
だ

っ
た
の
は

K

圃
D
Dと
の
タ
イ
ア

ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

闘
で
、

同
社
の
国
内
電
話
サ
ー
ビ
ス
を

一

一
定
金
額
使
用
す
る
と
、

F
F
咽
グ
ッ
ズ

…
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
も
の
。
告

一
知
も

「日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」
を
は
じ
め
新

岡
聞
紙
上
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム
の

…
タ
イ
ア

ッ
プ
企
画
と
し
て
は
珍
し
い
例

一
だ
。
こ
れ
な
ど
も
、

『
F
F
且

ま

た

…
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
』
と
い

闘
う
商
品
を
、
ス
ク
ウ

ェ
ア
側
が
積
極
的

帽
に

一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
プ

ロ
モ

l

一
シ

ョ
ン
を
行
い
、
ま
た
他
メ
デ
ィ
ア
か

一
ら
も

一
般
層
に
訴
求
で
き
る
力
を
持
つ

一
た
商
品
だ
と
見
な
し
て
円
る
こ
と
を
示

圃
し
て
い
る
。

一
さ
ら
に
、

「旦

の

C
M
ソ
ン
グ
で

一
あ
る
フ
ェ
ィ
・
ウ
ォ
ン

「
E
y
e
s

一o
n

M

e

f
e
a
t
u
r
e
d

－
l
n
F
i
n
a
l
F
a
n
t
a
s
 

－

Y
8」
が
オ
リ
コ

ン
チ
ャ
ー
ト
の
ベ
ス

卜
却
に
入
る
な
ど
、
関
連
商
品
の
売
り

上
げ
が
好
調
な
の
も
、
や
は
り

『
F
F

咽
』
の
商
品
力
の
現
れ
と
言
え
る
だ
ろ

、「
ノ
。思

わ
ぬ
パ
グ
が
紙
面
を
巡
る

と
れ
も
人
気
ソ
フ
ト
ゆ
え
か

こ
う
し
て

『四
」
を
上
回
る
ハ
イ
ペ

ー
ス
で
進
ん
で
き
た

『
F
F咽
』
だ
が
、

思
わ
ぬ
冷
や
水
を
か
け
ら
れ
る
事
態
が

起
き
た
。
パ
グ
の
発
生
で
あ
る
。
問
題

の
シ

l
ン
は

C
D
の
3
枚
目
に
あ
る
制

限
時
間
内
に
特
定
の
敵
を
倒
す
シ
ー

ン
。
通
常
は
時
間
内
に
敵
を
倒
せ
な
く

て
も
ゲ
1
ム
は
進
行
す
る
が
、
パ
グ
に

よ
り
画
面
が
固
ま
り
、
ゲ
ー
ム
が
続
け

し
た
。
初
め
て
召
喚
魔
法
が
登
場
し
、
選

択
で
き
る
職
業
は
叩
数
種
と
増
加
。ま
た
、

展
間
に
合
わ
せ
次
々
と
転
職
し
て
い
か
な

い
と
ゲ
i
ム
の
ク
リ
ア
は
お
ぼ
つ
き
ま
せ

ん
。
こ
の
職
業
観
は
、
終
身
雇
用
制
度
が

主
流
で
あ
る
日
本
の
も
の
で
は
な
く
、
転

職
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
至
極
当
た

り
前
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
的

な
も
の
。
現
在
ハ
リ
ウ
ッ
ド
や
ハ
ワ
イ
に

進
出
し
て
い
る
ス
ク
ウ
ェ
ア
。
そ
の
出
発

点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
す
。
き
っ
と
。

ま
た
、
プ
レ
イ
時
間
も
長
く
な
る
一
方
。

特
に
最
終
ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
類
い
希
な
る
厳

し
さ
と
長
さ
。
テ
レ
ビ
は
二
家
に
一
台
が

当
た
り
前
の
時
代
、
数
時
間
連
続
プ
レ
イ

を
要
求
す
る
F
F
E
は
、
最
早
一
般
家
庭

で
は
ク
リ
ア
不
可
能
で
し
た
。

そ
し
て
U
か
ら
F
F
は
S
F
C
へ
と
移

り
ま
す
。
当
時
、
皆
は

『ガ
デ
ュ
リ
ン
』

で
心
を
痛
め
た
ま
ま
F
F
W
に
臨
ん
だ
の

で
し
た
。

そ
れ
で
は
U
初
プ
レ
イ
を
再
現
実
況
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

「
；：：
う
お
l
、
こ

っ
ち
向
か

っ
て
飛
ん

で
る
よ
、
飛
空
挺
。
集
団
だ
よ
。
音
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
い
い
な
あ
。
騎
士
だ
よ
。
か
っ

こ
い
い
な
あ
。
う
わ
っ
画
面
に
モ
ザ
イ
ク

か
か
っ
た
よ
。何
？

で
つ
け
ー
な
あ
」

N
で
皆

『ガ
デ
ュ
リ
ン
』
の
傷
は
癒
え

た
よ
う
で
す
。
と
い
う
か
、
S
F
C
の
か

な
り
初
期
に
出
た
の
が
F
F
W
で
は
、
他

の
R
P
G
は
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
F
F
で
よ
く
い
わ
れ
る
の
が

「
ス
ト
ー
リ
ー
は
偶
数
、
シ
ス
テ
ム
は
奇

数
」
と
い
う
言
葉
。
偶
数
で
あ
る
F
F
U

は
ま
さ
に
ス
ト
ー
リ
ー
メ
イ
ン
R
P
G
O

E
で
増
え
た
職
業
の
概
念
も
き
れ
い
さ
っ

ぱ
り
払
拭
さ
れ
て
い
ま
す
。
思
い
つ
き
り

が
い
い
と
も
い
え
ま
す
が
、
そ
の
お
か
げ

で
F
F
は
、
毎
回
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
熟
読
し

な
い
と
シ
ス
テ
ム
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
V
登
場
。
す
で
に
U
で
そ
の
片

鱗
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
ク
ウ
ェ
ア

の
ド
ッ
タ
l
の
仕
事
っ
ぷ
り
は
尋
常
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

出
て
く
る
城
を
見
た
だ
け
で
ソ
フ
ト
の
購

入
を
決
定
し
た
人
間
も
多
い
は
ず
。
そ
し

て
ま
た
こ
の
作
品
、
奇
数
本
数
日
の
面
白

躍
如
。
特
に
攻
略
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
は
堰

え
ら
れ
な
い
内
容
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

職
業
と
い
う
概
念
が
復
活
し
、
ま
た
職
業

の
熟
練
度
に
よ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ア
ビ

リ
テ
ィ
を
習
得
。
そ
の
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
で
き
る
。

ま
た
主
人
公
以
外
の
メ
ン
バ
ー
を
全
員

。臥ほした！！

い
き
な
り
敵
だ
よ
。

rFF け からずっと発売日当日に買っていた、 古くからのユザーの義務として。
（大分県こはく ）c::HJ 



FF•&t伺挺ったの耕？

一
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
る
。
朝
日
新

一
間

2
月
初
日
夕
刊
に
よ
る
と
、
お
日
ま

一
で
に
ス
ク
ウ
ェ
ア
に
修
理
の
た
め
に
返

圃
送
さ
れ
た
ソ
フ
ト
は

1
0
0
0個
以

圃
上
。
発
売
後
数
日
で
問
い
合
わ
せ
の
電

…
話
が
始
ま
り
、

一
日
の
問
い
合
わ
せ
は

一
約

1
0
0
0本
以
上
。
電
話
で
対
応
で

…
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
出
来
な
い
場
合

圃
は
、
ソ
フ
ト
と
メ
モ
リ
ー
カ

l
ド
を
郵

一
送
し
て
も
ら
い
対
応
し
て
い
る
。

一
本
来
パ
グ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

…
と
だ
が
、
円
取
近
の
高
度
化
・
複
雑
化
し

た
ゲ

l
ム
で
は
ど
う
し
て
も
残
っ
て
し

ま
う
の
が
パ
グ
で
も
あ
る
。
む
し
ろ
こ

う
し
た
パ
グ
の
発
生
が
新
聞
紙
上
で
大

き
く
掲
載
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
、

『
F
F咽
」

の
ネ
ー
ム
バ
リ

ュ
ー
の
大

き
さ
が
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
さ
に
タ
イ
タ
ニ

ッ

ク
級
の
破
壕
力
で
ゲ

l
ム
業
界
を
震
熔

さ
せ
た

『
F
F咽
」
だ
が
、
そ
れ
で
は

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
だ
ろ

う
か
。
以
下
で
そ
の
検
証
を
行
っ
て
み

た
L
。

ノ
＼次稲せわ合，zu’

 

問

発
園
田
二
週
間
で
約
三
百
万
本
一
ソ
フ
ト
は
平
信
以
よ
．
平
松
正
一
だ
．
ソ
フ
ト
は
C
D
l
R
O
M
一
申
で
面
面
が
惇
止
し
、
ゲ
ー
ム

を
販
郭
U
た
人
園
田
テ
レ
ビ
ゲ
i
一
一
闘
・
聞
社
経
営
劃
行
役
員
は
一
四
枚
組
み
で
、
定
価
は
七
干
八
一
が
掛
け
ら
れ
忽
〈
な
晶
・

ム
ソ
フ
ト
ヲ
7
イ
ナ
ル
フ
ヱ
「
す
ぐ
に
対
処
す
る
の
で
、
ト
一
首
弓
ゲ
ー
ム
の
進
存
に
従
っ
一
間
社
へ
の
問
い
合
わ
せ
電
信

ン
タ
ジ
l
酒
」
に
、
プ
ロ
グ
ラ
一
ラ
ブ
ル
の
あ
っ
た
方
は
連
絡
し
一
て
C
D！
R
O
Mを
入
れ
替
え
一
は
思
議
醐
硲
あ
猿
包
後
に
飴
ま

ム
の
ミ
ス
が
あ
り
、
ゲ
ー
ム
中
一
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
．
一
品
．
一
り
、
一
日
平
均
乎
本
以
上
と
い

に
画
面
が
止
ま
っ
て
ゲ
ー
ム
を
一
問
題
の
ソ
フ
ト
は
十
一
日
に
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ミ
ス
が
あ
っ
一

5
．
電
話
で
ト
ラ
ブ
ル
を
解
梢

進
め
ら
れ
な
く
な
る
ト
ラ
ブ
ル
一
発
売
害
れ
た
家
庭
用
ゲ
ー
ム
．
一
た
の
は
三
枚
包
の
C
D
l
R
o
一
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
出
来

が
岨
聞
出
し
て
い
る
．
制
陣
・
恒
一
ゲ
ー
ム
を
す
る
人
が
物
語
の
主
一

M
。
骨
骨
宮
山
懐
物
を
制
限
時
間
一括
い
場
合
は
、
ソ
フ
ト
と
ゲ
l

蘭山｝忍

ωス
ク
ウ
ェ
ア
（
志
社
・
一
人
公
に
な
り
、
怪
物
な
ど
と
駿
一
内
に
倒
せ
な
い
幅
申
告
で
も
、
本
一
ム
の
進
行
内
容
を
電
子
的
民
飽

東
京
）
に
二
十
五
日
ま
で
に
、
一
っ
て
倒
し
、
最
後
に
世
霊
服
一
来
事

B
1ム
を
輔
符
で
き
る
一
揖
し
た
カ
1
主
送
っ
て
も
ら

修
理
の
た
め
に
送
り
返
さ
れ
た
一
を
た
〈
ら
む
魔
女
を
湯
す
内
信
一
が
、
ζ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
通
一
ぃ
、
棒
濯
し
て
い
る
と
い
う
．

一
平
松
経
営
執
再
品
店
Fd
「務
亮

一
前
広
延
べ
五
万
時
間
以
上
か
け

一
て
チ
ェ
ッ
ク
し
た
が
、
防
げ
な

一
か
っ
た
｝
と
絶
し
て
い
る
．

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ミ
ス

『

F
F四
』
の
パ
デ
被
害
を
報
じ
た
記
事
。
こ
れ
も
人
気
ソ
フ
ト
ゆ
え
か
？

（朝
日
新
聞

2
月
お
日
夕
刊
よ
り
転
霞
）。

女
性
に
で
き
る
の
も
V
が
初
め
て
。
D
Q
で

は
U
で
す
で
に
実
現
し
て
い
た
と
い
う
の

に
！
っ
て
そ
ん
な
に
大
問
題
？
大
問

題
で
す
。

S
F
C
量
後
の
F
F
と
な
る
羽
。
魔
導

ア
l
マ
ー
の
進
軍
か
ら
始
ま
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
が
印
象
的
で
す
。
ス
ク
ウ
ェ
ア
ド
ッ

タ
ー
は
既
に
神
の
領
域
に
ま
で
達
し
た
模

様
で
す
。
と
に
か
く
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
キ

レ
イ
。
い
や
キ
レ
イ
と
い
う
こ
と
で
い
え

ば
百
と
か
唖
の
C
G
の
方
が
キ
レ
イ
な
の

で
す
が
、
丁
寧
に
打
た
れ
た
ド
ッ
ト
の
方

が
感
動
を
呼
ぶ
の
は
何
故
な
の
で
し
ょ
う

ね
。
と
こ
ろ
で
こ
の
羽
、
様
h

吋
な
作
品
の

影
響
を
指
摘
さ
れ
る
作
品
で
も
あ
り
ま
し

た
。『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
な
ど
が
そ
の

代
表
。
幽
霊
列
車
は

『銀
河
鉄
道
9
9
9」

か
ら
の
流
用
だ
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
が
、

「銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
い
っ
た
ほ
う
が
ち
ょ

っ
と
知
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
て
こ
の

作
品
、
や
お
い
っ
子
た
ち
に
と
て
も
人
気

が
高
い
ら
し
い
で
す
。
「
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
お
い
し
い
」
と
い
う
の
が
理
由
だ
そ

う
で
す
が
、
誰
が
攻
め
で
誰
が
受
け
な

の
？
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に

U
で
は
シ
ド
に
毒
魚
を
喰
わ

せ
て
死
な
せ
て
リ
ト
ラ
イ
率
（
伺
%
）
。

シ
ャ
ド
ウ
を
助
け
ら
れ
ず
リ
ト
ラ
イ
率

（
辺
%
）
。
シ
ャ
ド
ウ
を
助
け
ら
れ
ず
ゲ
ー

ム
辞
め
率

（3

%
）
と
い
う
結
果
が
出
て

お
り
ま
す

（編
集
部
独
自
調
べ
）。

そ
し
て
F
F
は
P
S移
籍
後
初
の
羽
と

な
り
ま
す
。
書
き
割
り
C
G
の
中
を
ポ
リ

ゴ
ン
キ
ャ
ラ
が
動
き
回
る
と
い
う
形
式
は
、

P
S
の
ゲ
l
ム
の
一
つ
の
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト

に
な
り
ま
し
た
が
、
高
品
位
C
G
と
通
常

画
面
と
の
違
和
感
は
な
ん
と
も
は
や
。
そ

こ
に
目
を
つ
ぶ
る
の
が
犯
ビ
ッ
ト
機
以
降

の
ゲ
l
ム
ユ
ー
ザ
ー
の
正
し
い
態
度
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
な
ん
か
変

だ
な
あ
。
ま
た
羽
に
も
あ
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
的
部
分
、

wu
で
は
さ
ら
に
パ
ワ
l
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
R
P
G
を
遊
び
な
が
ら
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ノ
l
ボ
l
ド
レ
ー

ス
ゲ
l
ム
を
遊
べ
る
と
い
う
お
得
感
溢
れ

る
構
成
は
、

R
P
G
を
遊
び
な
が
ら
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
や
ラ
ジ
コ
ン
ゲ
l
ム
を
楽
し
め

る
唖
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
畑
山
。
唖
は
い
か
な
る
ゲ
l
ム
に
仕

上
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

フ

l
hた
も
同

y

－G

i
v
a
下川

』

c
v
a－

－

’

ー

IT!] G臥予定です ー なので（山一遅ければ山何ムで買えたの日勺尚一込こ）



一盟

2
年
に
1
度
巡
り
来
る
祭
り
の
日
新

略
伝
鐘
一
罷
と
し
て
の
美
学
と
そ
の
変
容

私はゲームンヨツプ町店員なのですが、 fFF'llを買いに来られるお客樟IHゲームが野きJというより fil行っているものが好きJ
と吋方のよう即日。 酬でのトラブル附入間で齢印量~IJ'iiりません。（福岡県立悦かやるゲ－A.15111 [JjJ 

卯
月
鮎

プ
レ
イ
時
間
・
随
時
間

2
年
に

l
度
巡
っ
て
く
る
、
祭
り
の
時
期
が
や

一
世
界
観
は
連
続
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

っ
て
来
た
。
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
る
宴
の
肴
、
と
い

て
非
常
に
お
約
束
が
多
い
作
品
だ
。
シ
リ
ー
ズ
前
半

う
か
ス
ケ
l
プ
ゴ

l
ト
は
当
然

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

一
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
モ
チ
ー
フ
こ
そ
姿
を
消
し
て
し

ア
ン
タ
ジ

l
珊
』
で
あ
る
（
何
か
イ
ヨ
マ
ン
テ
つ

一
ま
っ
た
が
、
シ
ド
は
い
つ
で
も
飛
空
艇
関
係
者
／

ぽ
い
倒
錯
し
た
行
事
だ
な
あ
）
。

一

男
／
中
高
年
で
あ
り
、
モ
ル
ボ
ル
は
い
つ
で
も
臭

今
回
の

F
F
、
結
論
か
ら
い
え
ば
遊
び
倒
し
て

一
い
息
を
吐
き
、
ボ
ム
に
は
ブ
リ
ザ
ド
、
ア
ン
デ
ッ

し
ま
っ
た
。
ヵ
1
ド
は
全
部
集
め
た
し
、

一
応
パ

…
ド
に
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
尾
。
シ
リ
ー
ズ
を
重
ね

l
テ
ィ
の
平
均
レ
ベ
ル
却
で
ク
リ
ア
し
た
。
で、

一
る
ご
と
に
お
約
束
と
い
う
名
の
礼
儀
作
法
は
増
え

複
雑
な
思
い
に
か
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

一
て
い
く
。
M
以
降
、
そ
の
デ
ー
タ
量
は
膨
ら
ん
で
、

だ
ろ
う
か

。

一

さ
ら
に
す
ご
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。ザ
コ
兵
士
、

F
F
は
映
画
的
な
ゲ
l
ム
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク

一
ビ
ッ
グ
ス
と
ウ
エ
ッ
ジ
は

X
｜
ウ
ィ
ン
グ
の
パ
イ

が
あ
る
。
制
作
サ
イ
ド
／
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
自
他
と
も

一
ロ
ッ
ト
、
と
か
o
F
F
と
い
う
の
ゆ
、
今
や
オ
タ

に
認
め
る
捉
え
方
だ
。
悪
く
な
い
。
な
い
の
だ
け
れ

一
ク
文
脈
の
教
養
モ
ザ
イ
ク
な
の
で
あ
る
。

ど
も
、

F
Fを
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
プ
レ
イ
し
て
き

一

で
、
そ
う
い
う
見
地
か
ら
分
析
す
る
に
、
映
画

た
人
間
と
し
て
は
、
何
だ
か
遣
う
。
ず
っ
と
考
え
て

一
に
し
て
は
い
や
に
大
仰
な
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ

き
た
の
だ
が
、
今
回
ち
ょ
っ
と
見
え
た
も
の
が
あ
る
。一

l
ズ
は
、
も
は
や
伝
統
芸
能
な
の
で
は
な
い
か
？

R
P
G
に
は
し
ば
し
ば
「
お
約
束
」
と
い
う
不

一
で
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
結
構
長
年
考
え
て
き
た
の

文
律
が
存
在
す
る
。

F
F
は
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
だ
が
、
「
歌
舞
伎
」
あ
た
り
が
し
っ
く
り
く
る
な

＠臥していません

あ
と
い
う
結
論
に
達
し
て
み
た
。

そ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
の
見
せ
方
に
対
す
る
深
い
愛

着
で
あ
り
、
そ
の
場
で
発
揮
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
の
心

情
や
人
物
の
仕
草
に
対
し
て
は
相
当
な
こ
だ
わ
り

が
発
揮
さ
れ
る
あ
た
り
で
あ
っ
た
り
す
る
。
全
体

的
な
構
成
に
は
あ
ま
り
と
い
え
ば
あ
ま
り
に
無
頓

着
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

瞬
間
瞬
間
の
魅
力
や
、
ベ
タ
な
会
話
の
展
開
は
、

も
は
や
様
式
美
の
域
に
達
し
て
い
る
。
利
那
的
に

楽
し
い
シ
l
ン
で
あ
れ
ば
か
ま
わ
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
を
つ
ら
つ
ら
と
考
え
て
し
ま
っ
た

の
も
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム
の
せ
い
で
あ
る
。

F
F
は
、
し
ば
し
ば
ス
ト
ー
リ
ー
中
心
の

R
P

G
と
も
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
実
、
が
ち
が
ち
の

シ
ス
テ
ム
を
内
包
し
で
も
い
る
。
特
に
今
回
は
、

シ
ス
テ
ム
原
理
主
義
R
P
G
の
最
右
翼
、
エ
ニ
ッ

ク
ス
の

『
ス
タ
l
オ
ー
シ
ャ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
を
紡

微
と
さ
せ
る
ほ
ど
に
ハ
ー
ド
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
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掛

り
、
さ
ら
に
実
は

R
P
G
か
ら
議
離
し
始
め
て
い

る
。
日
本
的
R
P
G
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
常
に
主

人
公
の
心
の
成
長
を
描
く
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
と
い
う
行
為
で
体
の
成
長
を
担
当
す
る

こ
と
で
、
物
語
の
生
成
に
荷
担
す
る
。
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
↓
物
語
が
進
む
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の

が
R
P
G
で
あ
り
、
感
情
移
入
の
手
法
と
さ
れ
て

き
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
戦
闘
こ
そ
が
、

R
P

G
の
本
質
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム
で
は
レ
ベ
ル
ア
y

プ
と
い
う
行
為
は
否
定
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
敵

も
パ
ー
テ
ィ
の
平
均
レ
ベ
ル
に
追
従
し
て
強
化
さ

れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
採
ら
れ
て
い
る
た
め

だ
。
さ
ら
に
、
防
具
の
廃
止
と
武
器
体
系
の
簡
素

化
（
レ
ア
ア
イ
テ
ム
の
追
放
）
、
「
ド
ロ

1
」
の
採

用
は
ひ
と
つ
の
狙
い
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
戦
闘

の
否
定
、
さ
ら
に
い
え
ば
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
物
語
の

関
与
へ
の
規
制
で
あ
る
。

戦
闘
は
既
に
不
要
な
存
在
な
の
か
？

キ
ー
に
な
る
の
は
ド
ロ
！
／
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
今
回
、
魔
法
は
敵
か
ら
ド
ロ

ー
す
る
こ
と
に
よ
り
入
手
出
来
る
。
こ
の
際
、
魔

法
は
戦
闘
で
使
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
各
パ
ラ

メ
ー
タ
に
装
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
数
値
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
。
各
魔
法
に
よ
っ
て
ア
ッ
プ
す
る

幅
は
異
な
る
が
、
魔
法
の
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
上
が
り
幅
も
大
き
く
な
る
（
上
限
は

1
0

0
）
。
一

体
の
敵
か
ら
ド
ロ

l
出
来
る
数
は
制
限

が
な
い
。
－
回
の
戦
闘
で
、
魔
法
の
手
持
ち
数
を

M
A
X
に
し
た
上
で
逃
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ

守合
。こ

こ
か
ら
が
重
要
で
あ
る
が
、
今
回
の
キ
ャ
ラ

強
化
法
で
有
効
な
の
は
ド
ロ

1
↓
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ

ン
と
い
う
流
れ
の
み
と
い

っ
て
ほ
ぼ
過
言
で
は
な

い
。
前
述
の
通
り
、
敵
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
、
単
純
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
暗
に
戒
め
ら
れ
、

武
器
強
化
は
戦
力
ア
ッ
プ
と
し
て
は
意
味
が
な

い
。
ド
ロ
！
な
ら
敵
を
倒
さ
な
い
の
で
経
験
値
が

入
ら
な
く
て
済
む
し
、
今
回
「
逃
げ
る
」
は
成
功

し
や
す
い
。
特
筆
す
べ
き
は
、
中
盤
以
降
、
「
敵

と
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
」
と
い
う
選
択
肢
が
可

能
に
な
る
こ
と
。

そ
れ
は
戦
闘
の
経
験
を
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
で
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
介
入
す
る
余
地
を
残
す
従
来
型
R

P
G
の
特
質
か
ら
見
れ
ば
異
質
で
あ
る
。
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
上
が
り
下
が
り
す
る
数
値
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
配
置
し
、
キ
ャ
ラ
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す

る
と
い
う
行
為
は
奥
が
深
い
。
し
か
し
ジ
ヤ
ン
ク

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
各
パ
ラ
メ
ー
タ
の
数
値
が
驚
異

的
に
跳
ね
上
が
っ
た
時
点
で
、
ド
ロ

l
の
た
め
以

外
の
ザ
コ
戦
闘
は
ほ
ぼ
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

的
と
な
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
上
、
必
然
性
の
あ
る
戦

闘
以
外
の
戦
闘
行
為
は
本
質
的
に
は
い
ら
な
く

て
、
対
マ
ニ
ア
用
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
つ
い
て
た

卯月鮎
うづき・あゆ

日E

の
か
も
な
、
と
感
じ
て
し
ま
っ
た
。
ラ
ス
ト
ダ
ン

ジ
ョ
ン
は
ま
さ
に
フ
ラ
グ
を
立
て
る
ポ
リ
ゴ
ン
A

V
G
（
洋
館
も
の
）
。
も
は
や

F
F
は
R
P
G
で

す
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
我
々
が
∞
即
時
間
を
投
下
す
る
、
こ
の

作
品
は
何
な
ん
だ
ろ
う
？

そ
れ
は
ま
さ
に

F
F
ワ
ー
ル
ド
と
し
か
呼
び
ょ

う
が
な
い
総
合
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
（
自
説
に

殉
じ
る
な
ら
現
代
の
歌
舞
伎
）
な
の
で
あ
る
。
－

年
半
1
2年
に

l
度
、
お
披
露
目
さ
れ
る
C
G
の

イ
ン
フ
レ
（
お
稽
古
の
結
果
）
。
い
つ
だ
っ
て

F

F
の
C
G
は
侵
高
で
あ
り
、
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
制
作
者
も
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
大
多
数
も
、
目

的
は
C
G
と
い
う
こ
と
で
利
害
が

一
致
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
我
々
は
最
強
の
C
G技
術
を

お
し
い
た
だ
い
て
見
る
。
一

人
万
待
状
態
と
も
い

う
が
、
最
新
技
術
が
見
ら
れ
る
上
に
、
戦
闘
が
出

来
て
時
間
が
つ
ぶ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に

お
得
な
娯
楽
で
あ
り
、
そ
の
前
に
は
、
「
伏
線
回

収
し
て
、
タ
イ
ム
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

S
F
に
す
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
安
っ
ぽ
い

「夏
へ
の
扉
」
に
な
っ
て
面

白
か
っ
た
の
に
い
」
と
い
う

一
活
字
中
毒
者
の
マ

イ
ナ
ー
な
想
い
は
た
ぶ
ん
的
外
れ
な
の
で
あ
る
。

ゲ
l
ム
マ
ニ
ア
は
シ
ス
テ
ム
い
じ
り
で
満
足
し
て

れ
ば
い
い
わ
け
な
の
だ
か
ら
。

と
こ
ろ
で
今
回
、
筆
者
の
周
囲
で

F
F咽
に
関

す
る
祭
り
が
終
わ
っ
た
日
。
そ
れ
は
、

P
S
2が

発
表
さ
れ
た
目
だ
っ
た
。象
徴
的
な
話
で
は
あ
る
。

F F歴小学生時、 Eでファーストコンタクト。 E～羽は発売日買い。羽毛E途中でiliん投11、VIIで悟りの焼地に
至る、 1975年生まれの活字申書者。近回転職予定。



に
献
一
び
の
一
拍
る
虚
構
池
界

野
波
健
緒

芸
術
・
娯
楽
分
野
の
優
れ
た
作
品
は
、
嘘
の
つ

き
方
が
う
ま
い
。
虚
構
で
あ
り
な
が
ら
、
現
実
以

上
の
生
な
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
と
り

わ
け
、
映
画
や
ゲ
l
ム
の
名
作
は
、
自
然
に
物
語

に
感
情
移
入
さ
せ
な
が
ら
、

一
片
の
真
実
を
示
す

も
の
だ
。
そ
う
し
た
点
で
、
直
前
ま
で
遊
ん
で
い

た
「
ゼ
ル
ダ
の
伝
説
」
の
虚
構
世
界
は
絶
品
だ
っ

た
。
さ
て
、

F
F咽
は
う
ま
く
嘘
を
つ
い
て
く
れ

た
だ
ろ
う
か
。

自
分
は
目
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
・
：
。
プ
レ
イ

の
最
中
、
し
ば
し
ば
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

あ
れ
ほ
ど
美
し
い
と
喧
伝
さ
れ
て
い
た
画
像
を
全

く
美
し
い
と
感
じ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
ん
な
気

持
ち
は
ム
ー
ビ
ー
部
分
と
ゲ
l
ム
部
分
の
画
像
の

差
が
あ
り
過
ぎ
た
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。
戦
闘

商
面
と
の
差
は
ま
だ
許
せ
る
。
ひ
ど
い
と
怒
っ
た

の
は
、
初
め
て
フ
ィ
ー
ル
ド
画
面
を
意
識
し
た
、

最
終
試
験
に
向
か
う
際
だ
っ
た
。
パ
ラ
ム
シ
テ
ィ

二露骨

プ
レ
イ
時
間
・
幻
時
間
ヲ
レ
イ
掴
罪
行
中
）

の
港
か
ら
出
航
し
た
船
は
、
稚
拙
な
書
き
割
り
の

海
を
進
む
お
も
ち
ゃ
の
船
に
し
か
み
え
な
か
っ

た
。
同
じ
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
こ
ん
な
に
品
質
の
違
う

画
像
が
共
存
し
て
い
て
、
い
い
の
？
そ
の
後
も

フ
ィ
ー
ル
ド
画
面
に
出
る
た
び
に
違
和
感
は
続
い

た
。
虚
構
の
世
界
の
ほ
こ
ろ
び
を
感
じ
さ
せ
る
に

は
十
分
だ

っ
た
。

ム
ー
ビ
ー
も
実
は
ひ
ど
い
。
確
か
に
mm
よ
り
も

宣向
精
細
に
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
C
M
や
体
験

版
の
よ
う
に

一
部
を
抜
き
出
し
て
み
る
分
に
は
い

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ざ
ゲ
l
ム
途

中
に
は
さ
み
こ
ま
れ
て
み
る
と
、
ム
ー
ビ
ー
の
画

質
の
良
さ
が
逆
効
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
感

じ
て
し
ま
っ
た
。

有
名
な
ダ
ン
ス
シ

l
ン
。
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ

チ
ャ

l
で
取
り
込
ま
れ
た
動
き
は
な
る
ほ
ど
ス
ム

ー
ズ
だ
。
だ
が
、
そ
こ
に
生
き
た
人
間
を
感
じ
た

人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
。
自
分
は
、
ょ

（新潟県 RARA-MAXC・H) F ー「
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く
で
き
た
人
形
が
妙
に
生
々
し
く
動
く
と
い
っ
た

印
象
で
、
画
面
に
入
り
込
め
な
か

っ
た
。
い
わ
ば

あ
や
つ
り
人
形
そ
の
も
の
な
の
だ
（
そ
う
い
え
ば
、

ロ
マ
・
サ
ガ
に
人
形
皇
帝
コ

ッ
ペ

リ
ア
な
ん
で
い

ま
し
た
ね
て

な
に
も
、
生
身
の
人
閉
じ
ゃ
な
き
ゃ
、
と
野
暮

な
こ
と
を
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
二
次
元
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
、
も
っ
と
魂
が
入

っ
て
い
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
い
る
し
、
「
ゼ
ル
ダ
」
の
リ
ン
ク
や

エ
ポ
ナ
に
は
生
命
を
感
じ
た
。
リ
ン
ク
に
は
、
ほ

ん
の
さ
さ
い
な
表
情
や
し
ぐ
さ
を
見
せ
る
工
夫

で
、
命
が
吹
き
込
ま
れ
て
い
た
。
逆
に
広
末
涼
子

だ
っ
て
ロ
ビ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
だ
っ
て
、
ス
ク

リ
ー
ン
の
中
で
役
柄
を
演
じ
て
い
る
限
り
は
ヴ
ア

ー
チ
ャ
ル
な
存
在
だ
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
絵
は

ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に
な
り
、
髪
の
毛
の

l
本
l
本

が
描
か
れ
よ
う
と
も
、
す
べ
て
は
演
出
家
次
第
な

の
だ
な
、
と
い
う
ご
く
ご
く
当
た
り
前
の
結
論
に

。臥しました！！ 世の中の流れに逆らえなかった。弱い人間だなあ
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な
っ
て
し
ま
う
。

っ
た
り
だ
っ
た
。

シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま
だ
、
途
中
な
さ
て
、
肝
心
の
ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
。
あ
え
て
い

の
で
判
断
は
控
え
た
い
。
あ
え
て
い
え
ば
出
来
不
え
ば
、
見
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。
ヵ
1
ド
ゲ

出
来
よ
り
、
こ
れ
っ
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
の
？
と

1
ム
だ
っ
て
、
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
て
、

R
P

い
う
違
和
感
が
先
に
立
っ
た
。
む
し
ろ
「
パ
ラ
サ

G
の
宿
命
と
も
い
え
る
レ
ベ
ル
上
げ
の
煩
雑
さ
を

イ
ト
・
イ
ブ

2
」
。
画
面
の
中
で
、
あ
ま
り
に
も
少
し
で
も
楽
し
く
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
わ
か

浮
い
て
い
る
セ

1
ブ
ポ
イ
ン
ト
と
ド
ロ

1
ポ

イ

ン

る

。
自
分
の
パ

ー
テ
ィ
ー
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、

ト
で
、
変
に
「
う
む
う
む

F
Fだ
」
と
倒
錯
し
た
相
手
が
強
く
な
る
と
い
う
の
も
悪
く
な
い
（
偶
人

納
得
を
し
て
し
ま
っ
た
。

的
に
は
こ
つ
こ
つ
レ
ベ
ル
上
げ
と
い
う
の
が
好
き

冗
談
は
さ
て
お
き
、
次
を
見
た
い
、
次
に
進
み
だ
け
ど
）
。
で
も
、
戦
闘
は
つ
ま
ら
な
い
。
最
初

た
い
と
い
う
欲
望
を
抱
か
せ
る
シ
ナ
リ
オ
な
の
か

一
は
ド
ロ

l
を
く
り
返
し
て
い
た
け
れ
ど
、
別
に
魔

ど
う
か
は
あ
や
し
い
と
思
う
。
例
え
ば
ノ

l
グ
に

一
法
が

1
0
0個
と
れ
な
か

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

よ
っ
て
、
シ
ド
と
魔
女
が
夫
婦
だ
っ
た
と
知
ら
さ

一
ボ
ス
キ
ャ
ラ
が
倒
せ
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
（
今

れ
た
と
き
。
確
か
、
戦
闘
の
直
前
だ
っ
た
と
思
う
。
一
後
は
た
い
へ
ん
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
）
。

画
面
の
前
で
、
「
え
え
つ
」
と
思
っ
て
も
い
き
な
と
っ
と
と
話
が
進
ん
で
ほ
し
い
の
で
、
ボ
ス
キ
ヤ

り
戦
闘
。
や
っ
と
倒
し
た
と
思
っ
た
時
に
は
謎
は
ラ
以
外
、
ほ
と
ん
ど
G
．F
を
呼
ん
で
お
い
て
終

忘
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
シ
ド
に
尋
ね
る
選
択
場
わ
り
。
ド
ロ
ー
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
た
結
果
な

面
で
、
「
そ
う
い
や
こ
れ
も
関
い
と
か
な
き
ゃ
」
の
だ
ろ
う
が
、

G
．F
．
と
魔
法
と
物
理
ダ
メ
ー
ジ

と
思
い
出
す
始
末
。
た
ぶ
ん
、
ほ
か
に
も
現
時
点
の
威
力
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
す
ぎ
て
、
ほ
か
の
選
択

で
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
謎
も
多
い
の
だ
ろ
う
。

肢
を
選
ぶ
の
が
つ
ら
か
っ
た
。

F
F
に
お
け
る
伏
線
と
は
、
こ
の
く
り
返
し
だ
。

総
論
と
し
て
は
映
画
と
ゲ
l
ム
ど
ち
ら
を
も
、

読
者
へ
の
挑
戦
の
な
い
、
昨
今
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
ば
か
に
し
た
作
品
と
ま
で
、
い

っ
て
し
ま
お
う
。

説
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
ど
う
に
も
歯
ご
た
見
せ
る
部
分
と
遊
ば
せ
る
モ
ノ
が
有
機
的
に
結
び

え
が
な
い
（
ア
ナ
ク
ロ
す
ぎ
る
か
）
。

つ
い
て
い
な
い
の
だ
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
先
に
進
め

で
も
例
え
ば
、
「
ゼ
ル
ダ
」
で
シ
ナ
リ
オ
が
く
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
戦
闘
が
・
1
さ
つ
た
い
。
戦
闘

だ
ら
ん
と
怒
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
対
象
年
令
を
楽
し
も
う
と
思
っ
た
ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
A
ボ
タ

も
あ

っ
て
、

物
語
だ
け
な
ら
か
な
り
幼
稚
で
は
あ
ン
送
り
が
め
ん
ど
く
さ
い
。
時
間
の
あ
っ
た
学
生

る
。
し
か
し
、
あ
の
ゲ
l
ム
の
虚
構
世
界
に
は
ぴ
時
代
な
ら
、
す
べ
て
の
魔
法
を

1
0
0個
集
め
る

と
か
、
ヵ

1
ド
ゲ
l
ム
に
命
を
燃
や
す
と
か
し
て

い
た
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
せ
い
ぜ
い
そ
う
し
た
コ

レ
ク
タ
l
魂
し
か
沸
き
立
た
せ
て
く
れ
な
い
。

直
前
ま
で
「
ゼ
ル
ダ
」
を
遊
ん
で
い
た
せ
い
も

あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
比
較
し
て
し
ま
う
。
毛
細

管
の
先
ま
で
血
の
通
っ
て
い
る
よ
う
で
、
「
こ
ん

な
完
成
度
で
次
は
ど
う
す
る
の
？
」
と
い
ら
ぬ
心

配
を
し
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
「
ゼ
ル
ダ
」
。
一

方、

F
F
咽
は
、
末
端
組
織
が
壊
痘
を
起
こ
し
て

い
る
よ
う
で
さ
み
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

た
ぶ
ん
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
映
画
に
な
る
と
い

う
の
は
正
解
な
の
だ
と
思
う
。
で
も
、
そ
の
際
は

C
G
の
で
き
の
良
さ
を
示
す
映
像
ク
リ
y
プ
で
は

な
く
、
物
語
を
紡
い
で
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
の
み

だ
。
そ
し
て
、
ゲ
1
ム
部
分
は
チ
ョ
コ
ボ
や
パ
ハ

ム
l
ト
が
出
て
く
る
作
品
と
し
て
し
み
じ
み
続
い

て
い
け
ば
い
い
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の

名
を
汚
さ
な
い
た
め
に
も
。
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
で

「
チ
ョ

コ
ボ
の
不
思
議
な
ダ
ン
ジ
ョ
ン
」
を
遊
ぶ

に
つ
け
、
そ
う
思
う
。

と
り
あ
え
ず
、
ゼ
ル
ダ
と

F
F
と
ド
ラ
ク
エ
と

い
う
三
大
R
P
G
が
l
年
く
ら
い
の
う
ち
に
出
る

世
紀
末
。
ゼ
ル
ダ
は
そ
の
す
ば
ら
し
い
完
成
度
に

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
、

F
F

は
そ
の
破
綻
ぶ
り
に
ゲ
！
ム
と
し
て
の
行
き
詰
ま

り
を
感
じ
た
。
一

ゲ
l
ム
フ
ァ
ン
と
し
て
は
「
ド

ラ
ク
エ
よ
、
夢
を
見
せ
て
く
れ
」
と
い
っ
た
気
分

だ
ろ
う
か
。

1967年生まれ。朝日新聞学芸部で音楽、デジタルエンターテインメント分野を担当。ゲーム全般にわたりプレ
イ。 DQ、FFもすべてクリア。
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踏
ま
ご
う
か
た
な
き
失
敗
作
。
だ
が
、
ジ
ヤ
、

じ

昭
一シ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
に
は
未
来
へ
の
希
望
が
あ
診

あ
ザ
一

／

水
野
隆
志

ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の

魅
力
と
可
能
性

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
咽
」

（
以
下

『咽
」）

に
お
い
て
、
も
っ
と
も
特
徴
的
な
の
が

「
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
新
機
軸
の
試

み
だ
。
ゲ
ー
ム
中
に
十
数
体
登
場
す
る

「ガ
ー
デ

ィ
ア
ン
フ
オ
｜
ス
（
以
下
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」
）

と
い
う
存
在
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
猿
依
さ
せ
る
こ

と
で
、
能
力
を
高
め
た
り
、
特
殊
な
行
動
を
可
能

に
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
今
作
の
根
幹
と
い

っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
効
果
は
大
別
し
て

3
つ
あ

＃令
。ま

ず
第
1
に
、
戦
闘
時
の
コ
マ
ン
ド
の
追
加
で

あ
る
。
『咽
』
で
は

一
切
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
し
て

い
な
い
状
態
だ
と
、
戦
闘
時
に

「
た
た
か
う
」
と

い
う
コ
マ
ン
ド
（
手
持
ち
武
器
で
敵
を
直
接
攻
撃 プ

レ
イ
時
間
企
’
苅
時
間

す
る
）
し
か
選
択
で
き
な
い
。
ア
イ
テ
ム
や
魔
法

を
使
う
に
は
、
な
に
が
し
か
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
を

ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ

ン
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
さ
ら

に
は
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
惣
依

す
る
こ
と
で
共
に
成
長
を
遂
げ
、
よ
り
強
力
な
存

在
と
な
っ
て
い
く
。
成
長
す
る
と
特
別
な
行
動
を

覚
え
る
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
も
い
て
、
昧
方
の
ヒ

ッ
ト

ポ
イ
ン
ト
を
全
回
復
す
る
「
か
い
ふ
く
」、

戦
闘

不
能
に
な
っ
た
昧
方
を
完
全
状
態
で
戦
闘
に
復
帰

さ
せ
る

「そ
せ
い
」
な
ど
が
使
用
可
能
に
な
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
戦
術
の
幅
が
大
き
く
広
が
る
の

だ
。第

2
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
パ
ー
テ
ィ
に
特
殊

な
能
力
が
付
加
す
る
効
果
だ
。
移
動
中
に
敵
と
の

遭
遇
が
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
り
、
ア
イ
テ
ム
か
ら

魔
法
を
生
成
し
た
り
、
あ
る
い
は
ア
イ
テ
ム
の
購

入
価
格
が
安
く
な
っ
た
り
と
、
役
立
つ
便
利
な
能

力
が
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
冒
険
を
続
け
る
上
で

大
き
な
助
け
と
な
っ
て
く
れ
る
。

そ
し
て
第
3
に
、
能
力
値
の
強
化
だ
。
こ
れ
は

非
常
に
面
白
い
試
み
で
、
魔
法
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
「
張
り
つ
け
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
能
力
値
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る
の
で
あ
る
。
概
念
と
し
て
は
ア

ク
セ
サ
リ
ー
類
な
ど
を
装
備
す
る
代
わ
り
に
魔
法

を
身
に
つ
け
る
と
考
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
効
果

は
非
常
に
大
き
く
、
能
力
値
は
何
倍
、
時
に
は
何

十
倍
に
も
な
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
た
め
に

『咽
」
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
不
要
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
う
ま
く
ゲ
l
ム
を

進
め
れ
ば
、
初
期
レ
ベ
ル
で
ク
リ
ア
す
る
こ
と
さ

え
可
能
な
の
で
あ
る
。

『
F
F』
シ
シ
l
ズ
は
物
語
指
向
の
ゲ
1
ム
で

あ
る
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ラ
イ
ク
な
作
り
を
よ
り

一
一層

引
き
立
て
る
た
め
に
も
、
不
毛
な
経
験
値
稼
ぎ
な

ど
は
無
用
な
の
だ
。
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

は
R
P
Gが
持
っ
て
い
た
ひ
と
つ
の
ジ
レ
ン
マ
を

。臥予定です R同の叫も演叫…のが町…回の音楽も川
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地3

解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
斬
新
な
試
み
で
あ

り
、
か
つ
シ
リ
ー
ズ
の
方
向
性
に
も
合
致
し
た
優

れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

悲
し
む
べ
き
は
せ
っ
か
く
の

シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
な
い
こ
と

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
は
不
発
に
終
わ
っ
て
い
る
。
あ
か
ら
さ
ま
な

失
敗
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
全
体
的
な
バ
ラ

ン
ス
の
調
整
不
足
に
巻
き
込
ま
れ
て
不
完
全
燃
焼

で
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

経
験
値
稼
ぎ
を
省
略
し
て
物
語
性
を
高
め
た
点

は
大
い
に
評
価
で
き
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
展
開
す

る
物
語
が
そ
れ
な
り
の
出
来
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
前
提
だ
。
と
こ
ろ
が

『咽
』
は
ま
さ
に
こ
の
点

が
徹
底
的
に
弱
い
の
で
あ
る
。

最
大
の
原
因
は
、
あ
ま
り
に
も
懸
か
で
幼
稚
す

ぎ
る
ヒ
ロ
イ
ン
に
あ
る
。
こ
う
い
う
も
の
は
好
み

の
問
題
も
あ
る
の
で

一
概
に
は
言
い
難
い
の
だ

が
、
そ
れ
に
し
で
も
あ
れ
は
酷
す
ぎ
る
。
と
く
に

前
半
が
い
た
だ
け
な
い
。
序
盤
の
テ
ィ
ン
パ
！
で

起
こ
る
遊
び
と
し
か
思
え
な
い
迷
惑
な
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
活
動
、

D
I
s
c
l
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
魔
女

イ
デ
ア
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
の
夜
な
ど
は
、
も
う
目

を
覆
う
ば
か
り
だ
。
し
か
も
後
者
で
は
、
世
界
で

も
精
鋭
に
属
す
る
傭
兵
学
校
の
教
官
免
許
を
持
っ

て
い
た
ほ
ど
の
人
材
が
箪
人
と
し
て
考
え
ら
れ
な

い
職
場
放
棄
を
や
っ
た
上
に
、
あ
ま
り
に
も
怒
か

な
ト
ラ
ッ
プ
に
は
ま
っ
て
戻
れ
な
く
な
る
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
ま
で
付
随
す
る
。
他
に
も
、
中
盤
の
フ

イ
ッ
シ
ャ

l
マ
ン
ズ
・
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
シ
ー
ン
、

D
I
S
C
3
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
、

宇
宙
で
の
ヒ
ロ
イ
ン
救
出
シ

l
ン
な
ど
、
見
せ
場

と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
シ

l
ン
で
、
お

よ
そ
緊
張
感
の
か
け
ら
も
な
い
言
動
で
雰
囲
気
を

ぶ
ち
壊
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
的
に
見
て
も
、
ち
ょ
っ
と
頭
は

弱
い
け
ど
元
気
で
可
愛
い
と
い
う
役
割
は
、
広
末

：
：
：
も
と
い
セ
ル
フ
ィ
が
担
っ
て
い
る
し
、
ヒ
ロ

イ
ン
の
役
割
は
ま
っ
た
く
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

は
ず
だ
。
こ
の
あ
た
り
の
描
き
分
け
が
破
綻
し
た

た
め
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
快
適
に
進
め
る
ジ
ヤ
ン

ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
っ
た
く
逆
効
果
と
な

っ
て
杜
撰
な
物
語
を
披
涯
す
る
結
果
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

名
作
に
成
り
得
る
可
能
性
は

多
分
に
持
っ
て
い
た
が
：
：
：

3
0
0
万
本
を
超
す
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
以

上、

「四
」
は
プ
ロ
デ
ュ

l
シ
ン
グ
的
に
は
大
成

功
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
や

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
の
良
さ
を
見
て

も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
に
高
レ
ベ
ル
な
作
品
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ゲ
l
ム
の
進
行
面
で
は
不
親

切
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
頻
繁
に
発
生
す
る
ジ
ヤ

ン
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
ジ
、
攻
略
本
片
手
で
な
い
と

す
ぐ
に
見
逃
し
て
し
ま
う
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
集
め
な

ど
が
プ
レ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
下
げ
て
い
る
の
だ
。

と
く
に
最
終
戦
闘
が
あ
る
程
度
全
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
育
っ
て
い
な
い
と
つ
ら
い
作
り
に
な
っ
て
い
る

以
上
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
不
足
は
致
命
傷
に
な
り

か
ね
な
い
。
あ
る
意
味
シ
リ
ー
ズ
の
く
せ
に
敏
感

で
な
い
と
分
か
り
に
く
い
ゲ
l
ム
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

1
0
0万
人
規
模
の

新
規
フ
ァ
ン
が
増
え
、
そ
の
人
た
ち
の
ゲ
l
ム
観

を
左
右
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

れ
は
あ
ま
り
に
も
初
心
者
に
と
っ
て
冷
た
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
シ
ナ
リ
オ
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
酷
す

ぎ
た
。
後
半
は
ま
だ
し
も
前
半
が
悪
い
。
プ
レ
イ

し
て
か
ら

ω時
間
近
く
経
っ
て
や
っ
と
面
白
く
な

っ
て
き
て
も
、
そ
れ
で
は
明
ら
か
に
遅
い
。

『咽
」
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
が
勝
利
し
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ

タ
ー
が
敗
北
し
た
作
品
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
た
だ
、
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は

「
F

F
』
の
再
生
を
期
待
さ
せ
る
だ
け
の
シ
ス
テ
ム
だ
。

こ
れ
を
膨
ら
ま
せ
て
昔
日
の
栄
光
を
取
り
戻
し
て

欲
し
い
と
思
う
。

196日年生まれ。ジヤンクションは面白いシステムだっただけに残念。 DISC3終了間際は世界中を自由に行
動できる上に戦闘も手応え十分で本当に楽しかったのだが（とくに「地獄に一番近い島jは飯高！）。
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↑
大
衆
市
場
を
視
野
に
入
れ
た

4
E
清
流
同
』
河
辺
h
ド
ー
ム
シ
－

T

多
根
清
史
（
B
l
G会
B
U
R
N）

プ
レ
イ
時
間
A

’
お
時
間

が
共
同
出
資
し
た
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
会
社
）
作
品
が
、

一
会
社
ご
と
消
え
て
い
く
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

一

『
F
F咽
』
で
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
い
の
は
、

［
大
作
］
と
呼
ば
れ
る
創
造
物
に
は
、
ど
れ
も

一
映
画

「タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
」
を
明
ら
か
に
意
識
し
た

一
種
の
気
だ
る
さ
が
伴
う
。
［
壮
大
］
と
は
［
間
延

一
カ
ッ
ト
や
、

主
人
公
や
ヒ
ロ
イ
ン
の
ル
y

ク
ス
重

び
］
の
す
ぐ
隣
に
あ
っ
て
、
大
き
す
ぎ
る
サ
イ
ズ
は

一
視
な
ど
、
［
大
衆
市
場
］
を
狙
う
ス
タ
ン
ス
だ
。

満
腹
感
よ
り
も
う
ん
ざ
り
を
招
き
や
す
い
。
F
F
一
つ
ま
り
、
ゲ
ー
ム
の
完
成
度
の
み
を
取
り
上
げ
る

シ
リ
ー
ズ
は
ゲ
l
ム
の
中
の
［
大
作
］
で
あ
り
、

一
よ
り
、
そ
の
［
周
辺
］
を
含
め
て
考
察
し
た
方
が

「
ま
た
か
よ
」

「で
も
や
っ
と
か
な
い
と
」
と
半
ば

一
絶
対
に
面
白
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
本
稿
は

『F

義
務
感
に
後
押
し
さ
れ
て
、
結
局
み
ん
な
買
う
。一

F
咽
』
を

「作
品
」
よ
り
も
「
商
品
」
と
し
て
分

そ
し
て
後
に
は
疲
労
だ
け
が
残
り
、
口
々
に
「
つ

一
析
し
、

「大
会
社
ス
ク
ウ
ェ
ア
の
見
つ
め
る
先
」

ま
ん
な
か
っ
た
」
と
グ
チ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
や

一
を
探
る
（
勘
ぐ
る
？
）
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
み
た
。

っ
ぱ
り
次
回
作
も
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
の
だ
。

し
か
し
、

F
F
シ
リ
ー
ズ
が
本
当
に
く
だ
ら
な

ヲ

ャ

ン

7
yヨ
ン
］
の
分
か
り
に
く
さ

か
っ
た
な
ら
、

8
回
も
ま
ぐ
れ
で
国
民
的
セ
l
ル

S
商
華
麗
と
胃
人
蕗
ノ
リ
］
の
量
元
？

ス
］
が
は
じ
き
出
せ
た
だ
ろ
う
か
？

宣
伝

費

リ

ま

ず

断

言
し
て
よ
い
の
は
、

『F
F咽
』
は
［
単

売
り
上
げ
で
あ
れ
ば

『エ
イ
ブ
・
ア
・
ゴ
l
ゴ
l
』

口
問
］
と
し
て
み
た
場
合
、
全
く
の
［
未
完
成
口
問
］

な
ど
の
ゲ
l
ム
パ
ン
ク
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
M
S

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
基
本
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

な
ぜ
か
買
っ
て
し
ま
う
［
大
作
］

［
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
］
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
流
れ
か

ら
浮
い
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
の
世
界
観
と
の
綾
点
は

ま
る
で
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
基
盤
と
な
る

｛G
F］

が

一
体
何
な
の
か
、
説
明
は

一
切
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
、
刀
や
銃
の
よ
う
な
［
装
備
］
品
と
し
て
見

ろ
、
と
ば
か
り
に
無
造
作
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
の
は
実
は
大
し
た
問
題
で
は

オープニンずのワンシーン。 額に血を流して何事か

と思いきや、ただのケンカだったりする。

＠臥していません 彼問刊でプレイするとは思いますが素直に遊ぶ倒的つので日の頗に似ている芸能 「E
人の舗でもつけてプレイしかと思います （スコーJいTERU、Jノド枇時）（佐賀県森下配置21
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な
い
。
何
故
か
？

F
F
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
横
に
ラ
ス
か
ら
出
る
べ
き
発
想
で
あ
り
、
ゲ
l
ム
制
作

は
、
い
つ
も
週
刊
ゲ
l
ム
雑
誌
や
攻
略
本
が
う
ず

一
の
現
場
レ
ベ
ル
で
は
「
分
か
ら
な
く
て
も
い
い
か

た
か
く
積
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
市
場
の
［
総
合
］

一
ら
」
な
い
し
は
「
こ
れ
ぐ
ら
い
分
か

っ
て
も
ら
え

と
し
て
み
る
と
、
情
報
は
過
剰
な
ほ
ど
供
給
さ
れ

一
る
さ
」
と
い
っ
た
［
同
人
誌
ノ
リ
］
が
支
配
し
て

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
メ
ー
カ
ー
な
ら
サ
ポ

…
い
た
の
で
は
な
い
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
商
業
主
義

l
ト
の
電
話
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
う
よ
う
な
質
問

一
と
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が
［
補
完
］
し
合
っ
た
と

で
も
、
「
本
を
読
ん
で
ね
」
で
済
ん
で
し
ま
う
、
こ

一
す
れ
ば
、
い
か
に
も
面
白
い
し
皮
肉
で
も
あ
る
。

れ
が
F
F
（
と
い
う
か
ス
ク
ウ
ェ
ア
）
の
強
さ
だ
。
一

一偉
大
な
る
［
平
凡
］

が
、
そ
れ
で
は
い
か
に
も
消
極
的
で
は
な
い
か
。一

一
S
オ
タ
ク
イ
ズ
ム
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

今
や
ス
ク
ウ
ェ
ア
は
出
版
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お

…

り、

F
F
［
ビ
ジ
ネ
ス
］
は
ソ
フ
ト
販
売
の
み
に

一

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
華
麗
な
ム
ー
ビ
ー
が
「
体
育

完
結
せ
ず
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
も
含
め
た
総
体
と
し

一
館
裏
で
待
つ
」
レ
ベ
ル
の
ケ
ン
カ
と
知
り
、
面
食

て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
あ
え
て

一
ら
っ
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
の
［
壮
大
な
ピ
ジ

［
理
解
を
拒
む
］
シ
ス
テ
ム
と
し
た
［
計
算
］
も

一
ュ
ア
ル
と
小
さ
な
状
況
］
：
：
：
も
っ
と
は
っ
き
り

読
み
取
れ
る
。

一

い
う
と

「オ
オ
ゲ
サ
」
卜
1
ン
が
、

『咽
』
の
全
編

す
な
わ
ち
、
初
心
者
に
は
金
（
本
を
買
う
）
で

一
を
覆
っ
て
い
る
。
見
て
い
る
こ
ち
ら
は
ち
っ
と
も

ス
キ
ル
を
補
っ
て
も
ら
い
、

F
F
エ
キ
ス
f

l
ト

一
盛
り
あ
が
ら
な
い
の
に
、
画
面
の
中
だ
け
ク
ラ
イ

ノ

一

た
ち
に
は
、
凝
っ
た
［
や
り
込
み
］
を
塔
能
し
て

一
マ
ッ
ク
ス
し
て
る
チ
グ
ハ
グ
さ
こ
そ
、
F
F
シ
リ

も
ら
う
。
友
達
／
恋
人
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
潤
滑
油

一
l
ズ
に
付
き
ま
と
う
「
ク
サ
サ
」
の
原
因
で
あ
る
。

と
し
て
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
レ
y

ス
ン
を
：：：
失

一

そ
の
意
味
で
、
・
も
っ
と
も
F
Fら
し
く
な
か
っ

礼
、
妄
想
が
行
き
過
ぎ
た
。
と
も
あ
れ
、
そ
う
で

一
た
の
が
、

『刊
』
の
序
盤
だ
っ
た
。［
過
去
を
失
つ

も
考
え
な
い
と
、
［
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
］
の
奥
深

一
た
者
］
ク
ラ
ウ
ド
と
［
生
を
苦
悩
す
る
者
］
エ
ア

い
作
り
込
み
（
言
い
忘
れ
て
い
た
が
、
慣
れ
る
と

一
リ
ス
の
感
情
が
精
妙
に
か
ら
み
、

今
ま
で
に
な
い

面
白
さ
が
じ
わ
じ
わ
分
か
っ
て
く
る
優
れ
た
ア
イ

一
味
わ
い
深
さ
を
ド
ラ
マ
に
与
え
る
と
期
待
さ
れ
た
。

デ
ィ
ア
だ
）
と
説
明
の
投
げ
や
り
さ
の
、
釣
り
合
し
か
し
そ
れ
は
［
期
待
］
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
り
、

い
が
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。

か
え
っ
て
後
半
の
物
語
の
失
速
を
際
立
た
せ
た
。

た
だ
、
こ
う
し
た
戦
略
は
、
よ
り
高
い
場
所
で
翻
っ
て

『
F
F
咽
』
で
は
、
［
間
口
の
広
さ
］

［
総
指
揮
］
す
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
（
坂
口
氏
？
）
ク
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
主
人
公
た
ち
の
設
定

史
川

清
制”…置

を
、
傭
兵
養
成
学
校
「
ガ
ー
デ
ン
」
の
生
徒
と
し
、

［学
園
モ
ノ
］
と
い
う
枠
に
く
る
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、

ジ
ユ
ブ
ナ
イ
ル
（
印
代
の
青
少
年
向
け
）

小
説
で
よ
く
用
い
ら
れ
、
の
み
な
ら
ず

［ギ
ャ
ル

ゲ
l
］
で
も
有
効
性
を
発
明
押
し
て
い
る
手
法
だ
。

誰
し
も
通
過
す
る
時
期
な
の
で
、
感
情
移
入
が
し

や
す
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
圏
内
最
高
レ
ベ
ル
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
、

ふ
ん
だ
ん
な
投
入
だ
。
映
像
は
説
明
抜
き
で
受
け

入
れ
ら
れ
、
よ
り
重
要
な
こ
と
に
、
物
語
と
関
係

が
な
く
と
も
許
さ
れ
る
。
い
つ
見
て
も

［凄
い
も

の
は
凄
い
］
の
で
あ
る
。

こ
の
2
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、

「子
供
の
遊
び

で
世
界
が
激
動
す
る
」
ト
ン
デ
モ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
、
シ
ナ
リ
オ
の
整
合
性
を
考
え
る
と
明

ら
か
に
マ
ズ
イ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
。
ど

う
せ
忘
れ
去
ら
れ
る
［
物
語
］
よ
り
も
、
そ
の
瞬
間

の
［
驚
き
］
を
優
先
す
る
こ
と
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
で
は
な
い
か
！
と
訴
え
る
ス
ク
ウ
ェ
ア

の
メ
y
セ
！
ジ
が
聞
こ
え
は
し
な
い
か
。
空
耳
か
。

「ゲ
l
ム
批
評
」
で
言
う
の
は
少
し
気
が
引
け

る
が
、
こ
の
作
品
は
従
来
の

「純
ゲ

l
ム
主

義
」
リ
オ
タ
ク
文
脈
で
批
評
す
る
と
、
恐
ら
く
は

「凡
作
」
と
い
う
評
価
し
か
下
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
［
取
り
こ
ぼ
し
］
が
大
き
す

ぎ
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
ゲ
l
ム
メ
ー
カ
ー
が

向
き
合
っ
た
こ
と
の
な
い
［
大
衆
］
を
正
面
か
ら

捉
え
た
、
［
偉
大
な
平
凡
］
と
あ
え
て
言
い
た
い
。

やっぱりエンターテイメントは映画だよね～もう俺チンは手塚治虫とチャッブI)ン見てるしリスベクトJ力一ベ
ンター！と人生スパスパ吹いてみるのは力ンベンの小島監督ファン。樋口真嗣サンは出過ぎダニ～。



フ
ァ
イ
ナ
ル
ブ
プ
ン
タ
ジ
l
四
匙
許
⑤

米
光
一
成

プ
レ
イ
時
間
・
佑
時
間

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
咽
』
を
擬
人
化

一
て
い
る
ゲ
！
ム
観
か
ら
は
、
そ
！
と
1
遠
い
所
に

す
る
と
、
王
子
様
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
l
っ
て
思

一
あ
る
作
品
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
グ

っ
た
の
で
、
そ
の
理
由
を
以
下
つ
ら
つ
ら
と
書
く
。
一
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
ク
オ
リ
テ
ィ
、
規
模
の
大
き
さ
、

つ
で
も
、
な
ん
だ
か
、
け
つ
こ
う
書
き
づ
ら
い
。一

枝
葉
の
作
り
込
み
、
な
ど
な
ど
、
そ
の
パ
ワ
l
に

ゲ
l
ム
を
作
っ
て
い
る
者
が
ゲ
1
ム
に
つ
い
て
語

一
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。

る
と
な
る
と
、
複
雑
な
感
情
と
い
う
か
、
屈
折
し

一

ゲ
l
ム
中
に
等
身
大
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
動
い

た
思
い
が
、
ね
、
や
っ
ぱ
り
出
て
く
る
の
だ
。
し

一
て
、
豪
勢
な
ム
ー
ビ
ー
シ
l
ン
と
違
和
感
な
く
繋

か
も
、
予
約
だ
け
で
2
0
0万
本
を
突
破
と
い
う

一
が
っ
て
い
る
部
分
だ
け
で
も
、
そ
の
力
量
は
圧
倒

凄
い
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
だ
と
な
お
さ
ら
だ
っ
た

一
的
に
デ
カ
イ
。

り
。
ゲ
l
ム
会
社
に
い
る
と
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ

一

制
作
体
制
か
ら
し
て
、
百
人
を
超
え
る
ら
し
い

ン
タ
ジ
l
嫌
い
！
っ
て
人
が
、
け
っ
こ
l
多
い
。
一
大
人
数
で
の
制
作
、
お
っ
そ
ろ
し
い
額
の
制
作
費
。

こ
れ
は
、
あ
れ
だ
け
売
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

一
・
あ
れ
だ
け
金
を
使
っ
て
、
あ
れ
だ
け
宣
伝
す
れ
ば

と
、
や
っ
ぱ
り

一
般
の
人
の
感
じ
方
と
は
微
妙
に

一
売
れ
る
わ
な
、
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、

遠
っ
た
思
い
が
何
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え

一
多
数
の
人
間
を
ま
と
め
て
、
ひ
と
つ
の
ゲ
l
ム
を

た
り
す
る
。

一

完
成
さ
せ
る
た
め
に
引
っ
張
っ
て
い
く
能
力
や
苦

で
、
己
は
ど
う
思
っ
て
お
る
の
か
、
と
い
う
こ
労
は
並
み
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
だ
。
5
人

と
で
す
が
。
凄
い
っ
す
よ
、
や
っ
ぱ
り
、
こ
り
ゃ
で
制
作
し
て
い
た
も
の
が
、
初
人
に
な
っ
た
だ
け

凄
い
よ
i
と
思
う
。
正
直
言
っ
て
、
自
分
が
考
え
で
、
チ
l
ム
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
消
え
た
り
、

（東京都シュウ） ~ー「
1241 

い
ざ
こ
ざ
は
楢
唱
え
た
り
、
作
る
体
制
そ
の
も
の
を

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。
人
数

が
4
倍
に
な
っ
た
か
ら
苦
労
も
4
倍
と
い
っ
た
単

純
な
も
の
で
は
な
い
。
F
F
の
巨
大
な
制
作
体
制

を
形
成
し
た
こ
と
そ
れ

一
点
を
も
っ
て
も
、
驚
き

と
尊
敬
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
し
て
、
大
人
数

を
ま
と
め
あ
げ
る
た
め
に
は
、
ひ

っ
ぱ

っ
て
い
く

人
物

（
も
し
く
は
核
と
な
る
組
織
構
造
）
が
、
す

ご
い
パ
ワ
l
で
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず

で
、
そ
の
ま
と
め
方
が
、
王
子
様
的
な
方
向
を
選

択
し
て
い
る
と
思
う
の
だ
。

た
と
え
ば
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ム
ー
ビ
ー
。
豪
華

さ
も
そ
う
だ
け
ど
、
ム
ー
ビ
ー
を
作
る
方
向
性
。

「人
間
の
肌
な
ど
が
人
形
み
た
い
で
質
感
が
リ

ア
ル
じ
ゃ
な
く
て
嫌
い
だ
、

『サ
イ
レ
ン
ト
ヒ
ル
』

の
ほ
う
が
リ
ア
ル
だ
よ
」
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
言
う

け
ど
、
『サ
イ
レ
ン
ト
ヒ
ル
』
の
リ
ア
ル
さ
は
、

暗
闇
な
ど
の
演
出
を
用
い
る
こ
と
を
前
提
に
作
成

。臥しました！！ 何はともあれ、 日本のR同 の量高織だから。
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し
て
い
て
、
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
現
在
の
C
G技
思
わ
れ
る
が
、
今
回
、
お
そ
ら
く
、
は
っ
き
り
と

術
の
限
界
を
考
え
る
と
正
し
い
方
法
だ
。
現
在
の
戦
闘
し
た
く
な
い
人
は
し
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ

C
G表
現
で
は
人
聞
を
描
く
の
は
ま
だ
と
て
も
き
ん
！

と
い
う
意
思
を
持
っ
て
シ
ス
テ
ム
が
作
ら

つ
い
。
そ
の
あ
た
り
に
自
覚
的
な
ク
リ
エ

1
タ
l

れ
て
い
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
レ
ベ
ル
を
見
て
敵
の

は
、
閣
に
包
ま
れ
た
舞
台
に
し
た
り
、
オ
モ
チ
ャ
強
さ
が
決
ま
る
、
ザ
コ
戦
は
す
べ
て
逃
げ
ら
れ
る
、

や
虫
が
主
役
で
あ
る
世
界
に
し
た
り
と
い
っ
た
工
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
し
な
く
な
る
ア
ピ
リ
テ
ィ
な
ど
。

夫
を
こ
ら
す
。
表
現
形
態
の
限
界
や
特
性
を
熟
知
戦
闘
を
、
展
開
や
他
の
シ
ス
テ
ム
と
深
く
リ
ン
ク

し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
舞
台
や
設
定
を
つ
く
り
だ
さ
せ
る
こ
と
を
や
め
て
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
戦
闘
す

す
、
と
い
う
方
法
は
表
現
す
る
者
に
と
っ
て
重
要
る
か
ど
う
か
を
選
択
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
つ

な
要
素
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、

F
F
は、

一
た
。
保
守
的
な
王
様
に
は
で
き
な
い
王
子
様
の
無

昼
の
光
の
中
で
人
聞
が
動
く
世
界
を
、
ス
ト
レ

l

J
誌
と
も
思
え
る
冒
険
や
野
心
を
感
じ
る
。

ト
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
在
展
開
も
大
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
あ
り
な
が
ら
、

ず
つ

の
C
G表
現
の
力
量
や
限
界
を
無
視
し
た
王
子
様
と
盛
り
上
が
り
っ
ぱ
な
し
だ
。
も
う
少
し
き
ち
っ

的
な
や
ん
ち
ゃ
な
王
道
を
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
と
前
も
っ
て
描
写
し
て
ほ
し
い
と
か
緩
急
つ
け
て

え
る
。
も
ち
ろ
ん
人
聞
を
C
G
で
表
現
す
る
こ
と
ほ
し
い
と
か
御
都
合
主
義
す
ぎ
ゃ
し
な
い
か
？

が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
判
っ
て
い
る
は
ず
。
で
と
思
わ
ぬ
で
も
な
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
し

も
、
限
界
な
ど
気
に
し
な
い
、
そ
れ
を
突
破
し
て
な
い
！
と
で
も
い
う
よ
う
に
、
盛
り
上
げ
る
盛

こ
そ
の
王
子
様
で
あ
る
！
と
い

っ
た
気
迫
す
ら
り
上
げ
る
盛
り
上
げ
る
。
見
せ
た
い
シ
l
ン
、
か

感
じ
る
。
し
か
も
、
き
っ
ち
り
と
、
そ
う
い
っ
た
っ
こ
い
い
シ
l
ン
、
泣
か
せ
る
シ
l
ン
が
ま
ず
あ

タ
イ
プ
の
表
現
方
法
の
な
か
で
は
、
現
在
俵
高
峰
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
つ
な
ぎ
を
な
る
べ
く
無
し
に

の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
凄
い
。

し
て
、
つ
な
げ
て
い
く
。
盛
り
上
が
る
シ

1
ン
を

シ
ス
テ
ム
も
毎
回
大
胆
に
変
化
し
て
い
て
、
ジ
優
先
さ
せ
た
王
子
織
の
豪
華
な
パ
レ
ー
ド
、
テ
ン

ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
い

っ
た
斬
新
な
シ
ス
テ
ム
も
お
シ
ョ
ン
あ
が
り
っ
ぱ
な
し
の
作
り
に
な
っ
て
い

も
し
ろ
い
が
、
何
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
戦
わ
な
く
て
る
。

も

O
K
に
し
て
し
ま
っ
た
構
造
に
驚
か
さ
れ
る
。

ぼ
く
は
、
十
数
人
の
ス
タ

ッ
フ
と
独
特
な
世
界

い
や
、
今
ま
で
も
じ
よ
じ
よ
に
、
戦
闘
が
遊
離
し
観
を
共
有
し
た
ひ
と
つ
の
結
晶
の
よ
う
な
ゲ
l
ム

て
、
戦
闘
中
心
で
は
な
く
展
開
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
石
野
卓
球
氏
が

が
中
心
に
な
る
よ
う
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
た
と
「
ロ
ッ
キ
ン
グ
オ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

米光一成
ょ..みつーかずなり

ヨE

ー
で

「
1
＋
l
＋
1
は
3
じ
ゃ
な
い
よ
？

1
＋

l
＋
1
は
素
敵
な
ー
に
な
る
た
め
に
」
と
答
え
て

い
て
、
と
て
も
共
感
を
覚
え
た
。
そ
ん
な
気
持
ち

で
、
ぼ
く
た
ち
も
作
っ
て
い
る
。
で
も
、
王
子
様

は
、
そ
の
よ
う
な
瑛
末
的
な
こ
と
は
気
に
も
と
め

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
豪
華
で
賛
沢
な
王
子

様
的
パ

レ
ー
ド
の
世
界
、
未
来
的
な
舞
台
で
あ
り

な
が
ら
、

炎
の
洞
窟
が
出
て
き
て
、
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
が
活
躍
し
て
、
ド
ラ
ゴ
ン
み
た
い
な
の
が
い
て
、

女
子
と
ぶ
つ
か
っ
て
学
園
モ
j
，た
っ
た
り
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
凄
さ
は
、
1
＋

l
＋
l
＋
l
＋
1
＋
（
以
下
数
十
行
略
）
で
1
0

0
0
0
0を
作
っ
て
し
ま
っ
た
所
に
あ
っ
て
、
こ

れ
は
、
こ
れ
で
凄
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
思
う
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
嫌
い
だ
と
言一
う

ゲ
l
ム
制
作
者
た
ち
は
、
そ
の
部
分
に
対
す
る
違

和
感
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
す
る
。

だ
が
、
素
敵
な
ー
で
は
な
く
1
0
0
0
0
0
0

0
0
の
パ
ワ
ー
を
め
ざ
す
方
向
を
選
択
し
た
フ

ァ

イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
こ
の
ま

ま
素
敵
な
王
子
様
っ
ぷ
り
で
突
き
進
ん
で
ほ
し

い
。
『
F
F
X』
ぐ
ら
い
で
、
ち
ょ

っ
と
、
王
子

様
の
余
裕
で
ゲ
l
ム
性
ば
り
ば
り
の
統

一
感
の
あ

る
モ
ノ
に
な

っ
た
り
し
て
も
楽
し
そ
う
だ
け
ど
、

と
に
か
く
王
子
様
パ
ワ
1
作
裂
さ
せ
て
、
ど
ん
ど

ん
シ
リ
ー
ズ
を
重
ね
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

ゲーム批評編集部の方にポケモンカードで完全にうち負かされた悔しさをパネに生きる日々 。「鳩よ リ怒る雑

底で「やおい小説ブックガイド」を書いたりしてるので見てね。http://www.asahiトnet.or.jp/IH9K-YNMT I 



富 崎

耳
成
ハ
ル

プ
レ
イ
時
間
・

ω時
間

登
場
人
物
は
変
わ
る
し
、
世
界
観
も
異
な
り
、
シ

ス
テ
ム
も
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
さ
れ
る
（
今
回
は

マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
す
ま
な
い
が
て

つ
い

美
し
い
、

美
し
す
ぎ
る
、
目
が
舷
む
よ
う
だ
。

に
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
し
て
は
な
ん
と
な
く
似
つ

魔
女
イ
デ
ア
の
ア
ク
リ
ル
質
の
黒
髪
が
宙
に
ひ
と
か
わ
し
く
な
い
学
園
青
春
モ
ノ
の
設
定
で
「
人
間

ひ
ら
ふ
た
ひ
ら
波
打
っ
た
か
と
思
う
と
、
す
る
す

一
た
ち
の
物
語
」
を
描
く
と
い
う
。

る
と
頭
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
き
、
次
の
瞬
間
、

一

そ
ん
な
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
共
通
項
が
薄
れ
つ

凍
る
よ
う
に
冷
た
い
表
情
。

一

つ
あ
る

F
F
の
人
気
を
変
わ
ら
ず
支
え
て
い
る
の

メ
タ
リ

ッ
ク
な
光
沢
を
帯
び
る
魔
女
イ
デ
ア
の

…
は
、
も
は
や
何
か
新
し
い
こ
と
を
や

っ
て
く
れ
る
、

白
い
肌
は

ω世
紀
末
に
書
か
れ
た

S
F
の
先
駆
的

…
す
ご
い
こ
と
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
尽

作
品

『未
来
の
イ
ヴ
』
に
出
て
く
る
機
械
人
形
ハ

一
き
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

『
F
F咽
』
は
ユ

l
ザ

ダ
リ
ー
の
よ
う
だ

つ
た
。
人
工
的
な
官
能
美
が
背

一
l
の
期
待
に
十
分
応
え
、
新
し
い
も
の
、
す
ご
い

筋
を
寒
く
さ
せ
る
。
ゲ
ー
ム
の
中
で
こ
ん
な
美
貌

一
も
の
を
存
分
に
見
せ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

に
お
目
に
か
か
る
と
は
驚
き
で
あ
る
。
ス
ク
ウ
ェ
う
か
。

ア
の
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
技
術
の
底
力
を
感
じ
さ
せ
る

3
等
身
か
ら

8
等
身
へ
と
変
わ
っ
た
よ
り
リ
ア

圧
巻
の
場
面
だ

っ
た
。

ル
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
表
現
、
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
、

吉一
口
わ
ず
も
が
な
の
超
大
作
、

F
F
シ
リ
ー
ズ
の
ド
ロ
ー
な
ど
複
雑
か
つ
深
遠
な
シ
ス
テ
ム
、
そ
し

第

8
弾
で
あ
る
。
シ
リ
ー
ズ
と
い

っ
て
も
毎
回
、

て
な
に
よ
り
も
冒
頭
に
述
べ
た
息
を
呑
む
よ
う
な

壮
麗
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は

ユ
ー
ザ
ー
に
何
を
見
せ
た
か
？

／ 

壮
麗
な
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
。
『

F
F
m
』
は
見
た
目

に
わ
か
り
や
す
い
新
し
さ
、
す
ご
さ
を
次
々
と
導

入
し
、
ヒ

ッ
ト
作
を
メ
ガ
ヒ

ッ
ト
作
へ
と
変
え
る

顔
の
見
え
な
い
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
も
う
ま
く
取
り
込

ん
だ
と
い
え
る
。

。臥予定です ポケットーョンを買った侃 あと 毎回楽同…M イトJレだ潟県僻芳朗）00 

そ
の
と
き
ユ
ー
ザ
ー
は

ど
こ
に
い
る
の
か
？

た
だ
そ
の
次
々
と
導
入
し
た
新
し
い
こ
と
、
す

ご
い
こ
と
が
、
残
念
な
こ
と
に
あ
る
意
味
こ
れ
ま

で
R
P
G
の
魅
力
と
さ
れ
て
い
た
部
分
を
こ
と
ご

と
く
打
ち
消
し
て
し
ま

っ
た
感
が
あ
る
。

た
と
え
ば
3
等
身
キ
ャ
ラ
で
描
か
れ
て
い
た
な

ら
、
愛
く
る
し
い
ね
可
愛
い
ね
と
思
っ
た
に
ち
が

い
な
い
登
場
人
物
た
ち
の
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

や
、
若
い

2
人
の
拙
い
恋
愛
模
様
も
、

8
等
身
で

あ
あ
生
々
し
く
表
現
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ち
ら
が

気
恥
ず
か
し
く
な

っ
て
く
る
。
ゲ
ー
ム
か
ら
完
全
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に
離
れ
て
冷
や
や
か
に
見
て
し
ま
う
の
だ
。
形
態

一

が
人
間
に
近
づ
き
、
リ
ア
ル
な
表
現
を
目
指
し
た

一

ご
と
が
、
逆
に
キ
ャ
ラ
に
共
感
し
に
く
く
な
っ
た

一

と
い
う
の
は
ま
こ
と
に
皮
肉
な
話
で
あ
る
。

一

ま
た
何
か
と
物
議
を
か
も
し
て
い
る
戦
闘
場
面

一

で
の

G
．

F
．
エ
フ
ェ
ク
ト
。
す
で
に
ご
存
じ
の

一

と
お
り
、

『
F
F
m川
』
で
は
こ
れ
ま
で
召
喚
獣
と

…

呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、

G
．

F
．
と
名
が
変
わ

一

り
、
そ
れ
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン

一

す
る
（
要
す
る
に
乗
り
移
ら
せ
る
）
こ
と
で
い
か

一

よ
う
に
も
ス
テ
ー
タ
ス
を
変
化
さ
せ
ら
れ
る
。
こ

一

の
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
自
体
は
ゲ
！
ム
の

一
不
思
議
だ
。
と
思
っ
て
い
た
ら
、
某
誌
の
イ
ン
タ

幅
を
広
げ
る
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
な

一
ビ
ュ

l
で、

G
．

F
．
エ
フ
ェ
ク
ト
の
オ
ン
オ
フ

の
で
あ
る
が
、
い
ざ
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
し
た

G
．
…
機
能
、
も
し
く
は
シ
ョ
ー
ト
版
を
制
作
す
る
企
画

F
．
を
発
動
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

…
は
あ

っ
た
が
、
時
間
の
都
合
で
で
き
な
か

っ
た、

長
大
な
エ
フ

ェ
ク
ト
の
始
ま
り
。

…

と
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
機
能
が
あ
る
と
な
し
で

力
を
入
れ
た
の
は
わ
か
る
し
、
見
せ
た
い
気
持

…
は
こ
の
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ
っ
た
よ

ち
も
わ
か
る
。
だ
が
、
も
う
少
し
ど
う
に
か
な
ら

一
う
に
思
う
。
次
回
作
で
は
間
違
い
な
く
導
入
さ
れ

な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。
あ
ま
り
の
長
さ
、
退
屈
さ

一
る
こ
と
と
は
思
う
が
。

に
戦
闘
が
終
わ
っ
て
み
る
と
、
次
に
自
分
が
何
を

一

そ
し
て
、
キ
ャ
ラ
の
成
長
と
と
も
に
フ
ィ
l
ル

す
る
ん
だ
っ
た
か
記
憶
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て

一
ド
の
モ
ン
ス
タ
ー
や
ボ
ス
キ
ャ
ラ
が
成
長
す
る
と

い
る
。
た
め
し
に
G
．

F
．
が
登
場
し
て
か
ら
攻

一
い
う
シ
ス
テ
ム
。
こ
れ
は
徹
底
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で

撃
終
了
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
要
す
る
か
測

一
弱
い
相
手
に
武
者
修
行
を
し
、
度
を
越
す
ほ
ど
レ

っ
て
み
た
。
す
る
と
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
、
ア
レ
ク
ベ
ル
を
上
げ
、
そ
れ
で
も
っ
て
ボ
ス
キ
ャ
ラ
は
赤
子

サ
ン
ダ
ー
な
ど
長
い
も
の
で

ω秒
か
ら
印
秒
。
G
．
の
手
を
ひ
ね
る
よ
う
に
倒
す
と
い
う
遊
び
方
を
す

F
．
召
喚
の
た
び
に

1
分
間
近
く
ま
ぬ
け
面
で
ぼ
る
ユ
ー
ザ
ー
に
は
ま
っ
た
く
不
評
だ
ろ
う
。

か
く
い

う
っ
と
画
面
を
眺
め
る
ユ
ー
ザ
ー
の
や
る
せ
な
さ
う
筆
者
も
そ
う
な
の
で
、
あ
の
爽
快
感
、
カ
タ
ル
シ

を
制
作
側
は
ど
う
し
て
想
像
で
き
な
か
っ
た
か
が
ス
感
が
得
ら
れ
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。

それにしてもイデアの歳はいくつなんだろうか。も
う結構いってるはずなのにこの肌のツヤ。お手入れ
のコツを教えてほしいわ。

駒
山

E

同
様
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
主
人
公
の
成
長
物
語

と
い
う

F
F
の
核
と
な
る
部
分
を
揺
る
が
し
た
。

成
長
さ
せ
る
意
味
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
今
回
乙
の
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
、
戦
闘
シ

ー
ン
で

「
逃
げ
る
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
選
択

を
し
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
レ
ベ
ル
を
上
げ
す
ぎ

る
と
、
お
の
ず
と
戦
闘
時
聞
が
長
く
な
り
、
レ
ベ

ル
を
上
げ
な
く
て
も
十
分
ク
リ
ア
で
き
て
し
ま

う
。
ユ
ー
ザ
ー
の
目
的
を
喪
失
さ
せ
か
ね
な
い
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
意
味
は
重
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
今
回
の
作
品
で

F
F
シ
リ
ー
ズ

は
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

R
P
G」
と
い
う
看
板
を
保

つ
の
に
難
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
選
ん
だ
。
少
年
の

心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
冒
険
認
を
描
く
代
わ
り
に

大
人
へ
の
入
り
口
に
た
つ
若
者
た
ち
の
淡
い
葛

藤
、
い
わ
く
リ
ア
ル
な
「
人
間
た
ち
の
物
語
」
を

描
き
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
育
て
る
、
も
し
く
は
動

か
す
楽
し
み
を
殺
い
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
る

巧
み
な
表
現
を
見
せ
る
こ
と
に
腐
心
し
た
。
そ
れ

は
F
F
シ
リ
ー
ズ
に
常
に
新
し
い
こ
と
、
す
ご
い

こ
と
を
求
め
る
読
者
の
た
め
に
試
行
錯
誤
し
た
結

果
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

誰
も
が
度
肝
を
抜
か
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
全
体
的
に
な
に
か
疎
外
さ
れ
た
よ
う
な
、

重
苦
し
さ
が
つ
き
ま
と
う
出
来
で
あ
っ
た
こ
と
は

否
め
な
い
。
こ
の
先
、

F
F
シ
リ
ー
ズ
は
ど
ん
な

新
し
さ
を
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
。も
う
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
だ
け
で
は
無
理
で
あ
る
。

1972年生まれ．趣味は花丹裁措。スピード感とスリルの芯いゲームをたらたらと遊ぶ。 IFF＼皿Jのスケルト
ン調の世界に長くいたら土に触りたく芯りましたね。



と
れ
が
引
世
紀
ゲ
l
ム
基
準
で
は
困
る

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
見
て
、
僕
は
ホ
ッ
と
し
て
い
た
。
も

ち
ろ
ん
、
「
ホ
ッ
」
と
い
う
気
持
ち
の
中
に
は
ク
リ
ア
で

き
た
喜
び
ゃ
E
Dム
ー
ビ
ー
で
の
感
動
が
含
ま
れ
て
い

る
。
だ
が
、
不
思
議
な
事
に
「
も
う
や
ら
な
く
て
も
い
い

ん
だ
」
と
い
う
恩
い
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
己
の
感

情
、
何
や
ら
強
制
労
働
か
ら
の
解
放
と
い
う
雰
囲
気
が
漂

っ
て
お
り
、
到
底
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
後

と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
僕
の
こ
の
不
思
議
な

気
持
ち
の
謎
を
解
明
す
る
前
に
、
ま
す
は
『
F
F四
』
を

き
ち
ん
と
分
析
し
て
み
た
い
。

さ
て
、
プ
レ
イ
し
た
人
は
御
存
知
の
通
り
、
『
F
F
W叫」

は
「
映
画
的
演
出
」
と
い
う
菌
で
、
現
段
階
で
は
間
違
い

な
く
最
高
峰
の
ゲ
ー
ム
で
あ
ろ
う
。
目
を
見
張
る
O
P
ム

ー
ビ
ー
に
始
ま
り
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
シ
ナ
リ
オ
展
開
、
思

わ
す
じ
っ
と
眺
め
た
く
な
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
そ
れ
ら
へ

の
感
情
移
入
を
し
易
く
す
る
サ
ウ
ン
ド

。
ど
れ
を
取

っ
て
も
超
一
流
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認

め
る
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
賛
否
両
論
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
個
人
的
に
今
回

の
シ
ナ
リ
オ
に
は
か
は
り
好
感
が
持
て
た
。
そ
れ
は
シ
ナ

リ
オ
全
体
を
通
し
て
、
学
校
を
舞
台
に
非
常
に
生
き
生
き

と
し
た
、
明
る
い
雰
囲
気
で
展
開
さ
れ
て
い
る
事
も
あ
る

が
、
最
も
大
き
忽
理
由
は
、
今
回
の
シ
ナ
リ
オ
が
ス
コ
ー

ル
と
リ
ノ
ア
の
恋
愛
を
テ
ー
マ
に
一
本
筋
が
通
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
点
で
は
、
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の

繋
が
り
が
あ
く
ま
で
希
薄
で
あ
っ
た
為
に
、
ク
ラ
ウ
ド
と

工
ア
リ
ス
と
の
演
出
以
外
は
、
セ
リ
フ
の
羅
列
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
前
回
よ
り
も
す
っ
と
分
か
り
易
く
、
ゲ
ー
ム

を
終
え
た
今
で
は
清
々
し
く
さ
え
感
じ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
映
画
的
演
出
の
目
覚
ま
し
い
進
化
に
比
べ
、

肝
心
の
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
要
素
が
余
り
に
も
お
粗
末
で
あ

っ
た
事
は
、
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
。
そ
の
中
で
最
も

大
き
な
不
満
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
と
の
バ
ト
ル
が
圧
倒
的
に

つ
ま
ら
芯
い
事
だ
ろ
う
。
モ
ン
ス
タ
ー
自
体
に
魅
力
が
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
恕
く
、
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
リ
ア

ル
な
動
作
を
す
る
為
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ

が
バ
ト
ル
を
冗
長
な
物
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
冗
長
芯
バ

ト
ル
は
シ
ナ
リ
オ
全
体
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
単
な
る
足

止
め
に
し
か
芯
っ
て
い
芯
い
。
こ
の
点
は
新
シ
ス
テ
ム

「
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
」
の
魅
力
で
は
と
て
も
埋
め
る
事
の

出
来
芯
い
欠
点
だ
と
言
え
る
。

更
に
言
う
と
、
こ
の
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
シ
ス
テ
ム
も
余

り
に
複
雑
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
も
芯
か
な
か
覚
え
て
も
ら

え
な
い
為
、
制
作
者
側
が
意
図
し
た
バ
ト
ル
と
は
大
き
く

か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
ユ

Phot口殿村磁土



ー
ザ
ー
に
と
っ
て
バ
ト
ル
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
（
特
に
ポ
ス
）

が
強
く
、
シ
ス
テ
ム
も
難
解
な
、
邪
魔
者
に
し
か
な
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
R
P
Gの
根
底
で
あ
る
「
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
成
長
さ
せ
る
楽
し
み
」
の
否
定
で
あ
り
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
る

『F
F
W』
に

と
っ
て
は
大
欠
点
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
不
思
議
に
思
う
点
は
、
前
作

「辺

で

あ

れ
ほ
ど
不
満
か
噴
出
し
た
は
す
の
「
移
動
画
面
で
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
見
辛
さ
」
と
「
バ
ト
ル
で
の
召
喚
獣
（
今
回

は
G

F

）
の
映
像
の
垂
れ
流
し
」
に
関
し
て
、
何
ら

対
策
が
取
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
街
や
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
塵
く
ら
い
の
大
き
さ
に
芯

っ
て
し
ま
う
部
分
が
随
所
に
見
う
れ
、
『
閉
山
』
で
は
見
ら

れ
た
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
カ
ー
ソ
ル
表
示
」
も
な
く
忽
り
、

前
作
よ
り
さ
ら
に
不
親
切
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は

そ
の
ま
ま
操
作
性
の
悪
さ
に
繋
が
っ
て
し
ま
い
、
ス
ム
ー

ズ
な
シ
ナ
リ
オ
進
行
を
妨
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て

「F
F
シ
リ
ー
ズ
」
の
特
徴
と
も
言
え
る
百
喚
獣
は
‘
最

初
と
そ
、
そ
の
美
し
さ
に
惚
れ
惚
れ
し
て
し
ま
う
部
分
も

あ
ろ
う
が
、
回
数
を
重
ね
て
い
く
ご
と
に
見
飽
き
て
し
ま

い
、
ゲ
ー
ム
が
進
ん
で
い
く
に
従
っ
て
、
百
喚
獣
自
体
に

魅
力
を
感
じ
な
く
な
り
、

G

F

の
使
用
を
控
え
て
し

ま
う
の
だ
。
百
喚
獣
に
つ
い
て
は
前
作
に
も
同
様
の
意
見

が
出
て
「
召
喚
獣
映
像
が
カ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

ら
を
完
全
に
無
視
し
た
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
は

残
念
で
仕
方
が
な
い
。

以
上
に
挙
げ
た
改
善
点
は
、
す
べ
て
ゲ
｜
ム
シ
ス
テ
ム

か
う
来
る
も
の
で
あ
る
。
何
度
も
言
う
が
、
シ
ナ
リ
オ
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
演
出
は
ゲ
｜
ム
史
上
最
高
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
間
違
い
な
く
映
画
と
同
等
に
ま
で

肩
を
並
べ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し

「F
F凋
』
は
ゲ
ー
ム
で

あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
誰
一
人
と
し
て
、
映
画
だ
と
思
っ
て

ソ
フ
ト
を
購
入
し
忽
い
だ
ろ
う
し
、
映
画
よ
り
も
ゲ
ー
ム

と
し
て
の
価
値
を
期
待
し
て
い
る
は
す
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
惜
し
い
と
僕
は
患
っ
て
い
る
。
今
回

の

「凋
』
を
見
る
と
‘
制
作
者
側
は
僕
ら
の
予
想
以
上
に

ゲ
｜
ム
シ
ス
テ
ム
と
演
出
の
両
立
に
努
力
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
今
は
新
時
代
の
ゲ
｜
ム
へ
の
過
渡
期
な
の
だ

ろ
う
。
演
出
に
突
出
し
て
い
る
だ
け
で
忽
く
、
ゲ
ー
ム
シ

ス
テ
ム
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
演
出

を
控
え
る
と
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
僕
は
そ
の
勇
気
を
ス

ク
ウ
ェ
ア
の
F
F制
作
ス
タ
ッ
フ
に
求
め
た
い
。
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
ま
で
成
長
し
た
ゲ
ー

ム
業
界
の
代
表
ソ
フ
ト
で
あ
り
、
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
ま
で

も
取
り
込
む
影
響
力
の
あ
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ら
ば
、
い

つ
か
は
や
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
僕
は
厳

し
く
吾
首
い
た
い
。
「
と
れ
が
引
世
紀
ゲ
ー
ム
基
準
で
は
困

る

」

と

。

（

滋
賀
県
減
回
議
隆
）

と
ん
が
っ
た
ゲ
l
ム
『F
F四
」

「
伺
な
ん
だ
、
と
り
ゃ
あ
っ
」
と
い
う
の
が
正
直
芯

第
一
印
象
。
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
っ
て
何
つ
何
で
魔
法
を

装
備
し
ち
ゃ
う
の
つ
召
喚
獣
を
呼
び
放
題
み
た
い
だ
け

ど
い
い
の
っ
そ
し
て
、
何
で
僕
の

ωO田
口
ラ
ン
ク
は
3

な
の
だ
ろ
う
つ
正
直
言
っ
て
私
、
雑
誌
の
紹
介
記
事
は

無
視
し
て
ま
し
た
。
意
図
的
に
。
体
験
版
も
や
っ
て
ま
せ

ん
。
す
べ
て
は
白
紙
の
状
態
で
楽
し
み
た
い
と
患
っ
た
か

ら
。
で
も
、
ま
る
で
予
備
知
識
が
あ
る
の
を
前
提
と
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
難
解
さ
で
、
私
の
『
F
F
W』
は
始
ま

り
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
覗
い
て
み
て
も
、
下
手
な
電
気
機

器
の
取
説
の
よ
う
に
、
具
体
的
忽
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
ま

せ
ん
。

『F
F」
シ
リ
ー
ズ
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し
て
来
た

私
と
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
れ
で
も

「
や
っ
て
り
ゃ
あ
分
か
る
だ
ろ
」
っ
て
感
じ
で
プ
レ
イ
し

続
け
ま
し
た
。
突
然
、
制
限
時
聞
を
決
め
さ
せ
ら
れ
て
、

中
ボ
ス
戦
の
最
中
に
ゲ
ー
ム
オ
ー
バ
ー
を
く
ら
い
、
逃
げ

る
の
が
嫌
で
倒
せ
な
い
相
手
を
攻
撃
し
続
け
、
待
機
場
所

で
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
始
ま
ら
芯
い
パ
レ
ー
ド
を
待
ぢ
続

け
、
素
直
に
指
示
通
り
に
逃
げ
て
ゲ
ー
ム
オ
ー
バ
ー
を
く

ら
い
続
け
：
。
あ
あ
何
て
居
心
地
の
悪
い
世
界
な
ん
だ
ろ

う
。
独
特
の

「や
ら
さ
れ
て
い
る
」
感
覚
。
あ
い
か
わ
ら

す
展
開
は
強
引
だ
し
、
背
阜
県
は
行
け
る
場
所
が
分
か
り
に

く
い
し
、
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
と

ω由由ロ
ラ
ン
ク
を

下
げ
ら
れ
る
し
。
美
麗
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
そ
こ
そ
と
な

音
楽
と
、
何
よ
り
『
F
F」
で
什
ゆ
か
っ
た
ら
、
と
っ
く
に

投
げ
出
し
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
悪
戦
苦

闘
を
続
け
て
数
十
時
間
、
や
っ
と
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ぁ
、
魔
法
は
こ
う
使
う
の
か
、

G



F

は
こ
う
育
て
る
の
か
、

ω
o
m
Dラ
ン
ク
は
こ
う
よ
げ

る
の
か

そ
し
て
二
枚
目
中
程
ま
で
プ
レ
イ
し
て
、
初
め
か
ら
や

り
直
す
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
も
ほ
ぼ
把
鐸

で
き
た
し
、
ゲ
ー
ム
と
の
ス
タ
ン
ス
の
取
り
方
も
分
か
っ

た
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
本
筋
も
だ
ん
だ
ん
見
え
て
き
て
、

今
か
ら
な
ら
と
の
身
勝
手
芯
世
界
に
も
、
ど
っ
ぷ
り
は
ま

れ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
情
報
の
与
え
方
の
下
手
な
、

八
ド
ル
の
高
い
、
と
ん
が
っ
た
ゲ
ム
で
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
化
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
の
高
度
化
、
そ
し
て
何
よ
り
3
D化
が
進
む
に

連
れ
て
、
ゲ
ー
ム
は
ど
ん
ど
ん
深
く
、
狭
く
な
っ
て
行
く

よ
う
芯
気
が
し
ま
す
。
個
人
的
に
『
F
F
W』
を
途
中
で

按
げ
出
し
た
人
を
知
っ
て
い
る
私
と
し
て
は
、
俗
に
言
う

ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
何
割
が
こ
の
ゲ
ー
ム
を
岨
鳴
し
尽
く

せ
る
の
か
心
配
で
す
。『
F
F』
と
い
う
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト

ル
に
し
て
、
と
の
難
度
。
こ
れ
が
市
場
に
冷
水
克
也
浴
び
せ

る
結
果
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
ぁ
、

そ
っ
ち
の
方
は

「D
Q』
が
あ
る
か
ら
、
「
F
F』
は
思

い
切
り
と
ん
が
っ
て
て
い
い
の
か
な
っ（厳

阜
県

岩
本
吉
行
）

白二下
分 J c 
はの」

：籍些
る R
p p 
? G 
Zと
め し
芸 て
るの
王 評
年価

の
一
人
で
は
あ
る
が
、

『F
F
四
」
に
関
し
て
は
P
Sの

二
作
自
の
『
F
F』
と
い
う
と
と
も
あ
っ
て
、

前
作
の
不

満
点
を
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
た。

以
下

は
そ
う
思
っ
て
プ
レ
イ
し
た
後
の
批
評
で
あ
る
。

ま
す
、

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
だ
が
、
今
回
の
G

F

を
装
備
し
て
ア
ピ
り
テ
ィ
を
覚
え
て
い
く
と
い
う
も
の
に

は
好
感
が
持
て
た
。
G

F

自
身
が
成
長
し
て
い
く
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
G

F

に
個
性
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
の
存
在
感
が
あ
る
。
ク
リ
ア
し
て
か
ら
取
り
残
し
た

G

F

を
探
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
今
回
大
き
く
変
更
さ
れ
た
魔
法
関
連
の
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
ま
す
、
攻
撃
魔
法
の
威
力

が
余
り
に
弱
く
、
た
だ
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
し
て
能
力
値
を

上
げ
る
道
具
に
な
っ
て
い
る
と
と
。
全
編
を
通
し
て
回
復

以
外
で
魔
法
を
使
っ
た
の
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ

た。
そ
れ
に
関
連
し
て
戦
闘
に
お
い
て
は
、
魔
法
や
通
常
攻

撃
に
比
べ
て
G
．
F

が
強
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。

G

F

は
使
用
回
数
に
制
限
が
な
い
よ
、

代
わ
り
に
攻
撃
を
受
け
て
く
れ
る
盾
に
も
芯
る
の
で
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
計
る
必
要
も
な
く
、
取
り
敢
え
ず
呼
び
出
し

て
お
け
ば
、
ザ
コ
敵
と
の
戦
闘
は
簡
単
に
凌
げ
て
し
ま
う
。

今
ま
で
と
違
い
、
戦
闘
に
お
け
る
役
割
分
担
の
意
味
合
い

が
薄
い
た
め
、
皆
が
皆
G

F

を
呼
び
出
し
続
け
、
結

果
的
に
ほ
と
ん
ど
の
戦
闘
が
単
調
で
味
気
な
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

次
に
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
だ
が
、
自
分
に
は
、
ク
リ

ア
し
て
も

「
「F
F咽
」
っ
て
結
局
何
だ
っ
た
の
つ
」
と

い
う
印
象
し
か
残
ら
怠
か
っ
た
。
ま
す、

こ
の
作
品
で
は

主
人
公
の
心
の
テ
ー
マ
が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
な

い
。
例
え
ば
サ
イ
フ
ァ
ー
が
処
刑
さ
れ
た
と
い
う
知
ら
せ

を
受
け
て
、
皆
が
サ
イ
フ
ァ
l
に
つ
い
て
語
る
シ
ン
。

そ
れ
ま
で
に
無
表
情
で
ク
ー
ル
芯
印
象
を
与
え
続
け
て
来

た
主
人
公
が
、

突
然
皆
の
言
動
に
拒
否
反
応
を
示
し
、
子

供
の
よ
う
に
捨
て
台
詞
を
残
し
て
、
そ
の
場
を
出
て
い
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
、
そ
の
唐
突
な
主
人
公
の
変
化
に
唖

然
と
し
た
。
無
表
情
で
、
非
社
交
的
と
い
う
「
普
通
で
は

な
い
」
主
人
公
を
設
定
し
た
の
な
ら
、
何
故
主
人
公
は
そ

う
な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の

か
を
描
く
べ
き
な
の
に
、
こ
の
場
面
は
ま
っ
た
く
そ
の
点

に
関
係
が
な
く
、
面
食
ら
っ
て
し
ま
う
。
前
述
の
捨
て
台

詞
、
「
俺
は
過
去
形
に
さ
れ
る
の
は
嫌
だ
か
ら
芯
l

」
と

い
う
の
も
、
何
が
雪
国
い
た
い
か
は
分
か
る
の
だ
が
、
全
体

の
ス
ト
リ
ー
の
流
れ
を
無
視
し
て
い
て
、
思
い
つ
い
た

こ
と
を
そ
の
ま
ま
入
れ
込
ん
だ
よ
う
な
印
象
が
残
る
。
ま

た
、
サ
イ
フ
ァ
ー
が
魔
女
の
騎
士
に
芯
っ
た
理
由
が
描
か

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
宇
宙
で
魔
女
ア
デ
ル
の
封
印
が
い

と
も
簡
単
に
解
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
と
い
っ
た
ス
ト

ー
リ
ー
を
構
築
す
る
よ
で
、
疑
問
が
残
る
部
分
も
あ
る
。

と
に
か
く
全
体
の
話
の
都
合
で
細
部
が
適
当
に
設
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。

物
語
に

「説
得
力
」
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、
細
か
い

と
こ
ろ
を
お
ざ
な
り
に
し
て
は
い
け
芯
い
。
こ
れ
で
は
、

「
所
詮
作
り
話
」
の
域
を
出
な
い
だ
ろ
う
。



ま
た
、
と
に
か
く
ゲ
ー
ム
全
体
の
テ
ン
ポ
が
悪
い
の
に

は
閉
口
さ
せ
ら
れ
た
。
人
に
話
し
か
け
る
と
必
す
相
手
の

身
振
り
手
振
り
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
終
わ
る
ま
で
は
動
け

な
い
。
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
た
せ
る
な
ら
ば
、
と
っ
て
つ
け

た
よ
う
な
ジ
工
ス
チ
ャ
ー
を
さ
せ
る
よ
り
、
も
っ
と
人
間

昧
の
あ
る
セ
リ
フ
を
人
々
に
語
ら
せ
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
存

在
感
が
あ
る
と
思
う
。

そ
し
て
既
に

『F
F」
の
顔
と
な
っ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
不
満
が
残
る
。
確
か
に
ム
ー
ビ
ー
シ
ー

ン
は
間
違
い
な
く
P
Sで
最
高
峰
と
言
え
る
出
来
映
え
で

素
晴
ら
し
い
の
だ
が
、
問
題
は
戦
闘
シ
ー
ン
や
フ
ィ
ー
ル

ド
画
面
と
の
落
差
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
に
な
っ
た
時
の
顔
を

ム
ー
ビ
ー
と
比
べ
る
と
（
比
べ
る
芯
と
吾
一
口
っ
て
も
無
理
が

あ
る
だ
ろ
う
）
、
ど
う
し
て
も
見
劣
り
し
て
し
ま
う
。
ま

た
、
衝
な
ど
の
背
景
に
凝
り
す
ぎ
た
せ
い
で
、
ど
こ
に
行

け
ば
画
面
が
切
り
替
わ
る
か
分
か
5
な
か
っ
た
と
い
う
、

か
な
り
御
粗
末
な
問
題
点
も
前
作
か
ら
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
は
衝
の
中
で
も
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
を
変
更
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
だ
ろ
う
。

少
々
話
は
そ
れ
る
が
「
映
画
的
な
ゲ
ー
ム
」
を
作
ろ
う

と
し
て
い
る
制
作
者
の
方
に
提
言
さ
ぜ
て
も
ら
う
な
ら
、

今
の
状
況
で
は
映
画
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
を
作
る
こ
と
な
ど

最
初
か
ら
不
可
能
だ
と
量
一
口
っ
て
お
く
。
何
故
な
ら
、
ゲ
ー

ム
に
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
「
現
実
」
を
感
じ
さ
せ
、
話
の
テ

ン
ポ
を
崩
す
ロ
ー
ド
時
聞
が
つ
き
ま
と
う
か
ら
だ
。
映
画

を
見
て
い
る
時
、
真
っ
黒
な
画
面
に
映
っ
た
自
分
の
顔
を

見
る
機
会
な
ど
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
な
い

限
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
「
映
画
」
の
部
分
に
の
め
り
こ
む
こ

と
は
出
来
芯
い
と
甲
山
つ
。

カ
ー
ド
バ
ト
ル
な
ど
、
流
行
の
機
能
を
取
り
入
れ
て
い

た
り
と
、
プ
ラ
ス
の
部
分
を
増
や
そ
う
と
い
っ
た
試
み
は

見
ら
れ
る
の
だ
が
、
結
局
マ
イ
ナ
ス
の
部
分
を
改
善
し
よ

う
と
い
う
向
き
は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
か
っ
た
。
前
作
の

不
満
点
を
改
善
す
る
と
い
う
の
も
、
非
常
に
重
要
芯
と
と

で
あ
る
は
す
だ
。
そ
う
し
て
離
れ
て
い
っ
た
S
F
C時
代

の
フ
ァ
ン
を
取
り
戻
す
こ
と
を
考
え
た
方
が
、
発
売
日
の

前
日
に
、
テ
レ
ビ
番
組
で
R
P
Gな
ど
を
や
っ
た
と
と
も

芯
い
よ
う
な
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー
に
ム
ー
ビ
ー
シ
ー
ン
を
見

せ
て
黄
色
い
歓
声
を
あ
げ
て
も
ら
う
よ
り
も
、
よ
っ
ぽ
ど

有
意
義
だ
と
甲
山E
つ
の
だ
。

（愛
媛
県

血
相
道
王
ゴ
リ
ア
テ
）

初
心
者
に
は
厳
し
か
っ
た
作
晶

私
は

「F
F
W』
で
初
め
て
R
P
Gを
や
り
ま
し
た
。

御
多
分
に
漏
れ
す
C
Mの
美
し
い
ム
ー
ビ
ー
に
つ
ら
れ
購

入
し
た
訳
で
す
が
、
そ
ん
な
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
か

ら
見
る
と
、「
F
F
W』
は
大
分
悪
い
方
向
に
裏
切
ら
れ

た
ゲ
｜
ム
で
し
た
。
R
P
G
初
心
者
な
の
で
ゲ
｜
ム
性
に

関
し
て
ア
レ
コ
レ
言
う
の
は
避
け
た
い
の
で
す
が
、
ジ
ヤ

ン
ク
シ
ョ
ン
等
の
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
と
つ
つ
き
に
く

さ
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
や
説
明
書

に
も
っ
と
力
を
入
れ
る
等
、
「
大
作
」
な
ら
ば
も
う
少
し

ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
配
慮
に
気
を
遭
っ
て
も
ら
い
た
か

っ
た
で
す
。

け
れ
ど
イ
ザ
始
め
て
み
れ
ば
、
謎
解
き
の
楽
し
さ
や
、

強
い
敵
を
倒
し
た
時
の
喜
び
な
ど
、
一
通
り
R
P
G
の
楽

し
さ
と
い
う
の
は
味
わ
え
た
と
思
い
ま
す
。
戦
闘
も
す
ぐ

に
入
り
込
め
て
楽
し
め
ま
し
た
。
特
殊
授
は
ゼ
ル
の
デ
ユ

工
ル
な
ど
に
と
て
も
お
世
話
に
芯
り
ま
し
た
し
、

G

F

も
多
彩
で
格
好
良
か
っ
た
で
す
。
け
れ
ど
、
G
．
F

は

キ
ャ
ラ
と
の
相
性
が
低
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
召
喚
す
る
こ

と
は
な
く
、
召
喚
す
れ
ば
毎
回
同
じ
シ
ー
ン
を
初
秒
も
見

せ
つ
け
ら
れ
て
少
々
食
傷
気
昧
で
し
た
。
ド
口
｜
シ
ス
テ

ム
そ
れ
自
体
は
良
い
と
も
悪
い
と
も
言
え
な
い
の
で
す

が
、
ど
ん
な
に
魔
力
を
上
げ
て
も
、
一
度
に
9
つ
ま
で
し

か
ド
ロ
ー
で
き
芯
い
こ
と
は
（
そ
れ
が
面
白
さ
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
）
不
便
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
苦
労
し

て
ド
ロ
ー
し
た
り
、
お
金
を
払
っ
て
手
に
入
れ
た
魔
法

（
ア
ル
テ
マ
！
）
を
、
ラ
ス
ボ
ス
戦
で
い
と
も
簡
単
に
異

空
間
に
飛
ば
さ
れ
た
時
は
倒
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た。

ゲ
ー
ム
自
体
に
関
し
て
は
、
初
心
者
の
わ
が
ま
ま
芯
意

見
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

（
す
み
ま
せ
ん
）、
ゲ
ー

ム
以
上
に
失
望
し
た
の
は
シ
ナ
リ
オ
で
し
た
。
私
は
『
F

F
W」
に
は
、
ゲ
ー
ム
シ
ナ
リ
オ

（ム
ー
ビ
ー
）
H

5

5
く
ら
い
の
割
合
で
期
待
し
て
い
た
の
で
、
本
当
に

あ
の
シ
ナ
リ
オ
に
は
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
ま
す
主
人
公

た
ち
の
戦
う
理
白
か
ら
し
て
中
途
半
端
で
す
。
目
最
初
は
ガ

ー
デ
ン

（ω
0
0
0
）
の
任
務
と
い
う
こ
と
で
納
得
で
き
ま

す
が
、

2
枚
目
で
明
ら
か
に
な
る
「
リ
ノ
ア
以
外
は
全
員

同
じ
孤
児
院
の
出
身
だ
っ
た
」
と
い
う
展
開
は
少
し
無
理



が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
記
憶
を
G

F

に
奪
わ
れ

て
い
た
と
い
う
割
に
は
、
ア
ー
ヴ
ァ
イ
ン
に
指
摘
さ
れ
た

途
端
に
全
員
が
思
い
出
し
た
り
、
後
に
登
場
す
る
サ
イ
フ

ア
（
ド
ー
ル
で
G

F

を
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
し
た
は

ず
）
は
そ
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
り
と
、
細
か
い
所
で
辻

穫
が
合
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
「
幸
せ
に
な
る
た
め
戦
い
」

と
言
っ
て
、
兵
士
（
人
間
）
ま
で
も
殺
し
て
い
く
こ
と
に

対
し
て
、
彼
ら
は
「
戦
う
こ
と
し
か
知
ら
な
い
」
と
き
一
一い、

リ
ノ
ア
の
「
戦
わ
な
い
で
済
む
方
法
は
な
い
の
つ
」
と
い

う
意
見
も
、
後
半
は
す
っ
か
り
影
を
潜
め
て
し
ま
い
ま
す
。

人
殺
し
は
R
P
G
の
お
約
束
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

深
く
思
い
悩
み
も
せ
す
戦
い
続
け
る
彼
ら
に
は
、
余
り
共

感
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

更
に
悪
役
も
演
出
の
力
点
が
ズ
レ
て
い
た
よ
う
に
甲
甘え

ま
す
。
一
枚
目
で
あ
れ
だ
け
「
イ
デ
ア
」
を
美
し
く
恐
ろ

し
い
存
在
（
ム
ー
ビ
ー
に
は
感
動
し
ま
し
た
）
に
し
て
お

き
芯
が
ら
、
三
枚
目
に
芯
っ
て
彼
女
は
黒
幕
の
ア
ル
テ
ィ

ミ
シ
ア
に
操
ら
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
け
れ
ど
ア
ル
テ
ィ
ミ
シ
ア
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
掘
り
下
げ
も
、
ム
ー
ビ
ー
も
な
く
、
あ
の
ギ
ザ
ギ

ザ
ポ
リ
ゴ
ン
で
し
か
登
場
し
な
い
の
で
「
た
だ
の
敵
」
に

怠
っ
て
し
ま
い
、
ラ
ス
ポ
ス
戦
に
は
何
の
ド
ラ
マ
性
も
、

見
出
す
と
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

o
pで
は
ス
コ
ー

ル
と
因
縁
の
ラ
イ
バ
ル
風
で
あ
っ
た
サ
イ
フ
ァ
ー
も
、

「
魔
女
の
騎
士
」
と
い
う
夢
が
説
明
不
足
で
、
三
枚
目
ま

で
は
た
だ
の
中
ボ
ス
（
し
か
も
弱
い
）
。
四
枚
目
に
至
つ

て
は
、
最
初
に
少
し
登
場
し
た
き
り
で
、

E
Dで
い
つ
の

聞
に
か
更
生
し
て
い
ま
す
。
ス
コ
ー
ル
は
後
半
リ
ノ
ア
に

夢
中
で
、
彼
の
ご
と
は
気
に
も
止
め
て
い
ま
せ
ん
し
、
こ

の
人
は
別
に
登
場
し
広
く
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
物
語
の
核
と
な
る
ス
コ
ー
ル
と
リ
ノ
ア
の
関

係
は
、

C
M
で
あ
れ
だ
け
大
見
栄
を
切
っ
て
お
き
な
が
ら
、

余
り
に
も
お
粗
末
な
も
の
で
し
た
。
二
枚
目
ま
で
ス
コ
ー

ル
は
リ
ノ
ア
の
こ
と
を
伺
と
も
患
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず

な
の
に
、
三
枚
目
で
何
の
前
触
れ
も
伏
線
も
忽
し
に
、
彼

の
リ
ノ
ア
へ
の
愛
が
大
爆
発
し
ま
す
。
し
か
し
、
ユ
ー
ザ

ー
に
し
て
み
れ
ば
、
突
然
過
ぎ
て
置
い
て
け
ぽ
り
で
す
。

そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
皆
無
で
二
人
の
愛
は
燃
え
上
が
る

ば
か
り
。
そ
の
展
開
に
説
得
力
が
な
い
た
め
、
先
に
進
め

ば
進
む
ほ
ど
、
私
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
下
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
で
感
じ
て
欲
し
か
っ
た
「
愛
」
と
は
人

間
愛
で
も
家
族
愛
で
も
な
く
、
自
己
満
足
的
な
恋
愛

（恋

愛
が
悪
い
と
一
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

E
D
で
ス
コ
ー
ル
は
笑
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
に
は
た
だ
の
サ
ム
い
男
に
し
か
見
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
の
R
P
G初
体
験
は
、
ム
ー
ビ
ー
と
自
に
つ
ら
れ
買

っ
て
み
れ
ば
、
初
心
者
に
厳
し
い
ゲ
ー
ム
と
低
級
の
シ
ナ

リ
オ
が
待
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。
本
当
に
期
待

し
て
い
た
の
で
失
望
感
も
相
当
で
す
。
商
品
と
し
て
は
優

秀
な
の
で
し
ょ
う
が
、
F
Fが
ゲ
ー
ム
と
映
箇
の
融
合
を

目
指
す
の
な
ら
、
C
G妓
術
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ー
ム
性
や

シ
ナ
リ
オ
も
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
本
末
転
倒
だ
と
言
い

（神
奈
川
県

た
い
で
す
。

オ
ト
リ
プ
ル
l

『

F
F四
』
は
ど
の
よ
う
に

進
化
し
た
の
か

「F
F凋
』
に
対
し
て
の
感
想
の
総
合
的
な
傾
向
に
は

一
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
面
白
か
っ
た
と
す
る

人
と
同
僚
に
、

つ
ま
ら
な
か
っ
た
と
す
る
人
が
確
固
と
し

た
理
由
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
感
想
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
こ
の
二
つ
の
意
見
を

比
較
し
て
み
る
こ
と
で
正
確
に

『F
F
W」
を
捉
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
す
面
白
か
っ
た
人
、
つ
ま
ら
な
か
っ
た
人
の
両
者
で

一
致
し
て
い
る
意
見
と
し
て
は
、
ム
ー
ビ
ー
、
ゲ
ー
ム
中

の
画
面
等
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
や
サ
ウ
ン
ド
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

が
非
常
に
高
い
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
技
術
か
高
い
と
い
う
点
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ゲ
ー
ム
制
作
者
の
視
点
か
う
見
て
も
そ

れ
は
疑
い
の
な
い
所
で
、
業
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
異
論
の
な
い
所
で
す
。

で
は
面
白
か
っ
た
人
、
つ
ま
ら
な
か
っ
た
人
の
意
見
の

相
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
ゲ
ー
ム
を
ゲ

ー
ム
と
し
て
な
ら
し
め
て
い
る
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
と、

F
Fシ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
R
P
Gで
は
重
要
視

さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
何
か
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
で
は
ゲ
｜
ム
シ
ス
テ
ム
上
、
幾
つ
か
の
気
に

な
る
点
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン



新
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
シ
ス
テ
ム
で
す

が
、
少
な
か
ら
す
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
乙
れ
は
各
要
素
を
階
層
構
造
に
し
た
と
こ
ろ
に
わ

か
り
に
く
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
魔
法
を
装
備
し
た
い
場
合
、
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
↓
G

F

↓
J
ア
ピ
リ
テ
ィ
↓
魔
法
」
以
上
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ま
芯
い
と
魔
法
を
装
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
こ
の
階
層
を
意
識
し
た
工
夫
が
あ
れ
ば

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
「
魔
法
を
装
備
す
る
」

と
い
う
概
念
が
イ
メ
ー
ジ
し
辛
い
と
と
ろ
に
も
わ
か
り
に

く
さ
の
要
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ゲ
｜
ム

を
通
し
て
付
き
合
う
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、
「
習
う
よ
り
慣

れ
る
」
こ
と
で
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
こ
の
問
題
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

・
嶋
田
の
長
時
間
化

草
剤
清
ら
し
い
エ
フ
ェ
ク
ト
と
引
き
換
え
に
戦
闘
に
要
す

る
時
聞
が
長
く
芯
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
見
応
え
の
あ
る

も
の
で
す
が
、
流
石
に
何
度
も
見
て
い
る
と
飽
き
て
し
ま

い
ま
す
。
短
縮
さ
れ
た
エ
フ
ェ
ク
ト
を
用
意
す
る
な
ど
の

心
配
り
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

更
に
今
回
の
シ
ス
テ
ム
上
重
要
芯
「
ド
口
｜
」
も
戦
闘
の

長
時
間
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

・
ミ
ニ
ゲ
l
ム

ゲ
ム
の
台
所
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
と
の
ミ
二
ゲ
ー
ム
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
雰
囲
気
と

全
く
合
致
し
て
お
ら
ず
、
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
ー

リ
の
中
に
も
っ
と
し
っ
く
り
く
る
よ
う
な
も
の
を
用
意

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
F
F』
シ
リ
ー
ズ
の

様
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
る
作
晶
中
に
そ
う
い
っ
た

配
慮
が
欠
け
て
い
る
の
は
残
念
に
思
い
ま
す
。

・
ゲ
l
ム
バ
ラ
ン
ス

今
作
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
合
わ
せ

て
敵
も
強
力
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
調
整
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
と
の
調
整
が
必
す
し
も
上
手
く
い
っ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
特
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
レ
ベ
ル
が
必
然
的

に
高
く
な
る
後
半
に
な
る
ほ
ど
顕
著
に
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。で

は
、
次
に
ス
ト
ー
リ
ー
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ス
ト

ー
リ
ー
は
最
も
意
見
の
分
か
れ
る
所
で
感
想
も
人
そ
れ
ぞ

れ
だ
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
或
程
度
客
観
的
に
捉
え
る

と
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
す
ゲ
l
ム
を
始
め
て
す

ぐ
に
気
が
つ
く
の
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
口
詞
か
幼
稚
」

で
あ
る
こ
と
。
等
身
の
高
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
印
象
が
あ

る
た
め
に
、
非
常
に
強
く
そ
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
の
と
同
様
、
ス
ト
ー

リ
ー
と
挿
入
さ
れ
る
ム
ー
ビ
ー
と
の
聞
に
「
空
気
感
の
す

れ
」
が
あ
る
の
で
は
芯
い
で
し
ょ
う
か
。
ム
ー
ビ
ー
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
が
非
常
に
高
い
た
め
、
そ
の
映
像
か
ら
「
そ

の
場
面
の
空
気
」
や
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
心
情
」
ま
で
も

が
感
じ
取
れ
ま
す
（
と
れ
は
す
ご
い
と
と
で
す
ね
）
。
と

こ
ろ
が
、
ゲ
ー
ム
中
の
会
話
シ
ー
ン
で
は
微
妙
に
食
い
違

っ
た
印
象
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
が
高
い
が
ゆ
え
の
要
求
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
口
調
が
幼
稚
」
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
要
因

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
サ
フ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
が
希
薄
で
、
希
薄
で
あ
る
が
故
に
行
動
理
念
が

分
か
ら
す
感
情
移
入
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ぱ
っ
と
見
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
だ
け
で
は
ス
ト

ー
リ
ー
に
流
さ
れ
て
い
る
印
象
し
か
受
け
ず
、
各
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
感
情
芯
ど
が
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る

キ
ャ
ラ
立
て
に
余
り
成
功
し
て
い
な
い
。
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ

に
焦
点
を
絞
る
為
に
切
り
捨
て
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
サ
ブ
キ
士
フ
ク
タ
｜
の
描
写
次
第
で
ス
ト
ー
リ
ー

や
世
界
観
に
「
厚
み
」
が
出
る
も
の
で
す
か
ら
、
や
は
り

こ
れ
は
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
展
開

そ
の
も
の
は
、
捉
え
方
に
よ
っ
て
意
見
の
分
か
れ
る
所
で

あ
り
、
何
よ
り
ま
だ
遊
び
終
え
て
い
な
い
人
の
た
め
に
も
、

と
こ
で
は
触
れ
す
に
お
き
ま
す
。

以
上
で
ひ
と
と
お
り
、

『F
F
咽
』
を
検
証
し
て
み
ま

し
た
が
、
こ
の
時
点
で
結
論
を
だ
す
と
す
れ
ば
、
「
ビ
ジ

ュ
ア
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
技
術
の
進
化
に
、
シ
ス
テ
ム
、
ス

ト
ー
リ
ー
が
追
い
つ
い
て
い
忽
い
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
進

化
で
あ
る
」
と
言
え
ま
す
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

妓
術
に
ゲ
｜
ム
そ
の
も
の
が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
と

と
以
上
に
「
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
感
じ
が
し
ま

し

た

。

（

神

奈

川

県

岡

本

お

）

。

他
た
く
さ
ん
の
ご
投
縞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
り
簡
略

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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通
F
F
m』

、

ず一
勝

一プ
ロ
ロ
ー
グ

そ
の
一
置
が
死
を
招
〈

ロ

回周年
2
月
某
目
、
ゲ
ー
ム
批
評
編
集

部
内
で

「週
刊
プ
レ
イ
ボ

O
イ
」
が
話

題
に
の
ぼ
っ
た
。
同
誌

2
月
時
日
号
の

「
フ
ァ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
唖
感
涙

と
至
福
の
激
闘
問
時
間
！
」
と
い
う
記

事
だ
。
発
売
前
の

「F
F
唖
』
を

一
足

お
先
に
プ
レ
イ
し
た
記
者
の
体
験
談
を

ま
と
め
た
記
事
で
、
雑
誌
が
発
売
さ
れ

た
の
が
ソ
フ
ト
発
売
の

一
週
閥
以
上
も

前
と
あ
っ
て
か
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見

は
ほ
ど
ん
ど
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

『F
F
W』
の
こ
と
を

「世
紀
の
大
作
」

と
し
て
を
誉
め
て
誉
め
て
誉
め
ち
ぎ

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ロロロIllロ・ロ・ロ ！・lロ

こ
の
記
事
に
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た

の
が
松
井
編
集
部
員
。
「
こ
れ
、
本
当

に
均
時
間
プ
レ
イ
し
た
ん
で
す
か
ね

え
？
そ
れ
に
、
ど
う
せ
な
ら
均
時
間

プ
ツ
通
し
で
プ
レ
イ
し
な
い
と
面
白
く

な
い
よ
ね
」
と
厳
し
い

一
言
を
放
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の

一
言
が
、
と
ん
で
も
な

い
事
態
を
巻
き
起
こ
そ
う
と
は
：・・
。

「そ
れ
、
面
白
い
じ
ゃ
ん
。
ウ
チ
で

や
ろ
う
よ
」
と
斎
藤
編
集
長
の
鶴
の

一

言
で
、
あ
わ
れ
な
松
井
編
集
部
員
は
均

時
附
ブ

ッ
通
し

『F
F
W』
プ
レ
イ
を

す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
：：：
。

プ
レ
イ
開
始
1
M時
間

地
獄
の
逃
避
行

と
い
う
わ
け
で
松
井
で
す
。
m加

年
3
月
幻
目
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り

ま
し
た
。

ま
ず
は
ソ
フ
ト
を
立
ち
上
げ
、

し
ば

し
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
デ
モ
を
見
物
。
で、

プ
レ
イ
ス
タ
ー
ト
。
第

一
声
は
「
い
き

な
り
保
健
室
か
よ
1
」
だ
っ
た
。

最
初
に
一言
っ
て
お
く
と
俺
は
も
と
も

と
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
＆
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
好
き
の
ア
ー
ケ
ー
ド
野
郎
で、

R

P
G
は
大
の
苦
手
。
最
後
に
遊
ん
だ

R

P
G
は、

S
F
C
の

「
ソ
ン
グ
マ
ス
タ

ー
』
（
ラ
ス
ボ
ス
が
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い

た
落
書
き
み
た
い
な
凄
い
作
品
）
だ
。

だ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
F
F
シ
リ
ー
ズ
の

お
約
束
と
か

「ケ
ア
ル
」
と
か
の
魔
法

の
名
前
は
当
然
、
R
P
G
の
進
め
方
か

ら
し
て
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
状
態

叫叩一∞
沿
い
印

初一∞
初
日
時

プ
レ
イ
開
始
。

初
セ
ー
ブ

初
め
て
の
戦
闘

初
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

炎
の
洞
窟
ク
リ
ア

パ
ッ
ド
を
デ
ュ
ア
ル
シ
ョ

ッ
ク
に
変
更
。

セ
ル
フ
ィ
登
場
。

S
E
e
D
認
定
試
験
に
合

格
。

リ
ノ
ア
登
場
。

キ
ス
テ
ィ
ス
が
市
歳
と
い

う
こ
と
に
驚
く
。

／二二、 新品で買うのはいろいろな意味で嫌なので発売日には買わない。中古で3，銃犯円くらいになったら買ω薦入予定です っ



FF•~·伺躍ったのか？？

ロ耳目・ロ・白 書，口町口
だ
。
お
ま
け
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
か
説
明

と
か
を
読
む
の
が
大
嫌
い
。
そ
こ
で
、

ゲ
l
ム
の
説
明
も
そ
こ
そ
こ
に
、
本
能

の
赴
く
ま
ま
に
ガ
シ
ガ
シ
先
に
進
む
こ

と
に
し
た
（
後
に
な
っ
て
こ
れ
が
不
幸

を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
と
は
：
・
：
）
。

プ
レ
イ
開
始
か
ら
5
時
間
、
順
調
に

ゲ
l
ム
は
進
む
。
し
か
し
、
意
外
な
ラ

イ
バ
ル
出
現
。
そ
れ
が
眠
気
だ
。
プ
レ

イ
開
始
し
た
時
点
で
す
で
に

U
時
間
も

寝
て
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
眠
い
眠

い
。
デ
フ
ォ
ル
ト
で
目
が
閉
じ
て
し
ま

う
。
パ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
こ
じ
あ

け
な
い
と
目
が
閥
か
な
い
。

日
付
変
わ
っ
て
幻
目
、
プ
レ
イ
は
順

調
な
の
だ
が
、
と
に
か
く
眠
い
。
さ
ら

に
気
分
転
換
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
遊
ぶ
つ

も
り
の

『ス
ー
パ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ

イ
タ

l
H
X』
と
か
、
ネ
オ
ジ
オ
ポ
ケ

ッ
ト
カ
ラ
l
「
キ
ン
グ
オ
ブ
フ
ァ
イ
タ

l
ズ

R
2」
な
ど
に
逆
に
ハ
マ

っ
て
し

ま
う
事
件
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
な
ん
と

か
踏
み
と
ど
ま
っ
て
F
Fに
集
中
す
る
。

そ
し
て
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
午
前

6
時
ご
ろ
、
デ
ィ
ス
ク

2
枚
目
に
進
む
。

「
な
ん
だ
、
ぜ
ん
ぜ
ん
余
裕
じ
ゃ
ん
」

な
ど
と
言
い
つ
つ
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を

食
す
。
す
る
と
、
満
腹
に
な
っ
た
せ
い

か
急
激
に
眠
く
な
り
、
仮
眠
を
取
る
こ

と
に
し
た
。
友
人
、
知
人
、
仕
事
で
会

っ
た
人
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
な
ど

計

5
0
0人
ぐ
ら
い
の
人
か
ら
「
松
井

く
l
ん
！
」
と
呼
ば
れ
る
と
い
う
歪
な

夢
を
見
る
。

ネオジオポケットで遊ぶ絵井。「FFゃれよリ。

電話
のγ
目箆
商々

仮
眠
か
ら
目
覚
め
、
す
ぐ
さ
ま
F
F

を
プ
レ
イ
。
途
中
、
ラ
イ
タ
ー
さ
ん
か

ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
少
し

『
F

F
咽
』
に
つ
い
て
話
す
。
す
る
と
、
い

か
に
自
分
が
間
の
抜
け
た
プ
レ
イ
を
し

て
い
る
か
を
知
ら
さ
れ
た
。
戦
闘
を
ほ

と
ん
ど
G
．

F
．
に
任
せ
、
ド
ロ

l
を

全
然
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う

り
で
戦
闘
が
サ
ク
サ
ク
進
む
と
思

っ

た
。
積
極
的
に
ド
ロ
ー
す
る
こ
と
を
決

意
（
遅
い
よ
）。

そ
し
て

3
月
お
目
。
ミ
サ
イ
ル
基
地

自
爆
の
イ
ベ
ン
ト
。
そ
こ
で
悲
劇
が
待

っ
て
い
た
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
ク
リ
ア

後
に
パ
ー
テ
ィ
が
全
滅
。
ミ
サ
イ
ル
基

地
の
ボ
ス
と
再
度
対
戦
す
る
が
、
な
ぜ

か
勝
て
な
い
。
何
度
や
っ
て
も
勝
て
な

い
。
イ
ラ
イ
ラ
が
募
る
。
す
で
に
ク
リ

ア
し
た
と
こ
ろ
を
改
め
て
プ
レ
イ
す
る

の
は
、
運
動
会
の

l
o
o
m競
争
で
全

力
疾
走
し
て

e
コ
ー
ル
し
た
ら
実
は
フ
ラ

イ
ン
グ
で
も
う

一
度
走
ら
さ
れ
る
っ
て

く
ら
い
面
倒
な
こ
と
。
し
か
し
、
面
倒

が
っ
て
プ
レ
イ
が
雑
に
な
り
、
や
は
り

勝
て
な
い
。寝
不
足
の
せ
い
も
あ
っ
て、

イ
ラ
イ
ラ
は
山
積
、
も
は
や
発

O
寸
前

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
、
ゲ
l
ム
オ
ー
バ
ー
に
な

っ
た
り
手
間
の
か
か
る
作
業
を
さ
せ
ら

れ
る
と
、
辺
り
構
わ
ず
火
を
放
っ
た
り

全
裸
で
踊
り
だ
し
た
く
な
る
時
計
じ
か

け
の
オ
レ
ン
ジ
な
衝
動
に
駆
ら
れ
た
。

あ
た
か
も
ド
ラ
え
も
ん
が
「
地
球
破
壊

ば
く
だ
ん
」
を
出
す
時
の
よ
う
な
精
神

的
に
追
い

つ
め
ら
れ
た
状
況
だ
。
以
前

m
U
日
目
白

m
U
H
m
 

ニ
セ
大
統
領
と
戦
闘
中
、

初
リ
セ
ッ
ト
。

テ
ィ
ン
パ
1
の
街
に
て
ネ

コ
発
見
。
戯
れ
る
。

ヨlJ－臥していません 悦売し吋と蜘らなかった。

2
H
山崎

4
日

日

開

5
一
一切

．，
・zu
j

守．，．

（神奈川県陳）

ラ
グ
ナ
編
が
始
ま
る
。

気
分
転
換
に
「
ネ
オ
ジ
オ

ポ
ケ
ッ
ト
カ
ラ
l
」
で
遊

3
。

ア
ー
ヴ
ア
イ
ン
が
仲
間
に

な
る
。

魔
女
イ
デ
ア
登
場
。

イ
デ
ア
と
戦
う。

初
め
て

戦
闘
不
能
者
を
出
す
。

デ
ィ
ス
ク
1
枚
目
終
了
。

2
枚
目
へ
。

仮
眠
を
取
る
。

プ
レ
イ
再
開
。

磁
の
ス
コ
ー
ル
を
い
た
ぶ

る
サ
イ
フ
ァ
l
の
シ
ー
ン
。

ラ
イ
タ
ー
さ
ん
か
ら
電
話
。

『

F
F
咽
』
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
。

ド
ロ
ー
の
重
要
さ
に
気
づ

き
、
大
慌
て
で
ド
ロ
ー
し

ま
く
る
。

他
の
仕
事
の
た
め
中
断

S
H

∞
 

刊間一∞
叩
同
一
掬

m
m
H
M剖

m
m
H
必

mu
・
時



ロl口 瞳 ロ

テ
レ
ビ
で
見
た
、

不
眠
記
録
に
挑
ん
だ

ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
D

J
が
、
記
録
達

成
す
る
も
精
神
に
異
常
を
来
た
し
、
自

我
崩
媛
、

一
家
離
散
、
果
て
は
孤
独
と

絶
望
の
中
に
自
殺
し
た
と
い
う
悲
し
い

話
が
思
い
起
こ
さ
れ
た
。

ゲ
ー
ム
の
方
も
、
序
盤
で

G
．

F
．

の
育
成
と
ド
ロ
ー
を
怠

っ
た
た
め
か
、

戦
翻
に
苦
労
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ

た
。
も
は
や
気
力
と
根
性
だ
け
が
俺
を

支
え
て
い
た
。
俺
と

F
F
と
の
意
地
比

べ
だ

っ
た
。

そ
ん
な
修
羅
の
時
間
が
流
れ
る
中
、

ス
ト
ー
リ
ー
は
い
つ
の
間
に
か
宇
宙
ス

ケ
ー
ル
に
ま
で
拡
大
。
聞
き
慣
れ
た
ブ

エ
イ
・
ウ
ィ
ン
の

「
ア
イ
ズ

・
オ
ン

・

ミ
l
」
が
流
れ
る
中
、
お
日
が
過
ぎ
て

い
っ
た
。

ロ 園 口・l口直面白園田 園 口 四 ロ 崎 白 書匝 ロ

部
時
間
1
拘
時
間

・γノ
・
レ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン

川品目
。
眠
い
、
だ
る
い
、
か
っ
た
る

い
。
生
き
る
こ
と
す
ら
面
倒
く
さ
い
。

プ
レ
イ
し
な
が
ら
意
識
が
遠
の
く
こ
と

多
数
。
「ボ
ク
は
気
球
に
乗
っ
て
F
F

の
な
い
遠
く
の
固
に
行
く
ん
だ
：
：
：」

と
い

っ
た
世
迷
い
言
を
吐
い
た
り
、
突

然

「大
都
会
」
を
熱
唱
し
た
り
、
つ
ま

ロ

ら
な
い
こ
と
で
異
常
に
爆
笑
し
だ
し
た

り
、
指
紋
の
数
を
数
え
出
し
た
り
、
ボ

ー
ル
ペ
ン
に
話
し
か
け
る
と
い

っ
た
奇

行
も
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

俺
は
こ
こ
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
の

か
？
そ
ん
な
疑
念
が
浮
か
ん
だ
。
し

か
し
、

3
枚
目
の
ラ
ス
ト
付
近
が
ど
う

し
て
も
解
け
ず
、
挫
折
し
そ
う
に
な

っ

た
時
、
松
平
女
史
が
助
言
を
し
て
く
れ

て
先
に
進
め
た
。
強
力
に
な

っ
て
帰
っ

て
き
た
サ
イ
フ

7
1
に
何
度
挑
戦
し
て

も
勝
て
ず
、
役
げ
出
し
そ
う
に
な

っ
た

時
、
斎
藤
編
集
長
が

a
m
p
m
に
置
い

で
あ

っ
た
全
種
類
の
栄
養
ド
リ
ン
ク
を

差
し
入
れ
て
く
れ
た
。
古
庄
さ
ん
や
岡

田
君
が
原
稿
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
俺

の
理
不
尽
な
八
つ
当
た
り
に
対
し
て

も
、
ヤ
マ
ウ
チ
君
や
小
野
塚
君
や
並
河

さ
ん
は
黙
っ
て
受
け
て
止
め
て
く
れ
て

い
た
。

み
ん
な
が
俺
の
こ
と
を
気
遣

っ
て
く

れ
る
。
み
ん
な
が
俺
を
期
待
し
て
い
る
！

み
ん
な
の
期
待
の
た
め
に
も
、
俺
は
ク

リ
ア
を
目
指
す
1

死
ん
で
も
ク
リ
ア

し
て
み
せ
る
！
た
と
え
世
界
中
が
敵

に
な
ろ
う
と
も
1

（匂
ス
コ
ー
ル
）

・・
し
か
し
・
・
：
・
・
俺
は
「が
ん
ば
る
」

と
い
う
言
葉
が
大
嫌
い
だ
（
防
サ
イ
フ

7
1
）・
：
：
・と
い
う
わ
け
で
、
デ
ィ
ス

ク
4
枚
目
の
ア
デ
ル
に
勝
て
ず
（
リ
ノ

ア
殺
し
ま
く
り
）
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る

時
点
で
初
時
間
が
経
過
。
無
念
の
タ
イ

ム
ア

ッ
プ
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
：
・

エ
ピ
ロ
ー
グ

嶋
い
済
ん
で
気
が
触
れ
て

プ
レ
イ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
や

は
り
早
解
き
を
目
指
す
余
り
、
キ
ャ
ラ

育
成
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
の
が
最
大
の

敗
因
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
G

－

F
．
の
収
集
方
法
や
便
利
な
裏
技
な
ど

を
知
ら
な
い
ま
ま
プ
レ
イ
す
る
な
ど
情

報
収
集
を
怠
っ
た
こ
と
も
致
命
的
で
し

た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
飛
ば
し
が
ち
で
、

話
が
分
か
ら
ず
次
に
ど
こ
に
行
け
ば
良

い
の
か
分
か
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
も
・：

：
。
さ
ら
に
「
お
う
え
ん
」
の
た
め
の

速
射
パ
y
ド
の
せ
い
で
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

飛
ば
し
た
こ
と
も
あ
り
、

「道
具
は
使

う
人
次
第
で
普
に
も
悪
に
も
な
る
」
と

い
う
先
人
の
言
葉
が
い
た
く
身
に
染
み

た
次
第
で
あ
る
。

あ
と
、
人
間
は
寝
な
い
と
や

っ
ぱ
り

死
ぬ
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、

「ゲ
l
ム
は

一
日

一
時
間
」

B
B
・
民
u

・

4

・・E

－

1
H
m
 

1
日
銀

2
・

世
間

3
H
一初

4
H
M剖

4

口一切
5
H

∞
 

7
H
一例

8

一一∞
11 11 

1000 

H
H

一一切

刊

M

h

∞

1714 

0010 

。鴎入ほした！！
迷っていましたが、 コンビニで見つけて速攻で買いました。でもスコール君は非常に感情移入しにくい

キャラヲヲーで、 物語が私の元を腫れて一人歩きしてしまっているようなー。（大阪府 かどまじん郎）ヨE

イ
ル
纂
地
自
爆
前
か
ら
や

り
直
し
。

再
度
ミ
サ
イ
ル
墓
地
ポ
ス

戦
。
再
度
パ
ー
テ
ィ
全
滅
。

自
爆
時
聞
を
間
違
え
て
叩

分
に
設
定
し
、
リ
セ
ッ
ト

す
る
。

4
度
目
の
や
り
直
し
。

や
っ
と
パ
ラ
ム

・
ガ
ー
デ

ン
復
帰
。

変
な
オ
イ
ル
野
郎
に
全
滅

さ
せ
ら
れ
る
。

ノ
ー
グ
で
全
滅
。

ノ
｜
グ
で
2
度
目
の
全
滅
。

魔
法
の
ラ
ン
プ
を
使
う
と
、

い
き
芯
D
戦
闘
が
始
ま
り
、

全
滅
。

ス
コ
ー
ル
と
り
ノ
ア
再
会
。

雷
神
と
戦
闘
。
ジ
ヤ
ン
ク

シ
ョ
ン
し
忘
れ
て
い
て
リ

セ
ッ
ト
。

再
ひ
サ
イ
フ
ァ
ー
と
戦
う
。

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
「
お
う

え
ん
」
を
効
果
的
に
使
う

た
め
、
連
射
パ
ッ
ド
を
使

い
始
め
る
。

イ
デ
ア
戦
、
デ
ス
2
連
発

で
全
滅。

編
集
作
業
で
大
ト
ラ
ブ
ル

発
生
。
し
ば
し
中
断
。

プ
レ
イ
再
開

い
つ
の
間
に
か
イ
デ
ア
が

パ
ー
テ
ィ
に
入
っ
て
い
て

驚
く

（ち
ゃ
ん
と
文
章
読

め
よ
）。



FF•li伺だったのか『？

ア
レ
イ
ず
l

べ句

設
事
で

廿
何
軒
ザ
ボ
。

勲
三
五

と
い
う
高
橋
名
人
の
言
葉
に
耳
が
痛
い

と
思
っ
た
。

さ
ら
に
、
「
ゲ
l
ム
は
つ
ら
い
思
い

を
し
て
ま
で
や
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と

も
思
っ
た
。

最
後
に
、
「
俺
は

R
P
G
に
向
い
て

な
い
」
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

そ
ん
な
様
々
な
教
訓
を

『
F
F
咽
』

は
俺
に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
こ
の
均
時

間
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
、
本
当
に
あ
り

が
と
う

「
F
F
珊
』
！
そ
し
て
、
さ

よ
う
な
ら
。

・
：
と
い
う
わ
け
で
、
幾
多
の
戦
場

を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
さ
し
も
の
俺

も
、
ス
ク
ウ
エ
ア
海
身
の
超
大
作

「
F

F
咽
』
に
は
残
念
な
が
ら
屈
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
覚
え
て
ろ

よ
。
こ
の
借
り
は

『
F
F
医
』
で
倍
に

し
て
返
す
こ
と
に
す
る
ぜ
！

・・・

え

っ
、
そ
れ
っ
て
や
っ
ぱ
り
、

ま
た
均
時

間
ブ
ッ

通
し
で
プ
レ
イ
す
る
っ
て
こ

と
？

ヒ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ

イ
イ
イ
イ
イ
イ
！

（
バ
イ
キ
ン
グ
松
井
）

初
日
山
崎

nH
一∞

お
一
応

－

一

日制

2
一
掬

3

一∞

4
一
日
制

4
一
山
崎

5
日
初

6

一∞
su
∞
 

叩

山

口

∞
官一∞

U

円日∞
宇
宙
へ
。

宇
宙
船
に
乗
り
込
ん
だ
ス

コ
ー
ル
と
リ
ノ
ア
が
「
ヒ

ゲ
ダ
ン
ス
」
し
て
る
よ
う

に
見
え
て
初
分
ぐ
ら
い
爆

笑
す
る
。

例
の
フ
ェ
ィ

・
ウ
ォ
ン
の

C
M
ソ
ン
グ
が
流
れ
る
シ

ー
ン
。

ヨEG臥予定です ~：~~＇.正問診鵡

先
に
進
め
す
、
松
平
女
史

に
電
話
で
聞
く
。

3
枚
目
の
ラ
ス
ト
近
く
で

俸
は
買
滞
。

風
神
＆
雷
神
の
メ
力
に
ど

う
し
て
も
勝
て
な
い
。

B
度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

漸
く
勝
利
。

そ
し
て
サ
イ
フ
ァ
l
登
場
。

全
滅
。

サ
イ
フ
ァ
ー
に
4
度
目
の

チ
ャ
レ
ン
ジ。

つ
い
に
勝

王山デ
ィ
ス
ク
4
枚
目
に
入
る

も
、
ど
と
へ
行
っ
て
良
い

の
か
分
か
ら
す
、
迷
う
。

ア
デ
ル
に
勝
て
な
い
。

ア
デ
ル
に
ど
う
し
て
も
勝

て
芯
い
。

や
っ
ぱ
り
ア
デ
ル
に
勝
て

E
E
。

＋
化
E
U

プ
レ
イ
開
始
か
ら
苅
時
間

経
過
。
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。



FFプレイヤー
100人に 一
聞きました＆

ゲ

ム

毒
学
校
生
イ
ン
タ
ビ
ユ

東
京
ゲ
1
ム
シ
ョ
ウ
に
て
、

1
0
0

人
の

『
F
F珊
』
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
ゲ
ー
ム
は
子
供
の
も

の
と
い
う
わ
け
で
小
学
生
に
聞
い
て
み

た
。
「
い
ま
ま
で
の
R
P
Gと
違
っ
て
、

人
聞
や
戦
闘
が
リ
ア
ル
だ
し
、
召
喚
獣

が
前
作
よ
り
増
え
て
、
戦
闘
が
迫
力
あ

る
も
の
に
な
っ
た
。
あ
と
ボ
ス
キ
ヤ
ラ

が
カ
ッ
コ
イ
イ
ね
」

ス
ク
ウ
ェ
ア
が
他
の
メ
ー
カ
ー
よ
り

も
カ
を
入
れ
て
い
る
、
派
手
な
戦
闘
の

演
出
を
子
供
た
ち
は
高
く
評
価
し
て
い

る
よ
う
だ
。

次
は
少
し
年
齢
が
上
が
っ
て
、
中
高

生
に
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
「ど

の
キ
ャ
ラ
が
欠
け
て
も
シ
ナ
リ
オ
が
成

立
し
な
い
と
こ
に
、
人
間
関
係
の
奥
深

さ
を
感
じ
た
。
そ
れ
と
、
細
か
な
と
こ

ろ
で
展
開
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
が
、
一
つ

一つ
雰
囲
気
の
あ
る
も
の
で
非
常
に
良

い
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
今
ま
で
の
苦
労

を
吹
き
飛
ば
す
く
ら
い
感
動
し
た
」

中
高
生
は
映
画
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を

提
唱
す
る
ス
ク
ウ
エ
ア
の
シ
ナ
リ
オ
に

感
動
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、

『咽
」
の
シ
ナ
リ
オ
は
お
世
辞
に
も
誉

め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
所
々
に
穴

ー． ム
トe 
田空
全E
1f 

ウ

『咽
」
っ
て
専
門
学
校
生
か
ら
見
…
や
さ
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。

て
、
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
っ

…
ウ

は
あ
。

専
考
え
き
せ
ら
れ
る
部
分
が
沢
山
あ
“
専
そ
れ
を
で
す
ね
｜
、
察
人
ち
ゃ
ん

り
ま
し
た
。
考
え
さ
ぜ
る
っ
て
別
に
隠

日
ゃ
、
ゲ
ー
ム
批
”
の
方
々

（
笑
）
が
知

解
き
の
園
田
分
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
日
り
も
し
芯
い
く
せ
に
、
ダ
メ
だ
ダ
メ
だ

ウ
と
い
う
と
っ

日
と
パ
ッ
シ
ン
グ
す
る
わ
け
で
す
よ
。
僕

専
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
部
分
で
す
よ
。
ど
日
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
と
、
あ
の

う
い
う
ふ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
…
ゲ
ー
ム
は
ム
ー
ビ
ー
だ
け
で
も
買
い
と

い
る
か
い
つ
も
考
え
込
ん
で
し
ま
う
の

…
い
う
感
じ
で
す
け
ど
ね
。

で
す
よ
。

召
喚
シ
ー
ン
の
グ
ラ
フ
ィ
ツ
日
ウ

す
い
ま
せ
ん
ね
え
。
で
は
、
ど
の

ク
ス
展
開
や
画
面
の
切
り
替
え
の
早
さ
日
へ
ん
が
す
ご
い
の
か
を
僕
た
ち
素
人
に

と
か
色
々
と
ね
。

日

わ

か

る

よ
う
に
説
明
し
て
下
さ
い
。

ウ
ふ
ー
ん
。

日

専

う
ー
ん
。
織
材
と
か
ツ
ー
ル
と
か

専
お
か
げ
で
純
粋
に
ゲ
ム
を
楽
し

…
が
潔
い
ん
で
す
よ
。

め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ

…
ウ
説
明
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
。

も
圃
圃
第
痛
の
一
つ
で
す
か
ね
つ

…
専
だ
か
ら
こ
の
専
門
学
校
に
通
っ
て

ウ
職
業
病
っ
て
、
ア
ナ
タ
は
ま
だ
専

日
い
る
僕
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
複

門
学
校
生
で
し
ょ
う
。

日

雑

と

い
う
わ
け
芯
の
で
す
。

専
そ
れ
と
、
よ
く
ス
ク
ウ
ヱ
ア
の
ゲ

日
ウ

は
あ
（
ア
ン
タ
も
何
も
わ
か
っ
て

ー
ム
っ
て
、
ム
ー
ビ
だ
け
だ
と
非
難

日
い
な
い
ん
じ
ゃ
ん
）
。
他
の
生
徒
た
ち

す
る
人
が
い
ま
す
け
ど
、
あ
れ
だ
け
の

…
は
プ
レ
イ
し
て
い
る
の
で
す
か
っ

ム
ー
ビ
ー
を
作
る
の
に
ト
ン
で
も
な
い

日
等
み
ん
な
や
っ
て
ま
す
よ
。
コ
ン
シ

時
間
と
労
力
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
能
力
が
費

…
ユ
｜
マ
の
代
表
と
な
る
ソ
フ
ト
だ
し
、

⑧臥していません ？…の！F~J はどこに…m 同一一々……－じ司
主かったハズだわ！ 『加も畑もあんなの 『附しやかね （福島県 9リラリラン）直面1



FF•ll伺だったのか？？

が
あ
り
、
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
が
満
載
で

と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
完
成
さ
れ
た
シ
ナ

リ
オ
と
は
言
い
難
い
。
『

mm』
の
ス
ト

ー
リ
ー
は
と

つ
つ
き
易
い
学
園
ド
ラ
マ

の
部
分
も
あ
る
が
、
過
去
と
現
在
の
自

分
、
時
間
圧
縮
が
ど
う
の
こ
う
の
、
複

雑
な
人
間
ド
ラ
マ
な
ど
、
そ
う
い
う
部

分
は
大
人
や
ヘ
ビ
l
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ

て
使
い
古
さ
れ
た
稚
拙
な
ス
ト
ー
リ
ー

に
見
え
る
が
、
中
高
生
に
は
こ
れ
が
大

人
び
た
完
成
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

今
度
は
最
も
高
い
年
齢
層
の
大
人
に

聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
「
操
作
に

慣
れ
る
の
に
大
変
。
初
心
者
に
と
っ
て

は
全
体
的
に
内
容
が
縫
し
い
し
、
ス
ト

ー
リ
ー
は
ち
ぐ
は
ぐ
な
部
分
も
多
い

し
、
矛
盾
点
も
見
受
け
ら
れ
る
」

以
上
の
よ
う
な
苦
言
を
漏
ら
す
人
が

多
か
っ
た
。
ゲ
ー
ム
性
が
ど
ん
ど
ん
薄

れ
て
い
き
、
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
意
見
も
関
く
。

『

F
F
」は
平
供
の
も
の
W

小
中
高
生
、
い
わ
ゆ
る
子
供
達
に
と

っ
て
『
咽
』
は
意
外
に
も
満
足
の
い
く

作
品
の
よ
う
だ
。
逆
に
年
齢
が
上
が

っ

て
い
く
に
つ
れ
て
評
価
は
厳
し
く
な

っ

て
い
く
。
過
去
の

『
F
F」
と
比
べ
て

し
ま
う
ユ
ー
ザ
ー
よ
り
、
昔
の
作
品
に

触
れ
て
い
な
い
ユ
ー
ザ
ー
の
方
が
『咽
』

を
高
く
評
価
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
。被

雑
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
子

供
た
ち
は
不
平
不
満
を
並
べ
て
い
な

い
。
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
を
や
ら
せ
る

と
、
子
供
の
方
が
大
人
よ
り
上
手
い
よ

う
に
、
ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
も
大
人
よ
り

容
易
に
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ
。
修
陶

し
い
戦
闘
の
演
出
も
、
子
供
た
ち
は
飽

さ
る
こ
と
な
く
楽
し
ん
で
い
る
。
複
雑

な
ス
ト
ー
リ
ー
も
子
供
に
は
理
解
し
難

い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
が
、
子
供
は
子

供
な
り
に
し
っ
か
り
と
消
化
し
て
い
る

よ
う
だ
（
本
当
に
理
解
し
て
い
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
が
）
。

意
図
し
て
い
た
の
か
、
偶
然
な
の
か

『
F
F
咽
』
と
い
う
作
品
は
、
子
供
向

け
に
仕
上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
過
去

の
ス
ク
ウ
エ
ア
の
作
品
の
呪
縛
に
捕
ら

わ
れ
て
い
る
ヘ
ビ
！
ユ
ー
ザ
ー
は
、
そ

ろ
そ
ろ
『
F
F』
は
卒
業
の
時
期
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

や
ら
芯
き
や
タ
メ
で
し
ょ
。

…

ウ

ど
う
で
も
い
い
で
す
。
で
、
ア
ナ

ウ
先
ほ
ど
こ
の
学
校
か
ら
降
り
て
き

日
夕
は
ど
の
ゲ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
に
入
り
た

た
生
徒
に
聞
い
た
ら
、

二
人
と
も
プ
レ

“
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
か
っ

イ
し
て
い
ま
世
ん
で
し
た
よ
。

日

専
う
ー
ん
。
今
、
非
常
に
迷
っ
て
い

専
あ
あ
、

O
×
と
、

O
女
か
。
あ
い
u

る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
ら
、
い
つ
も
忙
し
い
と
か
い
っ
て
早
H

ウ
ス
ク
ウ
ェ
ア
に
入
り
た
い
と
は
思

く
帰
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。あ
の
こ
人
、

…
わ
な
い
の
で
す
か
っ

ギ
ャ
ル
ゲ
ー
し
か
や
5
忽
い
ダ
メ
生
徒
…
専
ス
ク
ウ
ェ
ア
っ
て
、
広
告
で
は
個

で
す
。
ほ
ん
と
迷
惑
で
す
よ
。
日
性
を
育
て
る
と
謡
っ
て
い
る
け
ど
、
実

ウ
迷
惑
な
ん
で
す
か
っ
そ
れ
で
日
際
は
ど
う
も
遣
う
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
で

は、

『市川
」
で
一
番
気
に
入
っ
た
女
性
日
す
か
。
一
部
の
上
の
者
だ
け
が
自
由
に

キ
ヤ
ラ
を
教
え
て
下
さ
い
。

日

作
れ
て
、
下
っ
端
の
社
員
は
歯
車
の
よ

専

え

え
｜
l

言
う
ん
で
す
か
っ
日
う
に
働
か
さ
れ
て
い
る
み
た
い
な
（
彼

ウ
芯
に
照
れ
て
い
る
ん
で
す
か
。
イ
リ
の
一
方
的
な
思
い
こ
み
か
も
し
れ
な

ヤ
な
ら
い
い
で
す
よ
。

日

い
）
。
別
に
作
家
性
を
強
く
求
め
る
わ

専
言
い
ま
す
、
言
い
ま
す
よ
i
。
好
…
け
じ
ゃ
芯
い
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
あ

き
芯
キ
ャ
ラ
は
セ
ル
フ
ィ
で
す
。
い
る
程
度
ク
リ
ヱ
イ
テ
ィ
プ
恕
こ
と
を
や

ウ
ど
う
し
て
で
す
か
っ

日
り
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
こ
う
い
っ

専
僕
、

『四
」
で
は
ユ
フ
ィ
が
一
番
目
た
ソ
フ
ト
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

好
き
で
し
た
か
ら
（
笑
）
。
日
不
安
に
な
っ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。
果

ウ
「
僕
っ
て
や
っ
ぱ
り
理
系
だ
か
ら

日
た
し
て
、
僕
が
こ
と
で
学
ん
だ
と
と
が

1
」
と
同
じ
で
す
ね
。
…
現
場
で
適
用
す
る
の
か
つ
て
ね
。

専

別

に
広
宋
摘
帽
子
が
好
き
と
い
う
わ
…
ウ
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
で
、
結
局

け
で
は
な
い
で
す
か
ら
ね
（
笑
）
。

…「
凋
』
っ
て
ど
う
で
し
た
か
っ

ウ
は
い
は
い
。
ち
な
み
に
僕
は
キ
ス
二
専
ム
ー
ビ
ー
は
素
晴
ら
し
い
け
ど
、

テ
イ
ス
先
生
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。
日
シ
ナ
リ
オ
は
い
ま
い
ち
で
す
ね
。

専
僕
の
周
り
で
も
キ
ス
テ
ィ
ス
派
が
日
ウ
す
っ
ご
く
省
通
の
感
想
で
す
ね
。

多
い
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
周
り
が
キ
ス
H

専
．
次
回
の
ゲ
ー
ム
批
評
も
ス
ク
ウ
工

テ
イ
ス
派
だ
と
、
あ
え
て
キ
ス
テ
ィ
ス
…
ア
を
総
叩
き
す
る
の
？
（
笑
）

は
外
し
た
く
な
り
ま
す
。
天
の
邪
鬼
で
…
ウ

（
無
視
）

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ

す
か
ね
つ
（
笑
）
…
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウガニク……コスプレイヤーに「おハローリと撲拶すればモテるかもしれないと思っている21歳。
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レ
学
園
に

ビュ
l
！

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
風
俗
で
働
い
て
い
る
女
の
子
た
ち
は

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
を
よ
く
プ
レ
イ
し
て
い
る
う
し
い
。

待
ち
時
間
の
暇
な
時
に
、
よ
く
遊
ん
で
い
る
と
い
う
の
だ
。

な
か
で
も
、
長
時
間
ノ
レ
イ
で
き
る
R
P
Gが
大
好
き
だ
と
か
。

そ
こ
で
、
コ
ス
ブ
レ
大
好
き
ッ
コ
の
岡
田
編
集
部
員
が
、

彼
女
た
ち
が
今
世
紀
最
大
の
R
P
G
『

F
F
m」
を

実
際
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
か
ど
う
か
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー円
皆さん『FFVIIljはもう克

〈出席者〉
・ウランちゃん
スクウ工ア大好きッコ。 『ゼノギアスj最高 I,, 

食まぼちゃん ¥ 
今のスクウエアのやり方に疑問を抱いている。

0巴ちゃん ¥ 
fだんご3兄弟』が嫌いとか。

・えみるちゃん
語尾に「～りゅんJとつけて牒って欲しかったです。

リ
ノ
ア
む
か
つ
く
l
！

I
l－
－
そ
れ
で
は
早
速
で
す
が

『珊
』
っ
て
ど
う
で

し
た
？

－
良
か
っ
た
よ
。

交

面
白
か
っ
た
よ
ね
。

O
や
っ
ぱ
り
ム
ー
ビ
ー
が
締
麗
だ
よ
。
さ
す
が
ス

ク
ウ
ェ
ア
。

占
H

『W
U
』
の
時
は
こ
れ
が
限
界
か
と
思
っ
た
け
ど
、

『四
』
に
な
っ
て
ま
た
格
段
と
良
く
な
っ
た
。

－

エ

ン

デ
ィ
ン
グ
な
ん
で
す
っ
ご
く
縞
蔵
だ
し
、

感
動
し
た
。
ビ
デ
オ
に
ま
で
撮
っ
ち
ゃ
っ
た
も
ん
。

女

髪

の
動
き
が

「
ぶ
わ
ー
っ
」
と
す
ご
く
自
然
だ

っ
た
よ
ね
。
で
も
、
キ
ャ
ラ
の
顔
は
透
明
惑
が
あ
り

す
ぎ
て
、
人
間
味
が
な
い
よ
ね
。

O
も
っ
と
シ
ミ
と
か
シ
ワ
を
作
っ
た
方
が
い
い
。

食

あ
と
、
ム
ー
ビ
ー
で
キ
ャ
ラ
が
ア
ッ
プ
に
な
っ

た
時
、
す
っ
ご
く
ブ
サ
イ
ク
に
見
え
る
の
。
こ
こ
ま

で
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
ん
だ
か
ら
、
ア
ッ
プ
の
顔
も
き

ち
ん
と
作
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

I
l－
－
リ
ノ
ア
な
ん
て
、
た
ま
に
ダ
ッ
チ
ワ
イ
フ
み

た
い
な
顔
を
し
ま
す
し
ね
。

－
音
楽
も
よ
か
っ
た
ね
。
フ
ェ
ィ
・
ウ
ォ
ン
の
歌
も

気
に
入
っ
た
。
あ
れ
、
上
手
い
と
こ
ろ
で
使
っ
た
よ
ね
。

食

こ
の
間
ラ
ジ
オ
で
フ
工
イ
・
ウ
ォ
ン
の
幽
が
流

れ
て
た
の
。
そ
れ
で
さ
l
、
全
然

『唖
』
の
こ
と
触

れ
な
い
ん
だ
よ
ね
ー
。
せ
め
て

『唖
』
の
テ
l
マ
曲

と
い
う
く
ら
い
言
え
ば
い
い
の
に
。
F
Mだ
か
ら
か

も
知
れ
な
い
け
ど
、
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
と
い
う
オ
タ

ク
的
な
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
消
し
た
が
っ
て
い

る
感
じ
で
、
ス
ゲ
l
イ
ヤ
だ
っ
た
。

｜
｜
｜
男
性
キ
ャ
ラ
で
誰
が

一
番
好
き
で
す
か
7

．
ス
コ
ー
ル
萌
え

i
。

O
や
っ
ぱ
り
ス
コ
ー
ル
だ
よ
ね
。

カ

私
は
ゼ
ル
の
方
が
好
き
。

I
l－
－
サ
イ
フ
ァ

l
っ
て
ど
う
思
う
？

O

最
後
の
方
は
全
然
出
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ

ね
。

交

っ
て
い
う
か
、
後
半
は
リ
ノ
ア
と
ス
コ
ー
ル
ば

か
り
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
て
、
他
の
キ
ャ
ラ
も

さ
っ
ぱ
り
だ
っ
た
じ
ゃ
ん

（福井県力王） 戸一一「
1421 

........・・・．．．，．．．．．．．．．．．・e・・・・・・・・・e・e・・e

。臥しました！！ 前作が面白かったから。
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e
 

－
 ．
 
．
 

．

．
 
ス
ク
ウ
ェ
ア
の
ゲ
l
ム
っ
て
よ
く
あ
る
よ
ね
、

“

最
後
の
方
が
尻
す
ぼ
み
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
が
。

e

l
－
－
女
性
キ
ャ
ラ
で

一
番
好
き
な
の
は
？

”

。

キ
ス
テ
ィ
ス
先
生
l

．

．
 
キ
ス
テ
ィ
ス
っ
て
カ
ツ
コ
イ
イ
よ
ね
。

ι
Y

A
H

私
な
ん
て
キ
ス
テ
ィ
ス
が
最
初
に
出
て
く
る
シ

。l
ン
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
み
ち
ゃ
っ
た
よ
。
あ
の

・

「
は
あ

i
」
っ
て
顔
が
す
ご
く
好
き
な
の
。

一一

・

で
も
キ
ス
テ
ィ
ス
の
青
魔
法
っ
て
変
だ
よ
。
目
か

・

ら
ビ
ー
ム
と
か
、
ミ
サ
イ
ル
飛
ば
し
て
き
た
り
と
（笑）
。

“

O

人
間
？
っ
て
感
じ
。
な
ん
か
中
に
入
っ
て
い
る

・

ん
じ
ゃ
な
い
の
？

一行

会

そ
も
そ
も
あ
ん
な
の
魔
法
じ
ゃ
ね
｜
つ
て
の
1

・

I
l
l
1リ
ノ
ア
っ
て
女
性
か
ら
見
る
と
ど
う
思
い
ま

・

す
か
？

“

O

む
か
つ
く
l
l

・

・

何
だ
こ
の
女
、
っ
て
感
じ
。

“

女

私
は
セ
ル
フ
ィ
の
方
が
嫌
い
だ
な
。
大
阪
弁
喋

・

る
な
よ
。

“

｜

｜

リ
ノ
ア
が
松
た
か
子
に
似
て
い
る
と
い
う
意

・

見
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

－
O

あ
l
、
そ
う
一
言
わ
れ
て
み
れ
ば
似
て
い
る
か
な
。

一円

安

で
も
松
た
か
子
の
方
が
全
然
ブ
ス
じ
ゃ
ん
1

．

．
 
ほ
っ
ぺ
と
か
自
の
た
れ
具
合
が
似
て
い
る
。

一一

o
セ
ル
フ
ィ
は
や
っ
ぱ
り
広
末
涼
子
を
意
識
し
て

φ

い
る
よ
ね
。

ω
・

イ
デ
ア
は
葉
月
里
緒
菜
。

・

交

え
i
w

．
 
．
 
．
 

－

映
画
の

「ハ
ラ
サ
イ
ト
・
イ
ヴ
』
の
葉
月
里
緒

菜
と
イ
メ
ー
ジ
が
か
ぶ
る
の
よ
。

F
Fが
ダ
ン
ト
ツ
。

ラ
イ
バ
ル
な
ん
て
い
な
い
！

こ
こ
で
、
雑
誌

「
T
o
k
y
o－
週
間
」
の
「
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
F

F
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
」
と
い
う
記
事

に
、
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
l
が
載
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
た
い
し
て
怒
り
始
め
る
。

交

え
j
？
こ
の
人
が
F

F
の
ラ
イ
バ
ル
1
7

0

全
然
F

F
と
タ
メ
は
っ
て
ね
ー
よ
。

－

こ
の
人
、
言
っ
て
い
る
こ
と
と
や
っ
て
い
る
こ

と
全
然
違
う
し
ね
。

A
H

私
ね
、
わ
ざ
わ
ざ

「D
2」
の
発
表
会
に
行
っ

た
の
よ
。
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
で
出
る
っ
て
い
う
し
、

ど
ん
な
締
贋
な
ム
ー
ビ
ー
が
見
ら
れ
る
か
期
待
し
て

い
た
ん
で
す
け
ど
、
何
あ
れ
？
全
然

『唖
』
に
負

け
て
ん
じ
ゃ
ん
。
プ
レ
ス
テ
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
締
麗

じ
ゃ
ん
。

－

『D
2
』
も
発
売
日
が
伸
び
に
伸
び
て
、
な
か

な
か
出
そ
う
も
な
い
し
ね
。
っ
て
い
う
か
ま
た
ロ
ー

ラ
が
出
る
ん
で
し
ょ
7

こ
の
人
、
ロ
ー
ラ
に
こ
だ

わ
り
す
ぎ

（笑
）。

カ

こ
こ
に
載
っ
て
い
る
広
井
王
子
と
小
島
秀
夫
は

認
め
る
よ
。
『サ
ク
ラ
大
戦
』
も

『メ
タ
ル
ギ
ア
ソ

リ
ッ
ド
」
も
面
白
か
っ
た
し
。
ち
ゃ
ん
と

『F
F
唖
」

と
タ
メ
は
っ
て
い
る
。

－

え
l
n

『サ
ク
ラ
大
戦
」
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ

渋谷道玄振にあるイメージクラブ。
今回は去年の2月に開校（開店）した
績浜分校へ取材に行ったぞ。このお店
の売りは．主主んといってもアニメやゲ
ームキャラのコスプレをした女の子と
工ッチできることだ。 ゲム業界を憂
いている蝦があったら、聖コスブレ学
掴でアソコを潤ってもらおう。

；学闘
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ん
。
戦
闘
が
イ
マ
イ
チ
だ
し
。
あ
ん
な
の
た
だ
の
ギ

ヤ
ル
ゲ
l
だ
よ
。

｜
｜
｜
え
！
と

（汗
）
、
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。

食

あ
、
野
村
哲
也
っ
て
カ
ッ
コ
イ
イ
よ
ね

0

．

金
子
一
馬
さ
ん
の
方
が
カ
ッ
コ
イ
イ
よ
。

｜
｜
｜
そ
l
い
え
ば
、
キ
ヤ
ラ
デ
ザ
が

『刊と

か
ら

「W
U
』
に
か
け
て
変
わ
り
ま
し
た
け
ど
、
皆
さ
ん
は

ど
ち
ら
が
好
み
で
す
か
？

－

う
ー
ん
。
野
村
哲
也
に
変
わ
っ
て
か
ら
イ
ヤ
に

な
っ
た
と
言
う
人
が
多
い
け
ど
、
私
は
そ
れ
は
そ
れ

で
い
い
と
思
う
。

会

天
野
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
っ
て
抽
象
的
す
ぎ
て
よ

く
わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
『叩と

に
な
っ

て
、
あ
ん
な
に
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
っ
た
イ
ラ
ス
ト
を

ド
l
ン
と
見
せ
ら
れ
ち
ゃ
う
と
、
や
っ
ぱ
り
女
の
子

の
フ
ァ
ン
は
そ
っ
ち
に
行
っ
ち
ゃ
う
よ
ね
。
ク
ラ
ウ

ド
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
良
か
っ
た
し
。

O

F
F
の
や
お
い
同
人
誌
も
た
く
さ
ん
出
る
よ
う

に
な
っ
た
し
ね

（笑
）。

量当・医・~l'J趨扇町置屍量温・
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一一

こ
こ
で
ま
た
「
T
o
k
y
o－
週
間
」
を
読
み
始
め
る

0

・

カ

「
『
F

F
唖
』
は
、
誰
に
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

φ

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
超
初
心
者
の

。

方
に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
ゲ
l
ム
な
ん
で
す
」
っ
て
書

・

い
で
あ
る
け
ど
、
そ
ん
な
わ
け
ね
ー
じ
ゃ
ん
。
ジ
ヤ

一一

ン
ク
シ
ヨ
ン
な
ん
て
そ
う
簡
単
に
理
解
で
き
な
い
よ

0

．

．
 
i
M
A
C
の
売
り
文
句
み
た
い
だ
よ
ね
。
誰
に

“

で
も
3
分
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
げ
ら
れ
る
つ

・

て
、
繋
げ
ら
れ
ね
l
よ
！

“

ー
ー
や
っ
ぱ
り
シ
ス
テ
ム
は
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
？

・

・

わ
か
り
づ
ら
い
よ
。
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
を
理
解

φ

す
る
の
に
も
苦
労
し
た
し
、
い
ち
い
ち
ド
ロ
l
し
な

“

く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
も
め
ん
ど
う
だ
し
。
あ
と
、
ど

・

う
し
て
今
回
は
複
数
の
敵
に
魔
法
を
か
け
ら
れ
な
く

“

な
っ
ち
ゃ
た
の
よ
。

－
O
『唖
」
の
戦
闘
っ
て
だ
る
い
よ
ね
。
『W
U
』
は
飽
き

“

る
こ
と
な
く
経
験
値
が
稼
げ
て
、
楽
し
く
で
き
た
。

．

．
 
戦
闘
の
バ
ラ
ン
ス
も
悪
い
。
自
分
が
レ
ベ
ル
上

．

が
る
と
敵
も
上
が
る
じ
ゃ
ん
。
こ
の
間
、
敵
を
ラ
イ

一日

ブ
ラ
で
調
べ
た
ら
、
レ
ベ
ル

1
0
0く
ら
い
も
あ
っ

・

た
ぞ
。

“

女

召
喚
シ
ー
ン
も
相
変
わ
ら
ず
長
い
し
、
飛
ば
せ

＠

な
い
し
。

“

｜

｜

ス

ト
ー
リ
ー
の
部
分
は
ど
う
で
し
た
？

－

や
っ
ぱ
り
変
だ
よ
。
ど
う
し
て
急
に
ス
コ
ー
ル

．
 
．
 
．
 
．
 

や
っ
ぱ
り
わ
か
り
づ
S
い

ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム

* 

が
リ
ノ
ア
を
好
き
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
よ
。
好
き
に
な

っ
て
い
く
過
程
が
上
手
く
描
か
れ
て
い
な
い
。

O

最
初
は
あ
ん
な
に
リ
ノ
ア
を
邪
険
に
あ
つ
か
っ

て
い
た
の
に
、
震
後
の
ほ
う
は
リ
ノ
ア
萌
え
萌
え
ー

だ
っ
た
よ
ね
。

ム
H

『班
』
の
広
告
の
コ
ピ
l
で
「
愛
を
感
じ
て
欲

し
い
」
と
か
書
い
で
あ
っ
た
け
ど
、
あ
ん
な
ん
で
は

愛
を
感
じ
ら
れ
な
い
よ
。

O

あ
と
、
急
に
ス
コ
ー
ル
の
踊
り
が
上
手
く
な
る

の
も
変
だ
よ
。

－

み
ん
な
マ
マ
先
生
の
と
こ
ろ
で
育
っ
て
、
忘
れ

て
い
る
じ
ゃ
ん
。
あ
れ
も
出
来
過
ぎ
て
お
か
し
い
よ

ね
ー
。

O

だ
れ
か
一
人
く
ら
い
覚
え
て
い
な
い
か
つ
つ
l

の
。

大

っ
て
い
う
か
さ
l
、
ポ
ケ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
い
加
減
に
売
っ
て
く
れ
よ
っ
て
感
じ
。

－

あ
れ
さ
l
、
絶
対
に
出
し
惜
し
み
し
て
い
る
よ

ね
ー
。
裏
で

1
万
円
く
ら
い
で
売
っ
て
い
る
の
よ
。

「
た
ま
ご
つ
ち
」
み
た
い
に
。

ム
H

ポ
ケ
ス
テ
欲
し
さ
に
、
女
が
身
を
売
る
時
代
だ

よ
ね
（
笑
）。

ー
ー
ー
お
客
さ
ん
か
ら
草
つ
こ
と
は
で
き
な
い
の
？

交

何
か
貰
う
時
も
あ
る
け
ど
さ
l
、
時
々
怖
く
な

る
の
よ
ね
。

ー
ー
ー
だ
ん
だ
ん
高
価
な
モ
ノ
に
な
っ
て
い
く
と
か
？

女

高
価
な
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
く
れ
る
数
が
多

い
の
よ
。

ん 1?0う＊ょ・・
イね

で後でヤな 。けわ
；：かも ツん った
誌ら貰 。か こし
瞳ウえ見う
宗ダる 返 コ自
買ウも り ン 転
『ダのを ピ車
ぜ言な 求 ユと
h わら め l布
工れい て タ団
ζ るいき関も
とのじ そ 係ら
レ つゃ う のつ
みてん で人た
々イ 。 怖がよ
？ヤいく i
。じ 。 れ
やもる

リ
ノ
ア
と
エ
ッ
チ
は

で
き
る
の
か
？

｜
｜
｜
こ
の
お
店
に
は
も
う

『旦

の

コ

ス
チ
ュ

ー

ム
は
あ
る
の
で
す
か
？

O
な
い
な
い
。
っ
て
い
う
か

『羽
』
の
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
も
な
い
よ
。

AH

R
P
G
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
は
あ
ん
ま
り
人
気
な

い
の
。

－

む
し
ろ
恋
愛
系
、
ギ
ャ
ル
ゲ
l
系
が
多
い
よ
ね
。

マ
ル
チ
萌
え
萌
え
ー
と
か

（笑
）。

－

『宝
白
キ
ャ
ロ
ッ
ト
』
の
指
名
が
多
い
。
あ
と
、

メ
イ
ド
系
も
人
気
だ
よ
ね
。
「
ネ
コ
耳
付
け
ろ
」
と

か
言
う
お
客
さ
ん
い
る
し

（笑
）。

｜
｜
｜
お
客
さ
ん
と

『且
の
話
は
し
ま
す
か
7

・

私
は
よ
く
す
る
よ
。
攻
略
の
話
と
か
。

み
H

で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
さ
ん
は
F

F
の
話
は

し
な
い
よ
ね
。

O
し
な
い
し
な
い
。
っ
て
い
う
か
、
ス
ク
ウ
ェ
ア

が
嫌
い
な
お
客
さ
ん
が
多
い
か
ら
。

............................・・・・................
（埼玉県 T四 ） F ー 「
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．
 

“

．

S
F
C
の
頃
の

F

F
は
好
き
だ

っ
た
け
ど
、

・

「羽
』
か
ら
嫌
い
に
な
っ
た
と
か
ニ
一
一
日
う
の
。

AV
I
－
－
ア
ン
チ
ス
ク
ウ

エ
ア
の
方
々
で
す
ね
。

0

・

そ
l
い
え
ば
、
「ゲ
l
ム
批
評
」
っ

て
ど
う
し

・

て
あ
ん
な
に
ス
ク
ウ
ェ
ア
に
対
し
て
厳
し
い
の
？

“

｜
｜
い
や
ま
あ
、
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で

＠

す
が
：
：
：
（
汗
）
。

“

．

辛
口
な
コ
メ
ン
ト
ば
っ
か
り
じ
ゃ
ん
。
私
、
む

・

か
つ
い
て
破
り
捨
て
よ
う
か
と
思
っ
た
。

“

女

私
は
ど
っ
ち
か

っ
て
い
う
と
「
ゲ
l
ム
批
評
」

φ

の
意
見
に
賛
成
だ
な
。

・

・

ど

う

し
て
？

一日

食

最
近
の
ス
ク
ウ
エ
ア
っ
て
さ
、
「チ
ヨ
コ
ボ
の

・

不
思
議
な
ダ
ン
ジ
ョ
ン
」
に
し
ろ

『F
F
タ
ク
テ
ィ

“

ク
ス
』
に
し
ろ
、
他
か
ら
引
っ
ぱ
っ
て
き
た
ゲ
l
ム

＠

ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
だ
か
ら
、
ス
ク
ウ
ェ
ア
の
独
特

”

の
色
が
簿
れ
て
き
て
な
ん
だ
か
面
白
く
な
い
。
そ
れ

・

じ
ゃ
l
ダ
メ
で
し
ょ
、
ゲ
ー
ム
を
作
る
方
と
し
て
は
。

このお部屋でハヴハゲしてもらえるぞ f

－

売

れ

り
ゃ
l
い
い
ん
だ
よ
。
ゲ
ー
ム
な
ん
て
。

O

い
い
の
か
な
？

－
売
れ
る
こ
と
が
大
前
提
で
し
ょ
。
遊
び
で
商
売

や
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。

ム
H

大
前
提
だ
け
ど
、
そ
れ
が
商
売
だ
け
ど

：：

ゲ

ー
ム
作
り
と
い
う
の
は
、
商
売
だ
け
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ

t

、。

4
j
旬、’
L
V

置

え

j
i
w

－
で
も
上
の
人
が
出
せ
出
せ
と
か
言
う
ん
じ
ゃ
さ

l
、
下
で
作
っ
て
い
る
人
は
し
ょ
ー
が
な
い
よ
ね
。

辞
め
さ
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
。

カ

で
も
そ
れ
だ
と
、
新
し
い
ゲ
l
ム
を
作
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
気
が
す
る
の
。

－

そ
う
だ
よ
ね
ー
。
ス
ク
ウ
ェ
ア
に
限
っ
た
こ
と

じ
ゃ
な
い
け
ど
、
み
ん
な
似
た
り
寄
っ
た
り
だ
よ
ね
。

ギ
ヤ
ル
ゲ
ー
も
み
ん
な
同
じ
よ
う
だ
し
。

A
H

今
度

「チ
ヨ
コ
ボ
レ

l
シ
ン
グ
」
が
出
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
あ
れ
、
『
マ
リ
オ
カ
l
卜
」
ま
ん
ま

じ
ゃ
な
い
。

｜
｜
｜
最
近
は
、
ネ

ッ
ト
な
ん
か
で
も
そ
う
い
う
意

見
が
多
い
で
す
よ
ね
。

－
ス
ク
ウ
ェ
ア
を
パ
ッ
シ
ン
グ
し
て
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
て
ん
じ
ゃ
ね
l
よ
っ
て
感
じ
。

す

さ
す
が
に
あ
ん
だ
け
ス
ク
ウ
エ
ア
が
儲
け
て
い

れ
ば
イ
チ
ャ
モ
ン
の
一
つ
や
二
三
一
日
い
た
く
な
る
よ
o

l
－
－
で
も
、
毛
嫌
い
し
な
い
で
、
ち
ゃ
ん
と
プ
レ

イ
す
る
の
は
偉
い
で
す
よ
ね
。

－
買
わ
な
い
う
ち
か
ら
文
句
言
う
の
は
お
か
し
い

ょ
。
買
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
プ
レ
イ
し
て
か
ら
与
一
守
え
よ

っ
て
感
じ
。
映
画
み
た
い
な
ゲ
l
ム
だ
か
ら
買
わ
ね

！
と
か
、
あ
れ
は
も
う
ゲ
l
ム
じ
ゃ
な
い
か
ら
買
わ

ね
ー
と
か
、
ク
ソ
ゲ
l
に
決
ま
っ
て
る
と
か

つ
て
勝

手
に
決
め
つ
け
る
の
は
よ
く
な
い
。

女

ス
ク
ウ
ェ
ア

っ
て
会
社
は
こ
う
だ
こ
う
だ
と
非

難
す
る
メ
デ
ィ
ア
側
に
も
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
け
ど
。
こ
l
い
う
の
を
読
ん
で
す
ぐ
影
響
さ
れ
て
、

じ
ゃ
l
プ
レ
イ
す
る
の
や
l
め
っ
た
っ
て
与
一
一
白
う
の
は

ど
う
か
な
ぁ
と
思
う
。

－

人

の
意
見
に
左
右
さ
れ
る
の

っ
て
一
番
ダ
サ
イ

よ
ね
。

女

読
ん
で
い
る
方
が
ど
う
感
じ
る
か

つ
て
こ
と
じ

ゃ
ん
。
「
ゲ
ー
ム
批
評
」
は
こ
う
言
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
オ
レ
は
や
っ
て
み
て
や
っ
ぱ
り
つ
ま

ら
な
か

っ
た
と
か
、
逆
に
面
白
か

っ
た
と
、
自
分
で

意
見
を
言
え
る
人
が
少
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
。

｛
取
材
を
終
え
て
】

彼
女
た
ち
は
待
ち
時
間
に
ゲ
i
ム
プ
レ
イ
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
時
に

よ
く
遊
ん
で
い
る
と
い
う
。
ζ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
終
え
て
驚
い
た
の
は
、
彼
女
た
ち
は
窓
外
に
も

真
剣
に
ゲ
！
ム
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
こ
と
だ
。
そ

し
て
、
実
に
ま
じ
め
に
ゲ
1
ム
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
た
だ
オ
タ
ク
な
お
客
さ
ん
と
、
話
を
合
わ
せ

る
た
め
だ
け
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

彼
女
た
ち
は
本
当
に
ゲ
1
ム
が
好
き
だ
か
ら
、
本

当
に
ゲ
1
ム
を
愛
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
う
。

（
編
集
部
問
問
）

...・・・・・φ・・・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・e・・・φ・・・・・・・
置 。臥しました！！

コストパ7ォーマンスが極めて高いと思ったから。相変わらず1ラフィッヲ1：蔓しいが．どこに入れて、どこが入れな
いのかがよく骨からなかった。［FF唖イン空ーナショナ川町時の'1'（進入可）マ ウが置しかった。（大飯府やま～）



ラi
3語
ナ媒
ル体
フfj
ア見

る

ジ

発
売
初
日
で
2
2
1
万
本
の
売
上
け
を
記
諒
し
た

『フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
四
』。

と
の
怪
物
ソ
フ
ト
を
、
告
懇
話
は
ど
の
よ
う
に
取
り
上
け
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
？

告
ゲ
l
ム
墾
誌
は
こ
の
作
晶
を

…
ザ
・
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
久
松
大

…
っ
た
が
、

「そ
れ
ら
は
ゲ
l
ム
全
体
の

…
も
の
の
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
素
晴
ら
し

い
介
氏
）
、

「グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
パ

l
フ
エ

日
ク
オ
リ
テ
ィ
か
ら
す
れ
ば
些
細
な
こ
と

日
さ
に
は
図
抜
け
た
も
の
が
あ
り
、
戦
闘
シ

い
か
に
評
価
し
た
か

…
ク
ト
。
ム
ー
ビ
ー
と
ゲ
l
ム
の
つ
な
が

…
だ
」
と
い
う
の
が
見
解
の
よ
う
。
む
し

…
ス
テ
ム
に
も
な
か
な
か
遊
び
甲
斐
が
あ

新
作
を
リ
リ
ー
ス
す
る
度
に
ミ
リ
オ

い
り
が
圧
倒
的
に
良
く
な
っ
て
お
り
、
区

日
ろ
、
各
誌
で
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

い
る
超
大
作
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
評
価
の

ン
セ
ー
ル
ス
を
記
録
す
る

『フ
ア
イ
ナ

…
別
が
つ
か
な
く
な
る
ほ
ど
だ
」
（
『電
撃

…
は
G
．
F
．
の
召
喚
ム
ー
ビ
ー
の
長
さ

…
落
ち
着
く
先
の
よ
う
で
あ
る
。

ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
。
こ
こ
u

プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
岩
崎
啓
真
氏
）

日
で
あ
っ
た
。
「
す
ご
い
迫
力
な
ん
だ

7
・
ー
…
告
一
般
誌
の
反
応
に
見
る

で
は

「F
F
咽
』
が
各
雑
誌
に
よ
っ
て

…
等
、
ま
さ
に
絶
賛
の
嵐
で
あ
る
。
ま
た

…
ど
、
何
度
も
同
じ
シ
l
ン
を
繰
り
返
し

・…
「珊
」
の
有
り
ょ
う

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
評

…
新
シ
ス
テ
ム
、
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
は

…
見
せ
ら
れ
る
と
ち
ょ
っ
と
飽
き

価
さ
れ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

h

「
始
終
、
装
備
し
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
ご
つ
」
（
「電
撃
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』日

ま
た

『F
F
咽
」
を
と
り
あ
げ
た
の

ま
ず
は
各
ゲ
l
ム
専
門
誌
の
ソ
フ
ト

…
い
の
が
面
倒
」
と
い
う
指
摘
が
目
立
つ

…
な
ん
で
も
ゅ
う
こ
氏
）
、
「
戦
闘
の
た
び

…
は
ゲ
1
ム
専
門
誌
だ
け
に
は
留
ま
ら
な

レ
ビ
ュ
ー
か
ら
見
て
み
よ
う
。
軒
並
み
u

た
も
の
の
、
ど
の
雑
誌
で
も
「
と

つ
つ

日
に
長
い
百
喚
シ
l
ン
を
何
度
も
何
度
も

円
か
っ
た
。
そ
の
大
ヒ
ッ
ト
は
今
回
も
発

高
く
評
価
さ
れ
た
点
と
し
て
は
、
や
は

…
き
づ
ら
い
が
理
解
で
き
れ
ば
遊
び
込
め

…
何
度
も
何
度
も
見
せ
ら
れ
閉
口
」
（
『H

…
売
前
か
ら
確
実
視
さ
れ
て
お
り
、
各

一

り
グ
ラ
フ
イ
y

ク
面
で
の
ク
オ
リ
テ
ィ

リ
る
」
と
概
ね
好
評
だ
っ
た
。

H
Y
P
E
R
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
玉

川
般
誌
も

『咽
』
の
話
題
を
こ
ぞ
っ
て
取

の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
今
世
紀
最
強

…

ご
都
合
主
義
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
、

一…

利
越
氏
）
、
「
召
喚
ム
ー
ビ
ー
を
キ
ャ
ン

…
り
上
げ
た
の
だ
。

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
い
っ
て
も
過
言
で

リ
貰
性
の
な
い
人
物
描
写
、
把
握
し
に
く

リ
セ
ル
で
き
な
い
」
（
「週
刊
ザ

・
プ
レ
イ

日

中
で
も
目
立
っ
て
い
た
の
は
、
「
〈
フ

は
な
い
」
（
「H

Y
P
E
Rプ
レ
イ
ス
テ

…
い
世
界
観
、
わ
か
り
づ
ら
い
マ
ッ
プ
上

…
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
飯
田
R
E
I
氏）
。

…

ア
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
咽
〉
感
涙
と

l
シ
ョ
ン
」
舟
治
正
行
氏
）
、
「
諮
る
必

日
の
出
入
り
口
、
同
調
し
に
く
い
独
特
の

日

し
か
し
結
局
、
「
G
．
F
．
の
百
喚
シ

リ
至
福
の
激
閥
均
時
間
！
」
と
題
し
て
巻

要
な
い
ぐ
ら
い
最
高
の
デ
キ
」（
「週
刊

リ
ノ
り
な
ど
を
不
満
と
す
る
声
も
多
々
あ

日
l
ン
が
長
過
ぎ
て
跨
易
と
さ
せ
ら
れ
る

…
頭
特
集
を
行
な
っ
た

『週
刊
プ
レ
イ
ボ

[!VJ [VJ [VIJ ［羽jのすべてのス トーリーにツッコミどころがあったが、突っ込まれること
自体が優秀なEであり、 見の価値は確かにあるから。 （岡山県 敏）ヨE。臥しました！！



ー
イ
』
2
／
時
日
号
（
集
英
社
）
。
世

…
l
ジ
に
及
ぶ
特
集
が
組
ま
れ
、
ゲ
ー
ム

聞
に
先
駆
け
て
ゲ
l
ム
を
ク
リ
ア
し
た
h

に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
に
も
薦

の
ち
、
そ
の
興
奮
を
物
語
る
と
い
う
体
u

め
ら
れ
る
ソ
フ
ト
と
し
て
、

『
F
F
』

裁
を
と
っ
て
お
り
、
か
な
り
熱
っ
ぽ
い

…
の
世
界
や
そ
の
遊
び
方
を
詳
細
に
解
説

文
章
で

『咽
」
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い

日
し
て
い
た
。

ゲ
ー
ム
で
あ
る
か
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
商

…

こ
れ
ら
の
記
事
は
も
ち
ろ
ん
、
話
題

を
中
心
に
語
ら
れ
て
い
た
。
「
う
お
っ
。リ

作
の
発
売
を
控
え
て
の
極
め
て
時
事
的

な
ん
な
の
だ
、
こ
れ
は
。
実
写
か
？
」
。…

な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
ラ
イ
ト
ユ
l
ザ

「
G
．
F
．
の
萱
場
の
ド
迫
力
に
は
、

日
ー
か
ら
見
た

『F
F』
の
魅
力
が
ど
の

し
ば
ら
く
感
動
で
体
の
震
え
が
止
ま
ら

…
辺
り
に
あ
る
か
を
如
実
に
表
し
て
お

な
か
っ
た
」
等
々
。
ま
た

『T
O
K
y
u
り
、
な
か
な
か
興
味
深
い
。

0
1週
間
』
2
／
お
日
号
（
講
談
社
）
で

…

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は

『
フ
ラ
イ
デ

は、

一
般
情
報
誌
に
も
関
わ
ら
ず
泣
ぺ

日
l
』
3
／
5
・
ロ
日
号
（
講
談
社
）
。

た

…
「ゲ
l
ム
誌
に
は
書
け
な
い
ス
ク
l

h

…
プ

・
「F
F咽
」
隠
し
G
F
を
完
全
捕

E

－
 

山町

…
獲
し
た
1
」
と
称
し
、

二
週
に
わ
た
っ

兄

…
て
隠
れ
G

F
．
の
姿
と
そ
の
出
現
方

族

日
法
を
紹
介
し
た
。
単
に
ス
ク
ウ
ェ
ア
か

1

・

h
J
リ
ら
振
り
わ
け
ら
れ
た
情
報
が
公
開
さ
れ

一
二

た
だ
け
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
裏
技

日
的
な
も
の
を

「ス

ッ
パ
抜
く
」
と
い
う

t

－
 

t

…
企
画
は
、

『
F
F』
だ
か
ら
こ
そ
在
り

ド

い
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

一一

…

パ
グ
報
告
が
新
聞
紙
で
報
じ
ら
れ
た

日
こ
と
も
併
せ
、

一
般
誌
に
ま
で
か
く
も

れ

…
大
き
な
波
紋
を
及
ぼ
す

『
F
F」。

今

．

日
後
、
そ
の
影
響
力
は
ど
こ
ま
で
大
き
く

・
u

な
る
の
だ
ろ
う
か
？

FFBI*伺だったのか・！？

し
l
J

ま
9
・4

憶
か

弓
た

臥
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立
い
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叩

羽
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h
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ウ

F
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1

・圃国’
J

人
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1
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檎
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♂
♀
♂
♀
♂
♀
♂
♀♂

 

庁

u・・
7

・F
F
F
F
1
ι
P
E
L
FF四
キ
ャ
ラ
解
析

ね
っ
こ
の
間
セ
ル
フ
ィ
の
コ
ス
ブ
レ
を

N

F
F
m＋
Tτ
＝
ノ
ク
七
ノ

l
g」
温

ピ

議

院
何
百
訪
日
間
M

M

L

H

曹

E
E
E

－
－
圃
．
－
．

4

’・
d

・
4

，，，色
4
d
2

4胃リ
ノ
アぃ

ヒ
ロ
イ
ン
の
リ
ノ
ア
ち
ゃ
ん
着
を
着
た
苦
労
し
て
い
る
9
人
兄
弟
の
畏
♂

で
す
。
勝
ち
気
芯
性
格
で
心
優
し
い
女
の
女
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
♀

子。

初
登
場
の
シ
l
ン
で
い
き
芯
り
大
胆

脅
キ
ス
テ
イ
ス

・
男
性
に
も
女
性
に
も
大
村

独

断

と

偏

見

に

基

づ

い

て

F
Fキ
ャ
ラ
を
新
る
ベ
l
ジ

で

す

。

に
主
人
公
に
追
っ
て
き
ま
す
が
‘
こ
の
白
人
気
の
キ
ス
テ
イ
ス
先
生
。
い
つ
も
頼
り
F

信
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う
か
つ
い
こ
怠
る
お
姉
さ
ま
っ
て
感
じ
だ
け
ど
、
実
♀

非

常

に

主

観

的

な

意

見

で

す

の

で

、

興

味

の

な

い

方

は

わ

ざ

わ

ざ

解

読

し

な

い

よ

う

に

。

く
ら
積
極
的
な
性
格
で
も
、
程
が
あ
り
ま
山
主
人
公
た
ち
と
あ
ま
り
年
齢
は
変
わ
ら
村

（
担
当

男
性
キ
ャ
ラ
松
平
、
女
性
キ
ャ
ラ

一
岡
田
）

す
。

こ
れ
で
ブ
ス
だ
コ
た
ら
半
殺
し
も
の
芯
い
。
私
だ
っ
て
あ
芯
た
達
と
同
じ
よ
う
い
日

で
す
。
ち
芯
み
に
、
「
お
は
よ
う
」
と
に
恋
を
す
る
年
頃
の
乙
女
忽
の
よ
‘
ね
え
叶

「
八
口
｜
」
を
組
み
合
わ
せ
た

「
お
ハ
ロ
わ
か
る
つ
ス
コ
ー
ル

つ

つ
フ
フ

令

」
と
い
う
言
葉
を
作
っ
ち
ゃ
う
ほ
ど
ク
。
っ
て
い
か
に
も
キ
ス
テ
ィ
ス
フ
ァ
ン
♂

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
モ
デ
ル
を
借
ま
く
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
の
確
率
で
入
っ
て
い
る
が
‘
多
分
そ
れ

だ

リ

工
イ
テ
ィ
ブ
志
向
芯
女
の
子
だ
っ
た
り
の
ハ
ト
を
が
っ
ち
り
掴
も
う
と
し
て
い

咋

り
て
き
て
絢
燭
豪
華
な
メ
ン
バ
ー
に
な

溜
圃

FF四キ
ャ
ラ
解
析

け
の
世
話
焼
き
黄
レ
ン
ジ
ヤ
系
。
機
械
し
ま
す
。
で
も
こ
れ
っ
て
『
学
級
王
ヤ
マ
る
メ
ー
カ
ー
の
思
惑
が
見
え
見
え
で
イ
ヤ
♀

日
舛
間
引
け
れ
M
Y
U日

箇
男
子
編

れ
ド
げ
れ
ほ
味
？
埼
京
信
幻
自
誌
と
れ
け
二
日
間
引
け
明
日
日
間
在
二

で
、
発
売
前
、
マ
ニ
ア
方
面
で
は
い
か
が
台
ス
コ
ー
ル

一
主
人
公
。
何
も
し
て
い
芯
で
、
無
理
矢
理
割
り
振
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
ぜ
ん
か
っ
と
と
ス
キ
ャ
ラ
の
中
で
、
一
番
セ
ッ
ク
ス
ア
ピ
♀

な
も
の
か
し
ら
っ
と
い
う
声
も
出
て
い
い
の
に
リ
ノ
ア
に
ひ
た
す
ら
迫
ら
れ
る
、

合
ア
l
ヴ
ァ
イ
ン
・

モ
デ
ル
に
は
諸
説
あ
ろ
で
リ
ノ
ア
は
松
た
か
子
に
ク
リ
ソ
ツ
だ

ー
ル
を
感
じ
る
っ
て
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
♂

た

ら

し

い

。

ナ

ー

ド

の

理

想

．

3
枚
目
冒
頭
に
て
、
い
る
が
、
『
レ
ジ
エ
ン
ド
オ
ブ
フ
ォ
ー
ル
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
僕
は
死
ん
だ
よ
け
ど
泊
。
だ
っ
て
眼
鏡
ツ
子
だ
し
1
、
ム
炉

そ
れ
で
は
実
際
遊
ん
で
み
て
、
ど
の
辺
き
芯
り
愛
に
目
覚
め
て
、
り
ノ
ア
を
背
負
の
ブ
ラ
ピ
だ
と
主
張
し
て
譲
ら
な
い
。
揖
う
な
白
い
肌
と
ア
ッ
プ
の
時
の
不
気
味
な
チ
持
っ
て
い
る
し
1
、
忽
ん
か
ピ
チ
ピ
チ
♀

り
の
キ
ャ
ラ
が
受
け
て
い
る
の
か
し
ら
つ
っ
て
世
界
を
放
浪
す
る
の
に
は
び
っ
く
が
は
た
は
た
し
て
い
る
の
で
・
時
々
畏
ラ

顔
か
う
し
て
『
リ
ン
グ
』
の
「
貞
子
」
に
と
し
た
服
を
着
て
い
る
し
i
。
や
っ
ぱ
り
明

と
い
う
素
朴
芯
疑
問
を
考
察
し
て
み
る
こ
り
。
と
い
う
か
ネ
ク
ロ
フ
ィ
リ
ア
説
あ
り
。
ン
の
サ
イ
フ
ァ
l
と
間
違
え
る
。
結
局
た
そ
っ
く
り
だ
と
甲
ぜ
つ
の
で
す
が
い
か
が
芯
こ
こ
は
大
人
の
魅
力
っ
て
ヤ
ツ
で
す
か
許

と

に

し

た

。

ご

多

分

に

も

れ

す

苦

悩

す

る

男

だ

が

、

自

だ

の

軟

弱

男

。

も

の

で

し

ょ

う

か

つ

ね

。

ガ

キ

共

に

は

負

け

て

い

ら

れ

ま

せ

ん

。

♀

ま
す
、
デ
｜
夕
を
取
っ
て
み
る
こ
と
に
分
の
こ
と
だ
け
考
え
て
た
ら
い
つ
の
ま
に

す
ザ
イ
フ
ア
｜－
凄
い
ラ
イ
バ
ル
か
と
思

＊
セ
ル
フ
イ

・
明
る
い
性
格
で
天
真
燭
漫

＊
イ
デ
ア
一
魔
女
ツ
子
イ
デ
ア
ち
や
ん
で

げ印

す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
主
要
男
性
キ
か
彼
女
が
出
来
ち
ゃ
っ
た
感
も
あ
る
。
途
っ
た
ら
だ
だ
っ
子
だ
っ
た
。
長
ラ
ン
着
用
の
セ
ル
フ
ィ
ち
ゃ
ん
。
お
て
ん
ば
で
元
気

す
ぅ
l
。
頭
の
飾
り
が
工
レ
ク
ト
り
力
ル

♂

ャ
ラ
の
名
前
を
検
索
工
ン
ジ
ン
に
か
け
て
中
で
拷
問
さ
れ
る
お
い
し
い
シ
ン
も
あ
す
る
風
紀
委
員
と
は
い
か
に
。
派
手
に
立
だ
け
が
取
り
柄
の
し
ょ
ー
も
芯
い
女
。

こ

パ

レ

ド

し
て
い
ま
す
。
ど
ん
芯
時
で
も、

ゆ

み
た
（
使
用
エ
ン
ジ
ン
は
イ
ン
フ
ォ
シ
｜
り
、
妄
想
世
界
で
は
受
な
の
は
既
に
前
提
ち
回
れ
ば
N
の
力
イ
ン
ぐ
ら
い
キ
ャ
ラ
が
れ
で
可
愛
く
怠
け
れ
ば
半
殺
し
も
の
で
あ
の
派
手
な
頭
で
い
る
と
こ
ろ
を
、
同
人
恥

ヲ
、
す
ベ
て
F
F咽
と
の
A
N
D検
索

）

。

条

件

で

あ

る

。

立

コ

た

よ

う

芯

気

も

す

る

が

気

の

せ

い

か

す

。

ζ
の
キ
ャ
ラ
の
魅
力
は
や
っ
ぱ
り
オ
誌
や
『
フ
ア
ン
ロ
ー
ド
』
あ
た
り
で
ネ
タ
♂

結
果
ス
コ
ー
ル

3
1
4
、
ラ
グ
ナ
台
ラ
グ
ナ

一
喪
主
人
公
。
ど
こ
に
ぷ
5
下
も
し
れ
な
い
。
力
イ
ン
と
か
工
ン
デ
イ
ン
タ
ク
心
を
く
す
ぐ
る
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
思
議
に
さ
れ
そ
う
な
の
が
玉
に
キ
ズ
。
ま
あ
そ
吟

2
3
0、
サ
イ
フ
ァ
1
1
1
2、
ゼ
ル
が
っ
て
い
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い
特
殊
妓
ク
の
素
顔
シ
ー
ン
だ
け
で
来
る
も
の
が
あ
少
女
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
よ
う
。
こ
が
彼
女
の
魅
力
な
の
で
す
が
（
そ
う
恥

1
0日
、
ア
l
ヴ
ァ
イ
ン
加
。
が
チ
ャ
ム
ポ
イ
ン
ト
。
う
だ
う
だ
悩
む
コ
た
ん
だ
け
ど
、
平
穏
無
事
に
釣
り
を
さ
そ
れ
で
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
や
る
時
は
や
る
か
っ
）
。
結
構
歳
く
っ
て
る
は
す
芯
の
に

♂

こ
こ
ま
で
来
て
、
ゼ
ル
に
壱
ル
ダ
の
内
向
性
登
場
人
物
か
多
い
F
F史
に

残

る

れ

て

て

も

ち

ょ

っ

と

困

る

＠

ぞ

i
、
パ
カ
っ
ぽ
い
け
ど
意
外
と
賢
い
ん
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
芯
い
の
は
、
ノ
ツ
ベ
リ
咋

伝
説
』
が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
気
付
く
。
脳
天
気
野
郎
で
あ
る
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
台
シ
ド

．
い
つ
も
い
つ
も
爆
死
し
た
り
膏
だ
ぞ
ー
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
り
と
し
た
ス
ク
ウ
ェ
ア
ポ
リ
ゴ
ン
の
せ
い
で
ふ

あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
サ
イ
フ
ァ

っ
て
お
い
て
は
皮
虜
の
質
感
が
芯
ん
か
若
す
ぎ
魚
を
喰
ら
っ
て
死
ん
だ
り
、
毎
回
長
寿
キ
も
し
ま
す
。
あ
と
‘
列
車
好
き
芯
と
ζ
ろ
し
よ
う
か
。
湯
上
が
り
た
ま
と
肌
み
た
い
♂

『オ
ラ
タ
ン
』
に
出
て
た
し
、
何
か
ス
コ
る
当
時
糾
歳
。
今
後
は
お
も
ち
ゃ
に
し
た
ャ
ラ
に
し
て
は
幸
が
薄
い
が
今
回
は
影
が
が
全
国
の
鉄
ち
ゃ
ん
の
心
を
が
っ
ち
り
キ
な
感
じ
が
彼
女
の
食
欲
を
誘
い
ま
す
。
耳

M

1
ル
と
い
う
飲
み
物
も
あ
る
ら
し
い
し
、
り
さ
れ
た
り
、
縦
横
無
尽
な
活
躍
が
期
得
薄
か
っ
た
。
謎
の
偽
善
っ
ぷ
り
を
見
せ
た
ヤ
ツ
チ
す
る
あ
た
り
が
、
彼
女
の
意
外
と
に
は
工
ス
カ
ル
ゴ
も
付
い
て
い
る
し
ね
。
♀

ア
l
ヴ
ア
イ
ン
な
ん
て
F
1
レ

サ

さ

れ

る

。

の

は

ロ

ビ

ン

ウ

ィ

リ

ア

ム

ズ

の

悪

い

渡

し

た

た

か

な

性

格

が

伺

え

ま

す

。

話

は

変

う

ま

い

ぞ

H

（
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
風
に
）
♂

だ
。
も
う
デ
｜
夕
は
頼
り
に
芯
ら
な
い
。
合
ゼ
ル
い
特
殊
授
の
使
い
勝
手
が
よ
い
の
動
を
受
け
た
か
ら
に
遣
い
芯
い
。
わ
り
ま
す
が
、
あ
の
安
っ
ぽ
い
ワ
ン
ピ
l

w

独
断
と
偏
見
で

FF咽
の

キ

ャ

ラ

を

斬

り

で

ラ

ス

ポ

ス

討

伐

パ

ー

テ

ィ

に

は

か

な

り

ス

、

ど

う

に

か

し

て

も

ら

え

ま

せ

ん

か

♀

♂
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♂
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♂
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♂
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♂
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♂
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♂
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♂
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♂
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♂
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FF•は伺だったのか『？ 4‘ 

・・町：：誼也倒::::1:1沼田盟国区・・

変わる噌好、『EFVJlj人気の理由
『FF四』はどのように開園されているのか。そして、

『FF四Jは海外で成功することが出来るのか。その可能性を探る。

かつて、日本のコマンド入力型Rp Gは、 i海外でFFが人気のある理由を探ってみた。
海外マーケットでは苦戦する傾向があった。：レビューにおいて、ファンの多くが言及して

たとえば、ドラゴンクエストが海外進出に失：いるのが映像やストーリーライン、キャラク

敗しているのは有名な話である。実際、アメ．ターが魅力的であることである。海外のゲー

リカ市場で発売されたのは rwJまでであり、．ムファンを多く知る在英邦人によれば「ファ
SF C以降のドラクエシリーズは移植されて：ンが魅力を感じているのは、表現方法の斬新

いない。 さであるようです。もともと、こちらのPs 
ドラクエのみならず、なかなか人気が出ない・ユーザーは、比較的年齢層が高く、若者が多

RP Gではあったが、 rFF WJの英語版が累・い。彼らの自には、 rFFWJがクールで先鋭
計出荷百万本を突破したのは記憶に新しいとこ 的に映ったのではないかと思います」とのこ

ろである。海外のゲームファンはFFシリーズ・と。TVゲームは長らく子供が遊ぶためのお
をどのように受け取っているのだろうか。 ・もちゃと見なされてきた。しかし、 PSの登

F Fシリーズがアメリカで最初にリリース・場によってクールなイメージが付加され始め
されたのは、 1990年のこと。移植されたのは たという。FFのようなゲームがヒ y 卜した

第l作目であった。続いて、第4作目と第6：背景もその辺りにあるようだ。

作目が、それぞれ英語版 fFF IIJ r田jとし 日本のみで発売された 『FF ¥IJllJだが、ネ
て発売されている。これらの作品はアメリカ． ッ卜では既にレヒeューが掲載されている。今

のゲームフ ァンの聞で、それなりに好評を博 ：のところ、その多くは 「リアルな人物像が索

したようだ。ちなみに、 SF Cの 『ミスティ．晴らしいリといったような論調で、評判は
ッククエスト』、ゲームボーイの 『型剣伝説j：上々である。rwJの英語版が発売された後、
や 『サ ・ガjシリーズもアメリカでは「ファ スクウェアはエレクトリ ック ・アーツと合弁
イナルファンタジーjという冠つきで発売さ．会社を設立し、アメリカのゲームソフ ト販売
れている。しかし、 一気に市場が広がった契 網を強化した。f咽jは世界でどのくらい売れ
機は、 rFFWJの登場だった。 るのか。興味深いところだ。

rF F WJは、＇99年2月現在、全世界で6
5 7万本を販売したとされる。実のところ、

国産のゲームソフトで、この数字を達成出来

る作品は複数ある。最近では、 『ゼルダの伝説

時のオカリナjがそうだ。しかし、比較的思｜｜

染みのないゲームジャンルであるのに、それ

までFFシリ ーズがリリ ースされておらず、

ゲーム市場も大きくなL、ヨーロッパにおいて

も、発売1ヶ月で50万本を越える売り上げ

を見せた力は注目に値する。

海外では、 英・独・
仏・ スペインの4カ
国語版が発売され
た。写真は英簡版の
ジャケγト。

ヨiJ－臥していません
fJ"イドルファン空ジー唖Iという名前に変えて、広末涼子などが出演するCMをやったら貰
いますよロ （東京都 らんどうゆきみ）



ら
φ

A

V

＆
V
A
V
A
W

そシ
れリ
は l
今ズ
の
ゲそ
lし
ムて
業 P
界 S
の史
中上
で最
何大
をの

ま号
誌
の記
だ録
ろす

持。ろ
う

咽

P
S史
上
最
穴
の
ヒ
ッ
ト
を

記
録
す
る
で
あ
ろ
う
『咽
』

今
回

『F
F咽
」
が
発
売
さ
れ
る
に
あ
た

っ
て
、
業
界
で
は
「
「mm
」
ほ
ど
売
れ
な
い

の
で
は
」
と
疑
問
視
す
る
声
が
あ
っ
た
。

『四
』
の
累
計
3
2
1万
本
と
い
う
数
字
に

は
、
ス
ク
ウ
ェ
ア
の

P
S参
入
、

C
V
S流

通
の
本
格
稼
働
、
当
時
圏
内
8
0
0万
台
を

超
え
た
P
S
の
勢
い
、
な
ど
の
様
々
な
話
題

性
が
加
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し

『咽
』
に
は

そ
う
し
た
追
い
風
は
な
く
、
唯

一
咽1
5
0
0

万
台
と
い
う
P
S
の
数
の
カ
に
頼
る
の
み
で

あ
る
。
一

般
に
ハ

l
ド
が

1
0
0
0万
台
を

超
え
た
頃
か
ら
、
売
り
上
げ
に
ハ

1
ド
と
ソ

フ
ト
の
相
関
関
係
は
な
く
な
る
。
そ
れ
を
ふ

ま
え
て
の
業
界
の
観
測
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
護
を
開
け
て
み
れ
ば
、
予
約
状

況
、
ス
タ
ー
ト
ダ

yン
ユ
共
に

『刊
』
を
上

回
り
、
発
売
後
5
B
で
2
5
0
万
本
を
突
破
。

累
計
販
売
枚
数
も
シ
リ
ー
ズ
最
高
（
そ
し
て

P
S
ソ
フ
ト
最
高
）
に
達
す
る
見
込
み
だ
。

ま
さ
に

『咽
』
が
ム
l
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し

た
と
い

っ
て
過
言
で
は
な
い
。

し
か
も
興
味
深
い
こ
と
に
、
特
集
を
制
作

す
る
に
あ
た
っ
て
様
々
な
ユ
ー
ザ
ー
に
取
材

し
た
と
こ
ろ
、

「売
れ
て
い
る
の
に
評
価
が

下
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
た
。

従
来
F
F
の
擁
護
派
だ

っ
た
マ
ニ
ア
層
ほ
ど

「C
G
は
締
腿
だ
け
ど
l
」
と
い

っ
た
声
が

多
く
、
む
し
ろ

「
ア

イ

ズ

オ

ン

ミ

l
」

を
聴
い
た
り
、

美
麗
な
C
Gを
見
て
感
動
し

た
の
は
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
と
い
う
図
式
が
浮

か
ん
だ
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う

．刀

よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

当
初
F
F
シ
リ

ー
ズ
は
R
P
G
の
雄

『ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
』

に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
誕
生
し

た
。
『
F
F
I』
の
発
売
は
閉
山
年
。
こ
れ
は

『
ド
ラ
ク
エ

I
』
発
売
の

l
年
後
で
あ
り
、

『ド
ラ
ク
エ

E
』
が
発
売
さ
れ
た
年
で
も
あ

る
。
こ
の
ド
ラ
ク
エ
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
と

も
言
え
る
明
る
い
世
界
観
に
対
し
て
、

F
F

に
は
大
人
び
た
感
じ
ゃ
、

一
種
健
全
で
は
な

い
世
界
観
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
ス
タ

ッ
フ

の

「最
後
の
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
」
に
か
け
る
意

気
込
み
が
に
じ
み
出
て
い
た
。
ま
た
、
後
に

「
シ
ス
テ
ム
の

F
F」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
ゲ

ー
ム
シ
ス
テ
ム
が
練
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

ド
ラ
ク
エ
に
飽
き
足
り
な
い
マ
ニ
ア
層
の
支

持
を
得
て
、
ド
ラ
ク
エ
と
並
び
称
さ
れ
る
シ

リ
ー
ズ
へ
と
成
長
し
て
い
く
。

と
こ
ろ
が
F
F
は
シ
リ
ー
ズ
を
重
ね
る
う

ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
当
初
の
マ
ニ
ア
路
線

か
ら
、
メ
ジ
ャ
ー
路
線
、
大
作
路
線
へ
と
姿

を
変
え
て
い

っ
た
よ
う
だ
。
大
き
な
節
目
は

S
F
C第
一
作
と
な
る

『N
』
だ
ろ
う
。
F

F
シ
リ
ー
ズ
で
初
め
て
映
画
的
な
物
語
展
開

が
導
入
さ
れ
、

F
F
の

「見
せ
る

R
P
G」

と
し
て
の
路
線
が
固
ま
っ
た
。
さ
ら
に

『N
』

の
路
線
を
継
承
し
つ
つ
、
シ
ス
テ
ム
的
な
面

白
さ
を
拡
充
し
た

『V
」。

S
F
C
最
後
の

作
品
で
、
映
画
指
向
、
大
作
指
向
が
さ
ら
に

強
ま

っ
た

「羽
』。

発
表
の
場
を
P
S
に
移

し
、
ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
C
G
を
重
視

し
た

『刊
」。

こ
の
間
、

F
F
は
ハ

l
ド
の



『
F
F咽
」
の
最
大
の
ウ
リ
も
、
映
画
的

な
表
現
や
、
見
せ
る
C

G
の
魅
力
、
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
と
い

っ
た
も
の
だ
。
こ
れ

に
加
え
て
、
ゲ
l
ム
の
随
所
に
配
置
さ
れ
た

ミ
ニ
ゲ
l
ム
、
傍
目
に
は
世
界
観
を
壊
し
か

ね
な
い
オ
マ
ケ
的
な
要
素
、
姐
刷
腿
だ
け
ど
わ

か
り
に
く
い

C

G
マ
ッ
プ
、
過
去
の

F
Fや

ア
ニ
メ
の
文
法
を
盛
り
込
ん
だ
サ
ブ
カ
ル
チ

ャ
ー
的
な
要
素
な
ど
、

「
F
F咽
」
に
は
ユ

ー
ザ
ー
を
飽
き
さ
せ
な
い
た
め
の
仕
掛
け
が

非
常
に
多
い
。
ま
た
制
作
に
も
巨
額
な
開
発

費
と
百
名
を
超
え
る
ス
タ
ッ
フ
を
投
じ
て
お

り
、
高
度
に
分
業
化
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
と

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

「
F
F咽
」
は
ゲ
ー

ム
と
し
て
も
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
も
整
合
性

が
と
れ
て
い
な
い
の
は
確
か
だ
。

だ
が
、
開
発
陣
に
と
っ
て
は
全
体
の
整
合

性
な
ど
、
も
は
や
関
係
な
い
と
す
ら
思
え
て

く
る
。

F
F
シ
リ
ー
ズ
は
こ
れ
ま
で
培
わ
れ

て
き
た
、
圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
カ
が
あ
る
か

ら
だ
。
ま
ず
F
Fに
飛
び
つ
い
た
の
は
ゲ
ー

ム
マ
ニ
ア
た
ち
だ
っ
た
。
そ
れ
が
シ
リ
ー
ズ

進
化
と
共
に
、

一
般
層
に
と
っ
て
「
ゲ
l
ム」

と
い
う
娯
楽
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
ま
で
成
長

し
た
よ
う
に
見
え
る
。

『

F
F
m』
は
も
は
や
『
ゲ
l
ム』

と
は
異
質
な
脊
在
で
は
な
い
か

FF置は伺だったのか＇！？

を
通
し
て
マ
ス
コ
ミ
の
評
価
を
得
て
、
徐
々

に

F
F
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
培
わ
れ
て
い

く
。
さ
ら
に
ハ

l
ド
の
技
術
革
新
が
、
ゲ
ー

ム
の
映
画
的
な
表
現
を
加
速
さ
せ
、
メ
ー
カ

ー
側
も
映
像
表
現
を
ウ
リ
に
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
展
開
を
行
っ
て
い

っ
た
。
こ
の
方
向

性
を
さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
が
評
価
し
、
つ
い
に

F
F
シ
リ
ー
ズ
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
は
、

一
般
層

さ
え
引
き
つ
け
る
に
至
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
カ
と
、

C
Gと
い
う

わ
か
り
や
す
さ
が

一
般
贈
を

「
F
F咽
』
へ

と
走
ら
せ
、
マ
ス
コ
ミ
が
発
売
日
の
模
様
を

報
道
。
こ
れ
を
見
た
マ
ニ
ア
層
が
、
と
り
あ

え
ず
肯
定
す
る
も
否
定
す
る
も
、
ま
ず
は
遊

ぶ
べ
き
テ
キ
ス
ト
と
し
て
購
入
す
る
。
こ
れ

が
結
果
と
し
て

『
F
F咽
』
の
大
ヒ
ッ
ト
へ

と
つ
な
が
り
、
今
の
「
マ
ニ
ア
ほ
ど
批
判
す

る
が
、
結
果
と
し
て
売
れ
て
い
る
」
状
況
を

作
り
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も

2
5
0万
枚
と
い
う
数
字
は

一
般
層
の
牽
引

な
し
に
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

実
は
こ
の

「
F
F咽
」
の
ヒ
ッ
ト
の
背
景

に
は
、
ゲ
ー
ム
業
界
全
体
が
過
去
の

F
F
の

成
功
例
に
追
随
し
て
、
大
作
指
向
、
ラ
イ
ト

ユ
ー
ザ
ー
指
向
を
求
め
て
い
る
現
状
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
今
、
業
界
で
は
「
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
て
応
分
で

一
段
落
が
つ
か
な
け
れ

ば
飽
き
ら
れ
る
」
と
い
う
定
説
が
あ
る
。
ゲ

－
ム
も
カ
ラ
オ
ケ
や
テ
レ
ビ
番
組
と
同
じ

く
、
冒
頭
で
ユ
ー
ザ
ー
を
引
き
つ
け
ら
れ
な

け
れ
ば
、
す
ぐ
に
他
の
番
組
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）

に
切
り
替
え
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
ま

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
と
呼
ば
れ
て
き
た
ボ
ー

ド
ゲ
l
ム
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
す
ら
、
マ
ニ

ア
に
し
か
売
れ
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ

る
。
か
つ
て
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ゲ
l
ム
は
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
に
比
べ
て
、
価
格
が
高
い
だ

け
遊
び
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ

れ
て
き
た
が
、

「
つ
か
み
は
あ
る
け
ど
深
み

は
な
い
」
の
は
、
む
し
ろ
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ゲ

ー
ム
の
側
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

結
局

『
F
F咽
」
は
、
も
は
や
ゲ
l
ム
と

い
う
概
念
と
は
奨
質
な
物
、
だ
と
い
う
印
象
を

受
け
る
。
こ
と
で
言
う
「
ゲ
l
ム
」
と
は
、

R
P
Gや
A
V
Gと
い

っ
た
、
従
来
の
ゲ
ー

ム
の
枠
組
み
の
中
で
ユ
ー
ザ
ー
を
楽
し
ま
せ

る
娯
楽
の
こ
と
だ
。
実
際
メ
ー
カ
ー
側
も

『
F
F珊
』
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
ど
こ
に
も
「
R
P
G」
と
い
う
言
葉
を

出
し
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
変

わ
り
つ
つ
あ
る
ゲ
！
ム
の
ト
レ
ン
ド
の
象

徴
、
こ
れ
が
今
回
の

『
F
F
m』
現
象
が
意

味
し
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
そ
れ
が

本
当
に
面
白
い
娯
楽
で
、
今
後
の
ゲ
1
ム
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
の
駒た
ろ
う
か
。
こ
の
点
に

や
は
り
疑
問
が
残
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

直E



SEIJI 
IO~Q~M 
~fFFWJ 発売当日 、 秋葉原の行列の模様を

綴修したf.＆忽をお側かせ下さい。

Al. B初 fFFVIJ1：、ここまでし恕いと買えtJ,

いんだ～と思っていたんだけど、そうで1:
uく限定テレカが欲しいから並んでたんだ

と知り、正直ぶっ飛びました。

~fFFll J Iiプレイされましたか？

A2. プレイした事はありません。ただそん忽に

面白いのtcis、みん恕の絡がさめた頃ハマ

ッてみたいと思います。

l!.Elll普段からゲームはプレイされますか？ ゲ

ーム歴を教えて下さい。

A3. ゲーム1：そこそこハマッテマス。しかしP

Sを買ったのは去年の初めですかS、ちょ

うど1年くらいです。

Em最近プレイされた中で、もっともお好きな

ゲームソフトはなんですか？

A4. f実際忍凱＆：i!Jです。とにかくカッコイ

イ！虎の巻もItツグンです。

EEmカメ ラマンになられた経緯をお聞かせ下さ

AS. 何となく中学の時、将来カメラマンに怒る

うと決めました。まったく写真は煩って恕

かったけど・・…・。

~今最も写真に撮りたい人物は識ですか？
AS. 本上まto.みさん、前に 1店舗った事がある

んだl:tどまた会いたいです。

Eill厳後に一言お跡、します。

A7. 写真が褒紙を飾るのは御覧ではめl'Sしい

ととと1：思いますが、またそのようto.•会

があったら怒りすに声をかけてください。

獲しみにしています。

PROFILE  

股村傑士 （とのむらせいじ） ・1968年生まれ、しし座A型．

大阪府枚方市出身。専門学校を卒業後上京。現在フリ フォト

グラファ として雑~－広告等をメシのタネとして家族を養っ

ている。昨年あたりからミュージックビデオ等の用IJ{fもメシの

タネの仲間入り。趣味スノポ．スキューバダイピンク‘釣り．

マウンテンバイク、テクノ等、広く浅くいろいろやりたい30歳。

直E



斎

笛昭

竪

3
月
号
の

『ゲ
1
ム
批
評
』
に
て
賞
般
か
ら
私
へ

の
質
問
に
対
し
て
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
返
事
を
差
し
上

げ
ま
す
。

た
ま
た
ま
返
事
が
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
聞

に

「プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

2
の
発
表
」
や

『東
京

ゲ
1
ム
シ
ョ
！
の
開
催
』
等
が
あ
り
、
か
え
っ
て
ド

リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
や
セ
ガ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
よ

り
明
確
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。斎

藤
さ
ん
の
質
問
状
は
大
き
く
と
ら
え
る
と
、

「「セ
ガ
」
あ
る
い
は

「入
交
」
は
‘
ド
リ
ー
ム
キ
ャ

ス
ト
を
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
位

，、．
血

ー一一一一ー‘

~IJ 特

の
返
信

前
号
で
の
、
斎
藤
由
多
加
氏
か
ら
セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

代
表
取
締
役
社
長
、
入
交
昭
一
郎
氏
に
宛
て
た
手
紙
に
返
信
が
届

い
た
。
現
在
の
セ
ガ
、
そ
し
て
入
交
氏
は
何
を
思
う
の
か
。

斎
藤
由
多
加
さ
ん

置
づ
け
た
い
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
の
ス
ペ
ッ
ク
と

か
、
ハ
ー
ド
而
で
の
内
容
は
す
で
に
既
知
の
事
で
す

か
ら
、

『位
置
づ
け
』
と
は
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
か
ら

見
た
イ
メ
ー
ジ
や
ソ
フ
ト
の
ク
リ
エ
イ
タ
l
、
パ
ブ

リ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
見
た
価
値
、
も
し
く
は
ゲ
l
ム
市

場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
．
台
数
と
か
を
ど
の
よ
う
な
目

標
に
向
け
て
進
め
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
そ
の
方
法

論
は
ど
ん
な
も
の
か
？
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
が
実
現
す
る
夢

私
は

「ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
」
を
昨
年
5
月
に
発



表して以来、この「ドリームキャストの夢」

というものを繰り返し、繰り返し一百い続けて

います。それは世のゲ1ムクリエイタlの皆

さんが「次世代のゲlム」と考えているもの

を可能な限り表現出来るようにしたいと願っ

て、ドリームキャストを作ってきたというこ

とです。

世界中のクリエイタ1の皆さんとの3年半

にわたる永い期間の練り込みと「私の思い」

から、「ドリームキャスト」は次の3項目を
目標としてきました。

Fl号IyI 
手ム 卜

l のジ ワ ン

i ル~ t I 
人た 肉に に

iい！？
） ぃ L、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
能
力
・
サ
ウ
ン
ド
能
力
・
モ
デ
ム

の
標
準
装
備
と
い

っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
や

者
吉
号

3
2凶
の
聞
発
環
績
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
た

体
制
は
す
べ
て
上
記
3
項
目
を
実
現
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

今
回

一
部
発
表
し
た

「シ
ェ
ン
ム
l
」
や
ナ
ム
コ

の
「
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ

l
」
等
を
見
て
頂
け
れ
ば
、

第
l
項
は
十
分
に
笑
証
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

又
、
今
ま
で
に
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
を
購
入
さ
れ

た
ユ
ー
ザ
ー
の
お
%
が
ネ
ッ
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
見
れ
ば
、
第
2
項
へ
の
期
待
の
高
さ
を
も
感

じ
さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
ゲ
1
ム
シ
ョ

1
で
曲
さ
れ
た
い
く

つ
か
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
タ
イ
ト
ル

（「く
る
ぐ
る
温

泉
」
や

「デ
ジ
タ
ル
競
馬
新
聞
」
等
）
を
見
る
に
つ

け
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
タ
イ
ト
ル

の
出
現
を
充
分
に
期
待
さ
せ
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
斎
藤
さ
ん
、「
シ
l
マ
ン
」
の
よ
う
な
コ

ン
テ
ン
ツ
こ
そ
が
l
｜

私
が
第
3
項
で
述
べ
て
い
る

よ
う
に

illこ
れ
か
ら
多
く
の
新
し
い
も
の
の
登
場

を
期
待
し
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

セ
ガ
と
し
て
今
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

他
方
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

セ
ガ
が
常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
い
わ
ゆ
る

『イ
ン
ス
ト
ー
ル
・
べ

1
ス
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

ど
の
よ
う
に
優
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ

れ
、世
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
数
が
多
く
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
も
世

の
中
に
十
分
自
て
行
く
こ
と
は
有
り
得
ま
せ
ん
。

3
月
2
日
に
「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

2
」
の
機

能
公
開
が
ラ
イ
セ
ン
シ

l
向
け
に
行
わ
れ
ま
し
た

ね
。
我
々
も
こ
の
発
表
会
以
前
か
ら
入
手
し
た
公
開

ス
ペ
ッ
ク
を
捌
か
く
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

デ
ー
タ
を
見
る
限
り
「
ゲ
1
ム
機
」
と
し
て
の
範

踏
を
遥
か
に
凌
駕
し
た
色
ん
な
機
能
を
慮
り
込
ん
で

お
り
、
大
変
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
ド
だ
と
感
嘆
し
て
い

ま
す
。
但
し
、
コ
ス
ト
が
大
変
商
い
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

l
向
け
に
考
え
る
と
コ
ス

ト
が
下
が
り
、
充
分
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
に
は
2

1
3
年
は
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
ク
リ
エ
イ
タ
l
の
皆
さ
ん
に
は
当
分
の

閲
現
存
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
は

「ド
リ

ー
ム
キ
ャ
ス
ト
」
が
辰
適
な
も
の
だ
と
強
く
謡
え
ま

す
。我

々
が
新
し
い
ハ

l
ド
を
出
し
て
行
く
時
に
ク
リ

エ
イ
タ
！
の
皆
さ
ん
に
今
回
の
ハ

l
ド
が
素
晴
ら
し

い
も
の
な
の
で
、
こ
の
ハ

l
ド
向
け
に
タ
イ
ト
ル
を

開
発
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

と
い
う
の
も

「何
台
位
の
ハ

l
ド
が
私
の
タ
イ
ト

ル
が
出
る
ま
で
に
売
れ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質

問
が
必
ず
予
期
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

幸
い
セ
ガ
は
強
力
な
ア
ー
ケ
ー
ド
タ
イ
ト
ル
や
ソ

ニ
ツ
ク
等
の
質
の
高
い
知
名
度
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
を

持
っ
て
い
ま
す
。

直面



~一郎氏から斎藤間氏への返信

こ
れ
を
フ
ル
に
使
い
、
外
部
の
ク
リ
エ
イ
タ
l
の

タ
イ
ト
ル
が
出
て
く
る
ま
で
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル

・ベ

ー
ス
を
可
能
な
限
り
高
め
て
い
く
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
セ
ガ
は
そ
れ
が
出
来
る
企
業
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

し
か
し

一
方
で
は
、
優
れ
た
外
部
タ
イ
ト
ル
に
よ

っ
て
ハ

l
ド
の
販
売
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と

希
望
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

従
っ
て
、
斎
藤
さ
ん
の
よ
う
に
ハ

l
ド
が
ま
だ
ど

う
な
る
か
判
ら
な
い
う
ち
か
ら
、
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス

ト
に
か
け
て
み
よ
う
と
い
う
ク
リ
エ
イ
タ
l
が
出
て

く
れ
る
の
は
我
々
に
と
っ
て
頼
も
し
く
大
変
う
れ
し

い
事
で
す
。

ワ
ー
プ
の
飯
野
君
や
レ
ッ
ド
の
広
井
さ
ん
等
に
つ

い
て
も
同
じ
事
が
ま

っ
た
く
一五
え
ま
す
。

繰
り
返
し
述
べ
ま
す
が
、
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ホ

ル
ダ
ー
」
と
し
て
の
セ
ガ
に
と
っ
て
の
巌
大
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
ー
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
ベ

l
ス
の
擁
立
・

確
保
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
こ
そ
が
ク
リ
エ
イ
タ
！
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
責
務
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

は
っ
き
り
い
っ
て
、
あ
る
程
度
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
・
ベ
ー
ス
｜
！
大
体
3
0
0万
台
位
と
考
え
て
い

ま
す
が
ー
ー
が
確
立
す
る
ま
で
に
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル

で
あ
れ
、
ハ
ー
ド
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
可
能
性
の

あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
き
た
い

の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、

一
一
般
論
と
し
て
は
、
販
売
初
期
は
コ

ア
ユ
ー
ザ
ー
を
中
心
と
し
た
ア
l
リ
l
ア
ダ
プ
タ
ー

と
呼
ば
れ
る
周
が
中
心
で
す
。
従
っ
て
、
タ
イ
ト
ル

も
コ
ア
ゲ
i
ム
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
が

3
1
4
年
の
経
過
の
中
に
、
価
格
も
下
が

り
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ザ
ー
が
次
第
に
大
き
な
割
合

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
全
体
の
流
れ
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
を
中
心
に
開
発
し
、
発
売
し
て

い
く
か
を
考
え
る
訳
で
す
。

一
方
で
は
、
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
な
味
付
け
で
確
立
し
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
も
、
我
々
の
大
き
な
仕
事
で
す
。

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
の

「ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
」

の
大
部
分
は
ど
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
を
販
売
す
る
か
に

よ
っ
て
決
ま
り
‘
こ
れ
に
価
格
戦
略
や
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
が
か
ら
ん
で
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
任

天
堂
さ
ん
の
よ
う
に
徹
底
的
に
低
年
齢
刷
用
に
的
を
絞

っ
た
や
り
方
は
そ
れ
な
り
に
見
事
に
効
果
的
な
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
の
ゲ
l
ム
ク
リ
エ
イ
タ
！
の

方々
ヘ

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
は
そ
の
メ
デ
ィ
ア
の
メ
モ
リ

ー
サ
イ
ズ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
サ
ウ
ン
ド
能
力
、
通

信
機
能
か
ら
い
っ
て
、
決
し
て
タ
イ
ト
ル
・

ジ
ャ
ン

ル
を
限
定
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
が
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
の
能

力
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
．
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
、

且
つ
新
し
い
展
望
が
開
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
我
々
は
、

セ
ガ
の
内
作
タ
イ
ト
ル
や
、

ヵ

プ
コ
ン
さ
ん
、
ナ
ム
コ
さ
ん
等
の
コ
ア
ゲ
l
ム
を
中

心
に
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
期
や
し
て
い
き
な
が
ら

も
．
出
来
る
だ
け
幅
広
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
可
能
性
を

追
求
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
同
時
に
今
ま
で
に

な
い
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た

全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
ゲ
l
ム
を
発
掘
し
、
我
々
の

リ
ス
ク
で
開
発
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
は

「是
非
こ
の
よ
う
な
作
品
を
」
と
思

わ
れ
る
ク
リ
エ
イ
タ
！
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
‘
紹
介
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ま

た
、
自
ら
私
の
方
に
直
接
売
り
込
ん
で
き
て
欲
し
い

の
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
私
の
特
設
メ

l
ル
ア
ド
レ

ス
「
E
ヨ
名
ユ
＠
S
F
Z宮
g－
V
」
に
メ

l
ル
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

入
交
昭

一
郎

以
上

00 
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世
間
は
す
っ
か
り
P
S
2
の
話
題
で

持
ち
き
り
で
す
な
あ
。
そ
こ
か
し
こ
で

手
の
ひ
ら
を
返
し
た
犠
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
乗
り
換
え
る
タ
イ
ト
ル
が
チ
ラ
ホ
ラ

と
聞
こ
え
て
来
る
今
日
こ
の
頃
、
や
っ

ぱ
獅
子
丸
た
ち
も
こ
の
激
動
の
ゲ
l
ム

ゅ
業
界
の
明
日
を
憂
え
る
会
話
に
な
っ
ち

”
ゃ
う
ワ
ケ
で
す
。
「
あ
の
馬
鹿
み
た
い

』
な
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
に
は
参
り
ま
し
た

占
な
あ
」
「
で
も
、
や
っ
ぱ
り
セ
タ
は
符

同
一
様
な
ん
で
す
か
ね
？
」
「
：
：
：
」
「
も
う

同
超
が
付
く
程
な
無
意
味
な
ポ
リ
数
の
手

間
で
駒
指
せ
ち
や
っ
た
り
」
「
：
：
：
指
紋

」
も
完
全
再
現
で
」
「
駒
の
木
目
も
キ
ツ

叫
チ
リ
と
」
「
：
：
：
と
な
る
と
B
P
Sも

－
や
っ
ぱ
り
」
「
無
意
隙
に
締
麗
忽
テ
ト

リ
ス
じ
ゃ
な
い
ス
カ
？
」
以
上
の
会
話

と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ろ

そ
ろ
メ
ガ
ド
ラ
も
や
り
て
l
な
と
今
回

紹
介
す
る
の
は
M
Dと
言
え
ば
避
け
て

通
れ
な
い
伝
説
、
一
部
の
駄
目
人
間
違

の
世
界
で
は
元
に
な
っ
た
映
画
の
存
在

は
知
ら
な
い
が
ゲ
l
ム
だ
け
は
知
っ
て

い
る
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム

『マ

イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ズ
ム
l
ン
ワ

ォ
l
力

l
」
で
す
。
こ
ん
な
無
駄
知
議

の
固
ま
り
の
よ
う
な
本
を
買
っ
て
る
ア

ナ
タ
達
が
、
ま
さ
か
マ
イ
ケ
ル
知
ら
な

い
こ
た
無
い
で
し
ょ
う
か
ら
今
更
説
明

な
ん
て
割
愛
し
ま
す
け
ど
、
普
段
は
い

つ
も
手
術
用
手
袋
と
マ
ス
ク
を
し
て
ジ

ョ
ン
メ
リ
ッ
ク
の
頭
蓋
骨
を
1
0
0
万

ド
ル
で
売
っ
て
と
せ
が
ん
だ
り
、
い
の

ま
た
む
つ
み
セ
ン
セ
に
自
分
の
ア
ニ
メ

絵
を
錨
か
せ
た
り
ウ
チ
の
中
に
カ
リ
フ

の
海
賊
や
ャ
ラ
ク
シ
l
フ
ォ

l
ス
』

の
初
期
ロ
ッ
ト
が
あ
る
子
供
心
を
失
わ

な
い
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ポ
ッ
プ
ス
の
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
生
命
体
で
、
最
近
は

と
い
う
と
T

V
な
ん
か
で
顔
を
見
る
度

思
う
の
は
「
ど
こ
の
工
場
で
作
っ
て
ん

の
か
し
‘
b
i
－－・」
。
何
だ
か
東
南
ア
ジ

ア
製
品
の
様
に
仕
上
げ
が
ど
ん
ど
ん
ズ

サ
ン
に
な
っ
て
い
く
印
象
が
あ
る
今
日

こ
の
頃
。
も
う
何
の
話
を
し
て
い
る
の

か
獅
子
丸
に
も
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
脱
線
つ
い

で
に
余
談
で
す
が
、
マ
イ
ケ
ル
の
コ
卜

を
「
マ
イ
コ

l
』
と
中
途
半
端
な
発
音

を
す
る
馬
鹿
餓
鬼
が
お
り
ま
す
が
怒
る

で
ホ
ン
マ
ー
そ
の
癖
後
ろ
の
ジ
ャ
ク

ソ
ン
の
方
は
全
く
冒
涜
せ
ん
の
は
な
ん

や
ね
ん
な
ー
さ
ら
に
活
字
で
そ
れ
書

く
の
は
ど
な
い
や
ち
ゅ
l
ね
ん
l

出

て
く
る
度
文
章
の
l
Qが
却
す
つ
下
が

る
で
シ
ョ
l
ミ
な
話
が
l

（
イ
タ
コ
一

ヤ
ス
シ
・
ヨ
コ
ヤ
マ
）
。
さ
て
こ
の
ゲ

ー
ム
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
一
応
同
名
の
劇

場
作
品
を
ベ

l
ス
に
し
て
お
り
ま
す

が
、
あ
る
日
ミ
ス
タ
ー
ビ
ッ
グ
率
い
る

暗
黒
組
織
は
片
っ
端
か
ら
子
供
達
を
誘

拐
し
て
お
り
ま
し
て
、
今
世
紀
最
大
の

ス
ー
パ
ー
ス
タ
l
、
マ
イ
ケ
ル
は
実
は

宇
宙
か
ら
や
っ
て
き
た
、
コ
ス
モ
パ
ワ

ー
を
駆
使
す
る
憂
の
使
者
ム
l
ン
ワ
ォ

ー
ヵ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。
愛
す
る
子
供

達
を
救
う
た
め
マ
イ
ケ
ル
は
戦
う
の
で

す
が
、
地
球
上
で
彼
の
パ
ワ
ー
を
補
給

で
き
る
の
は
子
供
た
ち
の
純
粋
な
愛
の

心
。
ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
は
と
い
う
と
、

ぶ
っ
ち
ゃ
け
た
話
た
だ
の
様
作
性
の
し

ょ
っ
ぱ
い
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
で
す
が



一
つ
一
つ
の
モ
ジ

ュ
ー
ル
が
我
々
人
類

で
は
な
か
な
か
到
達
で
き
な
い
個
性
的

な
発
想
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
基

本
は
左
右
移
動
の
ジ
ャ
ン
プ
＆
攻
撃
と

い
う
操
作
で
、
た
だ
マ
イ
ケ
ル
の
曲
が

B
G
M
に
使
わ
れ
て
い
る
ダ
ケ
な
ら
、

そ
こ
ら
の
タ
レ
ン
ト
物
ゲ
l
ム
と
大
差

な
か
っ
た
所
、
ゲ
ー
ム
攻
略
と
直
接
関

係
の
な
い
箇
所
で
の
作
り
込
み
が
ゲ
ー

ム
性
を
否
定
す
る
ま
で
に
徹
底
し
て
お

り
、
し
か
も
プ
レ
イ
す
る
度
に
、
そ
の

真
意
が
お
そ
ら
く
マ
イ
ケ
ル
以
外
に
は

理
解
出
来
恕
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

せ
る
所
に
こ
の
ゲ
l
ム
の
価
値
が
あ
り

ま
す
。
当
然
マ
イ
ケ
ル
の
ダ
ン
ス
テ
ク

を
ゲ
l
ム
に
反
映
さ
せ
る
所
は
誰
し
も

発
想
し
ま
す
け
ど
、
兎
に
角
何
処
で
も

方
向
キ
ー
や
ら
ボ
タ
ン
押
し
ゃ

「
A
A

O
H
！
」
『

S
H
A
－
』
「

O
H
！」

『
H
o
o－
』
と
、
ム
ー
ン
ウ
ォ

l
ク

等
あ
ま
り
進
行
と
縁
の
な
い
奇
怪
な
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
攻
撃
は
手
足
か
ら

放
出
さ
れ
る
、

一
寸
触
れ
た
だ
け
で
敵

が
無
音
で
瞬
殺
さ
れ
る
胞
の
リ
ン
プ
ン

が
武
器
で
体
力
が
無
く
な
る
と
突
如
徒

手
空
拳
に
な
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
ほ
ど
強
力
で
後
に
空
手
名
奮

五
段
を
取
得
す
る
彼
の
格
闘
セ
ン
ス
を

充
分
伺
い
知
る
事
と
な
り
ま
す
。
特
に

理
不
尽
パ
ワ
l
全
開
な
の
は
ポ
ス
戦
に

お
い
て
の
ダ
ン
ス
ア
タ
ッ
ク
！
マ
イ

ケ
ル
が
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
パ
ッ
ク
に

踊
り
だ
す
と
、
敵
が
皆
（
犬
・
ソ
ン
ビ

含
む
）
マ
イ
ケ
ル
に
つ
ら
れ
踊
っ
て
し

ま
い
直
後
ズ

ッ
コ
ケ
て
敵
を
倒
す
と
い

う
日
本
人
の
感
性
で
は
コ
ン
ト
の
固
の

出
来
’
で
す
が
マ
イ
ケ
ル
的
に
は
全
然

O
K
l
床
判
定
も
大
陸
的
に
ア
バ
ウ

ト
の
く
せ
ピ
ア
ノ
に
上
っ
た
ら
鍵
盤
の

音
が
す
る
な
ど
奇
形
的
作
り
込
み
で
、

こ
の
時
点
で
ゲ
l
ム
を
作
っ
た
奴
ら
全

員
を
思
わ
ず
後
頭
部
を
ス
リ
ッ
パ
で
ぶ

っ
叩
か
ず
に
は
お
れ
な
い
状
況
で
は
あ

る
の
で
す
が
一
面
の
ク
ラ
ブ
か
ら
野
犬

溢
れ
る
ス
ト
リ
ー
ト
や
ゾ
ン
ビ
の
森
、

洞
窟
か
ら
敵
の
秘
密
基
地
へ
と
進
行
す

る
の
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
途
中
で
墓
の

下
や
ら
ト
ラ
ン
ク
の
中
な
ど
窒
息
死
確

実
の
過
酷
な
状
況
で
捕
ら
わ
れ
て
い
る

子
供
達
を
助
け
だ
す
と
体
力
回
復
で
ま

さ
に
子
供
遣
の
憂
が
マ
イ
ケ
ル
の
製
薗
震

源
！
こ
の
発
想
が
後
に
現
実
世
界
で

大
き
忽
悲
劇
を
生
む
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
そ
れ
は
お
い
と
い
て
、
つ
い
に
最

後
の
敵
秘
密
基
地
で
突
如
銀
色
の
皮
膚

と
な
り
マ
イ
ケ
ル
ロ
ポ
に
変

身
。
そ
れ
ま
で
の
な
ご
や
か

ム
l
ド
は
無
か
っ
た
事
の
様

に
情
け
容
赦
な
い
ロ
ボ
の
一

方
的
な
大
虐
殺
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
全
て
の
敵
を
レ
ー

ザ
ー
で
葬
り
さ
る
と
逃
げ
る

ミ
ス
タ
ー
ビ
ッ
グ
を
追
っ
て

「
チ
ェ
ン
ジ
！
マ
イ
ケ
ル
・

ジ
ェ
ッ
ト

（注
一
あ
り
ま
せ

ん
こ
こ
れ
で
終
わ
り
と
思

い
き
や
、
ゲ
ー
ム
は
宇
宙
船

に
変
身
し
た
マ
イ
ケ
ル
と
ミ

ス
タ
ー
ピ

ッ
ク
と
の

3
D
シ

ユ
l
テ
イ
ン
ク
に
変
貌
し
ま
し
た
。
そ

し
て
悪
の
大
将
は
宇
宙
の
塵
と
消
え
感

動
の
ス
タ
ッ
フ
ロ
ー
ル
の
最
後
コ
ン
セ

プ
ト
S
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
に
マ
イ
ケ
ル

の
名
が
！
彼
は
子
供
達
を
愛
し
、
悪

の
人
さ
ら
い
か
ら
守
り
抜
い
た
の
だ
。

凄
い
ぞ
キ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ポ
ッ
プ
ス
ー

だ
が
後
に
愛
し
過
ぎ
て
ベ

ッ
ト
で
男
の

子
の
ポ
コ
チ
ン
を
握
っ
て
し
ま
い
逆
に

子
供
還
に
訴
え

S
れ
て
し
ま
う
と
い
う

オ
チ
が
つ
く
の
を
こ
の
時
の
マ
イ
ケ
ル

は
ま
だ
知
ら
な
い
：：：
。

．匪E監劃曙置四時事，＂＇＊＇－•阻巴2・M唖五.. ,1::::11園高画面量 メーカー：セガ／機種 ：メガドライブ／価格：刊，000／発売日 ：・90年8月25日

〆
長ネギj~ 

c 



A
Q

『，
、売

れ
ま
く
っ
て
ま
す
ね
え
、

『フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
唖
」。
私
ゃ
当
初
、
園
内
2
4
0万
本
ぐ
ら
い
の
売

上
げ
と
見
込
ん
で
ま
し
た
が
、
こ
の
調
子
だ
と
前
作
同

様
の
3
3
0
万
か
、
そ
れ
以
上
行
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

私
が
専
門
学
校
で
ゲ
ー
ム
制
作
を
教
え
て
る
生
徒
た
ち

も
、
世
間
の
例
に
も
れ
ず
ド
カ
ド
カ
買
い
ま
く
っ
て
ま
す
。

発
売
前
に
、
教
室
で
「
『
F
F
百
』
買
う
人
？
」
と
訊
く

と
ザ
ザ
l
ッ
と
手
が
挙
が
っ
て
、
向
こ
う
の
壁
が
見
え
な

く
な
る
よ
う
な
有
様
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
で
す
よ
、

「
じ
ゃ
あ
、

『wu」
が
よ
か
っ
た
と
思
う
人
？
」
と
訊
い
た －当事j回．弘司四＞＞’h11..－•泊；！｛j拘肱fJ~温・

ら
、
挙
が
っ
て
た
手
が
ザ
ザ
l
ッ
と
下
が
っ
て
、
ほ
と
ん

ど
残
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
残
っ
た
奴
も
遠
慮
が
ち
に
、
肘

を
半
分
曲
げ
て
る
よ
う
な
具
合
で
。
さ
ら
に

「「
咽
」
が

面
白
そ
う
だ
と
思
う
人
？
」
と
訊
い
て
も
、
や
っ
ぱ
り
同

じ
よ
う
な
も
ん
で
す
。
で
、
も
う
一
回
「
『唖
」
を
買
う

つ
も
り
の
人
？
」
と
訊
い
た
ら
、
ま
た
パ
パ
パ
ツ
と
挙
が

る
ん
で
す
。
大
阪
で
吾
一
一
回
う
と
こ
ろ
の
「
な
ん
で
や
ね
ん
」
、

明
石
家
さ
ん
ま
流
な
ら
「
意
味
な
い
じ
ゃ
ん
！
」
で
す
わ
。

私
も
仕
事
柄
、
ク
リ
ア
は
し
ま
し
た
が
、
不
満
は
色
々

あ
り
ま
す
。
当
然
、
面
白
く
な
さ
そ
う
だ
と
思
い
な
が
ら

買
っ
た
生
徒
た
ち
の
感
想
も
、
か
ん
ば
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
、
私
は
ク
リ
エ
イ
タ
l
、
生
徒
は
そ
の
志
望
者
だ
か
ら
、

好
み
と
は
別
に
流
行
り
モ
ノ
は
押
さ
え
な
く
ち
ゃ
な
ら
な

い
っ
て
事
情
が
あ
る
し
、
評
価
も
だ
い
ぶ
厳
し
い
は
ず
で

す
が
、
し
か
し
一
鍛
ユ
ー
ザ
ー
の
感
想
だ
っ
て
、
程
度
の

差
こ
そ
あ
れ
同
じ
よ
う
な
も
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

い
や
、
み
ん
な
が
み
ん
な
、
最
初
か
ら
納
得
ず
く
で
買

っ
て
る
な
ら
構
わ
な
い
ん
で
す
が
、
ど
う
も
そ
う
い
う
気

配
じ
ゃ
な
い
か
ら
余
計
に
気
が
か
り
な
ん
で
す
。
P
Sと

い
う
の
は
、
ゲ
1
ム
雑
誌
も
読
ま
な
い
よ
う
な
超
ラ
イ
ト

ユ
ー
ザ
ー
の
多
い
ハ
ー
ド
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
層
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
カ
ッ
コ
い
い
と
か
、
タ
イ
ト
ル
の
語
感
が

い
い
と
か
、
テ
レ
ビ
C
Mが
多
い
と
か
、
そ
ん
な
程
度
の

理
由
で
、
店
頭
で
い
き
な
り
買
う
モ
ノ
を
決
め
ち
ゃ
う
。

大
部
分
は
若
い
社
会
人
で
、
そ
こ
そ
こ
お
金
が
あ
る
か
ら

7
8
0
0円
ぐ
ら
い
パ
ク
チ
の
つ
も
り
で
使
え
る
っ
て
の

も
あ
る
し
、
情
報
に
興
味
は
あ
る
け
ど
ゲ
l
ム
雑
誌
は
恥

ず
か
し
く
て
買
え
な
い
っ
て
女
性
客
も
多
い
み
た
い
だ
し
。

で、

「
F
F
唖
』
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
話
題
に
な
っ
て

る
し
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
も
一
番
キ
レ
イ
ら
し
い
か
ら
、
一

第
3
回
！

番
面
白
い
ゲ
l
ム
だ
ろ
う
と
思
っ
て
手
を
出
し
て
、
し
か

も
前
後
一
年
間
に
プ
レ
イ
す
る
の
は
こ
の
一
本
だ
け
、
な

ん
で
い
う
人
，
も
か
な
り
い
る
で
し
ょ
う
。
中
に
は
、
「
あ

あ
、
こ
れ
が
最
高
な
ら
ゲ
l
ム
っ
て
大
し
た
事
な
い
ん
だ
」

と
思
っ
ち
ゃ
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
危
険
で
す
。

断
っ
と
き
ま
す
が
、
私
は
別
に
、

『
F
F
唖
」
が
ズ
パ

抜
け
て
ヒ
ド
ィ
、
値
段
分
の
価
値
も
な
い
よ
う
な
ク
ソ
ゲ

ー
だ
と
は
言
い
ま
せ
ん
し
、
ス
ク
ウ
エ
ア
さ
ん
や
坂
口
博

信
さ
ん
に
ケ
ン
カ
を
売
る
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
長
期
的
に
は
、
こ
う
い
う
売
れ
方
は
業
界
全
体
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う
し
、
ス
ク
ウ
エ
ア
さ
ん
自
身
の
首

も
絞
め
る
は
ず
で
す
。

以
前
、
『チ
ヨ
コ
ボ
の
不
思
議
な
ダ
ン
ジ
ョ
ン
」
と
い

う
ゲ
l
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
で
高

く
評
価
さ
れ
た

「不
思
議
な
ダ
ン
ジ
ョ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
と
、

「F
F』
の
版
権
が
融
合
し
た
最
高
の
売
れ
筋
で
す
。
残

念
な
が
ら
ソ
フ
ト
の
出
来
に
は
難
点
が
多
か
っ
た
ん
で
す

が
、
売
上
げ
は
ス
l
フ
ァ
ミ
の

「不
思
議
な
ダ
ン
ジ
ョ
ン
』

最
高
傑
作
と
も
吾
一
一
ロう
べ
き

「風
来
の
シ
レ
ン
」
の
2
倍、

1
0
0
万
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
量
近
出
た

「チ
ョ
コ
ポ
2
』
は
内
容
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
販
売
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
凡
作
の

「1
」
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
宣
伝
の
カ
で
不
用
意
に
ヒ

ッ
ト
し
ち
ゃ
っ
た
せ
い
で
、
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
は

『不
思

議
な
ダ
ン
ジ
ョ
ン
」
は
ツ
マ
ラ
ナ
イ
と
い
う
偏
見
を
持
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
こ
ん
な
刷
り
込
み
で
有
望
な

シ
リ
ー
ス
の
未
来
が
断
た
れ
る
の
は
、
ど
う
考
え
て
も
不

幸
で
す
。

そ
う
い
う
不
幸
を
避
け
る
た
め
に
、

『
F
F
唖
』
は

「
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
最
高
の
ゲ
l
ム
」
で
は
な
く
、
「
シ
ナ

宣言ヨ



リ
オ
や
バ
ラ
ン
ス
に
は
ち
ょ
っ
と
雑
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
、
あ
ん
ま
り
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
も
な
い
け
ど
、

量
高
の
ム
ー
ビ
ー
で
プ
レ
イ
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
ゲ
ー

ム
」
と
、
正
し
く
語
ら
れ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
評
価
が
全
ユ
ー
ザ
ー
に
ち
ゃ
ん
と
届
か
な
く
ち
ゃ
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
み
ん
な
納
得
し
て
買
う
な
ら
、

3
5
0

万
出
ょ
う
が
4
0
0万
出
ょ
う
が
、
全
然
オ
ッ
ケ
l
で
す
。

で
も
、
そ
れ
を
実
現
し
て
く
れ
る
媒
体
が
、
今
の
日
本

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
書
く
と
、

「ゲ
l
ム
批
評
』
の
意

義
を
否
定
す
る
み
た
い
で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。

業
界
人
と
そ
の
予
備
軍
や
、
事
情
に
詳
し
い
コ
ア
ユ
ー
ザ

ー
に
と
っ
て
は
、
こ
の
雑
誌
は
も
う
不
可
欠
で
す
。
し
か

し
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
ど
こ
ろ
か
、
普
通
に
ゲ
l
ム
好
き
の

中
間
層
で
も
こ
ん
な
濃
い
モ
ノ
は
読
ま
な
い
し
、
仮
に
読

ん
で
も
、
付
帯
状
況
を
知
ら
な
い
か
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
、
「
硬
派
な
雑
誌
の
硬
派
な
論
文
」

の
権
威
に
圧
倒
さ
れ
て
、
意
見
を
繍
呑
み
に
し
て
し
ま
う

危
険
も
あ
る
。
つ
ま
り
今
の
と
こ
ろ
、

「ゲ
l
ム
批
評
』

は
ご
く
一
部
の
読
者
の
た
め
の
雑
誌
で
あ
り
、
ま
た
そ
う

で
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
け
。

私
が
言
う
の
は
、
そ
れ
と
は
別
に
、

一
般
ユ
ー
ザ
ー
と

同
じ
回
線
で
ゲ
l
ム
を
評
価
し
て
、
幅
広
く
人
目
に
触
れ
、

購
入
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
モ
ノ
サ
シ
が
欲
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
6
0
0
0
1
8
0
0
0門
前
後
つ
て
の
は
、

社
会
人
に
は
衝
動
買
い
で
き
る
微
妙
な
線
で
す
が
、
子
供

に
は
や
っ
ぱ
り
高
い
買
い
物
で
し
ょ
う
。
な
の
に
相
変
わ

ら
ず
味
見
も
で
き
な
い
ん
だ
か
ら
、
頼
れ
る
指
標
が
必
要

で
す
よ
。

ま
ず
は
超
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
コ
ン
ビ
ニ
に

ソ
フ
ト
の
累
計
販
売
本
数
を
掲
示
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

岡本音起の冨わしてもらうで

こ
れ
は
、
積
極
的
に
情
報
を
集
め
な
い
人
に
は
、
か
な
り

役
立
つ
目
安
に
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

S
C
E自
身

が
（
プ
レ
ス
テ
ク
ラ
ブ
と
か
何
と
か
言
っ
て
）
ソ
フ
ト
を

採
点
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
脅
マ
ー
ク
を
表
示
す
る
ぐ
ら
い

の
、
思
い
切
っ
た
努
力
は
す
べ
き
で
す
。

し
か
し
以
上
の
案
で
は
、
凡
作
の
不
用
意
な
ヒ
ッ
ト
ま

で
は
防
げ
ま
せ
ん
。
ソ
ニ
ー
さ
ん
も
、
自
分
ち
の
実
入
り

に
関
わ
る
事
だ
と
、
前
評
判
の
高
い
作
品
を
厳
し
く
評
価

す
る
の
は
揖
酷
し
い
で
し
ょ
う
し
。
や
は
り
、
中
立
の
立
場

か
ら
中
間
的
ユ
ー
ザ
ー
や
流
通
業
者
に
向
け
て
、
ゲ
ー
ム

の
質
を
的
確
に
伝
え
る
指
針
。か
必
要
で
す
。
建
前
と
し
て

は
、
各
種
ゲ
l
ム
雑
誌
の
レ
ビ
ュ
ー
が
そ
う
い
う
役
割
を

担
う
は
ず
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
ご
存
じ
の
通
り
限
界
に

来
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
と
の
力
関
係
か
ら
提
灯
持
ち
記

事
が
出
ち
ゃ
う
と
い
う
問
題
を
抜
き
に
し
て
も
、
ソ
フ
ト

の
数
が
こ
こ
ま
で
多
い
と
、
且
取
後
ま
で
し
っ
か
り
プ
レ
イ

す
る
の
は
単
純
計
算
で
不
可
能
で
し
ょ
う
。
現
行
の
シ
ス

テ
ム
で
は
こ
れ
で
精
一
杯
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
か
と
い

っ
て
、
映
画
み
た
い
に
評
論
家
が
林
立
す
る
状
況
も
望
め

な
い
。
2
時
間
で
最
後
ま
で
観
ら
れ
る
映
画
と
違
っ
て
、

や
っ
ぱ
り
時
間
と
労
力
と
能
力
の
問
題
が
あ
り
ま
す
か

ら
。
さ
て
、
そ
れ
で
は
ど
う
す
る
か
7

例
え
ば
で
す
ね
、
半
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ゲ
l
ム
格
付
け

機
関
み
た
い
な
も
の
を
組
織
し
て
、
そ
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ

評
論
の
使
用
権
を
、
ゲ
ー
ム
誌
を
含
む
各
方
面
に
売
っ
た

り
、
店
頭
に
貼
り
出
し
た
り
す
る
つ
て
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
も
ち
ろ
ん
閉
じ
ゲ
l
ム
に
複
数
の
声
を
寄
せ
て
、
さ

ら
に
評
者
の
好
み
の
ゲ
l
ム
な
ん
て
の
も
併
記
し
て
、
ユ

ー
ザ
ー
が
自
分
に
似
た
曙
好
の
評
者
を
選
べ
る
よ
う
に
し

て
。
ま
、
実
際
に
や
る
と
な
る
と
、
中
立
性
や
信
綾
性
、

ま
た
雑
蕊
や
販
売
店
の
意
議
の
問
題
で
色
々
大
変
で
し
ょ

う
が
。

あ
る
い
は
テ
ス
ト
プ
レ
イ
周
の
ソ
フ
ト
を
レ
ン
タ
ル
で

借
り
て
、
追
加
料
金
を
払
え
ば
続
き
が
で
き
る
、
な
ん
て

シ
ス
テ
ム
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
こ
っ
ち
は
も
っ

と
大
変
で
し
ょ
う
け
ど
。

と
に
か
く
、
横
並
び
幻
想
の
国
民
性
を
あ
お
っ
て
商
売

し
て
ち
ゃ
、
ゲ
ー
ム
業
界
も
国
の
景
気
も
、
デ
カ
い
こ
と

を
言
う
な
ら
政
治
’
も
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
よ
く
な
り
ま

せ
ん
。
流
行
れ
ば
儲
か
る
、
で
は
な
く
、

モ
ノ
の
良
し
悪

し
が
ち
ゃ
ん
と
カ
ネ
に
つ
な
が
る
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム

を
考
え
て
、
実
現
し
て
い
き
た
い
も
ん
で
す
。

イラスト ：西村キヌ

岡本吉起 （おかもと ・よしき）株式会社力プコン開発本部取締役本部長。力ブコンのアーケード、コンシユーマの開発を統括的に
プロデュースしている。

直言日
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コ
ジ
マ
シ
ネ
マ
開
演
の
娘
拶

今
回
は
日
本
映
画
や
単
館
系
映
画
を

紹
介
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
公
開
時
期
が
本
誌
発
売
と
合
わ
ず
、

ま
た
し
て
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
製
ア
ク
シ
ョ

ン
映
画
の
紹
介
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
と
い
う
事
で
、
第
U
岡
は

「エ
ネ

ミ
l
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
」
と

「交
渉

人
」
の
二
本
立
て
で
す
。

『エ
ネ
ミ
l
・
オ
フ
・
ア
メ
リ
カ
』、

ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
で
観
る

ジ
エ
リ
1
・
ブ
ラ
ツ
カ
イ
マ

l
製

作
、
ト
ニ

l
・
ス
コ
ッ
ト
監
齢
、
ウ
ィ

ル
・
ス
ミ
ス
主
演
と
い
う
事

（3
拍
子
）

で
、
「
ど
う
せ
ま
た
ア
ホ
映
画
だ
ろ

う
？
」
と
決
め
て
か
か

っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
こ
れ
が
意
表
を
つ
い
て
、
最
近

の
「
ブ
ラ
ッ
カ
イ
マ
l
作
品
」
と
は
思

え
な
い
く
ら
い
地
味
な
映
画
で
し
た
。

ド
派
手
な
「
爆
発
！
」
も

一
回
こ

っ
き

り
で
し
た
し
、
い
つ
も
は
意
味
の
な
い

カ
l
チ
ェ
イ
ス
も
今
回
は
抑
え
気
味
で

し
た
。
ト
ニ
1

・
ス
コ

ッ
ト
の
演
出
の

方
は
相
も
変
わ
ら
ず
で
し
た
が
、
彼
ら

の
映
画
と
し
て
は
奇
跡
的
に
本

（シ
ナ

リ
オ
）
が
ま
と
も
で
す
。
た
だ
し
、

「
安
全
保
障
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
と
い

う
テ
l
マ
の
方
は
、
や
は
り
ブ
ラ
ッ
カ

イ
マ
l
映
画
、
残
念
な
が
ら
中
途
半
端

に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

N
S
A
（
国
家
安
全
保
障
局
）
に
関
し
て

こ
の

「
エ
ネ
ミ
1
1
』
で
悪
役
と
し

て
摘
か
れ
て
い
る
N
S
A
（ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
！
ジ
ェ
ン
シ

－
／
国
家
安
全
保
障
局
）、

日
本
で
は

あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
鼠
近
の
冒
険
小
説

（海
外
）
で
は

よ
く
登
場
す
る
組
織
で
す
。
『
メ
タ
ル

ギ
ア
ソ
リ
ッ
ド
」
で
も
、
ブ
リ
l
フ
ィ

ン
グ
・
シ
l
ン
や
メ
イ
・
リ
ン
の
設
定

a ーー 一－・－
国家の陰謀とプライパシーの危債を錨いた 『工ネミー～j。
CTouchstone Pictures 

令+..r:.

等
で
登
場
し
て
い
ま
す

（メ
イ
・
リ
ン

は
．
N
S
A本
局
の
あ
る
フ
ォ
i
ト

・

ミ
l
ド
で
、
ソ
リ
ト
ン
・
レ
ー
ダ
ー
や

バ
ー
ス
ト
通
信
の
技
術
開
発
に
関
与
し

て
い
た
と
い
う
設
定
）。

こ
の
組
織
は
映
画
で
も
縮
か
れ
て
い

る
通
り
、
秘
密
主
義
を
貫
く
組
綴
で
す
。

そ
れ
故
、

N
S
A
は
業
界
で
は
、
存
在

し
な
い
機
関

（N
S
A
／
ノ
l
・
サ
ツ

チ・

エ
1
ジ
エ
ン
シ
i
）
と
か
、
沈
黙

の
機
関

（N
S
A
／
ネ
パ
l
・
セ
イ
・

エ
ニ
シ
ン
グ
）
と
い
う
呼
ば
れ
方

（ジ

ョ
ー
ク
）
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
映
画
中

の
ジ
l
ン
・
ハ
ッ
ク
マ
ン
の
セ
リ
フ
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
N
S
A
は、

こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
国
民
の
電
話
回
線

を
M
時
間
傍
受
し
、
数
十
台
の
ス
パ
コ

ン
を
使
っ
て
「
核
兵
様
」
や

「プ
ル
ト



ニ
ウ
ム
」
等
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検

索
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
と
い
う
話
で

す
。
そ
の

N
S
A
が
、
こ
の
映
画
撮
影

の
た
め
に
ど
れ
だ
け
協
力
し
た
か
は
怪

し
い
も
の
で
す
が
、
冷
戦
時
代
の

C
I

A
や
D
I
A
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の

ハ
イ
テ
ク
諜
報
時
代
の
主
役
を
担
っ
て

い
る
の
は
閥
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

『芦
渉
人
」、
ヮ
l
ナ
l
で
観
る

「
エ
ネ
ミ
1
1」
同
機
、
こ
っ
ち
の

方
も
最
近
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
と
し
て

は
地
味
な
作
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
が
ヒ
ッ
ト
！
非
常
に
面
白
か
っ
た

で
す
。
こ
の
映
画
、
『
ダ
イ
ハ

l
ド
」

的
な
単
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画

（簡
城

モ
ノ

）
と
侮
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
L

A
コ
ン
ブ
イ

J

ア
ン
シ
ャ
ル
」
や

「
ス
ク
リ
ー
ム
」
的
な
「
犯
人
は

一
体

議
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
ミ
ス
テ
リ
ー
で

終
始
貫
か
れ
、
2
時
附
四
分
も
の
時
聞

が
あ

っ
と
い
う
聞
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
や
は
り
映
画
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。

交
渉
人
で
あ
る
サ
ミ
ユ
エ
ル
・

L
－

ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
ヒ
ー
ロ
ー
ら
し
く
登
場

し
た
と
思
え
ば
テ
ロ
リ
ス
ト
に
転
じ
、

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
第
二
の
主
人

公

（こ
れ
ま
た
交
渉
人
）
で
あ
る
ケ
ビ

ン
・
ス
ベ
イ
シ
ー
が
議
場
、
物
語
は
二

転
三
転
し
、
心
地
よ
く
観
る
者
の
期
待

を
裏
切
っ
て
く
れ
ま
す
。
大
が
か
り
な

ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
部
分
で
、
緊
迫

し
た
シ

1
ン
作
り
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
お
薦
め
の

一
本
で
す
。
そ
れ
に
し

て
も
、
ケ
ビ
ン
・
ス
ベ
イ
シ
l
が
格
好

良
す
ぎ
。
こ
の
男
、
上
手
す
ぎ
る
H

カ
イ
ル
・
ク
l
パ
l
の
功
績

『
エ
ネ
ミ
l
l
』
も

「交
渉
人
』
も

ど
ち
ら
も
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
が
凝
っ
て
い
ま
し
た
。「
エ
ネ
ミ
l
i
」

の
方
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

『交
渉
人
」
の
方
は
や
は
り
と
い
う
か
、

「
イ
マ
ジ
ナ
リ

l
・
フ
ォ

l
シ
ズ

主演二人の演技合戦も見どころ 『交渉人j。。1998Warner Bros.All Rights Reserved 

（同ヨ
μ包

E
ミ
P
R
E）」
の
仕
事
で
し
た
。

近
年

「セ
ブ
ン
」
や

「ト
レ
イ
ン
ス

ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
』
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
、

映
画
に
お
け
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
意
味

が
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
単
な
る
ス
タ

ッ
フ
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
の

紹
介
の
た
め
だ
け
で
あ

っ
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
、
彼
ら

（「イ
マ
ジ
ナ
リ
l
・

フ
ォ

l
シ
ズ
」
や

「ト
マ
ト
」
等
の
デ

ザ
イ
ン
集
団
）
は
見
事
に
変
革
し
て
く

れ
ま
し
た
。
動
脈
硬
化
が
ち
な
ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
界
で
は
珍
し
い
事
件
で
す
。

そ
の
筆
顕
で
あ
る
デ
ザ
イ
ン
・
ス
タ
ジ

オ
が
、
僕
の
大
好
き
な
カ
イ
ル
・
ク

l

パ
l
率
い
る
「
イ
マ
ジ
ナ
リ
l
・
フ
ォ

1
シ
ズ
」
で
す
。
カ
イ
ル
・
ク
l
パ
！

と
い
え
ば
、
「セ
ブ
ン
』
や

『ミ
ッ
シ

ョ
ン
一
イ
ン
ボ
ッ
シ
ブ
ル
』
で
一
躍
有

名
に
な

っ
た
人
。
彼
の
素
晴
ら
し
い
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
ス
と
ア
イ
デ
ア
に
は
、
た

だ
た
だ
敬
服
す
る
の
み
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

『メ
タ
ル
ギ
ア
ソ
リ
ッ
ド
」
で
は
．

0

ケ
l
ム
の
冒
頭
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

ス
タ

ッ
フ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
出
し
て
い

ま
す
。
企
画
当
初
は
ス
タ
ッ
フ
の
附
か

ら
も

「こ
ん
な
の
見
に
く
い
だ
け
だ
！
」

と
い
う
否
定
的
な
意
見
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
た
だ
デ
モ
で
ス
タ
ッ
フ
の
名
前

を
タ
レ
流
し
し
て
も
、
そ
れ
こ
そ
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
遊
び
な
が
ら
、
見
た

い
人
だ
け
が
見
れ
ば
い
い
訳
で
す
。
そ

し
て
さ
ら
に
言
う
な
ら
、
文
字
が
読
め

な
く
て
も
、
そ
の
文
字
の
形
や
出
方
、

出
る
テ
ン
ポ
そ
の
も
の
が
、
そ
の
作
品

の
イ
メ
ー
ジ
と
な

っ
て
ユ
ー
ザ
ー
に
伝

わ
る
の
で
す
。

僕
は
、
カ
イ
ル

・
ク
l
パ
ー
ら
が
映

画
界
で
革
命
を
起
こ
し
た
よ
う
な
様
式

破
域
を
、
ゲ
ー
ム
で
も
行
っ
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
の
編
集

で
は
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
．
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
デ
ザ
イ
ン
ワ

1
ク
、

そ
れ
を
突
き
詰
め
て
み
た
い
と
画
策
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小島秀夫（こじま・ひでお） ー株式会社コナミコンビューヲエン世テイメントジャパン取締役。
Iスナ‘ノチャーjIポリスノーツJrメヲルギアソリ ッドjt.i:ど、独特の世界観を持つ作品を創り続け
るゲーム職人。また、ゲム業界屈指の映画通としても知られる。

『エ
ネ
ミ
l
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
」

m
Z
m
Z〈
o
－

H

↓z
m
凹↓》↓
m

監
督
H
ト
ニ
1

ス
コ
ッ
ト

主
演
H
ウ
ィ
ル
・
ス
ミ
ス

合
需
固
が
跨
る
量
新
鋭
の
監
視
追
跡
シ
ス
テ
ム
に
狙
わ

れ
er卓
の
恐
怖
、
怒
り
‘
そ
し
て
E
車

。
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
で
工
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
ず
な
逃
亡
劇
と
、
コ
ノ
一フ
イ
パ

シ

の

危
慎
」
と
い
う
現
代
田
脅
威
を
鋭
く
え
ぐ
っ
た
迫
真
由
ハ
イ

テ
ク
・

サ
ス
ペ
ン
ス
作
品

（4
月
中
旬
公
開
予
定
）。

「交
渉
人
」
↓z
m
z
m
g↓F
↓D
E

監
督
H
F
・
ゲ
イ
U
l
・
ク
レ
イ

主
演
M
R
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

L
・ジ
ャ
ヲ
ソ
ン
、

ケ
ビ
ン

・
ス
ベ
イ
シ
l

シ
カ
ゴ
書
事
N
0．
ー
の
入
園
宝
渉
人
が、

事
件
に
巻

き
込
ま
れ
た
。
祭
実
を
は
ら
す
た
め
、
自
ら
人
置
を
と
っ

た
置
が
逆
指
名
し
た
の
は
、
も
う
一人
の

「天
才
宜
渉
人
」

だ
っ
た
。

。
｛6
月
公
開
予
定
）
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任
天
堂
ゲ
l
ム
ポ
1
イ
の

覇
逼現

在
、
携
帯
ゲ

1
ム
機
の
ト
y
プ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
フ
ォ
ル
ダ
ー
で
あ
る

日

任
天
堂
が
、

mm
年

ω月間
ω
日
に
新
ハ

l

ド
「
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
カ
ラ
l
」
を
発
売

以
来
、
非
常
に
好
調
な
セ
ー
ル
ス
を
記

録
し
て
い
る
。
既
に
全
世
界
で

7
0
0

万
台
を
突
破
し
、
ま
た
ゲ

1
ム
ボ
l
イ

…

ソ
フ
ト
も
、

「ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
…

ピ
カ
チ
ュ
ウ
』

1
6
3
万
本
発
売、

「ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
』

1
5
6万
本
、

「遊
戯
王
デ
ュ
エ
ル
モ

ン
ス
タ
ー
ズ
』

1
3
3万
本
、

『ポ
ケ

…
モ
ン
カ
！
ド
G
B』
印
万
本
と
軒
並
み
…
こ
の

ω年
間
の
問
、
任
天
堂
が
ゲ
1
ム

大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
て
い
る
（
表
1
）O

H

ボ
l
イ
に
よ
っ
て
独
占
し
て
き
た
携
帯

日

こ
の
人
気
を
受
け
て
、
明
年
に
発
売

…
ゲ
l
ム
機
市
場
。
こ
の
魅
力
的
な
市
場
の

さ
れ
た
初
代
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
、
ブ
ロ
ス
、

日
恩
恵
に
あ
や
か
ろ
う
と
す
る
か
の
ご
と

ポ
ケ
ッ
ト
、
ラ
イ
ト
、
カ
ラ
！
と
シ
リ

日
く
、
あ
る
い
は
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
に
対
抗
す

H

l
ズ
を
通
し
て
、

つ
い
に
国
内
で

2
0
…
る
か
の
よ
う
に
、
幾
つ
も
の
ゲ
l
ム
メ
l

0
0万
台
、
全
世
界
で
累
計

7
0
0
0
H
カ
！
が
市
場
に
参
入
を
果
た
し
た
。

万
台
を
出
荷
し
た
。
全
世
界
で
最
も
普

…

t
t
告
社
ハ
l
ド
出
そ
ろ
い

及
し
て
い
る
ハ
ー
ド
で
あ
る
（
表
2
）
。

u
H
U
H
－

相
対
す
る

囲
内
で
苦
戦
を
続
け
る
家
庭
用
ハ

l

・

443

ド、

N
I
N
T
E
N
D
o
u
mと
は
裏
腹

…

携
帯
ゲ
l
ム
機
が
勢
い
を
見
せ
始
め

日

に
ゲ
！
ム
ボ
！
イ
シ
リ
ー
ズ
は
（
特
に

日
た
の
は
、
昨
年

ω月
9
1
U日
に
幕
張

．

圏
内
で
は
）
任
天
堂
を
支
え
る
屋
台
骨

…
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た

「
東
京
ゲ
l
ム
…

で
あ
り
、
重
要
な
資
金
源
と
な
っ
て
い

…
シ
ョ
ウ
明
秋
」
。
こ
の
シ
ョ
ウ
で
最
も
印
…

る
の
で
あ
る
。

日
象
的
だ
っ
た
の
は
、
セ
ガ
の
ド
リ
ー
ム

キ
ャ
ス
ト
に
対
す
る
、

S
C
E
I
、
パ

ン
ダ
イ
な
ど
各
社
の
携
帯
ゲ
！
ム
機
と

い
う
構
図
だ
。
任
天
堂
は
今
回
の
シ
ョ

ウ
も
協
賛
の
み
で
出
展
は
無
か
っ
た
の

だ
が
、
エ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ー
ス
で
ゲ
l
ム

ボ
l
イ
カ
ラ
ー
は
手
に
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
さ
な
が
ら
携
帯
ゲ
l
ム
機
の
発

表
会
と
化
し
た
シ
ョ
ウ
を
境
目
に
、
ゲ

ー
ム
ユ
ー
ザ
ー
の
意
識
は
自
ず
と
携
帯

ゲ
l
ム
機
に
注
目
し
初
め
た
の
で
あ
る
。

3
月
4
日
に
発
売
と
な
っ
た
パ
ン
ダ

イ
の
携
帯
グ

l
ム
機
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ

ン
。
パ
ン
ダ
イ
山
科
元
会
長
は
シ
ョ
ウ

の
講
演
会
に
て
、

「失
敗
に
終
わ
っ
た

家
庭
用
情
報
端
末
ピ
ピ
ン
の
後
継
機
」
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l 6 3万本

l 5 6万本

l 3 3万本

6 0万本

2 4万本

l 8万本

l 3万本

3万本

98年9~l 2日

98年9~25日

98年l2月l7日

98年l2月l8日

98年l2月l2日

98年l0月2l日

98年l2月4臼

98年l0月2l日

．褒1 ゲームボーイソフト販売本数

ポケットモンスターピカチzウ 任天堂

ドラゴンクエストモンスターズ エニックス
遊滋王デュヱルモンスターズ コナミ
ボケモンカードGB 任天堂

ゼルダの伝鋭夢をみる島DX 任天堂

ワリオランド2 lHれた財宝 任天堂

ロボットボンコツ ハドソン
テトリスデラックス 任天堂

崎明イボムゲ

闘

相

側

抑

制

m
m
m
m
日

。

眼

圃・ ゲームボーイ

出
街
台
数

｛単
位

．
万
台
）

日
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
発
売
当
日
で
推

日
定

6
万
台
を
販
売
す
る
ほ
ど
の
大
変
な

…
人
気
を
集
め
て
い
る
。

S
C
Eは
月
産

1
0
0万
台
と
い
う
強
気
な
姿
勢
を
み

せ
て
は
い
た
が
、
発
売
か
ら

2
ヶ
月
経

っ
た
現
在
で
も
店
頭
に
は
未
だ
並
ぶ
こ

日
と
は
少
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
ハ

l
ド

日
が
出
そ
ろ
い
、
ユ
ー
ザ
ー
に
そ
の
真
価

が
問
わ
れ
る
時
が
や
っ
て
き
た
。
ゲ
ー

…
ム
雑
誌
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
各
社
も

…
注
目
す
る
こ
の
現
状
、
ま
さ
に
今
は
携

…
帯
ゲ
1
ム
機
戦
争
の
様
相
を
呈
し
て
い

日
る
の
で
あ
る
。

…
携
帯
ゲ
l
ムブ
l
ム
の
謎

で
は
何
故
こ
の
様
な
携
帯
ゲ
1
ム
プ

l
ム
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

町
四
年
の

「ポ
ケ
モ
ン
』
の
影
響
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
後
の
ゲ
l
ム
ボ

ー
イ
ソ
フ
ト
の
タ
イ
ト
ル
数
、
出
荷
台

数
は
増
大
の

一
歩
を
た
ど

っ
て
き
た

（表
3
）。

ま
た

『た
ま
ご
つ
ち
』
の
影
響
を
受

…
け
た
キ
l
チ
ェ
ー
ン
型
の
携
帯
ゲ
1
ム

…
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
落
ち
着
き
を
み
せ

た
も
の
の
、
そ
の
流
れ
は

S
C
E
I
の

直E
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．褒3 ゲームボーイソフトのタイトル本教と出荷台数の縫移 そアし－－；；中井
れ不かくで箪
が足し l次平
C のテエの氏
P とレ芸よも
U きビ答う
競のゲ言に生
争逃 I 7 語前
でげそえっぁ、 1: .＝！ て著
り宗はうい書
みアチる（

色丹イム 。※

警~~tニ
向わ ちで
性す次 こす
を各項 ぽ
深社か れこ
くハら なれ
探 l携んは
りド帯 で作
たをゲ する
い分 1 ね側
。析ム 」か

し市 ら
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奇
し
く
も
横
井
軍
平
の
「
白
鳥
の
歌
」
と
な
っ
た
ワ
ン
ダ
ー

ス
ワ
ン
。
果
た
し
て
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
を
振
り
向
か
せ

る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

onder Swan 

3
月
4
日
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
戦
争
の

最
後
の
役
者
、
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
が
つ

い
に
発
売
さ
れ
た
。
秋
葉
原
の
あ
る
販

売
店
に
よ
れ
ば
、
「
淡
々
と
売
れ
て
ゆ

き
、
一
時
は
品
切
れ
に
も
な
り
ま
し
た

ね
。
あ
ま
り
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
は
忽
く
、
あ
れ
ば
買
う
と
い
っ
た

印
象
で
し
た
が
」
と
の
事
。
決
し
て
熱

く
迎
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の

の
、
パ
ン
ダ
イ
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
ハ

ー
ド
関
連
で
は
目
立
っ
た
実
績
の
な
い

メ
ー
カ
ー
の
新
ゲ
｜
ム
機
と
し
て
は
、

拡
か
な
か
の
滑
り
出
し
だ
っ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
の
特
徴
は
、
縦
横

ど
ち
う
で
も
遊
べ
る
と
い
う
斬
新
な
作

り
ゃ
、
拡
強
性
の
高
さ
。
ま
た
一
且
旦
別

の
圧
電
ブ
ザ
ー
を
復
活
さ
ゼ
、
出
串
3
電

池
1
本
で
羽
跨
聞
の
稼
働
を
可
能
に
し

た
こ
と
に
よ
り
、
徹
底
し
た
軽
量
化
と

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ
て
い
る
。
実

際
手
に
持
っ
て
み
る
と
か
な
り
軽
く
、

そ
の
洗
練
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
も
あ
っ
て

か
、
ど
こ
か
可
憐
芯
印
象
を
受
け
る
。

購
買
客
の
中
に
女
性
の
姿
が
ち
ら
ほ
ら

目
立
つ
、
と
い
う
の
も
鎮
け
る
憶
だ
。

し
か
し
今
回
、
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
の

発
売
に
あ
た
っ
て
最
も
注
目
さ
れ
た
の

は
、
こ
れ
が
「
ゲ
｜
ム
の
ハ
と
と
も
語

わ
れ
た
故
・
横
井
軍
平
氏
の
遺
作
に
あ

た
る
ハ
ー
ド
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
は
パ
ン
ダ

イ
と
、
横
井
氏
が
任
天
堂
退
社
後
に
設

立
し
た
株
式
会
社
コ
ト
の
共
同
開
発
に

よ
る
製
品
。
あ
え
て
白
黒
の
液
晶
画
面
に

こ
だ
わ
っ
た
あ
た
り
に
も
犠
井
氏
の
理

念
が
生
き
て
い
る
わ
け
だ
が
、
実
は
前
述

の
特
徴
も
す
べ
て
彼
の
提
案
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
。先
の
販
売
店
に
よ
れ
ば
「
購

入
す
る
の
は
圧
倒
的
に
加
代
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
風
が
多
い
」
と
の
こ
と
で
、
と
り

わ
け
マ
ニ
ア
層
に
ウ
ケ
が
良
い
ら
し
い

ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
だ
が
、
こ
れ
は
こ
の

辺
り
の
経
縄
か
あ
っ
て
の
こ
と
た
ろ
う
。

「
こ
れ
ま
で
燐
富
市
ゲ
l
ム
と
い
う
の

は
進
化
が
止
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
さ
ん
は
あ
る
程
度

齢
を
と
る
と
卒
業
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
そ
の
率
業
し
て
し
ま
っ
た
ひ
と
た

ち
を
呼
び
戻
し
た
い
ん
で
す
」
。
パ
ン

ダ
イ
・
ト
イ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
事

業
本
郵
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
宙
事
業
部
・

東
海
林
次
長
は
そ
う
語
る
が
、
高
い
年

齢
町
店
を
狙
う
と
い
う
戦
略
は
図
う
す
も

当
た
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
主
な
ユ
ー
ザ
ー
が
マ
ニ
ア

層
で
あ
れ
ラ
イ
ト
層
で
あ
れ
、
ワ
ン
ダ

ー
ス
ワ
ン
の
ソ
フ
ト
面
で
の
昂
ぞ
ろ
え

は
彼
ら
を
充
分
に
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
移
植
作
や
続
編
が
あ
ま

り
に
多
い
の
で
あ
る
。

参
入
メ
ー
カ
ー
の
数
は
お
社
と
非
常

に
多
く
、
川
崎
タ
イ
ト
ル
が
公
表
さ
れ
て
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静
か
に
浸
透
し
て
い
た
G
B
は、

『ポ
ケ
モ
ン
」
で
大
ブ
レ

イ
ク
を
果
た
し
た
。
そ
こ
に
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
だ
け
で
な
く

ハ
ー
ド
の
力
も
介
在
し
て
い
た
。

ame Boy Color 

ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
の
復
権
が
つ
巾
ケ
ッ

ト
モ
ン
ス
タ
ー
』
効
果
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
の
芯
い
事
実
。

コ
巾
ケ
モ
ン
』
発
売
以
降
、
任
天
堂
は
ゲ

ー
ム
ボ
ー
イ
ポ
ケ
ッ
ト
、
ラ
イ
ト
、
カ

ラ
ー
を
立
て
続
け
に
投
入
、
好
調
な
セ

ー
ル
ス
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

れ
が

『ド
ラ
ク
エ
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
』
「遊

戯
王
』
と
い
う
大
ヒ
ッ
ト
タ
イ
ト
ル
の

リ
リ
ー
ス
の
呼
び
水
と
も
な
っ
た
。

し
か
し
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
の
開
発
担
当

で
あ
る
任
天
堂
開
発
第
一
部
長
、
出
石

武
宏
氏
は
こ
う
語
る
。
「
「ポ
ケ
モ
ン
』

が
ヒ
ッ
ト
し
始
め
た
時
に

「よ
く
ポ
ケ

ッ
ト
に
通
信
つ
け
と
い
た
な
あ
』
っ
て

（笑）」
。
人
闘
が
触
る
部
分
、
ハ
ー
ド

的
に
簸
続
さ
れ
る
部
分
は
ど
う
し
て
も

パ
ー
ツ
が
大
き
く
怒
っ
て
し
ま
う
。

三
小
さ
く
作
っ
て
』
と
い
っ
た
ら

「じ

ゃ
あ
こ
れ
取
っ
て
も
い
い
？
』
っ
て

（
笑
）
」
（
出
石
氏
）
。
結
局
、
通
信
機
能

郡
分
の
形
状
を
新
し
く
し
て
コ
ン
パ
ク

ト
化
を
図
り
、
無
事
に
通
信
機
能
は
ポ

ケ
ッ
ト
に
装
備
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
‘
こ
れ
が
無
か
っ
た
ら
、

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
カ
ラ
l
へ
と
至
る
道
筋

も
無
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
も
そ
も

束
ケ
モ
ン
』
の
資
ひ
方

自
体
、
出
石
氏
た
ち
に
と
っ
て
は
意
外

な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
「
こ
ち
ら
は

通
信
と
い
え
ば
対
戦
。
相
手
の
人
聞
を

倒
す
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
田
尻
さ
ん
は
G
B
を
見
た
瞬
間
に

「
交
換
」
だ
、
と
思
っ
た
ら
し
い
。
で

も
交
換
と
い
う
の
を
見
て
、
み
ん
な
ム

ク
ム
ク
と
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か

ぶ
わ
け
で
す
。
あ
れ
は
田
尻
さ
ん
に
や

ら
れ
た
な
あ
と
思
っ
て
ま
す
」
（
出
石

氏）
。そ

し
て
現
在
、

G
Bは
N
M
の
燐
帯

端
末
と
し
て
の
役
割
を
負
わ
さ
れ
、

N

M

凹
を
中
心
と
す
る
ハ
ー
ド
構
想
の
中
核

を
も
成
し
て
い
る
。
ま
た
ポ
ケ
ッ
ト
カ

メ
ラ
、
釣
り
周
の
ソ
ナ
l
芯
ど
、
ゲ
ー

ム
織
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
、
そ
の
用

途
も
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
沈
幽
開
化
し
て
い
た
G
B市
場
を

『ポ
ケ
モ
ン
』
で
再
び
勢
い
づ
か
せ
、

さ
ら
怒
る
新
し
い
展
開
を
開
始
す
る
。

と
れ
が
全
て
計
算
す
く
怒
ら
ば
、
ま
さ

に
見
事
と
い
う
し
か
芯
い
。
だ
が
、
出

石
氏
は
「
そ
ん
忽
戦
銘
忽
ん
か
練
る
会

社
じ
ゃ
な
い
の
で
」
と
笑
う
。

そ
の
ど
こ
ま
で
が
本
音
忽
の
か
は
正

直
わ
か
ら
忽
い
。

G
Bの
将
来
に
つ
い

て
聞
い
て
み
て
も
「
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
よ
。
倒
G
Bケ
ー
ブ
ル
と
か
も
日
と

G
Bど
っ
ち
も
ソ
フ
ト
作
つ
て
は
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
ら
、
あ
れ
活
か
し
て
く
れ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
あ
れ
も
首

か
ら
話
は
あ
っ
て
、

S
F
C
で
や
っ
て

も
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
割
と
み
ん
な

ワ
ガ
マ
マ
で
G
Bが
良
け
れ
ば
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
。
僕
ら
や
っ
ぱ
り

メ
イ
ン
は
G
Bだ
か
ら
」
。

そ
し
て
出
石
氏
は
最
後
に
こ
う
語
っ

た
。
「
こ
れ
は
ど
こ
に
も
書
い
て
な
い

ん
で
す
け
ど
、
任
天
堂
に
は
見
え
な
い

線
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
を
超
え
た
ク

オ
リ
テ
ィ
を
実
現
で
き
な
け
れ
ば
任
天

堂
の
も
の
と
は
い
え
忽
い
。
そ
う
い
う

誇
り
が
ど
こ
か
に
あ
る
」
。
良
く
で
き

た
遊
び
道
具
は
、
想
像
力
を
限
定
せ
す
、

逆
に
広
げ
る
も
の
。
使
い
方
、
遊
び
方

は
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
下
さ
い
。
G
B
の

線
底
に
あ
る
の
は
そ
う
し
た
考
え
方
な

の
だ
ろ
う
。
G
B
の
強
さ
の
秘
密
は
、

案
外
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

直E
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『ロ
ボ
ッ
ト
ポ
ン
コ
ッ
ツ
』
は
赤
外
線
通
信
機
能
を

上
手
く
利
用
し
て
い
る
。



で週高
1iとス
あ、ベ
つb、ツ
たなク
がり
：のド
乗り
件 l
をム
整キ
えヤ
てス
のト

書おr-ム
事室
義元

モOGEOPOCKET COLOR 

現
在
の
任
天
堂
一
強
の
携
簿
ゲ
ー
ム

機
戦
争
に
先
陣
を
切
っ
て
飛
び
出
し
た

S
N
K、
「
ネ
オ
ジ
オ
ポ
ケ
ッ
ト
」
（
N

G
P
）。
し
か
し
、
昨
年

m月
お
日
に

発
売
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
発
売

さ
れ
た
ソ
フ
ト
は
、
同
時
発
売
で
あ
っ

た
8
本
に
『サ
ム
ラ
イ
ス
ピ
リ
ツ
ツ
！
』

を
加
え
た
9
本
の
み
。
広
告
展
開
も
さ

し
て
行
わ
れ
す
、
既
に
秋
の
東
京
ゲ
ー

ム
シ
ョ
ウ
で
発
表
し
て
い
た
通
り
、

3

月
四
日
、
早
く
も
カ
ラ
｜
携
帯
ゲ
｜
ム

機
「
ネ
オ
ジ
オ
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ラ
｜
」

（N
G
P
C
）
が
登
場
し
た
。

こ
の

あ
ま
り
に
も
早
い
N
G
P
C
の
登
場
に

は
、
N
G
P
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
怒
り
、

失
望
の
声
も
多
か
っ
た
。
編
集
部
で
は

S
N
K
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
を
お
願
い
し
た
も
の
の
、
回
答
を

得
る
に
は
至
う
な
か
っ
た
。

と
う
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
拡
背
景
の

な
か
で
発
売
さ
れ
た
N
G
P
Cだ
が
、

果
た
し
て
各
社
ハ
ー
ド
に
対
し
て
の
勝

算
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

N
G
P
Cは
縦
1
6
0ド
ッ
ト
X
織

1
5
2ド
ッ
ト
の
画
面
サ
イ
ズ
に
全
4

0
9
6色
中
、

1
4
6色
の
岡
崎
表
示

能
力
を
持
つ
。
同
じ
カ
ラ
ー
の
G
B
C

よ
り
も
高
ス
ペ
ッ
ク
で
あ
る
〈
G
B

C
－

p
m∞
欄
外
ス
ペ
ッ
ク
参
照
）
。
連

続
動
作
時
間
も
G
B
Cと
同
じ
単
3
電

池
2
本
で
、
倍
の
何
時
間
の
プ
レ
イ
が

可
能
。
ま
た
大
き
さ
や
値
段
も
G
B
C

と
変
わ
ら
広
い
。
N
G
P
シ
リ
ー
ズ
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
小
型
、
高
性
能
、
省

電
力
、
そ
し
て
低
価
格
、
こ
れ
う
携
帯

機
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
と
こ
と

ん
追
求
し
た
ハ
ー
ド
」
（
S
N
K広
報
）

と
の
事
だ
が
、
な
る
ほ
ど
確
か
に
そ
の

通
り
だ
。

N
G
P
で
も
問
題
視
さ
れ
て
い
た
ソ

フ
ト
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
同
時
発
売

ソ
フ
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
N
G
P用
ソ
フ

ト
の
カ
ラ
l
対
応
版
で
あ
り
不
満
が
残

る
。
し
か
し
、
今
後
は
S
C
Eや
ナ
ム

コ
が
参
入
を
果
た
し
た
こ
と
で
、
将
来

的
に
は
い
く
ら
か
解
消
は
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
3
月
初
日
に
カ
プ
コ
ン
と
の
共
同

製
作
の
対
戦
絡
鴎

「S
N
K
V
Sカ
プ

コ
ン
』
と
い
う
注
呂
タ
イ
ト
ル
が
発
表

さ
れ
た
こ
と
も
朗
報
の
一
つ
だ
。

ま
た
、

D
Cと
の
連
動
も
詳
細
が
伝

え
ら
れ
た
。
S
N
K広
報
の
話
で
は
、

『キ
ン
グ

・
オ
ブ

・
フ
ア
イ
タ
l
ズ

R

1
2

』
の
メ
イ
キ
ン
グ
モ
ー
ド
で
使
用

し
た
デ
l
夕
、
ア
イ
テ
ム
を
D
Cで
使

用
出
来
る
と
い
っ
た
デ
ー
タ
の
や
り
と

り
を
メ
イ
ン
に
考
え
て
い
る
と
い
う
。

広
告
展
開
も
前
回
と
は
遣
い
、
T
V

で
「
l
，m
n
o
t
B
O
Y
」
と

い
っ
た
ゲ
i
ム
ボ
ー
イ
と
の
比
較
広
告

と
思
わ
れ
る
C
Mを
行
う
な
ど
、
か
な

り
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

行
ゆ
か
で
も
流
通
対
策
が
良
く
で
き
て

お
り
、
製
造
に
時
間
の
か
か
う
な
い
フ

ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
を
採
用
、

ま
た
殆
ど

の
販
売
店
に
直
販
体
制
を
敷
い
て
い
る

た
め
、
安
定
し
た
供
給
が
図
れ
る
。

し
か
し
、
と
れ
で
一
度
離
れ
つ
つ
あ

る
ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と

が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
吉
岡
ス
ペ
ッ
ク

や
D
Cと
の
連
動
等
、
明
る
い
条
件
は

織
っ
て
い
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
の
心
を
つ

か
む
で
あ
ろ
う
ソ
フ
ト
の
供
給
は
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
。
今
後
、
携
得
ゲ
ー

ム
ブ
ー
ム
の
一
翼
を
担
う
に
は、

S
N

K
に
は
先
走
う
な
い
、
将
来
を
見
据
え

た
販
売
戦
略
が
必
要
に
思
う
が
果
た
し

て。

［ネオジオポケットカラー］ メーカー： SNK/価格：》8・900／発売日：・99年3月19日／CPU:16ピγト／液晶：：専用反射型カラ
戸一一「 ーTFT・160×152ドット・ 45mm・48mm／表示能力： 4096数中同時発色146色／使用電源：単3×2／連続動作時間：約40時間
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R
1
1
同
織
な
か
な
か
に
遊
べ
る
良
い
出
来
。



一
「
遊
び
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
E
シ
ョ
ン
」
の
一

一

1
E
E
B
E
E
－
一

三ド
身リ
が l
ーム
体キ
とヤ
なス
つト

錨 N

討
LM  
~I、

亡巴
みν
且，ユ
ほア
ル
メ
モ
リ

isual Memory 

ロ
」
ジ
ュ
ア
ル
メ
モ
リ
」
は
た
だ
の
ド

リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
用
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
メ

モ
リ
で
な
く
、
今
後
の
セ
ガ
の
企
業
戦

略
を
担
う
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

「
い
ろ
ん
な
も
の
と
つ
な
が
る
こ
と
で

新
し
い
『遊
び
」
と
『コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』
を
提
案
す
る
」
ー
ー
と
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
メ
モ
リ
の
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
は
、
果

た
し
て
開
花
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
モ
リ
が

つ
な
ぐ
も
の

セ
ガ
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
担
当
竹
崎
忠
氏

は
、
書
市
ゲ
ー
ム
機
フ
ー
ム
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
る
。

「
携
稽
ゲ
ー
ム
機
ブ
ー
ム
は
今
し
ば
ら

く
は
続
く
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
携
帯

ゲ
ー
ム
機
単
体
で
は
や
が
て
か
つ
て
の

よ
う
に
市
場
が
縮
小
す
る
ζ
と
は
沓
め

広
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

の
携
帯
ゲ
ー
ム
機
は
恕
庭
用
据
え
置
き

型
ゲ
l
ム
機
と
の
連
動
で
、
さ
ら
に
遊

び
の
帽
を
広
げ
芯
が
ら
鉱
大
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ド
リ

ー
ム
キ
ャ
ス
ト
で
は
、
携
補
す
る
こ
と

に
よ
る
楽
し
み
と
、
個
人
の
割
問
屋
で
遊

ぶ
楽
し
み
を
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
本
体

と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
モ
リ
で
分
担
し
、
そ

の
組
み
合
わ
せ
で
い
ろ
い
ろ
忽
新
し
い

楽
し
み
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
」

竹
崎
氏
の
言
葉
通
り
に
、
あ
る
程
度

の
効
果
を
生
ん
で
い
る
も
の
は
残
念
な

が
ら
ま
だ
少
な
い
が
、
成
功
例
を
あ
げ

る
な
ら
ば

『ソ
ニ
ッ
ク
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
」
の
「
チ
ャ
オ
」
だ
ろ
う
。
A
I
L

－

F
E
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ゲ
l
ム
の
な

か
の
人
工
生
命
体
で
あ
る
チ
ャ
オ
を
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
モ
リ
に
よ
っ
て
モ
ニ
タ

ー
の
前
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
場
所
に

で
も
持
ち
歩
き
愛
情
を
注
ぐ
こ
と
が
出

来
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
交
換
や

里
子
も
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
ド
リ
ー
ム

キ
ャ
ス
ト
を
中
心
と
し
た
世
界
の
広
が

り
は
大
き
い
。
ま
た
、

『パ
ワ
ー
ス
ト

ー
ン
』
の
ミ
ニ
ゲ
l
ム
も
良
く
で
き
て

お
り
、
村
ゆ
か
な
か
楽
し
め
る
作
り
だ
。

ま
た
、
セ
ガ
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
モ

リ
の
盤
込
口
を
標
準
装
備
す
る
ド
リ
ー

ム
キ
ャ
ス
ト
互
換
機
版
N
A
O
M
l専

用
圏
構
体
「
N
A
0
M
l
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」
を
発
表
。
た
だ
ド
リ

ー
ム
キ
ャ
ス
ト
と
N
A
O
M
l
纂
板
と

の
夏
換
性
を
狙
う
だ
け
で
は
な
く
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
メ
モ
リ
に
よ
っ
て
、
常
に
ア

ー
ケ
ー
ド
と
家
庭
の
連
動
を
狙
『
つ
戦
略

で
あ
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド
と
家
庭
用
を
繋

ぐ
企
画
は
セ
ガ
が
初
め
て
で
は
な
く
、

m数
年
前
に
「
ネ
オ
ジ
オ
メ
モ
リ
ー
カ

i
ド
」
と
し
て
S
N
K
が
行
っ
た
が
、

性
能
的
に
も
デ
ー
タ
セ
｜
ブ
ロ
ー
ド
が

限
界
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

N
A
O
M

ー
と
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
の
性
能
差
は

完
全
に
無
く
怒
り
、
移
植
だ
け
で
な
く

連
動
ま
で
考
慮
に
入
れ
た
展
開
が
可
能

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
既
に
セ
ガ
か
ら

は

『ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
グ
ラ
ム
1
全
日
本

プ
ロ
レ
ス
2

l

N

日
本
武
道
館

l
」
と
い
う
連
動
予
定
タ
イ
ト
ル
が
発

表
さ
れ
、
期
待
が
か
か
る
。

し
か
し
、
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
に
し

て
も
ア
ー
ケ
ー
ド
に
し
て
も
、
い
か
ん

せ
ん
タ
イ
ト
ル
本
数
の
少
芯
さ
は
致
命

的
だ
。
チ
ャ
オ
と
い
っ
た
成
功
例
か
ら

将
来
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

の
、
今
後
、
次
世
代
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
等
、
状
況
が
緊
迫
化
す
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
何
処
ま
で

新
し
い
遊
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
で
き
る
か
が
、
セ
ガ
に
は
問
わ

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［ビジュアルメモリ］ メーカー：セガ／価格：》2,500／発売日：’鈍年11月27日／CPU:8ピット／液晶： 48X32ドット・モノ

ヲロ表示／使用電源：ポ空ン電池× 2／電池寿命：時計モード時約130日・ゲームモード時：約100時間程度 （ゲーム内容、使 F 一一「
い方により大きく変化） 直空」
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P
D
A
で
あ
り
な
が
S
、
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
変
わ
S

ぬ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
持
つ
ポ
ケ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
進

む
方
向
性
を
探
る

ocket Station 

供
給
不
足
の
続
く

ポ
ケ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

1
月
お
自
に
発
売
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
発
表
当
初
の
予
定
よ

り
1
ヶ
月
遅
れ
の
発
売
で
あ
っ
た
が
、

販
売
即
日
の
売
り
切
れ
と
怒
り
、

2
ヶ

月
経
っ
た
現
在
で
も
「
あ
る
程
度
の
置

は
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

の
、
未
だ
絶
対
的
な
供
給
不
足
」
（
販

売
店
）
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。

ポ
ケ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
購
買
層

は
、
そ
の

『た
ま
ご
つ
ち
』
に
も
似
た

愛
婿
の
あ
る
形
か
う
コ
フ
イ
ト
ユ
ー
ザ

ー
や
低
年
齢
層
に
集
ま
っ
て
い
る
」

（
販
売
店
）
と
い
う
。
ま
た
、
携
世
帯
ゲ

ー
ム
機
や
個
人
情
報
端
末
（
P
D
A
）

と
い
う
よ
り
も
、
「
液
晶
表
示
能
力
の

付
い
た
メ
モ
リ
ー
力
l
ド
」
等
、

面
白

そ
う
な
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
周
辺

機
器
と
い
っ
た
捉
え
方
を
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

見
た
目
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

に
、
驚
く
べ
き
程
高
い
能
力
を
持
つ
。

c
p
Uは
、
現
在
発
売
さ
れ
て
い
る

ど
の
携
帯
ゲ
ー
ム
機
よ
り
も
高
い
犯
ピ

ッ
ト
。
「
持
ち
運
べ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

（
ポ
ケ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
者
－

S
C
E
開
発
研
究
本
部
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
部
部
長
岡
本
伸
一
氏
）
と
い
う
開

発
コ
ン
セ
プ
ト
通
り
、
処
理
能
力
は
P

C
と
同
等
の
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
の
こ

と
。

ま
た
採
用
さ
れ
て
い
る
サ
ウ
ン
ド

は
、
市
ピ
ッ
ト
P
C
M音
源
で
非
常
に

ク
リ
ア
ー
な
音
を
出
す
。
P
C
M音
源

と
は
こ
れ
も
ま
た
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
音
源
で
あ

り
、
自
然
音
（
ア
ナ
ロ
グ
デ
l
タ
）
を

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
変
換
、
再
生
が
可

能
。
こ
の
仕
様
で
あ
れ
ば
斉
を
出
し
て

し
ゃ
べ
る
と
と
も
可
能
だ
。

ポ
ケ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

膏
輔
鑓
檀
用

だ
が
、
渡
晶
表
示
の
ド
ッ
ト
数
が
小

さ
い
（
maド
ッ
ト
×
明
記
ド
ッ
ト
｝

た
め

に
、
高
性
能
で
あ
っ
て
も
、
ゲ
l
ム
性

が
官聞
い
も
の
は
作
り
に
く
い
の
で
は
と

い
う
懸
念
が
あ
る
。

確
か
に
2
巾
ケ
ッ
ト
ム
ー
ム
｜
」
等、

現
在
発
売
さ
れ
て
い
る
も
の
を
み
て
も

ゲ
l
ム
伎
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
少
忽

い
。
し
か
し
、
担
ピ
ッ
ト
C
P
Uパ
ワ

ー
を
世
間
頭
部
分
に
使
用
し
な
い
で
よ
い

た
め
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
処
理
能
力
に

パ
ワ
ー
を
集
中
さ
せ
る
と
と
が
可
能

だ
。岡

本
氏
は
「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
用
途
が
広

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
住
所
録
の
よ
う
忽
使

い
方
や
、
単
語
帳
と
し
て
の
使
い
方
も

考
え
ら
れ
ま
す
ね
」
と
語
っ
て
い
る
。

た
だ
の
携
帯
ゲ
ー
ム
機
と
し
て
の
利

用
だ
け
で
な
い
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
N
0

1
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
強
力
な
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
を
利
用
し
た
携
帯
情
報
端
末

的
な
利
用
に
期
待
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
対

応
ソ
フ
ト
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
み
て

も
、
お
ま
け
ゲ
ー
ム
の
域
を
出
そ
う
な

も
の
は
数
少
な
い
。

「
液
晶
表
示
能
力
の
付
い
た
メ
モ
リ

ー
カ
ー
ド
」
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め

に
も
、
前
述
の
方
向
性
を
意
識
し
た
対

応
ソ
フ
ト
を
そ
ろ
え
、
購
買
層
に
幅
広

い
利
用
法
を
S
C
E
i
は
示
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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確
か
に
表
現
能
力
は
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
る
ロ
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「
遊
び
」
と
は
元
来
、
日
常
生
活

と
は
区
分
け
さ
れ
、
独
自
の
ル
ー
ル

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
空
間
の
中
で

行
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
R

カ
イ
ヨ

つ
も
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
時
間

お
よ
び
空
間
の
厳
密
忽
限
界
の
内
部

で
完
了
す
る
」
活
動
な
の
だ
（
注
1
）。

あ
ら
ゆ
る
燐
富
市
ゲ
ー
ム
機
の
根
底

に
あ
る
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
遊
べ

る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
こ
の

遊
び
の
限
界
を
引
き
伸
ば
そ
う
と
す

る
、
湾
ひ
手
の
強
い
欲
求
の
反
映
に

他
怒
ら
忽
い
。
自
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
そ
の
欲
求
は
犠
々
な
形
を
と
り
、

我
々
の
前
に
姿
を
現
わ
し
て
き
た
。

こ
こ
で
は
そ
ん
な
携
富
市
ゲ
ー
ム
の

歴
史
を
、
ざ
っ
と
振
り
返
っ
て
見
て

み
よ
う
。

一ポ
ケ
ッ
ト
メ
イ
ト
の
書

日
本
に
お
い
て
い
ち
ば
ん
始
め
に

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
遊
べ
る
」
と

い
う
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て

作
う
れ
た
商
晶
は
、
実
は
デ
ジ
タ
ル

製
品
で
は
忽
い
。
そ
れ
は
今
を
さ
か

の
ぼ
る
と
と
お
年
前
、
昭
和
田
年
に

ト
ミ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
た

ヨ
山
ケ
ッ

ト
メ
イ
卜
」
と
い
う
名
の
オ
モ
チ
ャ

で
あ
る
（
注
2
1

ア
イ
デ
ア
会
議
の
際
に
、
メ
ジ
パ

ー
の
ひ
と
り
が
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の

ケ
i
ス
に
消
し
ゴ
ム
、
ク
リ
ッ
プ
等

を
入
れ
て
い
た
と
と
か
ら
発
案
さ
れ

た
と
い
う
こ
の
オ
モ
チ
ャ
は
、
カ
セ

ッ
ト
大
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
の

中
に
、
銀
玉
や
パ
ネ
仕
組
問
け
や
タ
イ

マ
ー
な
ど
様
々
拡
ギ
ミ
ッ
ク
が
詰
め

込
ま
れ
た
、
ま
さ
に
ア
ナ
ロ
グ
の

「
携
稽
ゲ
ー
ム
機
」
だ
っ
た
。『
イ
ン

ベ
ー
ダ
｜
』
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ゲ

ー
ム
や
男
女
聞
の
相
性
占
い
の
ゲ
ー

ム
芯
ど
、
ゲ
ー
ム
の
種
類
の
豊
富
さ

と
4
0
0円
と
い
う
定
価
の
安
さ
で

大
ヒ
ッ
ト
、
発
売
の
翌
年
に
は
1
0

0
0万
個
の
売
上
げ
を
記
録
し
、
以

後
シ
リ
ー
ズ
通
し
て
1
0
0種
類
近

い
ゲ
ー
ム
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。
当

時
の
資
料
に
は
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

「
余
暇
時
代
と
言
わ
れ
る
今
回
、
レ

ジ
ャ
ー
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
と
多
織

化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
個
人
の

自
由
な
時
聞
を
埋
め
る
パ
ー
ソ
ナ
ル

な
楽
し
み
を
与
え
る
各
種
の
ゲ
ー
ム

25年のヒストリー

「ポケットメイ卜jシリーズ（1975～85)

携帯ゲーム機、

l……… 携帯ゲームの歴史。
それは知何なるものだったのだろうか？

も
台
頭
し
て
き
ま
し
た
。
ト
ミ
ー
の

ポ
ケ
ッ
ト
メ
イ
ト
ゲ
l
ム
シ
リ
ー
ズ

は
、
ゲ
ー
ム
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
を
図

っ
た
商
品
と
し
て
幅
広
い
年
齢
を
対

象
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
」
。
な
ん
と

も
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
一
言
葉
だ
が
、

携
帯
ゲ
｜
ム
の
端
緒
に
あ
っ
た
言
葉

と
し
て
非
常
に
興
味
深
い
。

実
は
こ
れ
以
前
に
も
、
シ
ュ
ウ
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
か
ら

コ
巾ケ
ッ

タ
ブ
ル
』
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
携
帯
の

で
き
る
ゲ
l
ム
が
出
て
い
た
の
だ
が

（注
3
て

こ
れ
は
あ
く
ま
で
将
棋
や

パ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン
芯
ど
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
し
た
、
従
来
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

の
小
型
版
と
い
っ
た
意
昧
合
い
の
も

の
。
当
然
対
戦
相
手
が
い
な
く
て
は

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
す
、
「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
乙

の

「ゲ
ー
ム
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
」
と

い
う
発
想
は
非
常
に
斬
新
な
も
の
だ

っ
た
。
実
際
、
当
時
の
子
供
た
ち
は

遊
び
相
手
を
ひ
と
り
連
れ
て
い
く
よ

う
な
気
分
で

『ポ
ケ
ッ
ト
メ
イ
卜
』

を
ポ
ケ
ッ
ト
に
押
し
込
ん
だ
も
の
だ

っ
た
の
だ
。

一ゲ
l
ム
S
ウ
ォ
ッ
チ
の

一大
フ
l
ム

「ポケ－，1rhレ」シリース’

そ
の
後
、
『ポ
ケ
ッ
ト
メ
イ
卜
』

に
と
っ
て
代
わ
っ
た
の
が
、
昭
和
田

年
に
任
天
堂
か
う
発
売
さ
れ
た
、
か

の
有
名
忽
ゲ
ー
ム
＆
ウ
ォ
ッ
チ

（以

下
G
＆
W
）
で
あ
る
。
定
価
は
5
8

0
0円
。
こ
の
小
さ
芯
電
子
玩
具
が

天
才
・
横
井
軍
平
｛注
4
）
の
手
に
な

る
も
の
で
あ
り
、
彼
が
新
幹
線
の
中

で
見
た
電
卓
で
遊
ぶ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
姿
か
ら
そ
の
着
想
を
得
た
と
い
う

の
は
有
名
な
笥
た
。
し
か
し
横
井
氏

の
天
才
た
る
所
以
は
、
そ
こ
で

「B
」

の
字
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
‘
絵
に
置
き

換
え
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
一
気
に
ア
イ
デ
ア
を
継
し
す
す

め
て
し
ま
っ
た
点
に
あ
る
。

コ
巾
ケ
ッ
ト
メ
イ
ト
』
が
子
供
を

中
心
に
遊
ば
れ
た
の
に
対
し
、
液
晶

が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
新

鮮
な
驚
き
や
、
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」
や

「
フ
ァ
イ
ア
」
忽
ど
と
い
っ
た
タ
イ

ト
ル
に
顕
著
な
、
や
や
シ
ニ
カ
ル
芯

ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
が
受
け
入
れ
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
、
当
時
大
人
に
も
広
く

遊
ば
れ
た
（
注
5
）。

（注1）岩浪書店『遊びと人間J(1970) （注目現在は発売されていなし＇・ （注3）現在はツフタオリジナルかB販売中． （注4)1941年京都

生まれ。 1965年任天堂入社．「ウルトラハンド」を皮切りに『光線銃SPJ「ゲーム品ウォッチ」「ゲームボーイ」「バーチャJレボーイ」芯ど

を開発.1996年間祉を退社、企画開発販売の「コトJ「セルゴ」を殴立した矢先‘ 1997年不慮の事故で逝去．享年57臓．「ゲームの父」

とも呼ばれる． ｛注5）ち主主みに『へ）（.，メット」は、頭よから雨のように降ってくるスパナやハンマー広どの工具類を避けつつ移動する‘と

いう内容．「ファイアJI＜！：炎上するピJレから次々に飛び降りてくる人々を担架でパウンドさせ．片っ端から救畠車に政り込んでゆくという内
密である．直E
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「
実
際
、
大
人
が
通
勤
途
中
に
遊
ん

で
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
し
た
ね
」

と
語
る
の
は
、
東
京
・
中
野
の
デ
ジ

タ
ル
・
モ
ン
ド

・
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
ン

ダ
レ
イ
」
の
オ
ー
ナ
ー
、
猪
蔵
氏
。

「
マ
ン
ダ
レ
イ
」
は
L
S
lゲ
l
ム

の
中
古
品
柊
と
が
多
数
販
売
さ
れ
て

い
る
店
で
あ
り
、
彼
自
身
L
S
lゲ

ー
ム
の
マ
ニ
ア
で
も
あ
る

（注
6
）。

「G
S
Wが
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
て
、

そ
の
後
、
各
社
か
う
も
同
僚
の
製
品

が
そ
れ
こ
そ
山
の
よ
う
に
出
ま
し
た

が
、
や
は
り
一
番
優
れ
て
い
た
の
は

G
＆
W
で
し
た
。
G
＆
W
に
は
リ
ズ

ム
と
い
う
か
、
ビ
ー
ト
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
遊
び
手
を
病

み
つ
き
に
さ
せ
た
ん
で
す
」
。

ま
た
熊
蔵
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
の

携
帯
ゲ
ー
ム
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
的
な
使
わ
れ
方
の
萌
芽
は
、

す
で
に
こ
の
頃
か
ら
子
供
た
ち
の
間

に
見
ら
れ
た
と
い
う
。

「
液
晶
ゲ
ー
ム
っ
て
や
っ
ぱ
り
子
供

ゲーム＆ウォ ッチ・ワイドスウリーン
「ファイアJ(1981) 

に
と
っ
て
は
高
か
っ
た
。
だ
か
ら
み

ん
な
、
自
分
の
液
品
ゲ
ー
ム
を
1
個

す
っ
持
ち
寄
り
、
交
換
し
て
遊
ん
だ

ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
う
、
そ
こ
に

ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
し
た

（注
7
）」
。

G
S
Wは
こ
の
後
、
ス
ク
リ
ー
ン

が
二
枚
あ
る
「
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
」

シ
リ
ー
ズ
や
カ
ラ
l
液
晶
を
採
用
し

た
「
ス
ー
パ
ー
カ
ラ
｜
」
シ
リ
ー
ズ
、

二
人
対
戦
が
可
能
な
「
マ
イ
ク
ロ
V

S
シ
ス
テ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
含

め
、
昭
和
印
年
の
コ
ノ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ

ッ
ク
」
に
至
る
ま
で
計
お
作
が
発
売

さ
れ
た
。
圏
内
で
の
売
上
げ
は
1
2

8
7万
台
、
海
外
で
は
3
0
5
3万

台
、
全
世
界
で
芯
ん
と
4
3
5
0万

台
の
売
り
上
げ
を
記
録
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
実
は
い
ま
だ
に
海
外

か
う
の
発
注
が
あ
り
、
時
折
「
ゼ
ル

ダ
」
の
G
＆
W
版
な
ど
と
い
っ
た
よ

う
な
も
の
が
海
外
限
定
で
発
売
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
発
売
後
初

年
近
く
を
経
た
今
も
、
世
界
の
ど
こ

か
で
、
誰
か
が
G
＆
W
を
遊
ん
で
い

る
の
だ
。

一漕
晶
ゲ
l
ムの

一変
わ
り
稲
た
ち

さ
て
、
こ
こ
で
少
々
寄
り
道
を
し
、

G
＆
W
と
と
も
に
一
時
代
を
築
い
た

変
わ
り
種
液
品
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
簡

単
に
ご
紹
介
し
た
い
。
内
容
的
に
任

天
堂
に
は
敵
わ
な
い
も
の
が
多
か
っ

た
と
は
雪国
一
え
、
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
発

売
さ
れ
た
液
目田ゲ
l
ム
は
1
0
0タ

イ
ト
ル
を
下
う
な
い
。
中
に
は
独
自

拡
仕
掛
け
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
作

昂
も
数
あ
っ
た
。

ま
す
は
パ
ン
ダ
イ
か
ら
発
売
さ
れ

た
「
L
C
Dソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
シ
リ

ー
ズ
」
。
こ
れ
は
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ

ー
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
太
陽
光
で

動
く
の
は
勿
論
、
芯
ん
と
蛍
光
灯
の

光
で
も
動
い
て
し
ま
う
優
れ
モ
ノ
だ

っ
た
。
電
池
が
い
ら
な
か
っ
た
の
だ

が
、
省
エ
ネ
の
た
め
の
設
計
と
い
う

よ
り
は
、
子
供
心
を
捉
え
る
ギ
ミ
ッ

ク
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ゲ
ー

ム
的
に
函
白
い
も
の
が
多
か
っ
た

が
、
完
全
に
音
が
出
な
か
っ
た
上
、

少
し
光
が
足
り
芯
く
怠
る
と
液
晶
が

薄
く
芯
る
辺
り
、
白
昼
夢
の
よ
う
な

不
思
議
砿
雰
囲
気
を
怒
し
出
し
て
い

た
。次

は
ポ
ピ
ー
の
「
ア
ニ
メ
ス
ト
」

シ
リ
ー
ズ
。『
コ
ブ
ラ
」
や

『D
r

ス
ラ
ン
プ
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」
な
ど

LCDソーラーパワーシリーズ 「恐
怖の無人島J(1982) 

当
時
の
人
気
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
動
か
せ
た
の
が
ミ
ソ
。
今
に
し

て
み
れ
ば
、
こ
れ
が
「
ゲ
ー
ム
」
と

「ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
」
の
初
め
て
の
出

合
い
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
カ

ン
ベ
ン
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
聞
く
と

ゲ
ー
ム
画
面
が
出
て
く
る
、
オ
ペ
ラ

グ
ラ
ス
風
の
作
り
も
人
気
だ
っ
た
。

ま
た
、
カ
シ
オ
が
出
し
た

「ゲ
ー

ム
電
車
」

も
有
名
で
あ
る
。
一
見
た

だ
の
電
車
芯
の
だ
が
、
パ
ネ
ル
の

「B
」
の
数
字
を
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
に

見
立
て
、

迎
撃
す
る
と
い
う
ゲ
l
ム

が
つ
い
て
い
た
。
子
供
が
手
に
す
る

機
会
は
少
な
か
っ
た
が
、
怠
惰
忽
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
重
宝
さ
れ
た
。
他
に

も
数
字
キ
ー
を
押
す
と
曲
が
弾
け
る

ゲーム電車 「MG-880J アニメスト・ シリーズ「ゴルゴ13
(1980) シーヲレットキラーJ(1983) 

「メ
ロ
デ
ィ
機
能
」
や
「
オ
ル
ゴ
ー

ル
機
能
」
忽
ど
を
内
蔵
。
当
然
時
流

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
余
っ
た
C
P
Uの
パ
ワ
ー
を
余

計
芯
機
能
に
充
て
る
、
と
い
う
の
は

今
の
パ
ソ
コ
ン
業
界
と
同
綴
で
な
か

な
か
興
味
深
い
。

他
に
は
ト
ミ
ー
の
ゲ
ー
ム
付
き
腕

時
計
、
「
ウ
ォ
ッ
チ
マ
ン
」
シ
リ
ー

ズ
も
印
象
的
だ
っ
た
。
時
計
部
分
よ

り
ゲ
ー
ム
部
分
の
占
め
る
割
合
の
方

が
大
き
く
、
正
確
に
は
「
腕
に
巻
け

る
時
計
機
能
付
き
ゲ
ー
ム
」
と
い
っ

た
趣
の
製
品
。
し
か
し
子
供
の
目
に

は
腕
時
計
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く、

値

段
的
は
G
＆
W
と
変
わ
ら
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
う
手
、
非
常
に
高
級
な

も
の
に
見
え
た
。
し
か
し
、
「
携
帯
」

と
い
う
意
昧
で
は
こ
れ
以
上
の
形
態

は
芯
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

一フ
ァ
ミ
コ
ン
を
経
て

一遂
に
G
B
ヘ

こ
の
よ
う
に
な
か
忽
か
の
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
液
品
ゲ
l
ム
機
市

場。

し
か
し
安
易
な
作
り
の
粗
悪口
聞

が
掴
唱
え
て
く
る
に
従
っ
て
、
そ
の
人

ウォッチマン ・シリー
ズ「水道管」 （1982)

（注6)OigitalMondoShop Manda円ay （問い合わ世 033387 0099) （注7）「ち芯みに液晶とは遣って大13i01d:蛍光表示管ゲム芯
ども、自転車のカゴに入れて強引に携帯してましたよ（笑）J（猪蔵氏｝．

[I!] 



気
に
も
陰
り
が
見
え
て
き
た
。
昭
和

田
年
、
任
天
堂
が
G
S
W
で
蓄
え
た

資
産
を
元
に
開
発
し
て
い
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
世
に
出
る
に

あ
た
り
、
液
目
田
ゲ
ー
ム
の
存
在
は
完

全
に
霞
ん
で
し
ま
っ
た
。
家
庭
用
テ

レ
ビ
を
使
っ
た
色
鮮
や
か
な
画
面
や

差
替
え
の
で
き
る
ロ
ム
カ
セ
ッ
ト
な

ど
は
、
当
時
の
人
々
に
は
大
変
な
衝

撃
だ
っ
た
の
だ
。

携
帯
ゲ
ー
ム
機
が
再
び
脚
光
を
浴

び
る
の
は
、
実
に
そ
の
六
年
後
の
平

成
元
年
、
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ

（
以
下
G

B
）
が
登
場
し
て
か
ら
だ

（
注
目
）
。

償
井
軍
平
率
い
る
任
天
堂
・
製
造
本

部
開
発
第
一
部
が
数
々
の
試
行
錯
誤

の
末
に
作
り
上
げ
た
と
の
ハ
ー
ド

が
、
「
ブ
ロ
ス
」
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
「
ラ

イ
ト
」
そ
し
て
「
カ
ラ
｜
」
と
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
重
ね
芯
が
ら
、
い

ま
だ
に
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
愛
さ
れ

続
け
て
い
る
の
は
ご
承
知
の
通
り
。

し
か
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
の
中
で
、
更
に
細
か
い
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
が
為
さ
れ
て
い
る
と
と

は
あ
ま
り
知
う
れ
て
い
芯
い
。

「
任
天
堂
っ
て
数
作
る
か
ら
、
作
っ

た
ら
作
っ
た
だ
け
、
お
客
さ
ん
か
ら

の
意
見
な
り
ク
レ
ー
ム
な
り
が
ボ
ン

と
返
っ
て
く
る
ん
で
す
わ
。
や
っ
ぱ

り
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
そ
れ
に
こ
た

え
怠
け
れ
ば
怒
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

リ
ブ
の
高
さ
を
微
妙
に
変
え
る
と

か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
更
を
ぎ
ょ
う

さ
ん
加
え
て
く
ん
で
す
。
2
年
経
つ

と
外
見
は
一
緒
で
も
中
身
は
全
然
違

う
と
い
う
こ
と
に
怒
っ
て
ま
す
」
。

（
任
天
堂
開
発
出
石
氏
）

G
B
で
の
全
世
界
で
の
売
上
げ

は
、
優
に
7
0
0
0万
台
を
超
す
。

節
目
節
目
で
ソ
フ
ト
に
恵
ま
れ
た
幸

運
と
、
こ
う
し
た
任
天
堂
の
極
め
て

聡
人
的
芯
気
質
と
が
、
現
在
の
「
世

界
で
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ム

機
」
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
芯
い
。

一時
代
の
徒
花
、

一
G
Gと
リ
ン
ク
ス

フ
ァ
ミ
コ
ン
全
盛
時
、

G
Bが
力

一
フ
ー
を
使
わ
苧
モ
ノ
ク
ロ
に
こ
だ
わ

っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
携
帯
ゲ
ー
ム

と
い
う
形
を
重
視
し
て
い
た
た
め
で

あ
る
。
当
時
、
カ
ラ
ー
液
晶
は
ゲ
ー

ム
憾
に
導
入
す
る
に
は
ま
だ
早
す
ぎ

る
技
術
で
、
こ
れ
を
導
入
す
る
と
な

る
と
様
々
な
商
で
弊
害
が
出
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
の
だ
。

し
か
し
、
あ
え
て
そ
こ
に
挑
戦
し

た
の
が
セ
ガ
の
「
ゲ
ー
ム
ギ
ア
」
で

あ
る
。
当
時
、
圏
内
に
は
ま
だ
存
在

し
な
か
っ
た
カ
ラ
ー
の
液
晶
ゲ
ー
ム

機
は
、
人
々
に
新
鮮
な
驚
き
を
与
え

た
（
注
9
）。
し
か
し
先
障
を
切
っ

た
こ
と
で
負
っ
た
り
ス
ク
は
あ
ま
り

に
も
大
き
忽
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

内

u
《
M
g

nヨアギムゲ

「
や
は
り
カ
ラ
l
液
目
田
は
非
常
に
高

価
で
‘
質
的
に
も
現
在
の
よ
う
に
良

い
も
の
で
は
芯
か
っ
た
。
そ
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
と
ご
納
得
い
た
だ
け
る
製

品
ク
オ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
は
相
当
な

苦
労
が
あ
り
ま
し
た
」
（
セ
ガ
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
担
当
竹
崎
氏
）

結
局
、
単
3
電
池
E
本
と
い
う
消

費
電
力
が
必
要
と
怒
り
、
ま
た
ハ
ー

ド
自
体
も
「
携
帯
」
す
る
に
は
つ
ら

い
、
大
ぶ
り
な
設
計
と
怠
っ
て
し
ま

っ
た
の
は
周
知
の
通
り
。
圏
内
で
は

1
8
8万
台
、
世
界
中
で
は
1
0
7

4
万
台
の
出
荷
を
果
た
し
た
が
、
市

場
を
引
っ
張
る
よ
う
な
強
力
な
タ
イ

ト
ル
に
も
恵
ま
れ
す
、
徐
々
に
市
場

か
ら
衰
退
す
る
と
と
と
怒
っ
た
の

だ
。実

は
こ
れ
以
前
に
も
、
力
ラ
｜
液

晶
の
携
帯
ゲ
ー
ム
機
は
存
在
し
た
。

知
る
人
ぞ
知
る
、

A
T
A
R
－
の

《
M
G

内

O
A
W
M
 

』
Jスヲ、／

「
リ
ン
ク
ス
」
で
あ
る

（
注
旧
）
。
だ

が
こ
れ
も
、
日
本
人
の
手
に
は
大
き

す
ぎ
る
設
計
や
、
輸
入
品
ば
か
り
の

ソ
フ
ト
が
受
け
入
れ
ら
れ
苧
、
そ
も

そ
も
の
販
売
台
数
が
少
な
か
っ
た
と

と
も
あ
っ
て
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知

5
れ
ぬ
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
が
放

っ
た
極
彩
色
の
光
に
い
ま
だ
に
独
特

な
魅
力
が
あ
る
。
現
在
出
て
い
る
ゲ

ー
ム
ポ
l
イ
カ
ラ
ー
は
内
部
に
発
光

機
能
を
持
た
す
、
外
か
ら
く
る
光
を

反
射
さ
せ
る
方
式
を
採
っ
て
い
る
た

め
、
光
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
こ

れ
ら
の
ハ
ー
ド
は
発
光
型
の
た
め
、

ど
ん
砿
暗
閣
の
中
で
も
プ
レ
イ
す
る

こ
と
が
可
能
。
す
で
に
滅
ん
で
し
ま

っ
た
八
l
ド
が
自
ら
発
す
る
光
に
、

妖
し
い
魅
力
を
感
じ
て
い
る
者
も
多

い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
と
れ
以
降
、

9
0
0万
本

の
売
り
上
げ
を
記
録
し
た

コ
山
ケ
モ

ン
」
や
1
5
0
0万
台
を
販
売
し
た

「
た
ま
ご
つ
ち
」
等
（
編
集
部
調
べ
て

大
ヒ
ッ
ト
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
携
帝
ゲ

ー
ム
市
場
は
現
在
の
興
隆
を
迎
え
る

こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
そ
の
歴
史
を

見
て
く
る
と
、
憎
間
帯
ゲ
ー
ム
と
い
う

も
の
が
、
時
お
り
下
降
線
を
辿
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
は
量
一
口
え
、
い
か
に
そ

の
シ
ェ
ア
を
総
大
し
続
け
て
き
た
か

が
わ
か
る
。燐
帯
ゲ
ー
ム
は
確
実
に
、

我
々
の
生
活
の
隙
聞
に
は
い
り
こ

み
、
そ
こ
か
ら
深
く
浸
透
し
て
き
て

い
る
の
だ
。

ま
さ
に
、
遊
び
の
持
つ
空
間
的
時

間
的
な
制
限
を
引
き
延
ば
し
つ
つ
あ

る
携
帯
ゲ
ー
ム
。
今
後
、
と
の
延
長

は
ど
こ
ま
で
惜
惜
し
進
め
ら
れ
る
の

か
、
不
安
で
も
あ
り
、
ま
た
楽
し
み

で
も
あ
る
。

（
編
集
部
小
野
塚
）

（注目）当時の定価は1万2.800円。 GBの制作コストは実はファミコン以よのものであったが‘ コスト削誠のために非常芯苦心があったとい
うことだ． （注自）オプションのチューナーをつければテレビが見れるというアイデアも面白かった． （注io)rリンヲス」は燐帯ゲーム慢
の特性を生かした斬新な織情を持っていた．画面を上下逆古まに表示、本体も上下左右逆にして遊べたり、本体を縦にして持たせる、ちょ
うど今の「ワンタースワン」を恩わせるよう芯ソフトが出ていたりした．

直E



コ
卜
と
い
う
の
は
、
初
め
は
非
常

に
軽
い
ノ
リ
で
始
ま
っ
た
会
社
で
し

た
。
横
井
が
任
天
堂
を
や
め
、
私
も

そ
れ
と
は
ま
た
別
に
辞
表
を
出
し

て
、
ひ
と
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業

を
や
っ
て
い
た
と
き
、
横
井
か
ら
話

を
持
ち
か
け
ら
れ
た
ん
で
す
。
「一

緒
に
会
社
や
ら
へ
ん
？
」
っ
て
。
ま

あ
何
と
か
な
る
や
ろ
、
と
思
っ
て
つ

い
て
っ
た
ん
で
す
が
、
い
ざ
「
横
井

さ
ん
、
会
社
の
設
立
っ
て
ど
う
す
ん

の
？
」
っ
て
訊
い
た
ら
、
「
さ
あ
7

1947年生まれ。1976年 ’一
任天堂に入社。手がけた
主な製品はゲーム＆ウォ
yチ、ゲームボーイ、バ
ーチャルボーイなど。出
石氏とは今も友達同士。
退社後、横井軍平氏と株
式会社コトを股立。

誰
か
す
る
や
ろ
」
。
『会
社
の
作
り
方
』

い
う
本
買
っ
て
き
て
、
あ
わ
て
て
読

み
ま
し
た
よ
（
笑
）
。

な
に
せ
小
さ
な
会
社
で
す
か
ら
、

今
回
の
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
の
話
を
パ

ン
ダ
イ
さ
ん
か
ら
も
ろ
た
時
も
、
私

は
反
対
し
た
ん
で
す
。
任
天
堂
の
時

か
ら
、
い
つ
も
績
井
が
ア
イ
デ
ィ
ア

出
し
て
、
私
が
具
現
化
す
る
と
い
う

立
場
で
い
ま
し
た
の
で
ね
、
そ
れ
が

実
現
可
能
か
ど
う
か
は
わ
か
る
ん
で

す
わ
。
こ
ん
な
仕
事
は
と
に
か
く
、

今ーを作り－土…げーた男ーた～ちーに

僕らだけが「こういうのが欲しい欲しい」って

騒いでた。あれこれ研究して、なんとか本物に

しようと一生懸命作っていました。

最近はゲームの流れが広がってきて、尖った

タイトルも増えています。僕、ファミコンの頃

は出たゲームせ’んぶ遊んでたんですが、今は遊

べへんものも多い。たとえば Iピカチュウげん

きでちゅうjなんかは、僕らの考えている「ゲ

ーム」の範鳴にはないわけです。見てると可愛

くてほだされちゃいますけどね（笑）。でもやっ

ぱり自分では遊ばへん。つまり今って、ゲーム

に遊び手が選ばれてるわけです。だけどそんな

中でも、 GBは常に遊べる。今でも広いお客さ

んに向けたゲームが出続けてると思うんですよ。

今は携帯ゲームブームということですが、皆

さん、手を抜かないて‘いいものを作ってくれる

といいですね。もしG&Wのときのように下手

なものを他社さんが出さはるようやったら、今

度は僕ほんとに怒りにいきます（笑）。

巨E

あったんやないか、ということ。言わば僕らは、

G&Wを作りながら、ゲーム作りのノウハウの

基本を蓄積していたんです。それを持ったまま

ゲームボーイ（以下GB）の制作に移った。だ

から基本的な部分が決しておろそかになってい

ない。

G&Wがブームになって、他社さんも同じよ

うなものを出さはりましたが、安易なものが多

かったのはつらかったですねえ。僕たちは3、

4カ月かけて 1タイトルイ乍っているのに、ごく

軽い気持ちで＇f'i;ってしまう人達がいる。このま

まだと市場が危ないし、皆さん発想自体は優れ

ではるんやから、ぜひアドバイスさせてもらお

うと思て、本気でコネを探したものです（笑）。

G&Wのときから、ゲーム内容が差し替えで

きたらいいな、というのは考えていたんです。

それが後にGBになりました。GBは発売当初、

ファミコンが全盛ということがあって、社内的

にはほとんど期待されてなかったですわ。ただ



入
手
も
お
金
も
か
か
り
過
ぎ
る
・

．．．．． 

結
局
、
作
り
ま
し
た
け
ど
ね
。
だ
い

た
い
、
い
つ
も
こ
ん
な
パ
タ
ー
ン
な

ん
で
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ボ
ー
イ
ゃ
っ

た
時
も
、
「
横
井
さ
ん
、
こ
れ
は
無

理
や
。
こ
ん
な
の
は
家
電
業
界
が
や

る
レ
ベ
ル
で
す
よ
」
「
ま
あ
や
っ
て

み
」
「
い
や
、
ゃ
れ
へ
ん
」
「
行
く
と

こ
ま
で
や
っ
た
ら
え
え
ん
や
」
「
い

や
、
で
き
な
い
l

」
：
：
：
そ
う
い
う

感
じ
（
笑
）
。
我
々
は
や
っ
ぱ
り
技

術
屋
ゃ
か
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
積

み
上
げ
の
人
間
な
ん
で
す
け
ど
、
あ

の
ひ
と
は
天
才
肌
で
ガ
l
ッ
と
行
っ

て
し
ま
う
。
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
と
い

う
名
前
に
は
、
悠
然
と
水
の
上
を
ゆ

く
横
井
と
必
死
に
足
を
パ
タ
っ
か
せ

る
周
囲
の
人
問
、
そ
ん
な
意
味
も
あ

る
ん
で
す
。

結
局
、
横
井
は
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン

の
開
発
中
に
亡
く
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
で
お
じ
ゃ
ん
と
か
、
あ
る

い
は
悲
し
む
と
か
そ
う
い
う
こ
と
じ

ゃ
な
く
て
、
横
井
が
亡
く
な
っ
た
か

ら
こ
れ
も
終
わ
り
じ
ゃ
、
パ
ン
ダ
イ

さ
ん
に
は
勿
論
あ
の
ひ
と
に
も
申
し

訳
な
い
。
だ
か
ら
誰
ひ
と
り
欠
け
る

こ
と
な
く
継
続
し
て
、
パ
ン
ダ
イ
さ

ん
と
も
協
力
し
て
、
な
ん
と
か
作
り

あ
げ
ま
し
た
ね
。

で
も
や
は
り
、
み
ん
な
言
わ
な
く

と
も
横
井
の
遺
志
を
引
き
継
い
で
ま

す
わ
。
そ
う
で
な
き
ゃ
、
こ
こ
ま
で
出

来
ひ
ん
か
ら
ね
。
た
と
え
ば
「
枯
れ
た

技
術
の
水
平
思
考
」
。
泊
代
の
若
い
人

聞
が
部
品
設
計
す
る
段
階
で
、
「
技
術

屋
と
し
て
は
こ
う
使
い
た
い
け
れ
ど

も
、
製
品
と
し
て
は
こ
っ
ち
の
安
い

モ
ン
を
使
う
べ
き
や
」
っ
て
い
う
判

断
を
下
す
ん
で
す
よ
。
人
数
が
少
な

い
か
ら
浸
透
し
た
ん
か
ね
。

私
は
将
来
的
に
は
、
携
帯
機
が
主

流
に
な
る
と
思
う
て
る
ん
で
す
。
も

っ
と
言
え
ば
、
子
供
を
テ
レ
ビ
の
前

か
ら
外
し
た
い
ね
ん
。
あ
の
線
で
つ

な
が
れ
て
る
不
自
由
さ
、
テ
レ
ビ
の

前
に
座
ら
さ
れ
て
い
る
不
自
由
さ
っ

て
、
す
ご
く
嫌
な
ん
で
す
よ
。
別
に

自
分
の
机
の
上
へ
で
も
電
車
の
中
へ

で
も
い
い
の
で
、
そ
こ
ま
で
「
主
流
」

を
持
っ
て
い
け
な
い
か
な
、
と
い
う

の
が
私
の
考
え
で
す
。
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
の
世
界
で
は
、
自
由
さ
つ

で
も
の
を
も
っ
と
作
り
た
い
。
ま
だ

ま
だ
携
帯
機
は
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー

ト
や
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

「横井軍平と…とも古こ携帯ゲ－

E人に遊んでもらう基本は

おの一一

開冗m一郎.長

1952年生まれ。1975年任天堂に入社。
手がけた主な製品は光線銃、ゲーム晶ウ
オッチ、ゲームボーイのハードウェア等。
慮近ではGBカラー用ソフトも手がけた。

聞をかけましたね。液晶って動きが「ティ ッコ

ン、ティッコン、ピッピッピJでしょ。断続的

なんですわ。だから当たり判定やタイミングの

調整が非常に難しかった。他には難易度の上昇

下降のカーブの描き方などですね。その辺りユ

ーザーさんに違和感を持たれたら、もう遊んで

もらえません。振り返ってみて思うのは、今の

ゲームの基本になる部分ってやっぱりあそこに

僕が携帯ゲーム機にかかわりだしたのはおよ

そ20年前、ゲーム＆ウォッチ（以下G&W）の

2、3作目辺りからでした。それまでは遣う部箸

におったんですがG&Wが売れて、「横井さん

のとこが忙しくなってきたみたいや、行ってこ

い！」と言われまして（笑）。

G&Wは結局、 40タイトル近く作りました。

アイデア出しはもちろん、練り込みにも相当時

巨E



ゲ

ム

批

編
集
部
小
野
塚

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
の

有
名
な
カ

l
ド
ゲ
l
ム

『
マ
ジ
ッ
ク
一

ザ
・
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
』
な
ど
も
、
バ

ッ

ク
ボ
ー
ン
が
非
常
に
し

っ
か
り
し
て
お

り
、
カ
ー
ド
を
集
め
れ
ば
集
め
る
ほ
ど

広
が

っ
て
ゆ
く
世
界
の
壮
大
さ
が
魅
力

の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
る
。
断
片
的
な

作
品
形
態
の
た
め
、
遊
び
手
が
想
像
力

を
働
か
せ
る
余
地
が
常
に
残
っ
て
い
る

の
も
、
カ
ー
ド
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
ろ

・「
ノ
。

「ポ
ケ

ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
ヵ

l
ド
ゲ

ー
ム
』
は
明
年
に
発
売
さ
れ
た
。
と
か

く
複
雑
な
も
の
に
な
り
が
ち
な
カ
l
ド

ゲ
l
ム
だ
が
、
こ
の
作
品
の
難
度
は
ち 評プ

レ
イ
時
間

on時
間

ょ
っ
と
遊
べ
ば
子
供
も
理
解
で
き
る
程

度
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
遊
び
込

み
の
き
く
懐
の
深
さ
を
持
ち
あ
わ
せ
て

'1x明
6 

[?jJ 

対戦時、 相手の手のうちが見えないのもGBならでは。

い
た
。
最
強
の
デ

ッ
キ
（
自
分
の
山
札
）

作
り
を
目
指
す
も
よ
し
、
お
気
に
入
り

の
ポ
ケ
モ
ン
だ
け
を
使
う
も
よ
し
、
ト

リ
ッ
キ
！
な
戦
術
の
組
み
合
わ
せ
を
考

え
る
も
よ
し
、
カ
ー
ド
の
コ
ン
プ
リ
ー

ト
を
目
指
す
も
よ
し
、
遊
び
方
は
自
由

だ
。
や
や
敷
居
の
高
い
カ

l
ド
ゲ
l
ム

の
楽
し
さ
を
、

「ポ
ケ
モ
ン
」
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
子

供
た
ち
に
伝
え
て
み
せ
た
手
腕
も
鮮
や

か
だ

っ
た
。
ま
た
、

「ポ
ケ
モ
ン
」
を

単
な
る
フ
ィ
ル
タ
ー
に
終
わ
ら
せ
な
か

っ
た
点
に
も
好
感
が
も
て
た
。
こ
の
カ

ー
ド
ゲ
！
ム
で
も
や
は
り
、

『ポ
ケ

ッ

ト
・
モ
ン
ス
タ
ー
』
の
世
界
が
魅
力
的



日
に
表
現
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

こ
こ
で
い
う
「
世
界
」
と
は
、
ポ
ケ

…
モ
ン
た
ち
の
「
生
態
系
」
と
で
も
呼
ぶ

べ
き
も
の
で
あ
る
。
登
場
す
る
の
べ

2

H
0
0種
類
近
い
ポ
ケ
モ
ン
た
ち
の
聞
に

日
は
、
微
妙
に
調
整
さ
れ
た
力
の
パ
ラ
ン

…
ス
関
係
が
あ
り
、
そ
こ
に
食
い
つ
食
わ

日
れ
つ
の
、
ち
ょ
う
ど
食
物
連
鎖
を
思
わ

…
せ
る
よ
う
な
構
造
が
生
じ
て
い
た
。
明

日
確
な
舞
台
や
設
定
が
用
意
さ
れ
て
い
る

“
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

…
そ
こ
に
、
ポ
ケ
モ
ン
た
ち
の
暮
ら
す
有

…
機
的
な
環
境
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き

…
た
の
だ
。
そ
れ
は
絵
で
描
か
れ
た
彼
ら

日
の
姿
に
、
生
あ
る
も
の
の
息
づ
か
い
を

…
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

－hr・
－
国
園
・
・
圏
一一

2

園陸
闘
副
・
圃
圏
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一一
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圃
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携
帯
ゲ
ー
ム
機
に
よ
る

力
l
ド
ゲ
l
ム
へ
の
い
ざ
な
い

各ポケモンたちはそれぞれ個性的な妓、攻撃方法を持つ。

本
作

『ポ
ケ
モ
ン
カ

l
ド
G
B」
は、

こ
の
カ
ー
ド
ゲ
l
ム
の
名
品
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
の
形
で
ゲ
l
ム
ボ

1
イ
に
移
植

し
た
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
だ
が
、
た
だ
の

移
植
作
と
あ
な
ど
っ
て
は
い
け
な
い
。

携
帯
ゲ
l
ム
機
に
落
と
し
こ
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
い
く
つ
も
の
利
点
が
う
ま

れ
、
ゲ
ー
ム
が
よ
り
そ
の
肱
力
を
増
し

て
い
る
の
だ
。

第

一
の
利
点
は
、
手
軽
さ
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
実
際
の
カ

l
ド
ゲ
l
ム
の

よ
う
に
か
さ
ば
ら
な
い
の
で
、
ど
こ
へ

で
も
持
っ
て
い
け
る
し
、
カ
ー
ド
を
ひ

ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
て
も
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
物
の
カ
！
ド

ゲ
l
ム
に
お
い
て
は
強
い
手
札
を
揃
え

る
の
に
そ
れ
な
り
の
投
資
が
必
要
と
な

る
が
、
本
作
で
は
す
べ
て
の
カ

l
ド
が

R
O
M
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
出

資
の
面
も
気
に
な
ら
な
い
。
対
戦
相
手

が
い
な
い
と
き
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
相
手

に
遊
べ
る
の
も
い
い
。
ま
た

「カ

l
ド

ポ
ン
1
」
と
い
う

G
B版
な
ら
で
は
の

フ
ィ
l
チ
ャ
ー
も
あ
る
。
お
互
い
の
ロ

ム
の
中
に
、
ひ
と
り
の
相
手
に
つ
き

一

回
だ
け
ポ
ケ
モ
ン
を
生
み
出
す
こ
の
通

信
シ
ス
テ
ム
は
、
携
帯
ゲ
l
ム
機
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
l
ル
と
し
て
の

側
面
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ

う
。
「カ

1
ド
ポ
ン
！
」
で
し
か
入
手

で
き
な
い
レ
ア
な
ポ
ケ
モ
ン
も
い
て
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
の
交
流
の
き
っ
か
け

と
な

っ
て
く
れ
る
。

正
直
な
話
、
こ
の
ソ
フ
ト
に
触
れ
る

ま
で
は
カ

1
ド
ゲ

1
ム
と
携
帯
ゲ

1
ム

機
が
こ
ん
な
に
も
相
性
が
良
い
も
の
だ

と
は
知
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
を
体
現
し

て
み
せ
た
本
作
の
功
績
は
大
き
い
。
カ

ー
ド
ゲ
l
ム
未
体
験
の
方
は
ま
ず
こ
の

『ポ
ケ
モ
ン
カ
l
ド
G
B」
か
ら
始
め
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は

カ
1
ド
で
構
築
さ
れ
た
、
豊
か
な
遊
び

の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

p A （可 F I I f'. 
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子
供
向
け
の
商
品
と
し
て
、
近
年

に
な
い
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た

「ポ
ケ
ッ

ト
・
モ
ン
ス
タ
ー
』。

本
書
で
は
、

光
の
固
ま
り
が
飛
び
交
う
ゲ
l
ム
の

画
面
上
に
幼
い
無
意
識
は
何
を
見
る

の
か
を
、
宗
教
学
者
の
中
沢
新
一
氏

が
「
野
生
の
思
考
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
読
み
解
い
て
い
く
。

「
野
生
の
思
考
」
と
は
、
文
化
人

類
学
者
・
レ
ヴ
ィ
H
ス
ト
ロ
ー
ス
な

ど
が
言
う
と
こ
ろ
の
、
人
簡
が
太
古

か
ら
持
つ
無
事
思
議
の
衝
動
を
指
す
。

元
昆
虫
少
年
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た

『ポ
ケ
モ
ン
』。

中
沢
氏
は
、

子
供
達
が
こ
の
ゲ
l
ム
の
中
に
無
意

識
な
が
ら
も
豊
か
な
野
生
の
思
考
を

見
い
だ
す
と
岡
崎
に
、
そ
の
ゲ
l
ム

シ
ス
テ
ム
か
ら
は
人
間
の
内
な
る
危

険
な
欲
望
を
飼
い
な
ら
す
す
べ
を
学

ん
で
い
る
と
分
析
。
さ
ら
に
そ
の
先

へ
と
論
を
導
き
だ
す
。

画
期
的
な
子
供
／
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

論
を
展
開
す
る
好
著
で
あ
る
。

ヨE
メーカー：任天堂／俊種：ゲームボーイカラー・ゲームボーイ／価格：￥3.500/
発売日：・鉛年12月18日・恒輔醤櫨鵬首．
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プ
レ
イ
時
間
O
叩
時
間

…フ
ァ
ン
の
心
理
を
わ
し
づ
か
み
に
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
の
成
功
例

〉
〉

ゲ

l
ム
性
皆
無
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

『遊
戯
王
デ
ユ
ヱ
ル
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
』。

〈
〈

1
0
0万
本
セ
ー
ル
ス
と
い
う
驚
嘆
す
べ
き
大
成
功
の
要
因
と
は
。

「遊
戯
王
デ
ュ
エ
ル
モ
、

…
ズ
』
は
、
週
刊
漫
画
誌
で
連
載
中
の
コ

…
対
戦
型
カ
l
ド
ゲ
l
ム
で
あ
る
。
そ
れ

日
ぞ
れ
に
意
匠
を
凝
ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
の

ー
ヵ
l
ド
を
駆
使
し
、
対
戦

H

相
手
を
撃
破
し
て
い
く
形
式
だ
。
手
札

…
か
ら
出
し
た
カ
l
ド
を
比
べ
、
よ
り
強

…
い
方
が
相
手
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ

日
る
と
い
う
寸
法
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
肝
心
の
ゲ
l
ム
性
に
つ

い
い
て
だ
が
、
結
論
か
ら
申
し
上
げ
る
と

…
「
破
綻
し
て
い
る
」
と
言
わ
ざ
る
を
得

日
な
い
。
理
由
と
し
て
は

「相
手
よ
り
も

…
強
い
カ
l
ド
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
、
ボ

…
タ
ン
を
連
打
し
て
い
る
だ
け
で
勝
負
は

…
終
わ
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
極
論

…
す
れ
ば
、
画
面
を
見
る
必
要
す
ら
な
い

の
で
あ
る
。
か
け
ひ
き
の
生
ま
れ
そ
う

な
シ
ス
テ
ム
、

二
枚
の
カ
l
ド
を
掛
け

合
わ
せ
て
強
い
カ

l
ド
を
生
み
出
す

「融
合
」
と
い
う
も
の
も
あ
る
に
は
あ

る
が
、
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
対
戦
の
場

会空~ I
「堕

“・
3ヰレた司；1ごかオヲフマ うλ劫υ司E

~~るのは－ n-tごのみき’
つぎはお‘ならずかっ号。

ゲームの根幹を象徴的に表した名ゼリフ。

に
存
在
す
る
の
は
カ
l
ド
の
強
さ
の
み

で
あ
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
工
夫
な
り
テ

ク
ニ
ッ
ク
な
り
と
言
っ
た
も
の
の
介
在

す
る
余
地
が
、
ま

っ
た
く
と
言
っ

て
良

い
ほ
ど
無
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
ゲ
l
ム
の
評
価
す
べ

き
所
は
別
に
あ
る
。
そ
れ
は

「読
者
が

漫
画
の
登
場
人
物
に
な
り
き
れ
る
舞
台

を
提
供
し
た
」
部
分
だ
。
原
作
で
お
な

じ
み
の
カ
l
ド
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
自
ら
思

う
が
ま
ま
に
操
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら

に
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
達
と
の
対
戦
を
通

し
て
共
有
で
き
る
そ
の
世
界
は
、
ま
さ

に
漫
画
の
世
界
と
自
分
の
世
界
を
融
合

さ
せ
ら
れ
る
格
好
の
舞
台
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
登
場
人
物
が
原
作
と
同
じ
台

詞
を
吐
く
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品

と
し
て
の
ツ
ボ
を
き
ち
っ
と
押
さ
え
て

い
る
点
に
も
注
目
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
に
同
相
さ
れ
た
ト
レ

1
デ
ィ
ン

グ
カ
l
ド
は
そ
れ
で
し
か
入
手
で
き
な

い
と
あ

っ
て
は
、
熱
烈
な
フ

ァ
ン
な
ら

ば

「も
う
買
う
し
か
！
」
。

1
0
0万
本
以
上
の
セ
ー
ル
ス
を
記

録
し
た
事
実
を
見
て
も
わ
か
る
と
お

り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
と
し
て
は
大

成
功
を
収
め
た
と
言
っ
て
良
い
。
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
購
買
層
が
原
作
の

読
者
と
同
じ
ゃ
ケ
1
ム
ボ
1
イ
と
し
た
選

択
も
、
賞
賛
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
そ
の

成
功
の

一
因
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
で
ゲ
l
ム
性
が
伴
っ
て
い
れ
ば

完
撃
だ
っ
た
の
だ
が
。
「ゲ
l
ム
」
と

し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
は
、
も

う
少
し
ひ
ね
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
？

色＿B_Q二LLLf一一一一一一一一一一
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穂
回
電
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プ
レ
イ
時
間

on時
間

ポ
ケ
ス
テ
と
チ
l
プ
な
ゲ
l
ム
遷
か
放
っ

…一E本
の
よ
う
な
キ
ュ
l
ト
ネ
ス

〉
〉

1
0
0種
以
上
の
ポ
ケ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
ソ
フ
ト
を
収
録
し
た
「ポ
ケ
ッ
ト
ム
l
ム
l
』。

日
〈
〈

ゲ

l
ム
と
し
て
の
完
成
度
は
さ
て
お
き
、
『
ダ
ツ
ズ
」
と
し
て
の
出
来
の
よ
さ
に
＝
ヤ
リ
。

ハ
ー
ド
の
進
化
に
伴
い
、
ビ
行

日
ル
も
内
容
も
こ
れ
だ
け
大
掛
か
り
な
ソ

…
フ
ト
が
増
え
て
く
る
と
、
昔
の
素
朴
な

日
ゲ
1
ム
が
い
さ
さ
か
懐
か
し
く
な
っ
て

…
く
る
。
最
近
、

一
部
で
フ
ァ
ミ
コ
ン
な

れ
ど
ひ
と
昔
前
の
ゲ
l
ム
が
人
気
を
集

…
め
、
マ
ニ
ア
の
間
で
は
プ
レ
ミ
ア
の
つ

日
く
ソ
フ
ト
な
ど
も
出
て
き
て
い
る
の

日
は
、
決
し
て
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は

日
な
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
昔
の
ゲ
l

u

ム
の
方
が
今
の
ゲ
｜
ム
よ
り
勝
っ
て
い

…
た
、
な
ど
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し

日
か
し
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
が
今
、
か

…
つ
て
は
な
か

っ
た
魅
力
を
醸
し
出
し
は

…
じ
め
て
い
る
の
は
確
か
だ
と
思
う
。
今

…
の
ゲ
l
ム
と
く
ら
べ
て
あ
ま
り
に
も
チ

－
プ
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
音
が
、
逆
に

…
あ
る
種
の
「
か
わ
い
ら
し
さ
」
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

『ポ
ケ
ッ
ト
ム
l
ム
l
」
は
ポ
ケ
ッ

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
遊
ぶ
こ
と
を
前
提

に
作
ら
れ
た
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
七
十
点

近
い
ミ
ニ
ゲ
l
ム
が
収
録
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
ど
れ
も
ゲ
l
ム
繋
明
期
の
ハ

ー
ド

『び
ゅ
う
太
」
や

「カ
セ

ッ
ト
・
ビ

ジ
ョ
ン
』
な
ど
を
初
御
と
さ
せ
る
極
め

て
単
純
な
も
の
ば
か
り
。
も
ち
ろ
ん
今

こ
れ
ら
を
、
い
か
に
数
が
多
い
と
は
言

え、

P
S上
で
喜
ん
で
遊
ぶ
者
は
い
な

い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ポ
ケ
ス
テ
に

ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
さ
れ
た
瞬
間
、
こ
れ
ら

の
ゲ
！
ム
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
輝
き

を
放
ち
は
じ
め
る
。
チ
l
プ
さ
と
デ
ザ

イ
ン
周
り
の
セ
ン
ス
の
良
さ
が
、
か
わ

い
ら
し
い
ポ
ケ
ス
テ
本
体
と
相
ま
っ
て
、

ち
ょ
う
ど
、
良
く
で
き
た
豆
本
の
よ
う

な
キ
ュ

l
ト
さ
を
生
み
出
す
の
だ
。

ゲ
ー
ム
と
し
て
見
れ
ば
当
然
厳
し
い

評
価
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
作
品
で
あ

る
。
純
粋
に
ゲ
！
ム
を
楽
し
み
た
い
人

に
と
っ
て
は
納
得
の
い
か
な
い
作
り
だ

ろ
う
し
、
中
に
は
単
な
る
数
合
わ
せ
と

し
か
思
え
な
い
内
容
の
ソ
フ
ト
も
あ

る
。
本
作
の
売
り
の
ひ
と
つ
は
、
ゲ
－

ム
の
他
に

「電
車
」
や

「世
界
時
計
」

な
ど
三
十
種
類
近
い
ツ

l
ル
類
が
あ

り
、
合
計
百
個
以
上
の
ソ
フ
ト
が
収
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
あ
く
ま
で
「
質
よ

り
量
」
の
賑
や
か
さ
を
目
指
し
た
せ
い

だ
ろ
う
か
、
玉
石
混
交
で
、
新
し
い
ソ

フ
ト
を
子
に
い
れ
る
に
は
手
元
に
あ
る

ゲ
l
ム
を
や
り
こ
ん
で
ポ
イ
ン
ト
を
稼

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
シ
ス

テ
ム
が
し
ば
し
ば
苦
痛
を
伴
う
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
も
事
実
。
す
べ
て
の
ソ

フ
ト
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト
す
る
に
は
か
な

り
の
根
気
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し

「グ
ッ
ズ
」
と
し
て
見
れ
ば
、
な
か
な

か
可
愛
が
り
甲
斐
の
あ
る
、
よ
く
出
来

た
ソ
フ
ト
な
の
だ
。
な
に
よ
り
ゲ
l
ム

を
グ
ッ
ズ
と
し
て
見
立
て
た
と
こ
ろ
に

粋
を
感
じ
る
。
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小
野
塚

プ
レ
イ
時
間

o
m時
間

…反
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と
し
て
ぬ

〈
x
b
y
l
v
a
、E
D電
車
時

…，，圃
d
E

’’e

』

4

・4
1

，‘，
g占

e
，

〉〉

ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
で
発
売
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
パ
ズ
ル

『G
U
N
P
E
Y
』。

〈〈

地
昧
な
ル
ッ
ク
ス
と
は
裏
腹
の
そ
の
強
力
拡
申
書
性
志
、
い
か
に
し
て
生
ま
れ
る
の
か
。

…
パ
ズ
ル
ゲ
l
ム
と

…
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
に
つ
い
て

な
ぜ
、

「テ
ト
リ
ス
』
の
ブ
ロ
ッ
ク

日
は
落
ち
つ
鴨
つ
け
る
の
事
た
ろ
う
か
？
ま

…
た
な
ぜ
、

「倉
庫
番
」
の
倉
庫
は
散
ら

日
か
り
つ
づ
け
、

『
X
I』
の
サ
イ
コ
ロ

…
は
増
え
つ
愉
つ
け
る
の
だ
ろ
う
か
？
統

…
計
力
学
者
な
ら
こ
の
間
い
に
、
「
エ
ン

…
ト
ロ
ビ
ー
は
絶
え
ず
増
大
す
る
も
の
だ

…
か
ら
だ
」
と
答
え
る
だ
ろ
う
。

「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」
と
は
、
統
計
力

…
学
に
お
い
て
「
情
報
量
」
を
意
味
す
る

U

言
葉
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
乗
り
物
に

…
つ
い
た
計
器
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
ほ

日
し
い
。
は
じ
め
は
自
転
車
。
そ
こ
に
は

…
計
器
の
類
い
は

一
切
な
く
、
人
は
自
分

の
視
界
内
の
情
報
の
み
を
頼
り
に
運
転

を
す
る
。
し
か
し
こ
れ
が
バ
イ
ク
や
車

に
進
化
す
る
と
、
速
度
計
や
タ
コ
メ
ー

タ
ー
が
つ
く
。
つ
ま
り
考
慮
す
べ
き

「
情
報
量
」
が
増
え
た
わ
け
だ
。
さ
ら

に
セ
ス
ナ
機
に
な
る
と
高
度
計
や
方
位

計
が
つ
く
。
こ
の
程
度
ま
で
な
ら
ま
だ
、

一
般
人
で
も
努
力
次
第
で
は
乗
り
こ
な

す
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
こ
れ
が
ジ
ャ
ン
ボ
機
に
ま
で
な
る

と
完
全
に
お
手
上
げ
で
あ
る
。
計
器
類

は
コ
y

ク
ピ
y
ト
全
体
を
埋
め
尽
く
す

こ
と
に
な
る
。
仮
に
操
作
な
ど
ま
か
さ

れ
よ
う
も
の
な
ら
、
我
々
は
そ
の
判
断

材
料
の
海
に
溺
れ
、
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
た

ち
ま
ち
墜
落
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
な

に
か
が
進
化
す
る
に
つ
れ
、
あ
る
い
は

時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
情
報
量
が

加
速
度
的
に
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ

ど
増
え
て
ゆ
く
こ
と
。
こ
れ
を
エ
ン
ト

ロ
ピ
ー
の
増
大
と
呼
ぶ
。

こ
れ
は
元
来
熱
力
学
か
ら
転
用
さ
れ

た
考
え
方
で
あ
る
。
「
物
質
と
エ
ネ
ル

直E

キャラも演出もすべてが地味。しかしー

ギ
ー
は
秩
序
化
さ
れ
た
も
の
か
ら
無
秩

序
化
さ
れ
た
も
の
に
変
化
し
、

決
し
て

逆
戻
り
さ
せ
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
宇

宙
の
全
て
は
体
系
と
価
値
か
ら
始
ま

り
、
絶
え
ず
混
沌
と
荒
廃
に
向
か
う
」

（
熱
力
学
の
第
二
法
則
・
エ
ン
ト
ロ
ピ

ー
の
法
則
）

。
こ
の
法
則
に
従
え
ば
、

や
が
て
宇
宙
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
熱
量
が

均

一
に
拡
散
し
、
宇
宙
は
熱
死
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

し
か
し
人
間
に
は
、
こ
の
現
象
に
逆

ら
お
う
と
す
る
本
能
が
あ
る
よ
う
だ
。

た
と
え
ば
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
放
置

し
て
お
く
と
日
々
散
ら
か
り
つ
”
つ
け
る

部
屋
や
机
の
上
。
そ
れ
を
い
つ
ま
で
も

整
理
せ
ず
に
い
る
こ
と
は
、
我
々
に
は

で
き
な
い
。
そ
し
て
身
の
回
り
が
整
頓

C渇ANDA~KOTO 1999 



…
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
に
非
常
な
心
地
よ
き

日
を
覚
え
る
。

優
れ
た
パ
ズ
ル
ゲ
l
ム
は
、
人
間
の

日
こ
う
い
っ
た
本
能
に
強
く
訴
え
か
け
て

…
く
る
。
刻

一
刻
と
増
え
、
画
面
内
の
情

…
報
室
を
増
や
し
て
ゆ
く
乱
雑
な
ブ
ロ
y

H

ク
群
。
そ
れ
ら
に
対
し
我
々
は
自
然
と

…
圧
迫
感
を
覚
え
る
し
、
そ
れ
ら
を
消
す

日
こ
と
が
で
き
れ
ば
爽
快
感
を
党
え
る
。

…
女
性
に
パ
ズ
ル
ゲ
l
ム
が
受
け
る
の
は
、

…
彼
女
た
ち
が
き
れ
い
好
き
だ
っ
た
り
掃

日
除
好
き
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
と
決
し
て

…
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
パ
ズ
ル
ゲ
！

日
ム
は
人
間
の
本
能
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
刺

…
激
す
る
こ
と
で
、

「中
毒
性
」
と
呼
ば
れ

U

る
も
の
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

…
整
理
整
頓
の
快
感

…
組
み
立
て
る
と
と
の
曹
司
ひ

「
G
U
N
P
E
Y』
は
ワ
ン
ダ
ー
ス

口
ワ
ン
で
発
売
さ
れ
た
パ
ズ
ル
・
ア
ク
シ

…
ョ
ン
で
あ
る
。
ゲ
l
ム
画
面
は
か
な
り

…
地
味
で
、
ほ
と
ん
ど
無
愛
想
と
い
っ
て

…
も
良
い
く
ら
い
の
も
の
だ
。
し
か
し
、

…
そ
の
強
烈
な
「
中
毒
性
」
に
は
す
で
に

…
定
評
が
あ
る
。

ル
ー
ル
は
単
純
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

H

形
を
し
た
四
つ
の
線
の
断
片
が
、
下
か

ょ弘d
＋
事
H
W気su 

棚レ’』
宜
【
闘の

d

情y
 

E

作

ら
順
次
せ
り
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
が

ひ
と
つ
で
も
最
上
段
を
越
え
て
し
ま
う

と
ゲ
l
ム
オ
ー
バ
ー
。
そ
う
な
る
前
に

各
断
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
ま
と
ま
っ

た
ラ
イ
ン
に
し
て
消
す
。
基
本
的
に
こ

れ
ま
で
の

「
落
ち
も
の
パ
ズ
ル
」
の
流

れ
を
踏
襲
し
た
作
品
で
あ
り
、
こ
こ
で

要
求
さ
れ
る
の
も
や
は
り
、
反
エ
ン
ト

ロ
ピ
ー
的
な
作
業
だ
と
き
口
う
こ
と
が
で

き
る
。
バ
ラ
バ
ラ
に
散
乱
し
た
線
が
一

本
の
線
と
し
て
形
を
整
え
、
爆
発
し
て

消
え
て
い
く
と
き
の
快
感
は
、
「
テ
卜

リ
ス
」
を
起
こ
し
た
と
き
の
快
感
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
。

し
か
し

『
G
U
N
P
E
Y』
が
素
晴

ら
し
い
の
は
、
そ
の
快
感
が
単
な
る
片

付
け
や
整
理
整
頓
の
快
感
だ
け
に
終
わ

っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
ひ
と
つ
に
ま

と
ま
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
線
は
必
ず
し

も

一
本
線
で
な
く
と
も
構
わ
な
い
。
む

し
ろ
、
線
の
構
成
が
複
雑
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
得
ら
れ
る
得
点
は
多
い
。
つ
ま

り
ジ
ク
ザ
グ
や
枝
分
か
れ
の
数
が
大
き

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
る

の
だ
。

こ
こ
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
線
を
組
み

立
て
て
い
く
た
め
の
「
創
造
カ
」
を
要

求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ど
の
よ
う
に

断
片
を
配
置
し
て
い
け
ば
、
よ
り
大
き

く
複
雑
な
線
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か

考
え
る
わ
け
だ
。
秒
刻
み
で
増
し
て
く

る
圧
迫
感
の
中
、
場
に
散
ら
ば
っ
て
い

る
無
数
の
ラ
イ
ン
を
見
つ
め
、
ふ
と
閃

い
た
形
が
実
際
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
と

き
の
喜
び
は
、
他
で
は
得
難
い
も
の
で

を
司
九
回
。

実
は
こ
の
「
創
造
」
と
い
う
行
為
も
、

人
間
が
行
う
反
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
的
な
作

業
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
る
。
た
と
え
ば

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
か
ら
彫
刻
を
削
り
だ

し
た
り
、
無
数
に
あ
る
文
字
を
組
み
合

わ
せ
て
文
章
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
は
「
混
沌
」
の
中
か
ら
「
秩
序
」

を
生
み
出
す
行
為
に
他
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
の
パ
ズ
ル
ゲ
l

ム
の
中
に
も
、
「
創
造
力
」
が
必
要
と

さ
れ
る
作
品
は
あ
っ
た
。
だ
が
大
抵
の

場
合
、
そ
れ
ら
は
連
鎖
を
狙
っ
た
仕
込

み
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
形

を
組
み
上
げ
る
喜
び
と
い
う
の
は
な
か

な
か
味
わ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
に
か
を
整
頓
し
て
ゆ
く
快
感
と
、

な
に
か
を
作
り
上
げ
て
い
く
快
感
。
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
の
増
大
に
抗
お
う
と
す
る

人
間
の
本
能
に
根
ざ
し
た
、
こ
れ
ら
ふ

た
つ
の
喜
び
を

「
G
U
N
P
E
Y』
は

同
時
に
充
た
し
て
し
ま
う
。
通
信
対
戦

時
、
相
手
の
画
面
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
臨
場
感
に
欠
け
る
等
、
ゲ
ー

ム
と
し
て
全
く
欠
点
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
欠
点
な
ど
些

細
な
も
の
に
思
え
て
し
ま
う
ほ
ど
、
こ

の
魅
力
は
強
烈
な
の
で
あ
る
。

P_JLD E .. LL£. ＿……一一一…ー－
a集部小野塚
1974年生まれ。今回はややこしいことを
書き拡がらも、別にこん芯ふうに分析して
るわけでも芯いだろうに面白いゲームを作
ってしまう人達って、やっぱりスゴいと思
いました。
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このゲームを初めてプレイした誰もが、まず G 
驚きの声を上げる。何とこの rxJでは、 GB "R 

上で30空間の表現が実現されてしまっている 長与

のだ。小さなゲーム画面の中で動く、ワイヤ－ ~ 

フレームで捕かれた奥行きのある構造物たち ゐ

は、 3DSTGならではの臨場感を生み出してい D 
る。

こうした表現は、プログラム的にかなりの無

理をして得られたものだろう。しかし、そうだ

からと言って肝心のゲーム部分がおろそかにな

っている訳ではなL、。全10面からなるステージ

は非常に多彩で、プレイヤーを飽きさせない。

昆虫、巨大ロボ、グライダーなど、特徴的な敵

キャラが登場し、武器を使い分けてそれぞれに

応じた攻撃方法が要求される。ミッション自体

も単純なターゲットの破壕だけに留まらず、時

間制限が設けられているものや、科学者の救出、

輸送トラックの説得1、アイテムの奪取など、遊

び心の溢れたものが多い。適度な難度でバラン

ス良く仕上げられた、任天堂らしいゲームだと

言える。

『XJは、ハード停滞期に発売されたという

こともあり、認知度も低く、実際の売り上げも

．．．．． イ ソ

を
実
現
し
た

そ
の
衝
撃

フ

芳しくなかったようだ。ワイヤーフレームによ

る表現が、ユーザーに地味な印象を与えたから

かも知れないが、ポリゴンにテクスチャーが当

たり前になってしまった今、改めてプレイして

みると、極限にまで削ぎ落とされたデザインや

ディティールが、逆にストイックさを感じさせ、

このゲームの 「昧」になっている。本作はGB

唯一の30ゲームとして、また細部まで丁寧に

作り込まれた良作として、名を残すべきソフト

であろう。 （編集部並河）

電子

x （エックス）
聴撞闘騒薗韓... ー一一一ー

ト 紹 介

3講 広げ、ゲームをより楽しいものにしているので

三き ある。

ワリオランド2～盗まれた財宝～

開融開纏調輔観覇期損圃圃・・・

ゲームボーイカラーと同時発売された 『ワリ

オランド2～盗まれた財宝～jは、主人公 「ワリ

ォ」を操作し、画面上に展開されるイベントや

障害物をクリア、盗まれた財宝を取り返してい

く主唱スクロールアクションゲームだ。

操作するワリオの最大の特徴は 「不死身Jと

言うところ。敵から攻撃を受けても死ぬことは

ないのだが、それらの攻撃が要因となってワリ

オに様々な 「リアクション」を起こさせる。こ

の不死身がもたらすテイストが、プレイの幅を

ロ 例えば、敵のコウモリが釣り下げている鉄球

こ がワリオの上に落ちてくると、ワリオはそのリ

対
戦
の
陰

隠
れ
た

人
遊
び
の
良
作

アクションでぺしゃんとになってしまう。見た

目はぶさいくで操作感にも難がでるものの、普

通のサイズのワリオでは通れなかったところが

楽今通れるようになるのだ。

ゲーム中には、こうしたリアクションを取れ

る場所がいたるところにあり、それらを利用す

ることで＋刀めてクリア出来るような、ちょっと

した謎解きがいくつもある。

『ワリオjは従来のアクションゲームによく

見られる、操作タイミングやテクニックなどを

駆使してクリアする達成感だけに頼ってはいな

い。敵キャラの行動もゲーム性に取りこんで、

ちょっとした謎解きを述続して達成させるとこ

ろに、新鮮な楽しさがあるのだ。この楽しさこ

そ、 『ワリオjを魅力的な作品にしている理由で

ある。

最後にもう一つだけ。『ワリオjはぜひカラー

で楽しんで欲しい。カラーが持つ表現力の豊か

さに驚くこと請け合いであるから。 （進川智行）

直主3



『モトクロスマニアソクス』は、垂直な道ゃ G 
360度ループなど現実ではありえないような過激 ll 
で豪快なコースを走破する検スクロールのパイ 句、、
クレースゲーム。ちょうど任天堂の名作ファミ ーと
コンゲーム 『エキサイトノfイクjをゲームボ－ 4守
イ化したような作品だ（ちなみに 『モトクロス 干目
～jの発売はコナミ）。 -;,-

ゲームの核となるのが、走行中やジャンプ中 c 
のバイクの車体制御・重心移動である。ジャン れ
プ中は重心を調整して着地の安定性を図ったり、 争，
障害物がある場合は重心を後ろにしてウィリー ’』、
して乗り越えるなど、実際のバイクにおいて震 ノ可
要な重心移動バランス感覚を上手くゲームに ラ
昇撃している。 、J

この 『モトクロス～jには、 Bボタンダッシュ .,_ 
ならぬ 「ニトロ」が用意されており、それを使用 ノヘ
することで数秒間ターボ加速することが可能。こ 覧誌
のニトロがゲームの航感をより高めており、ス 箆
クロールゲームに弱いゲームボーイでも十分に楽 >c. 
しめる爽快なレースゲームに仕上がっている。 の
また、ニトロの使いどころが大きくタイムに影 品企

響し、単純ながらも奥深いゲーム性を生んでいる ’y 

点も見事。ただし、ニトロはコース上のアイテム

． 名 作 ゲ

を取って祁涜しないといけない。もしなくなって
しまうと進むのが困難になる。特に後半面でニト
ロがないと、クリア不可能になる場合も。この辺
はもう少し考えて欲しかったのだが……。
本作品はもちろん対戦プレイが可能であり、

上級者同士の対戦はかなり熱い。後ろのプレイ
ヤー側の速度が上がるなどのヌルい補正措置は
一切なく 、純粋な実力勝負が楽しめる。今から
10年も前に発売されたソフトだが、今でも十分
に遊べる名作だ。 （編集部松井）

モトクロスマニアックス
問曹関橿覇醤煙車蘭戸園圃圃園

・圃・・・ ム ボ
止E『 あるからだ。

ゼルダの伝説夢をみる島DX
鵬檀厩瞬薩萄輔慢覇輔揖圃圃・・

'93年に発売されたGBの『ゼルダの伝説夢
をみるぬjがゲームボーイカラーで再登場した。
昔見たモノクロ映画が色っきでリパイパルされ
たような新鮮さがあり、昔遊んだ人聞にも「もう
一度遊んでみょうかjと思わせる訴求カがある。

しかし、いざ遊んでみると、このゲームの面
白さは色のある無しで変わるような、ヤワなも
のではないことに気づかされる。このゲームの
本当の而白さは、謎解きやアクションの心地よ
さといった、ゲームの骨格部分の堅固さにこそ

直E

T~ 容量に限界のあるGBでは、フィールドもダ
河l~ ンジョンも、あまり広くはできない。その大き
の さはCD-ROM何枚組などという大作RPG
~ と比べるべくもないはずだ。しかし、巧みに｛士
~ 掛けられた謎と 7 ＂）プの構成が問実際よ

りもかなり広く感じさせ、小さな画面と小さな
ノ、 容量の中に、大きな遊びの世界を作り出してい
， る。そのゲームとしての歯ごたえは、大作Rp トG仰向何ら遜色がないほどだ。また

剣を振る、物を持ち上げる、ジャンプするとい
..,,.: ったアクションも気持ちよくできるし、ちゃん
’.~ と、それを発揮するだけの場も用意されていて、
M 司 世界を存分に遊ばせてくれる。
ら この、謎を解く楽しさ、アクションの心地よ
唱 さ、そして何より、それらが生み出す、冒険を、ー
そ

しているという手応え。これはディスクシステ
ムに始まって、 64の 『時のオカリナjに速なる、
『ゼルダjシリーズに通底する面白さの本質的な
部分であると思う。ハードの性能が限られてい
るGBの 『夢をみるb;IJだから ζそ、 『ゼルダj
の而白さが、はっきりとよく見える。（村井良介）



ゲーム中の女子に捧げる愛といえばエロス ： ゃんの成長日記』をば。要は 『プリ メj系育

とアガペーが海然一体となり、さらに白色歪 ：成SL Gなのだが、やれることが紺｜かい。三

星にまで質量が濃縮された、報われない心情 ： 度の食事やお風呂まで気を配り、ちゃんと学

と相場が決まっている。が、優近、携帯ゲー ： 校に行かせなくてはいけないなど、書iJと生活

ム機でもギャルゲーが盛り上がりつつあると ： 感に溢れた日常が流れてL、く。

の情報があった。画面がびがび、ボイスなし ： なかなか結構なシステムであるし、めろん

と興を削がれる状況下、果たして愛は発生す ： ちゃんは（一枚絵は）可愛い。しかし、携帯

るのか？ 「愛は携帯できるのか」が本稿の ： ハードが移動時間に多く遊ばれることを考慮

テーマである。 : すると、 l日にやれることが多すぎて煩維。

さて、ゲームボーイにはかつてラヴなゲー ： それに fめろんちゃんjだけの話ではないが、

ムが2つほど存在した。たとえば、アトラス ： パラメータいじりが基本なのに、スペックの

華やかなりしころ発売された『プリクラポケ ： 都合上、女子に血が通わない。携帯できる愛

ットjシリーズ。2は題して『彼氏改造大作 ： は危機にさらされているのだった。ここは、

戦』。 女子高生を主人公に、彼氏をいろんな ： ゲーム内時間がスイッチを消すと同H寺に止ま

タイプに育成してプリクラを集めてしまおう ： ってしまうのが非常にもったいないように感

というゲームだが、パラメータの上下がいい ： じる。携帯できるというハードの利点在生か

加減。すぐにヘタレな彼氏になる。純正ギャ ： し、時計機能と連動させて、節目節目の1時間

ルゲーだと、 『ポケ ットラプjシリーズ（C ; に女子とちょ っとずっ触れ合えたら、もっと

D同欄）。ボイスがない分、 CDでカバーと ： 携帯する意味もあるのだろう。いつでも側ljに

いう意気は買うが、ゲームの出来は…。 ： いてくれる（ように演出されて）こそ、ゲー

しかし今、ハード性能の向上により、女子 ： ム中の女子は男児一生、 l唯一無二の天使とし

の描写レベルもまた向上しようとしている。 ： て生まれ変わるのだ。

好機だ。 ： 結論。まだまだ愛は携帯できる段階ではな

まずはコナミの元祖ギャルゲーのGB版、 ： L、ょうだ。本気で遊べる携帯ギャルゲーを作

『と きめきメモリアルPOCKE Tスポーツ : る男子求む。 （西神田正彦）

編jを検証。女子がしゃべる。詩織もしゃべ

れば新キャラもしゃべる。挨拶だけではある

が、ゲーム史上 fゾンピハンターjと並ぶ偉

業だ。

とはいえ fときメモjは 『ときメモj。シス

テムはコンシューマ版のベタ移植なので、携

帯ハードの特性はあまり生きないのだった。

それならオ リジナル作品を、というわけで、

今回の本命、ネオジオポケットの『めろんち

これがめろんちゃん。
可愛いのである。一般
絵は。

・とeめをメモリアルPOCKET ス市ーツ掴～暢淘．申フ才トタラフ 【宵•sLG》メーカー コナミ／蝿橿：ゲームボーイ／画幅 ：￥4,300/

聖冊目： I同年2月刊日 ・由るんちゃん申－BEE胃•sL白〉 メーカー： SNK／慣櫨ネオジオポケット／価柚 》 3800／聾冊目： I蝿

年叩月四日 ・7リタラポケット2 直底辺鉦週＇＊仰噂鹿【 SLG》メーカ ：アトラス／檀植ゲームボーイ／価格： ν3,980／蝿冊目： •971事刊 「τZ三ア寸

月四日 ・lff7wトヲプ C口同帽幅【SLG）＂ーカ ー キッド／醐：ゲームボーイ／醐：同，醐／棚田：咋市8目 I 86 I 





ゲーム業界の失われた想い出たちに、天井寝から愛を込めて連殿”2因。

今
日
も
ま
た
モ
ノ
悲
し
く

イ
ヤ
で
も
夕
陽
が
沈
む

そ
う
だ
こ
こ
は
ゲ

1
ム
業
界

男
が
夢
見
る
生
き
甲
斐
の
あ
る
所

ゲ
l
ム
業
凶作

男
の
野
望
が
荒
野
の
石
の
下
で

永
遠
に
す
す
り
泣
く
所

男
な
ら

一波
な
く
し
て
は

そ
の
名
を
口
に
で
き
な
い
所
：：・・

（松
本
零
士

「カ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
よ
り
）

今
回
の
「
失
わ
れ
た
伝
説
を
求
め
て
」

は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
に
て
数
々
の
名
作
を

世
に
送
り
出
し
た
今
は
亡
き
ゲ
l
ム
メ

ー
カ
ー
、
株
式
会
社
ユ

l
ピ
l
エ
ル

（
以
下

U
P
L）
を
取
り
上
げ
た
い
と

田川
Y

っ
。：

そ
の
前
に
、
読
者
諸
兄
は

U
P

L
を
ご
存
じ
事た
ろ
う
か
？
は

っ
き
り

言

っ
て
、
会
社
が
存
在
し
た
当
時
も
知

る
人
ぞ
知
る
マ
イ
ナ
ー
な
ゲ
l
ム
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
事
実
、
私
（
バ
イ
キ
ン

グ
松
井
）
以
外
の
ゲ
l
ム
批
評
編
集
部

員
に
聞
い
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
な
に
そ
れ
？
」
と
い
う
返
答
だ
っ
た
。

「
ほ
ら
、

『忍
者
く
ん
』
作
っ
た
と
こ
だ

よ
」
と
言
っ
て
漸
く
「
あ
あ
、
聞
い
た

こ
と
あ
る
な
1
」
と
返
っ
て
く
る
と
い

う
具
合
で
あ
っ
た
。

大
手
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
メ
ー
カ
ー

の
影
に
隠
れ
、
ひ

っ
そ
り
と
生
き
、
ひ

っ
そ
り
と
逝
っ
て
し
ま
っ
た
ゲ
1
ム
業

界
の
徒
花
、

U
P
L。
そ
の
短
く
も
凄

絶
な
生
き
様
は
、
正
に
伝
説
と
し
て
未

来
永
劫
ま
で
語
り
継
が
れ
る
べ
き
な
の

で
あ
る
。
た
と
え

U
P
L
の
こ
と
を
知

ら
な
く
と
も
、
そ
の
涙
な
く
し
て
は
諮

れ
な
い
伝
説
を
胸
に
刻
ん
で
欲
し
い
。

そ
れ
で
は
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

失
わ
れ
し

U
P
L伝
説
を
求
め
て
：

直記

。UP
L初
期

創
纂
か
ら
「忍
者
く
ん
」
大
ヒ
ッ
ト
ま
で

今
回
U
P
L
の
記
事
を
制
作
す
る
に

あ
た
り
、
幸
運
な
こ
と
に
か
つ
て
U
P

L
に
勤
め
て
い
た
こ
と
の
あ
る
開
発

者
、
計
4
人
の
方
に
取
材
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
彼
ら
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
手

が
か
り
に
、
偉
大
な
る

U
P
L
の
歴
史
、

そ
し
て
数
々
の
名
作

（ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
中
心
）
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み

た
L
。

ま
ず
は

U
P
L
の
禦
明
期
に
つ
い

て
、
商
潔
龍

一
氏

（現
・
側
ウ
エ
ス
ト

ン
代
表
取
締
役
）
に
伺
っ
た
。
西
津



氏
は
四
年
i
邸
年
の
閉
じ

P
L
に
在

籍
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て

『N
O
V

A
2
0
0
1
』『
忍
者
く
ん
』『
レ
イ
ダ

ー
ス

5
」
等
を
制
作
し
た
。

「
僕
が
U
P
L
に
入
っ
た
の
が
四
歳

の
時
で
す
か
ら
、
同
年
も
前
の
こ
と
で

す
ね
。
あ
ま
り
覚
え
て
な
い
で
す
け
ど

：・
」
と
西
淳
氏
は
語
り
始
め
た
。

「
U
P
L
の
親
会
社
は
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
と
い
う
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
な
ど
を

作
っ
て
い
た
会
社
で
す
。
そ
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
が
小
山
遊
園
地
で
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
を
経
営
し
て
ま
し
て
、
経
営
だ
け

じ
ゃ
な
く
ゲ
l
ム
の
開
発
も
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
設
立
し
た
の
が
U
P
L
な

画
刊

圏
一撤

回
p
w

固
九一

回
虫

L田町fart:he国岡田d

本側ユニバーサル販亮 （現棟式会社アルゼ）の子会

社として株式会社ユニバーサルプレイランド社を股

立。主な輯務はユニバーサル製品の関東顕売代理店。

スネークQ (AC/ACG) 

デストロイヤー（AC/STG)
フライデー（AC)
マウサー（AC/ACG)
NOVA2001 (AC/STG) 

本この頃韓式会社ユーピー工ルに改称

忍者くん～魔織の冒険～（AC/ACG)
べんぎんくんWARS(AC/ACG) 
スーltーウイング（AC/STG)
リヲーンオブジインベーダー

(AC/STG／販売タイトー）

1 9 8 5 Iレイダース5
(AC/ACG／販売タイトー）

x Xミッション（AC/STG)
ミュータントナイト（AC/ACG)
忍者くん阿修羅ノ章（AC/ACG)
アーク工リア（AC/STG)
アトミックロポキッド（AC/ACG)
忍者くん阿修羅メ章（FC/ACG)
オメガファイター（AC/STG)
浦島まあじゃん（AC／麻雀）

本この頃より ZBO使用のUp Lオリジナル基榎か

らNM K開発のMCSBOOO仕様基緩に移行する
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ん
で
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
プ
レ
イ
ラ
ン

ド
、
略
し
て
U
P
L
で
す
ね
。
そ
こ
で

当
時
の
マ
イ
コ
ン
少
年
た
ち
を
集
め
て

ゲ
l
ム
を
開
発
さ
せ
て
み
た
：
：：
と
い

う
の
が
始
ま
り
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が

入
っ
た
時
U
P
し
は
ま
だ
九
段
下
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
一
室
で
開
発
し
て
い
た
こ

ろ
で
、

「
マ
ウ
サ
l
』
を
作
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
ね
。
そ
の
後
、
上
野
に

事
務
所
を
構
え
て
作
っ
た
の
が

「N
O

V
A
2
0
0
1
』
で
す
。
こ
れ
は
僕
と

ハ
ー
ド
担
当
の
成
閉
さ
ん
（
後
述
）
の

計
二
人
で
作
り
ま
し
た
。
二
人
し
か
い

な
い
で
す
か
ら
、
企
画
を
始
め
、
ソ
フ

ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
チ
ラ
シ
の
裏
の
イ
ラ

aa司
氏
U
F
O
r
3

0
0
向

S
a
g
n
g

n目
h
u
m
g
n
w
w

1
1
1
1
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r

守’n
u
a
H
M
内

n
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B
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M
a
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o
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a
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e
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a
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ス
ト
描
き
や
基
板
の
運
搬
ま
で
し
て
ま

し
た
ね
（
笑
）
」
（
西
淳
氏
）

こ
の

「N
O
V
A
2
0
0
l」
は
タ

イ
ト
l
が
販
売
し
、
結
構
ヒ

ッ
ト
し
た

と
い
う
。
こ
の
ヒ
y

ト
で
U
P
L
の
開

発
陣
は

一
気
に
十
数
人
に
増
え
る
。
そ

し
て
、
あ
の
名
作

『忍
者
く
ん
』
が
誕

生
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
「忍
者
く
ん
』
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
両
方
を
僕
が
担
当

し
た
ん
で
す
け
ど
、
あ
れ
は
作
っ
て
る

途
中
で
ヒ
ッ
ト
す
る
と
い
う
予
感
が
走

り
ま
し
た
（
笑
）
。
主
人
公
が
敵
に
当

た
っ
て
も
死
な
な
い
で
、
ぼ
ょ
ん
と
跳

ね
返
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た

タスクフォ スハリアー（AC/STG)
スロットギャル（AC/PZG)
USAA Fムスタング

(AC/STG／開発 NMK) 
宇宙戦艦ゴモラ（AC/STG)
戦国忍者くん（GB/RPG)

ゴモラスピ ド（PCE/ACG)
アトミックロポキッドスペシャル

(PCE/ACG) 

1991 Iパンダイク（AC/ACG)
1991 Iアクロパットミッション

I (AC/STG／販売タイトー）
1 9 9 1 Iブラックハート

(AC/STG／開発 NMK) 
宇宙戦艦ゴモラ（MO/STG)
鋼鉄要塞シュトラール（AC/STG)
麻雀覇王伝力イザークエス卜

(PCE／麻雀）

•'9 2年3月 2度目的不謹りを出し倒産
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時
点
で
す
ご
く
斬
新
で
面
白
く
っ
て
、

『あ
、
こ
れ
は
面
白
い
。
こ
れ
は
売
れ

る
』
と
思
い
な
が
ら
作
っ
て
ま
し
た
ね
」

か
く
し
て
完
成
し
た

『忍
者
く
ん
」

は
、
西
淳
氏
の
予
想
通
り
大
ヒ
ッ
ト
。

シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
版

も
発
売
、
ま
た
同
作
品
の
音
楽
が
U
P

L
版
U
F
O
キ
ヤ
y

チ
ャ
！
と
も
一
百
う

べ
き

「ラ
y

キ
l
ク
レ
ー
ン
」
の
B
G

M
も
使
わ
れ
た
り
等
々
、

U
P
L
を
代

表
す
る
作
品
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た

『
N
O
V
A
2
0
0
1
」

『忍
者
く
ん
」
の
連
続
ヒ
ッ
ト
で
、
ま

た
一
段
と
U
P
L
は
大
き
く
な
る
。

し
か
し
西
淳
氏
は
、

「
レ
イ
ダ
l
ス

5
』
を
制
作
し
た
後
、
同
社
を
退
職
さ

れ
る
。
「
辞
め
た
理
由
は
で
す
ね
：：：

事
情
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、

会
社
が
傾
い
た
と
い
う
噂
を
聞
い
た
の

で
（
笑
こ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
本
当
に
U
P
L
は
危
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
事
実
を
探

る
た
め
、

U
P
L
繋
明
期
の
も
う

一
人

の
語
り
部
、
先
に
西
浮
氏
の
話
の
中
で

登
場
し
た
成
田
信
之
氏
（
現

・
サ
イ
バ

ー
キ

ッ
ド
側

代
表
取
締
役
）
に
お
話

を
聞
い
た
。

成
田
氏
は
ハ

l
ド
担
当
と
し
て

『N

直E



O
V
A
2
0
0
1』
「
忍
者
く
ん
」
『
鋼

鉄
要
塞
シ
ユ
ト
ラ
l
ル
』
な
ど
に
携
わ

り、

『オ
メ
ガ
フ
ァ
イ
タ
l
』
で
は
ソ

フ
ト
も
担
当
さ
れ
た
。
動
常
明
期
か
ら
倒

産
ま
で
U
P
L
に
在
籍
し
て
い
た
、

U

P
L
の
こ
と
を
最
も
知
る
人
物
の

一
人

で
あ
る
（
途
中
2
年
問
、
別
会
社
に
移

籍）
。

氏
に
U
P
L
は
ど
う
い
う
会
社
だ
っ

た
か
と
聞
く
と
、
す
ぐ
さ
ま
「
貧
乏
な

会
社
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
と
に
か
く
お
金
が
な
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
れ
で
、
安
い
と
い
う
こ
と
で
ソ

連
（
当
時
）
製
の
怪
し
い

I
C
を
上
司

時
一
時

の
晴

城
棚

介
一億一

回
一ん
ト

明

7
r、
帽

合
一者

1

れ
一忍

が
買
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
で

も
、
性
能
が
悪
く
て
不
良
率
も
異
常
に

高
く
て
、
結
局
使
い
物
に
な
ら
な
か

っ

た
り
し
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
担
当
と
し
て

そ
の
点
は
苦
労
し
ま
し
た
」

：
い
き
な
り
シ
ビ
ア
な
話
が
出
た

の
だ
が
、

『忍
者
く
ん
』
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
が
あ

っ
た
の
で
は
？

「
会
社
の
外
か
ら

『良
い
ゲ
l
ム
を

作
る
ん
だ
け
ど
、
売
り
方
が
下
手
だ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
ね
。
『忍
者
く
ん
』

ぐ
ら
い
の
ヒ
ッ
ト
を
出
せ
ば
、
普
通
は

ビ
ル
が
建
つ
と
一
言
わ
れ
て
い
た
ん
で
す

け
ど
・
・・・・・
」

横画面の任意制限付縦スクロルACGの傑作。「忍者くんJ
を操作してステージにいる敵キャラを全て倒せばクリア。操

作方法はレバーで繍方向の移動、 Aポヲンでジャンプ、日ポ

ヲンで手裏剣を発射する。『忍者くんjの独創的芯所として、

「気絶jがある。忍者くん・敵キャラを問わ手、体当たり攻撃

を受けると気絶して一定時間動きが止まってしまう。ここで

手裏剣を当てると鍵IJ.く敵を倒すことが可能であるロ敵も体

当たり攻撃を仕揖けて来るアルゴリズムを持っており、戦略

性の高いスりリングな攻防を楽しむことが出来る作りになっ

ている。

'87年に直接の続編である 『忍者くん阿修羅ノ章』も発売

され、とれも名作に仕上がっている。 （写真はFC版）

売
り
方
が
下
手
：
：
：
そ
う
、
も
し
売

り
方
さ
え
良
か
っ
た
ら
、
も
っ
と
作
品

が
ヒ
y
ト
し
て
い
れ
ば
、

U
P
L
は
今

頃
ナ
ム
コ
や
コ
ナ
ミ
と
い

っ
た
大
手
ア

ー
ケ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
肩
を
並

べ、

「
次
世
代
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
発

表
会
で
デ
モ
ム
ー
ビ
ー
を
参
考
出
品
す

る
ぐ
ら
い
発
展
し
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
の
だ
：

．

閑
話
休
題
。
両
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
よ

っ
て、

U
P
L
は
財
政
面
で
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
U

P
L
は
倒
産
す
る
こ
と
な
く
、
名
作
を

次
々
と
発
表
し
続
け
て
い
っ
た
の
で
あ

っ
た
（
四
年
ま
で
は
：
：
：
）
。

O
U
P
L
申
期

個
性
の
強
い
独
自
の
作
品
群

続
い
て
、
中
期
の
U
P
L
に
つ
い
て

見
て
い
こ
う
。

こ
こ
で
登
場
し
て
い
た
だ
く
の
が
、

か
つ
て
U
P
L
に
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し

て
在
籍
し
た
A
氏
（
現

・
某
開
発
会
社

代
表
取
締
役
）
。
A
氏
は
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
と
し
て
U
P
L
に
入
社
、
数
本
の
作

品
に
携
わ
っ
た
。

「
基
本
的
に
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ん

で
す
け
ど
、
音
楽
や
効
果
音
や
簡
単
な
ド

ッ
ト
打
ち
等
も
や
っ
た
り
し
て
ま
し
た

ね
。
ま
だ
ゲ
l
ム
の
規
模
が
今
の
織
に

大
き
く
な
い
時
代
で
し
た
し
」
（
A
氏）
。

A
氏
は
、
当
時
の

U
P
L
の
ゲ
l
ム

作
り
に
つ
い
て
こ
う
回
顧
す
る
。

「
当
時
使
っ
て
い
た
基
板
は
、

z
m

C
P
U
の
も
の
で
能
力
的
に
制
約
も
あ

っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
他
社
で
や

っ
て
な
い
よ
う
な
工
夫
と
か
色
々
や
ろ

う
と
し
て
ま
し
た
ね
。
絵
を
工
夫
し
た

り
、
プ
ロ
ク
ラ
ム
を
工
夫
し
た
り
で
ね
。

他
社
の
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
ろ

う
、
そ
う
い
う
意
識
は
強
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
『阿
修
羅
ノ
章
』
で
も
、

再
生
チ
ッ
プ
も
積
ん
で
な
い
の
に
、
音

声
を
再
生
さ
せ
た
り
し
た
の
は
、
当
時

担
当
し
た
人
た
ち
の
工
夫
の
現
れ
の
ひ

と
つ
だ
と
思
い
ま
す
」

他
に
も
当
時
の
苦
労
話
（
笑
い
話
？
）

を
伺
っ
た
。

「
『ア
l
ク
エ
リ
ア
」
と
い
う
シ
ュ

l
テ
イ
ン
ク
ゲ
l
ム
が
あ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
こ
れ
は
出
来
が
悪
か
っ
た
か
ら

な
の
で
す
が
、
永
久
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。
で
、
上
手
な
小
学
生
な

ん
か
敵
を
一
匹
だ
け
殺
さ
ず
に
残
し
て

面
ク
リ
ア
し
な
い
で
、す
っ
と
逃
げ
回
つ

直記



て
る
、
こ
れ
を
一
日
中
や
っ
て
る
ん
で

す
よ
。
そ
う
し
た
ら
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
お
や
じ
さ
ん
か
ら

『小
学
生
が
ず
っ

と
遊
ん
で
て
因
る
』
と
い
う
苦
情
が
問

屋
に
来
て
、
今
度
は
問
屋
か
ら
U
P
L

に
苦
情
が
来
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
社
長

が
開
発
部
に
や
っ
て
き
て

『朝
か
ら
閉

店
ま
で
遊
ん
で
る
小
学
生
が
い
て
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
が
困
っ
て
る
か
ら
、
な
ん

と
か
殺
し
て
く
れ
』
と
か
言
う
ん
で
す

よ

（笑
）。

そ
こ
で
で
す
ね
、
こ
う
い

う
や
り
方
で
対
処
す
る
の
は
嫌
だ
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
藤
沢
さ
ん

（後
述
）
と

相
談
し
て
、
面
ク
リ
ア
し
な
い
で
あ
る

程
度
時
聞
が
経
つ
と
、
画
面
の
大
半
を

占
め
る
ほ
ど
の
デ
カ
い
円
盤
が

「ジ
ョ

l
ズ
』
の
テ
l
マ
み
た
い
な
不
吉
な
音

楽
に
乗
っ
て
登
場
し
て
、
絶
対
に
死
ぬ

よ
う
に
し
ま
し
た

（笑
）。

そ
う
し
て
改
良
し
た
R
O
M
を
社
長

に
渡
す
と
、
社
長
は
す
ぐ
さ
ま
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
で
、

社
長
と
問
屋
の
人
と
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
お
や
じ
が
見
守
る
中
、
例
の
小
学
生

が
改
良
版
を
始
め
た
ん
で
す
。
そ
し
て

い
つ
も
の
よ
う
に
永
久
プ
レ
イ
し
よ
う

と
し
た
ら
、
突
然
円
盤
が
出
て
き
て

『ち
ゅ
ど
ー
ん
』
て
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
、

L田 kingfar t.h巴国句end

唖
然
と
す
る
わ
け
で
す
よ
。
何
度
も
。

で
、
社
長
た
ち
は

『さ
ま
あ
み
ろ
」
っ
て

大
喜
び
し
た
と
い
う
。
笑
え
ま
す
よ
ね
」

そ
ん
な
愉
快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
体
験

し
た
A
氏
だ
が
、
入
社
2
1
3年
目
で

退
職
す
る
こ
と
に
な
る
。
理
由
は

「色
々
あ

っ
て

一
一言で
き
口
う
の
は
難
し

い
で
す
が
引
き
抜
き
の
よ
う
な
も
の
も

原
因
に
あ
っ
た
」
の
だ
と
い
う
。

「
当
時
、
大
手
メ
ー
カ
ー
さ
ん
は
叩

ビ
ッ
ト
C
P
U
の
基
板
を
導
入
し
始
め

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で

『
一
流
メ
ー
カ

ー
の
最
新
基
額
っ
て
い
う
の
は
、
ど
う

な
ん
だ
ろ
う
。
き
っ
と
凄
い
ん
だ
ろ
う

な
』
と
い
う
の
も
確
か
に
理
由
の
一
つ

で
し
た
」

・
・
・
な
ん
と
も
弱
小
メ
ー
カ
ー

u
p

L
の
悲
哀
が
感
じ
ら
れ
る
話
で
あ

っ

た
。。UP

L晩
期

S
T
G連
発
、
そ
し
て
：
：
：
。

U
P
L晩
期
に
関
し
て
は
、
現
在
B

開
発
会
社
勤
務
の
新
井
利
男
氏
に
伺
っ

た
。
新
井
氏
は
、
明
年
か
ら
倒
産
に
至

る
ま
で
U
P
L
に
在
籍
。
U
P
L
の
臨

終
の
様
を
知
る
数
少
な
い
人
物
で
あ
る
。

新
井
氏
が
入
社
し
た
経
緯
は
、

「ゲ

骨骨骨F，，，＿.，.＿.，ξ・＂＇・ 

事典山田R ’d 市

r 
ヨL

、鼻

咽・

2 UPL4r.t乍紛介

アトミックロポキッド
纏種 7ーケード／発売年度 ・・＇88年

盟空ヨ理il:::!l

ー
セ
ン
で

「
X
X
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
を
遊

ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の

後
で
就
職
雑
誌
を
見
て
い
た
ら
偶
然

『X
X
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
の
会
社
が
募
集
を

出
し
て
い
た
の
で
、
応
募
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
が
U
P
L
で
し
た
」

（新
井
氏
）

新
井
氏
は
入
社
後
、
デ
バ

ッ
グ
の
仕

事
を
経
て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
担
当
す

る
。
」プ
ロ
グ
ラ
ム
第

一
作
と
な
っ
た
の

が

「
ア
ト
ミ
ッ
ク
ロ
ボ
キ
ッ
ド
』
だ
。

「
『
ロ
ポ
キ
ッ
ド
」
は
デ
ビ
ュ
ー
作

な
の
で
、
非
常
に
思
い
出
深
い
作
品
で

す
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
は
ま
だ
新

人
だ
っ
た
の
で
、
先
輩
に
い
ろ
い
ろ
教 」

横画面任意スクロ ルAc G。自機 『ロポキッドlを操作

して厳を倒しつつ、ゴールに着けI＜！ステージクリアだが、大

型ポス等を倒すととでクリアになる面もある。自機は敵に体

当たりしても跳ね返るだけでミスにならす、敵弾に当たって

ミスといった独特芯システムを採用している。パワーアップ

はアイテム取滑により4種類可能だが、 Bポヲンで切り替え

る戦略的システムとなっている。この 『ロボキッド』ー醤の

ウリは、 何面か毎にある「ICトルモードJであろう。CPU 
敵との対等芯条件下で単に撃ち合う単純な対戦であるが興が

深い。アルゴリズムは面が進むにつれ強化しており、 戦略を

練らないとドツポにはまる。Up Lらしい一品としてお勧め

できる作昂。 （写真はMD版）

，、〆併．， 
J 一一，

え
て
も
ら
い
な
が
ら
作
っ
て
ま
し
た
。

で
も
途
中
で
、
藤
沢
さ
ん

（後
述
）
と

反
り
が
合
わ
な
い
人
た
ち
が
一
度
に
辞

め
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
結
局
、
私
だ
け

残
っ
ち
ゃ
っ
て
、
一
人
で
物
凄
く
苦
労

し
て
作
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ

れ
は
本
当
に
大
変
で
し
た
。
実
を
言
う

と
、
量
初
は
ず
っ
と
U
P
L
で
働
こ
う

と
は
恩
つ
て
な
く
て
、
少
し
お
金
を
稼

い
で
す
ぐ
辞
め
ち
ゃ
お
う
、
と
考
え
て

い
た
ん
で
す

（笑
）。
で
も
、
『ロ
ボ
キ

ッ
ド
』
を
作
っ
た
後
に
な
か
な
か
辞
め

ら
れ
な
く
て
、
今
現
在
も
ゲ
l
ム
を
作

っ
て
い
る
次
第
で
す
」
（
新
井
氏
）

ヨE



『
ロ
ボ
キ
ッ
ド
』
以
降
、

U
P
L
は

『オ
メ
ガ
フ
ァ
イ
タ
l
』
『宇
宙
戦
艦
ゴ

モ
ラ
』
な
ど
、
シ
ュ

1
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー

ム
を
多
数
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
に
な

る
。
『宇
宙
戦
艦
ゴ
モ
ラ
」
に
関
し
て

新
井
氏
に
尋
ね
る
と
・
・
・
・
・
・
。

「
『ゴ
モ
ラ
』
も
大
変
で
し
た
ね
。

私
と
同
期
で
入
っ
た
者
が
作
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
作
っ
て
い
る
途
中
で
そ
い
つ

が
逃
げ
ち
ゃ
い
ま
し
て
。
で
、
仕
上
げ

の
部
分
を
私
が
受
け
持
っ
た
ん
で
す
。

当
時
は
そ
ん
な
の
ば
っ
か
り
で
し
た

ね
。
人
の
出
入
り
が
激
し
く
て
」

・ゲ
l
ム
業
界
繁
明
期
の
混
沌
と

し
た
時
代
を
生
き
抜
い
た
生
き
証
人
の

言
葉
は
重
い
。

初
年
代
に
入
り
U
P
L
は、

N
M
K

の
ハ

l
ド
供
給
を
受
け
、
シ

ユ
1
テ
ィ

ン
グ
ゲ
l
ム
を
多
く
輩
出
す
る
よ
う
に

な
る
。『
タ
ス
ク
フ
ォ
l
ス
ハ
リ
ア
1
』

「オ
メ
ガ
フ

ナ
イ
タ
ー
』『
鋼
鉄
要
塞
シ

ユ
ト
ラ
1
ル
』
（
ち
な
み
に

「シ
ュ
ト

ラ
1
ル
』
の
キ
ャ

ッ
チ
は

『怒
溶
の
ご

と
き
不
況
の
波
！
』
と
い
う
不
吉
極
ま

り
な
い
も
の
だ

っ
た
：
：
：
）
な
ど
、

一

部
マ
ニ
ア
の
問
で
高
い
評
価
を
得
た

（
？
）
作
品
を
リ
リ
ー
ス
し
、
地
味
な

が
ら
も
U
P
L
の
活
動
は
続
く
か
と
思

わ
れ
た
。
し
か
し
、
運
命
の
留
年
3
月

某
日
、
そ
の
日
が
や
っ
て
く
る
：：
：
。

「
『フ
ァ
イ
ナ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
と

い
う

「X
X
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
の
続
編
の

よ
う
な
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
を
作
っ
て
、

そ
の
後
に

U
P
L
初
の
対
戦
格
闘
ゲ
ー

ム
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ

ん
な
時
に
突
然
、
倒
産
し
ち
ゃ
っ
た
ん

です・・
・・・・」

倒
産
直
後
の
様
子
を
、
新
井
氏
に
伺

う
と
、
氏
は
た
め
ら
い
が
ち
に
語
り
始

め
た
。「：

：：
何
も
聞
か
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
日
の
朝
も
い
つ
も
の
よ
う
に

会
社
に
出
動
し
た
ん
で
す
。
す
る
と
、

ド
ア
に
貼
つ
で
あ
っ
た

「
U
P
L」
の

プ
レ
ー
ト
が
、
な
か
っ
た
ん
で
す
。
な

い
ん
で
す
よ
。
『あ
れ
つ
？
階
を
間

違
え
た
か
な
？
』
と
思
っ
て
も
、
間
違

っ
て
な
い
ん
で
す
。
で
、
恐
る
恐
る
中

に
入
っ
て
み
る
と
：
：
：
す
で
に
荒
‘
り
さ

れ
た
後
で
し
た
。
倒
産
っ
て
、
こ
う
い

う
も
ん
な
ん
だ
な
と
ゾ
ッ
と
し
ま
し
た

ね
。私
は
直
接
受
け
て
な
い
の
で
す
が
、

ヤ
O
ザ
ま
が
い
の
人
か
ら
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
り
し
た
そ
う
で
す
」

倒
産
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

「社
長
が

逃
げ
た
の
で
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ

3 
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と
だ
が
：
：
：
。
今
回
取
材
し
た
方
々
の

意
見
を
総
合
す
る
と
、

「ゲ
l
ム
部
門
の

失
敗
で
は
な
く
、
本
社
で
行
っ
て
い
た

新
規
事
業
の
失
敗
が
原
因
」
の
よ
う
で

あ
る
。
ち
な
み
に
U
P
L本
社
が
行
っ

た
無
謀
な
る
新
規
事
業
の

一
例
を
挙
げ

る
と
：
：
「
『卓
上
自
動
販
売
機
』
な
る

も
の
を
売
り
出
そ
う
と
し
て
ま
し
た
ね
。

室
内
に
し
か
置
け
な
い
自
動
販
売
機
で
、

冷
蔵
庫
も
付
い
て
な
い
と
い
う
、
な
ん

だ
か
訳
の
分
か
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

そ
れ
の
金
型
ま
で
作
っ
た
ら
し
い
ん
で

す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
金
を
ド
ブ
に
捨

て
て
る
よ
う
な
（
笑
）
」
（
成
田
氏
）

崎tl
縦画面強制縦（例外有）スクロールST G。フルオート連

射機能付t.s.親切（？）段計。パワーアップは2系統あり、「ア

イアンJは取り続けると攻撃力は摺すが射程距厳か短い、「ワ

イドJは取り続けるとショットの幅は横に広がるが連射速度

が漣く、一発の威力は初期状態のままである。

告徹キャラには基本点肝置して、その敵を倒した距離によ

って、基本点が 1倍～10倍まで変化する。またステージごと

に倍率は換算され．どの倍率で敵を倒したかレポートを行い、

一番多かった活率＊ 1万点力酒クリポーナスとなっているロ

プレイの足棚になら芯い犠々なシステムは「究活Ilこ近い

が、非常に高い難易度がゲームとして雛点。

直E

：
：
以
上
の
よ
う
に
、
な
ん
と
も
あ

っ
け
な
く
U
P
L
は
倒
産
し
た
。
U
P

L
の
名
は
地
上
か
ら
消
滅
し
、
後
に
残

っ
た
の
は
数
々
の
名
作
と
伝
説
だ
け
で

あ
っ
た：・・
：
。

U
P
Lの
最
重
要
人
物

藤
沢
勉
氏

以
上
、

U
P
L
の
誕
生
か
ら
消
滅
ま

で
の
経
緯
を
4
人
の
当
事
者
の
コ
メ
ン

ト
と
共
に
振
り
返
っ
た
訳
で
あ
る
が
、

U
P
L
の
歴
史
を
諮
る
上
で
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
人
物
が
い
る
。
そ
れ

が
藤
沢
勉
氏
だ
。



藤
沢
勉
氏
は
、

『忍
者
く
ん
」
開
発

後
期
の
頃
に
入
社
。
そ
の
後
、
企
画
部

長
と
し
て
『ぺ
ん
ぎ
ん
く
ん
W
A
R
S」

『
ア
ト
ミ

ッ
ク
ロ
ボ
キ
ッ
ド
』
『
ミ
ュ
ー

タ
ン
ト
ナ
イ
ト
」
と
い

っ
た
、
い
わ
ゆ

る
U
P
L
テ
イ
ス
ト
の
濃
い
作
品
群
を

産
み
出
し
た
人
物
で
あ
る
。

「
『忍
者
く
ん
』
が
7
割
ほ
ど
出
来

た
頃
に
藤
沢
さ
ん
が
入
社
し
て
き
ま
し

た
。
彼
が

『こ
の
ゲ
l
ム
は
す
ご
く
面

白
い
か
ら
、
敵
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
も
っ
と

凝
っ
た
も
の
に
し
よ
う
よ
』
と
言
う
の

で
、
彼
に
ロ
ジ
ッ
ク
を
考
え
て
も
ら
っ

て
、
企
画
も
一
緒
に
や
り
ま
し
た
。
彼

4
「

一ン
桝
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ー
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酔

一
ツ
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が
参
加
し
た
こ
と
で

『忍
者
く
ん
』
は

さ
ら
に
良
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当

時

『敵
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
凄
い
」
と

評
価
さ
れ
た
の
は
、
正
に
藤
沢
さ
ん
の

成
果
で
す
ね
。
ま
た
、

『ロ
ボ
キ
ッ
ド
』

を
始
め
と
す
る
U
P
L
中
期
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
性
は
、
正
に
藤
沢
さ
ん
あ
っ
て

の
も
の
で
し
た
ね
。
た
だ
、
僕
自
身
は

彼
の
作
る
ゲ
ー
ム
、
個
性
が
強
す
ぎ
て

好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
け
ど

（
笑
こ

（西
淳
氏
）

藤
沢
氏
の
個
性
が
最
も
熔
裂
し
た
作

品
が

「
ミ
ュ
ー
タ
ン
ト
ナ
イ
ト
」
だ
。

「ミ
ュ
l
ト
ロ
ン
く
ん
」
と
い
う
空
中

縦画面の強制縦スクロールST Gで全5面ループなし。ス

トーリーもUp Lにしては珍しくある。自機は 『ロポキッドj

のように敵キャラに当たってもミスにはなら芯い。タイプの

異芯る2種類のパワーアップ、ポムは自機の左右に装着して

Bポタンで発射かポムの部分に被弾すると自動的にボム発射、

所々でスクロールによるステージ演出等、過去のUp L作品

のシステムを組み合わせた仕上がりと砿コている。また、独

特なデザインの敵キャラやポスもUp L独特の雰函気を出し

ている。

ただ、大昧砿ゲームであり、バランスも盛っているとは曹

いがたい部分もあるなど、金の卵のような作品 と表現す

るのはちょっと言い過ぎかつ （写真はSFC版）

浮
遊
す
る
目
玉
オ
ヤ
ジ
の
パ
ケ
モ
ノ
の

よ
う
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
キ
ャ
ラ
を
操
っ
て

ゴ
1
ル
を
目
指
す
と
い
う
奇
想
天
外
な

名
作
（
？）
。
い
ま
や
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
の
カ
ル
ト
中
の
カ
ル
ト
と
し
て
石

井
輝
男
監
督
の
映
画

「江
戸
川
乱
歩
全

集
恐
怖
奇
形
人
間
」
級
の
扱
い
を
受

け
て
い
る
幻
の

一
日間だ
。
そ
の
基
板
は

マ
ニ
ア
の
問
で
高
額
で
や
り
と
り
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

「
『ミ
ュ
ー
タ
ン
ト
ナ
イ
ト
』
は
も

う
最
悪
で
す
ね

（笑）
。
『忍
者
く
ん
』

を
作
っ
て
る
時
に
、
藤
沢
さ
ん
が
い
く

つ
か
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し

て、

『こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
入
れ
て

く
れ
よ
』
と
言
っ
た
の
が

『ミ
ュ

l
ト

ロ
ン
く
ん
』
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
「
こ

れ
は
ち
ょ
っ
と
や
め
て
く
れ
よ
』
と
没

に
し
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
僕
が
辞
め

た
後
で

『ミ
ュ
ー
タ
ン
ト
ナ
イ
ト
」
が

発
売
さ
れ
て
、
こ
こ
で
主
人
公
と
し
て

復
活
し
て
い
る
の
に
、
と
て
も
驚
き
ま

し
た
ね
。
怨
念
を
感
じ
ま
し
た
（
笑
こ

（
西
津
氏
）

「
『ミ
ュ
ー
タ
ン
ト
ナ
イ
ト
』
は、

基
本
操
作
が
異
様
に
灘
し
い
ん
で
す
よ
。

自
機
は
基
本
形
が
宙
に
浮
い
て
る
物
に

し
た
か
っ
た
み
た
い
で
す
か
ら
。
レ
パ

ー
で
は
な
く
ボ
タ
ン
の
押
し
方
で
浮
き

具
合
を
調
整
す
る
ん
で
す
よ
。
見
た
目

の
イ
ン
パ
ク
ト
も
で
す
が
色
々
な
意
味

で
と
に
か
く
凄
い
ゲ
l
ム
で
し
た
ね
。

確
か
目
玉
の
先
か
ら
弾
撃
っ
た
り
し
て

ま
し
た
よ
ね
。
あ
の
奇
抜
な
発
想
を
ち

ゃ
ん
と
一
つ
の
ゲ
ー
ム
に
ま
と
め
た
の

は
、
や
は
り
藤
沢
さ
ん
の
力
量
だ
と
思

い
ま
す
。
本
当
に

一
作
一
作
、

工
夫
し

て
一
生
懸
命
作
る
人
で
し
た
」
（
A
氏
）

そ
ん
な
個
性
的
な
作
品
を
輩
出
し
統

け
た
藤
沢
氏
は
、

U
P
L倒
産
後、

自

ら
B
開
発
会
社
を
設
立
す
る
。
そ
の
設

立
に
参
加
し
、

今
も
な
お
B
社
に
在
籍

さ
れ
て
い
る
新
井
氏
は
、
い
わ
ば
藤
沢

氏
と
苦
楽
を
共
に
し
た
人
物
で
あ
る
。

氏
に
藤
沢
氏
の
想
い
出
に
つ

い
て
諮
っ

て
い
た
、た
い
た
。

「
藤
沢
さ
ん
は
、
仕
事
に
対
し
て
物

凄
く
厳
し
い
方
で
し
た
。悪
く
言
え
ば
、

灰
汁
が
強
い
と
い
う
か
。
そ
れ
で
、
や

っ
ぱ
り
仕
事
の
や
り
方
に
つ
い
て
い
け

な
く
て
、
辞
め
て
い
っ
た
人
も
多
い
で

す
ね
。
た
だ
、
逆
に
彼
に
惚
れ
込
ん
だ

人
聞
は
一
生
つ
い
て
い
く
、
と
い
う
感

じ
で
し
た
。
私
も
、
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

「
一
緒
に
や

っ
て
い
こ
う
か
な
』
と
思
い
ま
し
た
。

作品解説・年表作成 それがせ・元Up Lの藤沢勉氏のご史編をお祈り致します．
http://home.interlink.or.jprsoregase 直司
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宇宙戦艦ゴモラ
機種 ・アーケード／発売年度 ：初年

そ
れ
で
、

U
P
L倒
産
後
、
藤
沢
さ
ん

が
B
社
を
興
し
た
時
も
信
じ
て
つ
い
て

い
っ
た
ん
で
す
。
B
社
創
業
当
時
は
、

仕
事
も
な
く
て
半
年
間
ぐ
ら
い
給
料
も

出
な
い
の
に
、
社
員
全
員
が
ま
と
ま
っ

て
働
い
て
い
た
の
は
、
や
は
り
藤
沢
さ

ん
の
人
望
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
ね
」

（新
井
氏
）

以
上
の
よ
う
に
、
良
く
も
悪
く
も
U

P
L開
発
部
を
取
り
仕
切
り
、
数
多
く

の
U
P
L
ゲ
1
ム
を
世
に
送
り
出
し
た

藤
沢
勉
氏
。
ぜ
ひ
と
も
氏
に
直
接
お
会

い
し
て
U
P
L
に
関
す
る
想
い
出
を
諮

っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
、
の
だ
が
・
・

機画面の強制機スクロールST G。Aボタンは溜打ち可能

なショットボヲン、 Bポヲンを押した状態でレICーを動かす

と自機が固定され力 ソル（照準）の移動、 A+Bボタンで

カーソル部分に敵弾も磁壊可能芯ビームを発射する。特徴的

アイテムとしてライフアップがあり、ライフの増加と共に自

機のサイズも3段階変化する。

『宇宙戦艦ゴモラ』は戦略性を軍視したST Gとして発売

したが、操作が煩雑、爽快感がない、難易度が非常に高い等

いろいろ芯問題を抱えていた為、ほとんど理解されすにすぐ

姿を消したが、後にメガドライブで雛易度等を弱墜して哲也百

し、好評を樽した（それでも灘しいとの声があったが ）。

（写真はMD版）

・：
誠
に
残
念
な
こ
と
に
、
昨
年
2
月
初

日
、
藤
沢
氏
は
他
界
さ
れ
て
い
た
の
で

＋の場合・・
・・
・・
。

U
P
L死
せ
ど
も
魂
死
せ
ず

藤
沢
氏
の
死
去
に
よ
っ
て
完
全
に
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
U
P
L伝
説
。

だ
が
、

U
P
L
の
血
は
間
違
い
な
く

多
く
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

今
回
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
4
人
の
方

す
べ
て
が
現
在
も
な
お
ゲ
l
ム
業
界
に

籍
を
置
き
、
開
発
会
社
の
取
締
役
な
ど

重
要
な
地
位
に
立
っ
て
ゲ
l
ム
業
界
を

こ
の
原
縞
を
．
今
は
亡
き
U
P
Lと
藤
沢
氏
に
持
げ
ま
す
。（
バ
イ
キ
ン
グ
松
井
）

支
え
て
い
る
。

「
U
P
L
は
様
々
な
形
で
ゲ
l
ム
業

界
に
ち
ゃ
ん
と
資
産
を
残
し
て
い
ま
す

ね
。素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

（西
津
氏）

「
U
P
し
と
い
う
会
社、

私
は
大
好

き
で
し
た
。
社
長
に
は
逃
げ
ら
れ
た
り

と
か
色
々
あ
り
ま
し
た
け
ど
（
笑
）、

仲
間
は
み
ん
な
良
い
奴
で
し
た
し
ね
。

今
こ
う
し
て
ゲ
l
ム
業
界
で
や
っ
て
い

ら
れ
る
の
も
、
U
P
L
で
い
ろ
い
ろ
学

ん
だ
お
陰
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
最
高

の
会
社
で
し
た
」（
新
井
氏
）

「会
社
に
入
る
前
は

『ゲ
l
ム
作
り

に
基
礎
な
ん
で
あ
る
ん
か
な
あ
。
な
い

だ
ろ
う
な
あ
』
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

け
ど
、
入
っ
て
み
る
と
や
は
り
基
礎
が

あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
う
し
た
基
礎
か
ら

始
ま
っ
て
、
ゲ
ー
ム
業
界
の
様
々
な
こ

と
を
U
P
L
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

U
P
L時
代
に
教
わ
っ
た
こ
と
は
今
で

も
役
に
立

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

（

A
氏
）

「
U
P
L時
代
を
思
い
出
す
と

『徹

夜
と
牛
井
の
日
々
」
と
い
う
感
じ
で
す

が
、
決
し
て
つ
ら
い
時
代
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ハ
ー
ド
も
作
ら
せ
て
も

ら
っ
た
し
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
か

っ
て
U
P
L
に
い
た
と
言
う
と

『悲
惨

な
経
歴
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す

け
ど

（笑
）
、
U
P
L
時
代
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
る
と
思
い
ま

す
」
（
成
田
氏
）

正
に
「
U
P
L死
せ
ど
も
魂
死
せ
ず
」

で
あ
る
。
U
P
L
の
遺
伝
子
は
、
今
後

も
多
く
の
人
々
に
知
ら
な
い
聞
に
継
承

さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
俺
の
屍
を

越
え
て
ゆ
け
。
そ
う
し
て
U
P
L
の
魂

は
永
遠
に
生
き
続
け
る
の
で
あ
る
：
：
・

U
P
L
伝
説
よ
、
永
遠
な
れ
1

パ
〉

第
2
回
目
の
伝
説
、
い
か
が
だ
っ
た

ろ
う
か
？
今
回
の
企
画
は
、
単
に
筆

者
が
学
生
時
代

「タ
ス
ク
フ
ォ
l
ス
ハ

リ
ア
l
」
に
ハ
マ
り
U
P
L
の
フ
ァ
ン

だ
っ
た
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ

る
。
読
者
諸
兄
も
思
い
出
深
い
（
す
で

に
失
わ
れ
た
）
ゲ
1
ム
や
メ
ー
カ
ー
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
思
い
の
丈
を
綴
っ
て
編

集
部
ま
で
送
っ
て
欲
し
い
。
伝
説
は
、

君
の
心
の
引
き
出
し
の
中
に
仕
舞
わ
れ

て
い
る
の
だ
。

[HJ 
このコーナーで取り上げてほしい「失われた伝書む を募集します。それにまつわる体験談などもあれば・きそえ

て、編集部まで送って下さL¥, 

そ
れ
で
は
、
ま
た
次
の
伝
説
で
お
会

い
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（聞
き
手
・
構
成
／
バ
イ
キ
ン
グ
松
井
）



ついに登場！アニメファン必見！！

特集1+
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〔 スタッフ募集のお知 5 せ 〕
マイクロデザインでは今、スタッフを募集しています。
興醸のある方は、お気軽にとJi6,事ください。
・勤務地東京都中央区湊 配属 （株）マイクロデザイン出版局

・業務内容 「ゲーム批評」「アニメ批評」「jtソコン批評Jほか雑誌編集スタッフ／出版営業／ソフトウエア開発
．募集形態アルバイト（時給800円～1600円）／契約社員（月給15万円～30万円）／

般社員（当社規定による）

・勤務時間 9:30～1800 （出動日数時間は応相談）
・休日 完全週休2目前l・資格高校卒業以上、28歳位まで
・提出書類 ①履歴書（顔写真貼付）②職務経歴書（書式自由）③志望動機（400字詰め原稿用紙3枚程度）
．締切平成11年5月末までに下記住所まで郵送（早期到着分から優先）
・待遇当社規定により、年齢、経験を考慮
・選考書類選考の上、面接日を通知いたします応募先 干104-0043 東京都中央区湊2-4-1 MGピル
（株）マイクロデザイン出版局 「ゲーム批評」スタッフ募集係 （担当・斎藤）

※なお、応募書類は返却できませんので、あらかじめご了承ください。

直E
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洋ゲーマニア ッ クス
題字デザイン製作岡元建三

圏

コンにはあるため、動かなかったとの声を聞けば

念入りにもなる。私の中でも最近、ネットワーク

RPG fダークアイズjがゲーム中に何度もフリ

ーズするは、不正な処理は出るはでまともに遊べ

ない状況があったぐらいなので（後日調べたとこ

ろ、一部のパグと私のマシンの相性がどこかよく

わから芯いけど悪いんだとか。うーんなんだか忽

あ）。

10分ほどでインストールも終わりスタートキ

ーをクリックした。あざやかに動く・・と思ったら

何だか音飛びしてるぞ、おい。スペックも推奨数

値より高い性能＆ビデオカード装備の何がタメ忽

んだり しばし怒りと焦りで頭がぐるぐる混乱し

てしまった。このととを以前動かなかったと話し

てくれた友人に聞くと「CPUをKBとかセレロ

ンにし芯いとダメだと思うよJと私のパソコンに

あっさりと蹴りをくれた。あーもう時代はそこま

でつま広きゃダメなのかとため息をつきながら、

オプシヨンボタンでワンランク下の画像処理設定

にして再スター卜をかけた。

ほんの気持ち画像が組く怒ったような感じ程度

で、今度は問題なくモルダ一撃たれるシーンのム

ービーが流れ出した。いきなりの急展開にこうな

ると俄然面白くなってくる。今吏の説明だけど、

このゲームは自分の操作するキャラクターである

FBI新米媛査宮の捜査によってモルダーとスカリ

ーの危機を救い、事件解明に向かっていくオーソ

ドックス芯タイプの捜査モノ。プレイしていて、

そのシナリオの良さにぐいぐいと引き込まれるモ

ノがあり、 TV版と変わらすのひねりのある面白

さに、ひさびさメモ取り・徹夜状態になってしま

った。映画がダメだっただけにこのゲームでの感

動はファンとしてはかなりお得感があった。うー

んやっぱ俺つては－FILEJ好きだな、うん。

三週r.l回

xーファイルザ・ゲーム
ジャンル ミステリーアドベンチャー／メーカー・工レクトロニック・アー
ツ／揖宿：wn田・田・MAC／・価格。》s,eoo／尭冊目・・抽年12月11日

パソコンパワーアップしなきゃなあ
ってちょっと思った

映
画
の
脚
本
を
手
が
け
た
ヲ
リ
ス
・
カ
l
宮

ー
に
よ
る
ゲ
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー

で
す
。

KenzoOkαmoto I特殊美衛造形家。映画 TVCF ゲーム芯どのいろん芯モノを制作。日 、々 KALITJどでオンラインゲ
「士士「 ．ームに明け暮れるゲームジャンキー。愚近は『ポケモンスナップJに夢中です。
I 7 I -

T Vを見ていると、最近また超能力モノや宇宙

人目撃なんて番組やっているが、あいかわらす演

出の悪さもあり、ただの大道芸にしか見えないス

プーンまげや透視術。首のネタの繰り返し臭くて

盛り上がら芯い。映画「X-FILEJも、壮大なプ

ロジェクトだったにもかかわらす、内容はアナザ

ーストーリー的どうとでもとれるもので、この手

のネタは枯れてきているのか。そう思えて少しば

かりガッカリした。今回紹介するPCゲーム「X-

FILEJもそんな気持ちもあり、発売当初、購入

計画の中ではノーマークソフトであったが、知人

の「すごく良くできた 『ジ・アンソルブドj

（『ジ・アンソルブドjといえば飛鳥昭夫氏原作と

いわれるマニアック芯アドベンチャーゲーム。カ

ルトモノ扱いされてはいるが中身はよく遊べる良

作であったと記憶している）って感じの全編フル

ムービーゲームJという言葉に、偏った趣昧しか

ない私の心は大きく購入を決意した。

それではいざゲームをプレイしようとパッケー

ジを聞くと、入っているよC07枚。全編フルム

ービーと言うだけあって大変なボリュームだ。イ

ンストールするだけでもけっこうな時間である。

その聞に今回はちゃんと取説を読むことにする。

何故今回は？ それは、このゲームが編集部や友

人の中で、マシンスペックの非力さによりうまく

動か芯かったことを知うされていたので、一体乙

のゲームがどれくらいのマシンスペックを必要と

してるか砿ど知っておかねばとじっくり読んでい

たわけである。もちろん購入の際に箱裏を見て確

かめてはいるが、実際突っ込んでみないとわから

はい相性みたい芯モノがカスタム化ができるパソ



平

そ
れ
に
し
て
も

「ス
カ
ト
ロ
」
の
意
味
も
知
ら

な
い
女
の
コ
に
私
を
取
材
さ
せ
て
、
エ
ロ
ゲ
l
ム

の
記
事
3
ペ
ー
ジ
も
替
か
せ
る
の
は
、
そ
れ
が
世

に
言
う
「
セ
ク
ハ
ラ
」
っ
て
や
っ
じ
ゃ
な
い
ん

で
し
ょ
う
か
ね
え
週
刊
ポ

O
ト
さ
ん
？
と
、
本
文

と
何
の
関
係
も
な
い
話
題
は
お
い
と
い
て
、
今
回

紹
介
す
る
の
は

『カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
』
・
・
・
じ
ゃ

な
く
っ
て
（
メ
イ
ド
は
も
う
え
え
っ
ち
ゅ
う
に
）

『カ
ス
タ
ム
線
奴
』
で
す
。

世
間
様
の
問
で
は
名
門
の
誉
れ
高
い
某
学
園
。

実
は
裏
で
は
生
徒
を
牝
奴
隷
に
調
教
し
て
は
お
エ

ラ
イ
さ
ん
や
お
金
も
ち
に
⑨
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
l
ピ

l-内--9-tJ

ス
さ
せ
て
多
大
な
富
と
権
力
を
ポ
y
ポ
ナ
イ
ナ
イ

し
て
い
た
の
で
す
。
で
、
ハ
ン
パ
な
商
品
を
お
出

し
し
て
は
大
切
な
お
客
様
に
申
し
わ
け
な
い
！
と

自
ら
商
品
（
女
の
コ
）
の
開
発
に
乗
り
出
す
の
が

我
等
が
理
事
長
先
生
な
の
で
あ
り
ま
す
。
職
人
気

質
こ
こ
に
極
ま
れ
リ
、
と
い
っ
た
ト
コ
ロ
で
す
。

内
容
は
い
わ
ゆ
る
育
成
S
L
G
で
す
が

『カ
ス

タ
ム
隷
奴
」
と
名
乗
る
く
ら
い
で
す
か
ら
女
の
コ

の
エ
デ
イ
ソ
ト
に
は
リ
キ
入
っ
て
ま
す
。
体
形
や

髪
型
、
性
格
か
ら
ひ
と
夏
の
経
験
ま
で
、
改
造
で

き
な
い
と
こ
ろ
は
無
い
く
ら
い
の
プ
ラ
モ
狂
四
郎

（
原
作
・
ク
ラ
フ
ト
団
）
っ
ぷ
り
で
す
。
オ
マ
ケ

に
通
信
に
よ
っ
て
新
し
い
性
格
や
ら
パ

l
ツ
や
ら

が
次
々
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
る
。
何
や
ら
無
限
の

可
能
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
な
。

と
に
か
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
エ
デ
ィ

ッ
ト
中
は
個
人
的
女
性
晴
好
が
周
囲

に
モ
ロ
パ
レ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
背
後
に
気
配

を
感
じ
た
場
合
は
作
業
を
即
中
止
す
る
か
相
手
を

骨
法
で
痛
め
つ
け
て
お
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

か
く
し
て
完
成
を
見
た
カ
ス
タ
ム
隷
奴
l
号
こ
と

田
中
み
づ
ほ
チ
ャ
ン
。
ク
ー
ル
で
大
人
び
た
高
校

2
年
生
で
す
が
、
最
近
女
の
コ
の
お
尻
に
巽
常
な

興
味
を
示
し
始
め
た
南
さ
ん
に
よ
っ
て
ア
ナ
ル
機

能
の
み
が
突
出
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
惑
い
コ
に
成
長

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
ダ
メ
だ
1

俺
の
求
め
る
北
斗
神
拳
に
は
ま
だ
遠
い
：
：
：
と
い

う
事
で
早
速
カ
ス
タ
ム
隷
奴
2
号
を
作
成
。
ポ
ニ

｜

テ

1
ル
の
大
柄
娘
袴
田
美
保
チ
ャ
ン
（
高
1
）

で
す
。
今
度
は
ピ
シ
！
パ
シ
！
言
わ
せ
て
も
ら
う

で
ェ

l

（
＠
ヵ
、
不
ヤ
ン
）
じ
ゃ
な
く
て
ピ
シ
パ
シ

叩
い
て
被
虐
系
M
女
を
育
成
。
し
か
し
途
中
や
っ

ぱ
り
ア
ナ
ル
系
に
も
予
を
出
し
て
今
ひ
と
つ
の
完

成
度
に
終
わ
り
ま
し
た
が
メ
イ
ド
さ
ん
ス
タ
イ
ル

（
ま
た
か
！
）
の
彼
女
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
オ

ジ
さ
ん
ホ
ッ
と

一
息
。
そ
し
て

3
人
目
は
：
：
：
と

い
っ
た
具
合
に
こ
の
後
も
エ
ン
エ
ン
と
続
き
ま

す
。
例
の
通
信
機
能
で
隷
奴
自
慢
や
隷
奴
交
換
な

ん
か
も
出
来
た
り
す
る
ら
し
い
の
で
、
こ
こ
は

一

つ
日
本

一
の
隷
奴
目
指
し
て
プ
レ
イ
に
興
じ
て
み

る
の
も
素
敵
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

一室町一
品

一

園
田
一
肌

これが話題のキャラエディ ット画面。餐の毛や自

の色まで変えられるのだが、「南さんは頑なに黒い

餐黒い自の女の子を量産していました」とは陰か

らこっそり観察していた担当の弁。「ちなみにバス

トサイズは全部DIこしていましたJ。

直言日

｜問みなみと山 一一…一み中財 yサン系泊干 刊 i'f; 

王した力、、除す向干ljとjr.J干ljのへ スの泣いには何ともf町かさnt一4』てした それにしても3ろの新しい口ホコン｜ユ2コ広）と｜

ナイよなあ J ～ PSJチんz五たのむから 力メう3 見てくれl i下lit王ζをヒテオてμとくと；＂，てす ｜ 



包囲がんぬ！ GU'.flERS BROOM ＆鯛部
（がん ＂る 1 GUNNEI唱 BROOM）メーカー：s刊 o;o!>-ROOM／健福 ：Wi晴釘閣／．描 YT，依JO／発売

さて、なにか良いネタ落ちとりやせんかと去る

2月18目、アーケードゲームの新作見本市「99

A9Uショー」｜こ行って参りました。

真っ先に向かったのはカプコンブース。もちろ

ん 『ギガウインクjをプレイするためであります。

しかし、待てども待てども順番が回ってと主主い。

そこで、隣に置いてあった 『ストm3 rdJをプレ

イしてみました。使うは勿論イカす新キャラ

raJ ' どんな必殺技もってるのかな～とワクワ

クしながらプレイしたんですけど、けど……対戦

相手が雷撃蹴を連発してくるユンで、俺のQは必

殺技を試すことなく瞬殺されてしまいました…...

アホか。百円払ってるなうともかく、ショー会場

のタダプレイで、そこまで本気出して勝ちたいか

馬鹿。まったく世の中には心の狭いクズ野郎が居

るもんですなあ。あーやだやだ。

話が逸れましたが、結局ショーでの収穫は

ゼ目。で、何か面白いST Gがないかゲーム批評

編集部の人に相談したところ、新人の岡田君（い

つも見えざる影に怯えてるような不安げな顔をし

てるナイスガイ）が「あのー、こん芯のがあるん

ですけどお 」と言って私にPCゲームを渡し

てくれました。それが 『がんぶる！ Jです。

との作昂は 『コットン』や 『ガンホーキJ（古

つけのようなコミカルファンタジー横スクロー

ルST Gで、経験値によるレベルアップやイベン

トド RPGやAVGの要素も入っています。

さっそくプレイしてみると、ホンワリしたグラ

フィックとは裏腹に、 5つのメインウ工ポンの使

い分け、属性による強弱忽ど、なか忽か本格的芯

作りに驚かされます。 あ－~んか気持ち良いな－
~どと思いつつボスを撃破。 さあ次のステージだ
．と思いきや、ピックリ仰天、ポスである鈎麗

芯オネーサンたちがあんなことやこんなことをさ

れるHシーンがモニターに映し出されたではあり

ませんか l 岡田君コレどーゆーとと？

「ええっ、だってこれ、 18禁ゲームですよ」

ガーン I 知らなかった …。これ、 Hシーン

がなくても十分に遊べるのになあ。あ、でも、 S

T Gも楽しめてHシーンも楽しめてこれは一粒で

二度美味しいのかも。

「18禁のSTGtcJ:S、もう一本ありますよ」と

岡田君。あんた、妙に詳しいねえ。rHゲームのソ

ムリ工Jの称号を与えよう。そんなわけでもう一

本紹介。『異神伝心jです。

こちらは縦スクロールST Gで、自機と共にパ

ートナー（僚機）も操作、自機と僚機との間にあ

る網で敵弾を吸収するとパワーアップするという

システムが特徴。僚機にもダメージ判定があるの

で、それを守りつつ戦わねばならない点がシビア

な作品だ。でも頑張ってクリアすれば当然のよう

にご褒美があるので、やり甲斐があるというもの

です （ちなみにこちらの作品は、ゲームオーバー

になると僚機に乗ってる女神たちのHシーンが見

られる親切設計 （笑））。

どちうもPCのST Gということで、それなり

のマシンスペックが必要ですが（あとゲームパッ

ド必須！ ）、それさえあれば快適に遊べることでし

ょう。ぜひ遊んでみて下さい……と、こんな感じ

で初めてPCの18禁ST Gを紹介したのですが、

いかがだったでしょうか..…・えっ、Hなシーンが

見たい、って？ →南さんのコーナーじゃないん

だからさ！

下が 『がんぷる！ ］
で右が『異神伝心j。
Hシーンが見たい
人は購入して下さ

平和島ミチロウ（へいわじま田みちろう） 「天井裏から愛を込めて」などで知られる伝践のバンド『アンジーjが復活して
I 99 I狂喜乱舞したフりーライター兼工セ跨人.http://wwwO l .u page.so net.ne.jp/ya2/michirou/ 
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ラ
ダ
ラ
ド
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血
み
ど
ろ
コ
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ム

R
P
Gを
や
っ
て
て
、
泥
棒
す
る

こ
と
が
楽
し
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
。
勝
手
に
人
ん
家
に

上
が
り
こ
み
、
タ
ン
ス
の
な
か
を
の

ぞ
き
込
ん
で
「
小
さ
な
メ

O
ル
」
を

勝
手
に
持
っ
て
く
る
の
は
格
別
だ
。

最
近
は
そ
う
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

せ
い
か
、
そ
れ
を
止
め
る
キ
ャ
ラ
が
い

た
り
、
「
ひ
と
ん
家
の
タ
ン
ス
を
勝
手

に
開
け
ち
ゃ
マ
ズ
イ
よ
な
：
：
：
」
な
ん

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
て
、
泥
棒
を
さ
せ

て
く
れ
な
い
R
P
Gも
多
く
な
っ
た
。

し
か
し
つ
！
そ
れ
で
も
人
の
家

の
ツ
ボ
や
タ
ン
ス
を
翻
べ
な
い
と
気

第
7
固
！
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…
高
低
差
、
障
害
物
、
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
多

…

数
の
ギ
ミ
ッ
ク
が
用
意
さ
れ
た
箱
庭
的

…
3
D空
間
の
ス
テ
ー
ジ
の
中
を
、
自
由

カ
プ
コ
ン
よ
り
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
対

日
に
動
き
な
が
ら
魔
力
を
持
つ
宝
石
パ
ワ

戦
格
闘
な
ら
ぬ
、
対
戦
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ

日
l
ス
ト
ー
ン
を
奪
い
合
い
、
相
手
よ
り

l
ム
『
パ
ワ
l
ス
ト
ー
ン
』。

「
な
ん
で

…
も
先
に

3
つ
集
め
て
「
変
身
」
を
狙
う

も
で
き
る
」
「
だ
れ
で
も
で
き
る
」
な

日
の
が
基
本
的
な
戦
略
。
変
身
後
は
パ
ワ

ど
を
ウ
リ
文
句
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
と
ド

…
l
ド
ラ
イ
ブ

・
パ
ワ
l
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

リ
｜
ム
キ
ャ
ス
ト
で
ほ
ぼ
同
時
期
に
発

日
と
い
っ
た
必
殺
技
が
使
用
可
能
と
な
る

売
さ
れ
た
作
品
だ
。
ヵ
プ
コ
ン
の

N
A
H
な
ど
、
圧
倒
的
に
有
利
な
状
態
で
戦
う

O
M
I参
入
第

一
弾
と
い
っ
た
点
で
も

日
こ
と
が
出
来
る
。
操
作
形
態
は

1
レ
パ

注
目
を
受
け
て
い
る
。

日
！
と
パ
ン
チ
・
キ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ン
プ
の

ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
は
単
純
明
快
で
、

…

3
ボ
タ
ン
と
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
だ

単
純
明
快
、

多
彩
恕
ア
ク
シ
ョ
ン

が
、
障
害
物
を
持
ち
上
げ
て
相
手
に
投

げ
つ
け
た
り
、
投
げ
ら
れ
た
障
害
物
を

逆
に
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
、
は
た
ま
た
柱

に
よ
じ
登
っ
た
り
天
井
に
ぶ
ら
下
が
っ

た
り
と
、
実
に
幅
の
広
い
、
多
種
多
様

な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
可
能
。
し
か
も
そ
れ

ら
の
ほ
と
ん
ど
は
パ
ン
チ
キ
y
ク
同
時

押
し
で
簡
単
に
で
き
る
の
で
、
複
雑
な

コ
マ
ン
ド
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

3
D空
間
の
中
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
自

由
自
在
に
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
。
ま

た
、
パ
ン
チ

・
キ
ッ
ク
な
ど
の
通
常
攻

撃
も
適
当
に
連
打
す
る
だ
け
で
コ
ン
ビ い

う
べ
き
伺
か
、
評
価
す
べ
き
伺
か
、

そ
ん
な
価
値
を
持
っ
た
ゲ
I
ム
を
、

本
鶴
自
慢
の
批
醇
陣
が
真
剣
に
批
評
す
る
。

こ
れ
は
そ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

あ
な
た
は
何
を
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。

国函

ネ
1
シ
ョ
ン
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
防
御

す
る
の
も
ガ
ー
ド
で
は
な
く
、
適
当
に

レ
バ
ー
を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
す
る
だ
け
で

エ
ス
ケ
ー
プ
が
自
動
的
に
発
動
し
て
く

れ
る
と
い
う
親
切
な
設
計
だ
。

…
現
在
の
ゲ
ー
ム
に
求
め
S
れ
る

…
「
一
般
層
の
開
拓
』
と
い
う
問
題

こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
多
彩
な
動
き

が
簡
単
な
操
作
で
可
能
で
あ
り
、
ま
さ

に
ウ
リ
ど
お
り
「
な
ん
で
も
で
き
る
」

「
だ
れ
で
も
で
き
る
」
で
あ
る
。
対
戦

ゲ
l
ム
初
心
者
や
、
果
て
は
ア
l
ケ
l



日ムM七日lFT 一l~J
ド
に
あ
ま
り
来
な
い

一
見
さ
ん
と
い
っ

た
層
で
も
、
純
粋
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

操
作
す
る
こ
と
、
動
か
す
こ
と
自
体
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
作
り
で
あ
る
と
言

え
る

0

．ケ
l
ム
シ
ス
テ
ム
や
目
的
が
と
日

て
も
わ
か
り
や
す
い
と
い
っ
た
面
も
、
…

非
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
パ
ー

テ
ィ
ゲ
l
ム
の
よ
う
な
感
覚
で
遊
ぶ
こ
…

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
世
間
の
パ
ワ
l
ス
ト
ー
ン

に
対
す
る
評
価
は
か
な
ら
ず
し
も
良
い

物
で
は
な
い
。
実
際
に
対
戦
し
て
み
て
…

も
、
強
力
な
ジ
ャ
ン
プ
キ
ッ
ク
と
そ
の

対
抗
手
段
で
あ
る
空
中
投
げ
の
応
酬
に

な
り
が
ち
で
、
駆
け
引
き
の
底
が
浅
く

…

対
戦
ゲ
l
ム
と
し
て
は
た
い
し
て
面
白

日

…日

…

能

日
可

日

用
量

Z
1

・

もで何万
6

・

事
＠

＋A

’
 

の
日

も

・

る

・

生

田

・

上

H

面

H

E

H

 

ト批評ゲームソフ

い
も
の
で
は
な
い
、
と
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

『パ
ワ

ー
ス
ト
ー
ン
」
を
誤
解
し
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

本
作
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
従
来
の
対

戦
格
闘
グ
l
ム
の
よ
う
な
奥
深
い
が
シ

ビ
ア
な
駆
け
引
き
等
の
面
白
さ
を
伝
え

た
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も

一
般
層
で
も
気
軽
に
ガ
チ
ャ
ガ
チ

ャ
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
、
例
え
る
な
ら

『パ

ラ
y
パ
ラ

y
パ
l
』
や

『も
ぐ
ら

叩
き
』
を
楽
し
む
よ
う
な
、
ゲ
ー
ム
の

単
純
な
面
白
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
み

れ
ば
、
こ
れ
は
面
白
く
良
く
出
来
た
ゲ

ー
ム
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
本
来
の
コ

ン
セ
プ

ト
は
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
カ
プ
コ

ン
制
作
の

対
戦
ゲ
l
ム
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の

人
が
本
作
を
今
ま
で
の
対
戦
格
闘
ゲ
ー

ム
と
全
く
同
列
の
も
の
と
し
て
見
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
画
面
か
ら
感
じ
ら

れ
る
テ
イ
ス
ト
も
、
こ
れ
ま
で
の
カ
プ

コ
ン
の
対
戦
格
闘
ゲ
1
ム
と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
り
ば
え
す
る
と
は
言
え
な
い
。

特
に
ア
ー
ケ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
本

作
に
対
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
扱
い

ト形 一 ！マま闘 lで況と ー のるケ 1 い向ずにとか作がムすは
！の般ムニ つ ブトあにも般時 。 1ムかうけ、もしなの多とる
ーン対層 」 アて lフるなに人代しドとつ認と ー そてりコい同こそ
』 戦でか御もム ア 。つ 遊はがかのなて識し般れ、難ン 。織との
をゲも ら 用いをイ そてべ お 長 し中り対をて向ほ ー しセこになコ
ひ｜気の 迷 い 自 タうしな断く、核 、戦さもけ戸般いプの並くン
とム軽脱 で カ ら lい ま いり続あを現格れ中と与 層 こトよべ 、セ
つとに却あ プ 作且 つっ とでくま担在闘て途し乙にとをうら他プ
のし遊をるコ つ」 たたい、うり つ にゲい半て；もで成なれのト
回てべ模 「 ンた以中のうマちにてお lる端も 3対あ功状て対ワ
答 『 売索殴がと来、も閉ニ、もいいムのな対 E 戦ろさ況い戦 l

トり、 言 の 『 ま 塞 アい対るではでゲ戦れマうせでる格ク
しワ新長 合つつ 対スたししつ戦とも ー あ lマてニ 。るはと闘を
て l しまいいて戦卜 事 たかし格 言 ア 大 るムニおア結の、こゲ理
打スいく ゲに， し格リ 実 状まか闘え lブ 。と ア ら層果は本ろ l解

ρQ  0 I= I I f 一一 思 なア人さカなみろ か に コ るコい lち
高須恵一郎 （たかすけいいちろう｝ う新！ とれプ結はうにもン「 。ンたム出
いや今回の原稿はとっても大変でした。 。しケしるコ果深 。求 、セ ー セいマし
編集の山内さんにはお世路かけっぱなしで い lてべ ン とくにめドプ般 プとニた
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腐軍霊園伊圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田 り化 後 るししれわいキ現拓 非リによ
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ユ
ー
ザ
ー
の
期
待
を

一
身
に
集
め
た
笹
聞

「セ
ガ
ラ
リ

1
2」
は
一冗
々
ア
l
ケ

ー
ド
で
非
常
に
評
価
の
高
か
っ
た
レ
l

…

ス
ゲ
l
ム
で
あ
る
。
セ
ガ
は
本
作
を
ド

リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
初
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
…

対
戦
対
応
ゲ
l
ム
に
セ
レ
ク
ト
、
本
体

同
時
発
売
を
予
定
し
て
い
た
が
、
延
期

が
発
表
さ
れ
、
発
売
は
約

2
ヶ
月
後
の

l
月
お
日
と
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
発
売

か
ら
1
週
間
で
初
万
本
に
迫
る
セ
l
ル
…

ス
を
記
録
。
『
セ
ガ
ラ
リ

l
2』
は
ユ

ー
ザ
l
の
期
待
存
二
身
に
集
め
て
い
た

の
で
あ
る
。

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
版

『セ
ガ
ラ
リ

1
2』
の
移
植
度
の
出
来
は
、
結
論
か

日

ら
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
申
し
分
な
い
出

…
来
で
あ
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド
版
の
ス
ピ
l

H
て
い
る
。
現
実
の
ラ
リ
ー
は
毎
日
の
天

日

ド
感
や
挙
動
を
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
再
現

“
候
や
路
面
の
状
況
に
応
じ
て
、
セ

ッ
テ

し
、
背
景
な
ど
の
描
き
込
み
も
、
ド
リ

…
ィ
ン
グ
を
変
え
る
・
も
の
な
の
だ
が
、
プ

－
ム
キ
ャ
ス
ト
の
描
写
能
力
の
高
さ
に

日
レ
イ
ヤ
ー
も
現
実
の
ラ
リ
l
よ
ろ
し
く
日

驚
く
ほ
ど
美
麗
だ
。
な
お
か
つ
コ

l
ス

日
コ

l
ス
の
状
態
か
ら
、
車
の
セ
ッ
テ
ィ

や
車
種
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
大
幅
に

日
ン
グ
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
。
間
違

増
加
さ
せ
、
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
な
ら

…

、

、

ー

ザ

で
は
の
コ
ン
テ
ン
ツ
群
も
非
常
に
充
実

日

一階
恥
九
割

怠
蹴

一

32幌
町
む
も

t
闘
関

し
て
い
る
。
昨
今
の
ア
ー
ケ
ー
ド
移
植

…

L
浮

凶

僻

「
‘
ん
も

圃

冒

a

t
J

作
に
求
め
ら
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
サ
ー
ビ
ス

…

L

百

献
…

，E出
・

の
部
分
も
、
余
す
ご
と
な
く
押
さ
え
て

u

E

’h

な
・

い
る
の
で
あ
る
。

日

田

－
色
日

－
聞

遜

・

な
か
で
も
目
を
見
張
る
の
が

「
m
y
…

冒

日

…

a同
一
ま

・

E
A
R
C
A
M
P
I
O
N
S
H
I

…

M
卸

も

日

務
自
て
－

p
」
。
「
ω
Y
E
A
R」
は
1
年
で
4
コ

…

ぬ

と

l
ス
を
走
り
、
山
年
に
わ
た

っ
て
競
い

…

と

…

且

r
－

合
う
モ
l
ド
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
実
の

…

↑

…

ラ
リ
ー
の
よ
う
な
楽
し
み
方
を
提
供
し

…

ド

E函

っ
た
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す
れ
ば
当
然
怒

っ
た
通
り
の
走
り
は
出
来
丸
い
。
そ
の

試
行
錯
誤
感
が
非
常
に
気
持
ち
良
い
。

た
だ
、
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
前
に
タ

イ
ヤ
の
選
別
だ
け
が
あ
る
程
度
済
ん
で

い
る
こ
と
が
私
個
人
と
し
て
は
残
念
で

あ
る
。
マ
ニ
ア
で
な
い

一
般
の
人
達
へ

の
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
あ
ろ
う

が
、
ど
ん
な
コ

l
ス
で
も
ノ
ー
マ
ル
な

状
態
か
ら
始
め
て
欲
し
か

っ
た
と
思
う

の
だ
が
。

そ
れ
で
は

『セ
ガ
ラ
リ

l
2』
の
最

大
の
特
徴
で
あ
り
、
大
き
な
魅
力
と
な

っ
て
い
る
、
不
y
ト
ワ
l
ク
対
戦
の
出
来

は
果
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。

対
戦
時
の
プ
レ
イ
感
は
満
足
の
い
く

も
の
だ
。
自
車
の
動
き
は
問
題
が
な
い

と
一言
っ
て
い
い
。
水
た
ま
り
な
ど
綾
雑



ト批 僻

な
箇
所
の
通
過
時
に
は
処
理
が
鈎
フ
レ

－
ム
に
切
り
替
わ
り
、
多
少
ぎ
こ
ち
な
日

く
感
じ
る
が
影
響
は
な
い
。
4
人
対
戦
…

も
問
題
な
く
可
能
だ
。
ま
た
、

「セ
ガ

ラ
リ

1
2』
の
コ
l
ス
は
起
伏
激
し
く

特
色
豊
か
な
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
で
、

…

見
知
ら
ぬ
人
と
の
手
に
汗
握
る
対
戦
と

も
な
れ
ば
、
衝
突
や
運
転
ミ
ス
と
い

っ

た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
起
こ
り
得
る
し
、

ブ
ー
ス
タ
l
の
設
定
も
あ
っ
て
、
初
心

…

者
と
上
級
者
が
対
戦
し
て
も
明
確
な
差

が
容
易
に
生
ま
れ
な
い
よ
う
な
配
慮
も

…

さ
れ
て
い
る
。
さ
す
が
に
実
際
に
上
級

者
相
手
で
は
勝
つ
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
け
れ
ど
も
広
く
楽
し
む
こ
と
が
出
来

…

る
。

氏柑

…

古

日

弁』

・

ん

・

作品
F

・

や
A

，．
ゐ
r

・

レ
日

ナ
日

の
H

lv

・

イフロプ
令
H

・

ゲームソフ

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
魅
力
は
対

戦
だ
け
で
は
な
い
。
チ
ヤ

ァ
ト
に
よ
る

ユ
ー
ザ
ー
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
大
き
い
。
レ
ー
ス
直
前
の
駆
け
引

き
ゃ
、
終
わ
っ
た
後
の
会
話
な
ど
は
本

編
の
ゲ
l
ム
よ
り
楽
し
め
る
こ
と
も
あ

る
の
だ
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
戦
の

雛
し
さ

以
上
の
よ
う
に
現
時
点
に
お
い
て

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
戦
は
問
題
な
く

楽
し
め
る
。
し
か
し
、
発
売
当
初
は
回

線
の
混
雑
が
非
常
に
激
し
か

っ
た
た

め
、
何
度
接
続
し
よ
う
と
し
て
も
サ
ー

バ
ー
に
繋
が
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

ま
た
接
続
が
で
き
て
対
戦
を
楽
し
む
分

に
な
っ
て
も
、
自
車
が
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

に
ワ
ー
プ
す
る
な
ど
混
雑
の
影
響
が
で

て
い
た
。

『セ
ガ
ラ
リ

1
2』
で
は
接
続
で
き

る
回
線
が
N
T
T
と
K
D
D
の
2
種
類

用
意
さ
れ
て
い
る
。
K
D
D
に
接
続
す

る
た
め
に
は
登
録
が
必
要
で
少
々
面
倒

な
印
象
が
あ
り
、
発
売
直
後
は
手
続
き

の
い
ら
な
い
N
T
T
に
ユ
ー
ザ
ー
が
集

中
し
て
し
ま
っ
た
た
め
混
雑
を
生
ん
で

し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
現
在

の
混
雑
の
解
消
は
、

K
D
Dを
選
択
す

…

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
で
は
既
に
『
ソ

日
る
ユ
ー
ザ
ー
が
橋
加
し
た
た
め
、
あ
る

日

ニ
ッ
ク
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
』
で
他
の
ユ

い
は
ユ
ー
ザ
ー
の
熱
気
が
落
ち
着
き
を

…
！
ザ
l
が
育
て
た
人
工
生
命
体
で
あ
る

み
せ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し

日
「
チ
ャ
オ
」
を
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
し
ユ
｜

…
か
し
、
混
雑
に
い
ら
つ
く
ユ
ー
ザ
ー
が

…
ザ
1
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
対
戦
を
あ
き
ら
め
、
日
図
る
と
い
っ
た
通
信
の
楽
し
さ
を
実
現

早
々
に
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
と
考

日
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
が
通
信
対
戦
と

え
る
の
が
妥
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

…
一言
う
こ
と
に
な
る
と
話
が
変
わ
っ
て
く

ま
た
、
サ
ー
バ
ー
が
東
京
に
し
か
な

日
る
。

い
こ
と
も
問
題
だ
。
地
方
の
ユ
ー
ザ
ー

…

日
本
の
遅
れ
た
イ
ン
フ
ラ
で
、
只
で

が
ネ
y
ト
ワ
l
ク
対
戦
に
参
加
す
る
た
H

さ
え
限
り
な
く
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
近
い

め
に
は
、
東
京
の
サ
ー
バ
ー
へ
接
続
を

日
通
信
を
行
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
対
戦

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
電
話
料
金
が
か
日
ゲ
l
ム
は
、
や
は
り
非
常
に
難
し
い
。

な
り
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。
サ
ー
バ
ー
“
セ
ガ
が
い
か
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
戦

…
の
接
続
料
金
が

一
年
間
無
料
と
い
う
サ
…
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
か
、
今
後
こ
の

ー
ピ
ス
を
行
っ
て
い
る
・
も
の
の
、

K
D
H
問
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
が
セ
ガ

…

D
を
利
用
し
て
も
1
分
間

m円
の
料
金
…
の
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

体
制
は
や
は
り
高
い
。
N
T
T
の
サ
l

ビ
ス
、
テ
レ
ホ
l
ダ
イ
を
利
用
で
き
る

…

一

目

一

頭
ヤ
に
工

・

の
の
や

…
の
も
サ
ー
バ
ー
に
近
い
東
京
近
辺
の
限

…

一

恥
臼
釦
同

一
．

m

一尚一日

…
ら
れ
た
地
域
の
ユ
ー
ザ
ー
遠
の
み
だ
。
…

一

臨
時
細
ト
四

園

川

町
一
民

一

し
一
～
入
ぃ

．
プ
／
日
レ
に
ど

こ
う
い

っ
た
環
境
で
は
、
地
方
の
ユ

l

…

一
引
指
ゲ
除
潜
札

・

y
↓
泊
村
止
は

一
必
目
す
天

覇

．

シ
h
T
U

開
ヲ

…
ザ
l
は
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
は
出
来

…

一
ん
を
返
「
弘
司

・

νサ
相
ゆ
師
団

一
ゅ
者
り
は
ま

1
・

才
ガ
昨
ヲ
聞
卜

…
な
い
し
、
全
国
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
競

3

H
i
し

集

繰

今

い

h

・
ピ
セ
ー
か
時
ス

；
L

H
ム

書
編
を
。
て
割
引

圃

ン
白
畑
町
引
キ

…
A
口
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
、
実

…

U
ざ

。
践
む
つ
フ

．

ャ慎
睡
期
一
ム

＠

J
噌

れ
錨
好
送

ツ

．

チ
／
明

B
ユ－

3

…
際
に
楽
し
ん
で
い
る
の
は
東
京
都
内
に

…
ほ
しい

一
諮
問
問
マ

E
一

zjy枚
印
刷

…
住
ん
で
い
る
ユ
ー
ザ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で

…
日
制

時
冗
欄
楕

m
E
到
日
竺
「
山
払

円」
崎

幻
使
ル
中
し

E
ガ
ア
昏
ガ
苦
す
ん

は
な
か
ろ
う
か
。

－
色
締

悶
を
ン
夢
失

園
セ
メ
制
セ
と
で
う
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川仁川［炉
山」
店
巳
一

一

一

…

そ

う
は
い
っ
て
も
ゲ
l
ム
全
体
の
面

幽・

H
け
H
J
H
H
T
h
F

．‘
E

F

E

E

，
．
，
E

h

…
白
み
は

「ア
イ
テ
ム
蒐
集
」
そ
の
も
の

ご

’

E

，，、，．
1
L曙
曙
』

t
E
z－－市山
E
S

．E
L
－－”
B

コ

E
E一
＝
－

B
E司ト
F

．rle晶
司
剖
圃
F
4
S
E
Z
E司
冨
唱
4
4

園、‘ー、，
．．．
 

〈

…
が
持
つ
中
毒
性
に
頼
り
気
味
。
仕
様
が

ヨ
一
震

回
9
4
J
C
ι
F箇州－

u
t園田
H
E
g
t示
文

…
練
れ
て
い
る
た
め
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

g
M
新
規
ハ
ー
ド
「
初
R
P
G」
の

魅

力

と

限

界

三
い
の
で
救
わ
れ
て
い
る
感
も
あ

E
言

『

ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
G
」
百

ツ
ク
」
な
ど
で
知
S
れ
る
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
・
ス
テ
イ
ン
タ
の
ダ
ン
ジ

…
ン
川
口
一
ハ

UUVれ
れ

一一

E

f

前
も
多
く
、

E
S
P
の
D
C研
究
作
と

M
E
3
2の

R
P
G
。
ィ
ン
デ
ィ
・
ジ
ヨ
I
ン
ズ
豊
富
と
コ
ミ
力
主
義
り
の
管
理
。
…

Fi
l
i－
－

H

い
う
側
面
も
あ
る
よ
う
だ
。
今
後
、
ダ

ヘ

」

名

刺
が
わ
り
の
一
本
、
と
で
も
言
え

日
に
発
売
さ
れ
た
E
S
P
作
品
の
遊
び
ゃ

日
が
目
指
す
幅
広
い
層
の
取
り
込
み
と
い

日
ン
ジ
ョ
ン
内
ギ
ミ
ッ
ク
の
充
実
は
当
然

h

り

ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

日
す
か
っ
た
仕
様
（
『バ
ロ
ッ
ク
』
の
オ
日

う
方
針
に
は
合
致
し
て
い
る
。
「

ω年
…

だ
が
、

ビ
ジ

ュ
ア
ル
メ
モ
リ
や
ネ
y
ト

一

」

長

年

「

R
P
Gが
弱
い
」
と
言
わ
れ
…

l
ト
マ

ッ
プ
や
『
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
の

…
代
風
の
冒
険
活
劇
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
H

の
活
用
（
新
規
ダ
ン
ジ
ョ
ン
配
信
と
か
）

続
け
て
来
た
セ
ガ
ハ
ー
ド
に
し
て
は
い
日

I
P
ゲ
l
ジ
）
を
引
き
継
い
で
お
り
、
日
ー
も
短
い
が
分
か
り
易
く
ま
と
ま
っ
て
日
な
ど
D
C独
自
の
小
道
具
使
い
が
鍵
な

ち
早
く
R
P
G
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。

…
手
軽
に
遊
べ
る
。
ラ
イ
ト
な
味
付
け
で

…
お
り
、
好
感
が
持
て
る
。
が
、
単
純
に
日
の
で
は
な
い
か
。『
エ
ヴ
ォ
』
は
ポ
テ

D
C
で
発
売
さ
れ
て
は
い
る
が
、

当

日
対
象
年
齢
も
低
め
に
設
定
さ
れ
、

D
C
H
シ
ス
テ
ム
面
だ
け
見
れ
ば
D
C
で
発
売

…
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
R
P
G
の
「
素
体」

初
は
サ
タ
1
ン

向

け

に

開

発

さ

れ

て

い

…

…

す

る

意
義
は
あ
ま
り
な
い
と
い
っ
て
い
H

だ
。
そ
こ
に
豊
か
な
肉
付
け
が
加
わ
れ

た
こ
の
作
品
、
ゲ
！
ム
シ
ス
テ
ム
は
正

日

日

い
。

H

ば、

怖
い
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。

直
な
と
こ
ろ
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
だ
。
ダ

…

…

実
の
と
こ
ろ
、
「
エ
ヴ
オ
』
の
魅
力

…

の
よ
芯
は

．

／
遭
広
ス

ン
ジ
ョ
ン
生
成
型
R
P
G
で
は
あ
る

…

…

が
一
番
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
は
3
D
モ
…

そ
こ
闘
は

・

u一
幹
部

を
こ
ヨ
D

．

ミ

文
て
発

が
、
戦
闘
は
コ
マ
ン
ド
方
式
、
ア
ク
シ

…

λ

…
デ
リ
ン
グ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
2
D

…

↓
引
出
J

圃

丹

市

b
h

ョ
ン
要
素
は
ジ
ャ
ン
プ
と
敵
避
け
の

…

↑

…
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
が
丁
寧
に

…

叫
ん
帥
恥
四

国

間
件
細
川
一
符
引

闘

H

i

H

川

サ
時
間
れ

つ

．

H

ト
月
号
叫
ン

み
、
ト
ラ

ッ
プ
回
避
は
楽
、
と
い

っ
た

日

戦

日

3
D
で
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
ポ
リ
ゴ
ン
日

え
と
像
し
だ

・
H
ヌ
割
凶
ド
誠
一
1

の
H

H

j

馬
と
も
き

・

G
瞳
臨

U
↓
続
司

こ
と
か
ら
緊
張
感
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
。
…

一
フ
…
欠
け
し
な
い
二
等
身
キ
ャ
ラ
の
仕
草

H

h

減
槌

m
w
L
・
H

怖い

間
余
酢
口

ャ

H

H

－

L

正
晴

d
b
L

．
タ
貯
岡
山
一
の
祖
佃

キ
ャ
ラ
育
成
の
基
本
は
経
験
値
稼
ぎ
だ

日

キ

H

ま、

今
後
の
ア
ニ

メ
系
ポ
リ
ゴ
ン
キ
ヤ

日

し

ム
芯

。G
な

．
ン
ジ
明
ヲ
つ
元
制

同
…

l

ー

…

M
ト
ク
渇

L
τ
置
ハ
ウ々

ン
7
く
、

が
、
途
中
で
ゲ
1
ム
オ
ー
バ
ー
に
な
っ

…

ゴ

…

ラ
の
雛
形
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
…

l
m
J
チ

u
m飢
軍

戸
均
一
畑
出
山硝一切

て
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
少
な
い
た
め
、
従

…

駅

…

え
る
程
、
質
が
高
い
。
特
に
ヒ
ロ
，

…

鳴

門
「
一
六
凱
日
明

軍
叫
ト
ア
川
監
即
日

凋

イ

く

。
ま

E
L｝
E
レ
に
る
つ

来
型
R
P
G
に
近
い
。
た
だ
し
、
過
去

…

μ
…
ン
・
リ
ニ
ア
は
反
則
気
味
に
可
愛
い
。

日

働

ラ
シ
芯
い
あ

園
料
メ
剛
卜
跡
げ
ク

E画
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五
旦
日
Z主
…

ヤ

！

と
世
界
を
共
有
す
る
楽
し
み
が
、

l

i

l

－

－

－

E
1
H
1
1
H

H
今
作
で
は
よ
り
手
軽
に
味
わ
え
る
よ
う

F
一

1

4

’
D
E
E瞳
τ
a
J、

…
に
な

っ
て
い
る
。

3
E

コl
－
ー

α芦
て
迫
“
H
L

…

こ

う
し
た
変
更
点
や
新
し
い
要
素
の

～a
M
魅
力
を
増
し
た
異
色
作

…月
十時われわれ

E
宣

寸

他
に
類
を
見
な
い
独
特
の
魅
力
で
、
市
万
本
の
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た

「ワ
ー
ル
ド
・
ネ
パ
l

ラン
…守
口バ、結河口十い

M
一

日

ド
キ
ル
ル
ド
王
目
撃
」o
そ
の
議
院
ユ
ー
ザ
ー
の
声
が
き
震
さ
れ
て
い
た
。
…
ら
生
ま
れ
た
前
作
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

一
Ill－
－

…

ッ
プ
版
と
も
い
え
る
作
品
な
の
だ
。
そ

、A
一

W
年
に
発
売
さ
れ
た

『
ワ
ー
ル
ド
・
日
武
術
の
種
類
が
同
時
に
決
定
さ
れ
て
い

り
る
他
、
人
種
の
区
別
が
導
入
さ
れ
た
り
、
“
の
た
め
、
続
編
と
し
て
は
変
化
に
乏
し

‘
υ一
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
i
オ
ル
ル
ド
王
国
物
語
…
た
が
、

『2
」
で
は
、
そ
れ
ら
が
分
離

…
天
候
が
変
化
す
る
よ
う
に
な

っ
た
り
し

…
く
、
新
鮮
味
に
欠
け
る
部
分
は
確
か
に

一
」
一

1
』
（
以
下

『l
』）
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
…
さ
れ
、
各
3
つ
の
中
で
自
由
に
組
み
合

…
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
点
は
、

一
見
u

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ゲ
l
ム
は
、
ュ

世
界
の
住
人
と
な
り
、
自
由
な
人
生
を

日
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

H

地
味
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
キ
ャ
ラ
ク

…
l
ザ
ー
に
よ
っ
て
作
品
が
進
化
す
る
と

楽
し
む
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ゲ
l
ム
だ
。
…
た
。
ま
た
、
住
人
と
の
会
話
の
パ
タ
l

…
タ
l
の
独
自
性
と
世
界
の
実
在
感
と
い
日
い
う
、
実
に
魅
力
的
な
可
能
性
を
体
現

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
こ
れ
と
い
っ
た
目
的
は
日
ン
が
、
前
作
に
比
べ
格
段
に
増
え
て
い

日
う、

「
ワ
l
ネ
パ
』
に
お
い
て
も
っ
と
…
し
て
い
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
進
化
を

提
示
さ
れ
ず
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
、
仕

…

子
…
も
大
切
な
部
分
を
、
確
実
に
強
化
し
て
…
大
い
に
期
待
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
で
あ

が

事
、
武
術
、
恋
愛
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
行

日

徴

日

い
る
。

…
っ
た
。

特

日

動
を
自
由
に
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
自
分

…

の

…

「
移
住
」
の
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
も
、

顔

・

だ
け
の
人
生
を
作
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

日

初

日

新
た
に
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
キ
ャ
ラ

日

目

－

そ

し

て

、

そ

の

続

編

と

し

て

登

場

し

…

両

…
ク
タ

l
の
や
り
と
り
が
可
能
に
な
っ

た
の
が
本
作

『2
』
で
あ
る
。
基
本
的

…

d

…
た
。
メ
モ
リ
ー
ヵ
l
ド
を
持
ち
寄
る
こ
…

な
シ
ス
テ
ム
は
前
作
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

…

酌

M

…
と
な
く
、
他
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
自
…

．
 

継

承

し

、

舞

台

と

な

る

国

が

変

わ

っ

た

…

れ

ル

…
分
の
世
界
の
住
人
に
す
る
こ
と
が
で
き

…

以

外

に

大

き

な

変

更

は

無

い

も

の

の

、

…

明

間

…

る

の

だ

。
一

部
の
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
の
問

…

細

部

に

い

ろ

い

ろ

と

手

が

加

え

ら

れ

て

…

航

僻

…
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
を
利
…

い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
、
所

…

刊

肘

…

用
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
交
換
が
全
国
規
模

…

下
こ

属
す
る
組
織
を
選
ぶ
こ
と
で
、
仕
事
と

…

引

側

…

で
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
他
の
プ
レ
イ

…

｛小（ ~ ) f I …l~J 
ト批碑ゲームソフ

lll. ¥.t、精リ婦で則合何時

期守
骸誇ルヲ

明 、滋Aご符号制、？

会ニ事型R

p A r可 F I I 

鷲尾トモノリ ［わしおとるのり）

あうゆるジャンルのB級作品及び格闘妓をこ
よなく愛する25歳。また、日本特嫌のファ
ンでもあり、最近は 『ウルトラマンガイア』
のマニアックさに感涙しつつ、期待していた
『ガメラ3Jの出来に肩を落としている。

隅E園田富層圏圃圃圃圃圃圃圃圃・圃圃圃圃圃

LUNA:nc DA~Nm 【R~G)
メーカー アートデインク／慣種．プレイステーシ
ヨン／価格問，aoo／発売日’曲年12月17日

かつてパソコンでヒットしたシリ ズのプレイ
ステーシヨン版。PCのパーティに特定の目的
は無く‘広大芯ファンタジ一世界を自由に冒険
することができる。
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γr
一巨

す
べ
て
の
モ
ダ
ン
ホ
ラ
ー
に

皇
内
固
か
ら
彦
み
出
す
「
二
番
目
の

MF
MZ話
題
収
詩
註
一
ラ
発
。

A
 

G
 柳

の
下
に
ひ
し
め
く
た
く
さ
ん
の
ド
日
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

A
V
G
だ
。
ま
あ
、

ジ
ョ
ウ
。
し
か
し
、
今
回
の
ド
ジ
ョ
ウ

日
『バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
」
が
な
け
れ
ば
存
日

は
ち
ょ
っ
と
志
の
高
い
や
つ
だ
っ
た
。

日
在
し
な
か

っ
た
ゲ
l
ム
で
あ
る
こ
と
は

何
の
話
か

つ
て
？

『サ
イ
レ
ン
ト
日
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

二
番
煎
じ
の

ヒ
ル
」
の
こ
と
で
あ
る
。

…
ホ
ラ
！
ゲ
1
ム
が
陥
り
が
ち
な
、
恐
怖
…

寂
れ
た
観
光
地
、
サ
イ
レ
ン
ト
ヒ
ル
。
日
と
び

っ
く
り
箱
を
は
き
違
え
た
よ
う
な

「
エ
ル
ロ
イ
」
と
か
「
ク
l
ン
ツ
」
と

…
ソ
フ
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
恐
怖
演
出
の

か
、
暴
力
と
恐
怖
を
描
き
出
す
作
家
逮
日
新
た
な
切
り
口
を
提
示
し
た
と
い
う
意

の
名
前
が
通
り
に
つ
い
て
い
る
、
い
か
…
昧
で
、
非
常
に
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。

す
街
だ
。
作
家
・
ハ
リ
1
は
娘
の
シ
エ

リ
ル
を
連
れ
て
こ
の
街
へ
や
っ
て
来
た

…
光

と

圃

が

檀

成

す

る

悪

意

が
、
シ
ェ
リ
ル
を
霧
の
中
で
見
失
っ
て
…

し
ま
う
。
、
怪
物
が
俳
個
し
、
時
に
暗
日
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
不
気
味
に
静
ま
り

転
す
る
不
気
味
な
こ
の
街
で
、
ハ
リ
l

…
返
る
サ
イ
レ
ン
ト
ヒ
ル
の
建
物
を
探
索

…

は
シ
ェ
リ
ル
を
探
し
続
け
る
：
：
：
。

日
す
る
。
当
然
こ
の
街
に
は
モ
ン
ス
タ
ー

『サ
イ
レ
ン
ト
ヒ
ル
」
は
、
ポ
リ
ゴ
…
が
発
生
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
武
器

ン
で
構
成
さ
れ
た
3
D空
間
で
、
ク
リ
日
を
駆
使
し
て
進
路
を
切
り
開
く
こ
と
に

l
チ
ャ
l
を
撃
退
し
な
が
ら
謎
解
き
を
…
な
る
の
だ
が
、
何
し
ろ
主
人
公
は

一
般

人
な
の
で
、
銃
器
は
そ
れ
ほ
ど
う
ま
く

扱
え
な
い
。
そ
こ
で
、
逃
げ
主
体
に
し

た
と
い
う
の
が
建
前
の
ゲ
l
ム
シ
ス
テ

ム
だ
。
う
ま
く
隠
れ
ら
れ
れ
ば
、
敵
を

や
り
す
ご
せ
る
し
、
操
作
系
も

『バ
イ

オ
」
の
ラ
ジ
コ
ン
方
式
に

「メ
タ
ル
ギ

ア
ソ
リ
ッ
ド
』
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
プ
レ

ン
ド
し
た
設
定
。

た
だ
、
そ
の
こ
と
で
敵
の
存
在
自
体

は
ゲ
l
ム
の
障
害
物
に
過
ぎ
な
く
な
っ

て
い
る
。
敵
の
ス
イ
ッ
チ
の
入
り
方
が

非
常
に
デ
ジ
タ
ル
的
で
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
に
幅
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
鈍
器
系
近
接
武
器
の
使
い

勝
手
が
結
構
よ
く
（
よ
す
ぎ
て
？
）
、

弾
が
温
存
で
き
る
の
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン

部
分
は
タ
イ
ト
ロ

l
プ
な
命
の
も
ろ
さ

み
た
い
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ

国画

の
辺
り
、
ち
ょ
っ
と
綴
密
さ
に
欠
け
る

日
気
も
す
る
。
本
作
の
傑
作
ク
リ
l
チ
ャ

ー
で
あ
る
フ
リ
l
キ
！
な
看
護
婦
を
が

し
が
し
撲
殺
す
る
と
い
う
陰
惨
系
裏
の

…
楽
し
み
方
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
別

日
の
話
（
ク
リ
ア
後
の
お
ま
け
武
器
を
見

…
る
限
り
、
そ
っ
ち
が
本
流
の
よ
う
な
気

．
も
し
な
い
で
も
な
い
が
）
。
過
去
の
名

…
作
に
見
ら
れ
た
、
ク
リ
l
チ
ャ
l
の
哀

…
れ
さ
と
か
、
絶
対
性
の
よ
う
な

「
存
在

…
が
持
つ
重
み
」
は
全
体
的
に
薄
い
。
こ

…
れ
単
体
で
遊
ば
せ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
厳

日
し
か

っ
た
だ
ろ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
部
分
は
そ
れ
ほ
ど
怖
く

は
な
い
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
補
っ
て
い

…
る
の
が
、
ギ
ミ
ッ
ク
の
秀
逸
き
で
あ
る
。

日
本
作
の
基
調
は
「
視
界
の
悪
さ
」
。
フ

ィ
l
ル
ド
は
常
に
霧
に
襲
わ
れ
て
い
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き
、
ジ
ャ
ン
ル
が
構
成
さ
れ
て
い
く
。

ジ
ャ
ン
ル
に
な
ら
な
い
と
、
い
く
ら
単

体
で
は
秀
逸
な
シ
ス
テ
ム
で
も
、
発
展

は
止
ま
る
。
ゲ
l
ム
は
模
倣
の
歴
史
を

…
繰
り
返
し
て
き
た
。
や
っ
て
い
る
こ
と

…
は
モ
ダ
ン
ホ
ラ
！
と
似
た
よ
う
な
も
の

だ
が
、
そ
こ
に
は
結
構
え
げ
つ
な
い
発

想
も
絡
ん
で
く
る
わ
け
で
あ
る
。
本
作

日
の
最
初
の
発
想
が
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か

…
は
、
買
う
側
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
た

だ
、
ど
う
し
て
も
ダ
ブ
っ
て
見
え
る
部

…
分
は
あ
る
。
そ
こ
で
、
後
発
と
い
う
ハ

ン
デ
を
モ
ダ
ン
ホ
ラ
！
な
ら
で
は
の
オ

マ
l
ジ
ュ
路
線
と
融
合
さ
せ
、
最
初
の

…
お
題
以
上
の
も
の
に
仕
上
げ
た
努
力

日
作
。
そ
れ
こ
そ
が

「サ
イ
レ
ン
ト
ヒ
ル
』

…
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

一

ピ
つ
削
れ

一

ン
よ
卿
崩

一

ア
ち
ゅ
ス

一
円一じむ

一

塁

／

ぺ

J

L

一

骨
味
付
円

u

一

＋
十
－

ー
ー
ナ
処
ゆ
を

一

伊
円
九
守
司

z

h

z

t

t

J

P

U

コ

U
刷

似
風
向
λ

半
い
ι

」

ぁ

ぎ
U
未
喰
一

」

き

過
買
が
わ
ゲ

ιづ
し

屍

モ

た

、L

け

ム

1
－
コ
ワ
ア

ば

鮎

ト
川
肋
酎
列

」

月

回
ル
面
面
未

ρ」
卯

今
一
と
も
て
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れでも遊び易さを考えると偉大。
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主一医

「
猫
」
と
「
侍
」
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
割
岩
出
じ

到
戸
璽
ロ
さ
せ
た
、
極
め
て
個
性
的
な
A
Y
G

E
L
一
1
J
一

一
見
す

MFし
か
し
、
配
創
刊
M
N
l
持
制
阿
部
筏
り
経
あ
る
書
目
な
管
理
た
。

A
 

G
 「

エ
ク
ス
プ
ロ
イ
テ
1
シ
ョ
ン
映
画
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

E

X

P
1
0
1
t
と
い
う
の
は

「頭

の
悪
い
奴
か
ら
金
を
搾
り
取
る
」
の
意
。

つ
ま
り
、
金
儲
け
の
こ
と
だ
け
を
考
え

た
、
目
的
も
志
も
予
算
も
出
来
も
サ
イ

テ
！
な
ク
ズ
映
画
の
こ
と
で
あ
る

（※）
。
黒
人
の
観
客
が
目
当
て
も
の
は

「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
プ
ロ
イ
テ
｜
シ
ョ
ン
」
、

エ
ロ
シ
l
ン
が
売
り
の
も
の
は
「
セ
ク

ス
プ
ロ
イ
テ
l
シ
ョ
ン
」
と
い
う
具
合

に
用
い
ら
れ
る
。
最
近
の
例
を
挙
げ
る

と
、
ク
リ
ス
・
タ

ッ
カ
1
＆
ジ
ャ

ッ
キ

l
・
チ
エ
ン
主
演
の

『ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ

ー
』
が
米
国
で
予
想
外
の
大
ヒ

ッ
ト
と

な
っ
た
の
は
「
イ
エ
ロ
ー
＆
ブ
ラ

ッ
ク

ス
プ
ロ
イ
テ
1
シ
ョ
ン
映
画
だ
っ
た
か

ら
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

－
一
方
、
ゲ
l
ム
業
界
に
も
「
エ

…
ク
ス
プ
ロ
イ
テ
1
シ
ョ
ン
ゲ
1
ム
」
が

…
存
在
し
ま
す
。
出
来
の
悪
い
キ
ャ
ラ
ゲ

ー
や
ギ
ヤ
ル
ゲ
ー
が
正
に
そ
れ
。
た
だ

女
の
子
を
出
し
た
だ
け
の
も
の
は
「
ギ

日
ヤ
ル
プ
ロ
イ
テ
1
シ
ョ
ン
」
、

『ポ
ケ
モ

ン
』
の
真
似
ゲ
l
は
「
ポ
ケ
モ
ン
プ
ロ

日
イ
テ
1
シ
ョ
ン
」
、
多
く
の
ド
ラ
え
も

ん
ゲ
1
ム
は
「
ド
ラ
プ
ロ
イ
テ
1
シ
ョ

…
ン
」
な
の
で
す
。
興
味
の
な
い
人
か
ら

…
す
れ
ば
「こ
ん
な
の
買
う
か
フ
ツ
！
？
」

と
い
う
粗
悪
な
ゲ
l
ム
で
も
、
や
は
り

日
買
う
人
は
買
っ
て
し
ま
う
訳
で
、
制
作

…
者
側
の
狙
い
通
り
に
搾
取
さ
れ
て
し
ま

う
訳
で
す
。

か
く
い
う
筆
者
も
、
あ
る
種
の
エ
ク

日
ス
プ
ロ
イ
テ
l
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
に
悉
く

…
搾
取
さ
れ
ま
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

「
猫
プ
ロ
イ
テ
l
シ
ョ
ン
ゲ
｜
ム
」
。
死
日
：
：
：
猫
で
侍
？
な
に
そ
れ
？

ゲ

ぬ
ほ
ど
猫
好
き
な
俺
は
、
猫
と
遊
ん
だ
日

l
ム
誌
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
れ

り
猫
を
飼
っ
た
り
す
る
ゲ
l
ム
が
出
れ
…
ば
、
な
に
か
妙
に
凍
々
し
い
猫
人
間

日
ば
、
ど
ん
な
に
酷
い
出
来
で
も
つ
い
つ

日
（？
）
が
本
当
に
侍
の
格
好
を
し
て
い

い
購
入
し
て
し
ま
う
。『
に
ゃ
ん
と
ワ
…
る
で
は
な
い
か
：
・
・
。

ン
ダ
フ
ル
』
を
貿
っ
て
絶
句
し
、
ゲ
l

H

一
体
乙
れ
は
何
？
ど
ん
な
作
品
な

ム
ギ
ア
と
共
に

「ね
こ
大
好
き
1
』
を

…
の
か
し
ら
ん
？
そ
の
日
か
ら
俺
の
思

買
っ
て
絶
望
し
、

『ジ
ン
グ
ル
キ
ヤ

ツ

日
考
は

『猫
侍
』
の
こ
と
で
持
ち
き
り
だ

ツ
』
を
買
っ
て
絶
命
し
、

『毎
日
猫
曜
…

っ
た
。
一

刻
も
早
く

『猫
侍
』
を
遊
び

日
」
を
買
っ
て
絶
滅
し
て
き
た
訳
で
あ
H

た
い
l

し
か
し
、
そ
ん
な
俺
の
期
待

る
。
正
に
思
う
ツ
ボ
で
あ
る
。
搾
取
さ
日
と
は
裏
腹
に

『猫
侍
』
の
発
売
は
順
調

れ
ま
く
り
で
あ
る
。
で
も
、
ど
う
し
よ

日
に
遅
れ
、
正
に

「き
ま
ぐ
れ
だ
け
れ
ど
、

う
も
な
い
の
で
あ
る
。

日
そ
っ
け
な
い
け
れ
ど
、

言
う
こ
と
聞
か

そ
ん
な
俺
に
対
し
、
「
ど
う
だ
、
欲

…
な
い
君
だ
け
ど
」
な
猫
大
好
き
フ
リ
ス

H

し
い
だ
ろ
う
？」

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
…
キ
l
状
態
で
あ
っ
た
。

ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
が
昨
年
3
月
末
、

突

…
そ
し
て
発
表
か
ら
丸

一
年
、
つ
い
に

日
如
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

日
『猫
侍
』
が
発
売
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん

『指
侍
」

…
速
攻
で
購
入
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

※「般画秘宝 工ドウッドとサイテー映画の世界」（洋泉社刊）より．



ち
・
復
・
殺
人
事
件
な
ど
ハ
ー
ド
な

日
も
の
も
多
数
あ
り
、
そ
の

一
つ
一つ
が

日

…
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
好
感

…

触
。
ゲ
l
ム
性
の
根
幹
が
「
狭
い
町
中

日

：
で
、
よ
う
や
く
『
猫
侍
』
本
編

”
を
行
き
来
し
て
会
話
す
る
だ
け
」
と
い

の
話
に
な
り
ま
す
。

…
う
言
っ
て
し
ま
え
ば
単
純
か
つ
単
調
な

プ
レ
イ
し
て
驚
い
た
の
は
、
本
作
品
、

日
も
の
な
の
で
、
と
も
す
る
と
冗
長
で
退
日

意
外
に
真
面
目
な
作
り
の

A
V
Gだ
っ

…
屈
な
作
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

…

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
を
引
き
締
ま
っ
た
シ
ナ
リ
オ
が
上
手
く

日

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
剣
の
達
人
で
あ
る
猫

…
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

…

又
（
後
述
）
の
「
弟
斬
り
十
兵
衛
」
と

u

ま
た
、

『猫
侍
」
の
魅
力
は
な
ん
と
日

な
っ
て
江
戸
の
町
に
滞
在
、
他
の
猫
又
…
い

っ
て
も
そ
の
設
定
。
本
作
品
に
よ
れ
…

や
人
間
と
関
わ
る
こ
と
で
様
々
イ
ベ
ン
…
ば
、
猫
と
い
う
の
は
誕
生
か
ら
三
年
ぐ
日

ト
が
発
生
し
、
シ
ナ
リ
オ
が
発
展
し
て
H

ら
い
で
人
間
の
言
葉
を
理
解
す
る

「猫
日

い
く
と
い
う
内
容
。
全
1
5
0も
あ
る

…
文
」
に
な
り
（
！
）
、
そ
し
て
猫
又
は
…

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
に
関
し
て
は
、
仇
討
日

二
本
足
で
歩
き
当
然
の
よ
う
に
服
を
着
”

て
い
る
（
什
・
）
の
だ
が
、
「
転
化
の
術
」

置

に

よ

っ
て
人
間
の
目
か
ら
は
普
通
の
猫

3

…
に
し
か
見
え
な
い
（
川
…
）
の
だ
そ
う
で
…

＋
6

・

mm

…
あ
る
。
実
際
、
本
物
の
猫
が
時
々

「人

…

う

・
ほ
…
聞
の
言
葉
が
分
か
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い

…

口
…
の
か
？
」
と
か
「
こ
い
つ
、
人
間
の
こ

…

ほ
…
と
パ
カ
に
し
て
い
る
な
」
と
い

っ
た
動
…

i

・

開
…
き
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の

E

－
 

脚
…

『猫
侍
』
を
プ
レ
イ
し
て
納
得
、
そ
れ
…

吋
…
は
彼
ら
が
猫
文
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
！
…

μ
…
（
あ
く
ま
で
俺
の
妄
想
で
す
）

閣
…
：
：
：
閑
話
休
題
。
そ
う
し
た
設
定
に

E
、布

。

右

L

．．．．．． 

『
猫
』
と
『
置
と
の
盤
固
に

成
功
し
た
霊
園
目
な
一
晶

・・司岡国圃圃圃

兆占量t eo gp Jl ニa

¥ ，~l 温量
川思地 ， 司直
J；二守々、， -T~ ・・: 
＋兵石器 ｛是主主l.・・。） 

長のまゴ

ト批 評ゲームソ フ

す
る
こ
と
で
、
猫
で
あ
り
な
が
ら
侍
…
よ
う
に
「
猫
」
と

「
侍
」
と
い
う
こ
っ

（
他
に
も
町
人
や
商
人
な
ど
が
い
る
）

日
の
要
素
を
上
手
く
融
合
さ
せ
る
こ
と
に

と
い
う
不
思
議
な
猫
文
の
存
在
を
上
手

…
本
作
品
は
成
功
し
て
い
る
の
だ
。
実
に

く
処
理
し
て
い
る
。
最
初
こ
そ
違
和
感

日
見
事
で
は
な
い
か
。
パ
カ
ゲ
l
に
走
る

を
覚
え
る
が
、
プ
レ
イ
を
進
め
る
内
に

H

こ
と
な
く
、
き
ち
ん
と

「猫
」
と
「
侍
」

猫
又
た
ち
の
存
在
が
気
に
な
ら
な
く
な

日
と
を
描
き
き
っ
た
真
撃
な
制
作
姿
勢
に

っ
て
い
く
の
は
、
ま
さ
に
設
定
と
演
出
口
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
感
服
し
た
次
第

の
勝
利
と
い
え
る
駒
た
ろ
う
。

…
で
あ
る
。

そ
れ
で
い
て
猫
文
た
ち
は
、
人
間
か

日
：
・
：
と
い
う
わ
け
で
、
決
し
て
「
猫

ら
す
れ
ば
た
だ
の
猫
。
「
俺
は
孤
高
の
剣
…
プ
ロ
イ
テ
l
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
」
な
ど
で

客
だ
」
と
か
な
ん
と
か
シ
ブ
く
決
め
て

日
は
な
か
っ
た
『
猫
侍
』
は
、
筆
者
が

る
猫
又
・
弟
斬
り
十
兵
衛
も
、
小
さ
い
日

「買
っ
て
良
か

っ
た
」

と
思
え
た
二
本

女
の
子
に
弄
ば
れ
、
縁
側
で
お
じ
い
さ
日
目
の
猫
ゲ
ー
で
あ
り
ま
す
（
ち
な
み
に

ん
に
撫
で
ら
れ
る
と
「
い
か
ん
、
眠
く

日

一
本
目
は
『
あ
さ
め
し
ま
え
に
ゃ
ん

な
っ
て
き
た
：
：
：
」
と
い
っ
て
寝
て
し
…
こ
』
）
。
今
日
か
ら
外
で
猫
を
見
か
け
た

ま
う
の
だ
。
そ
う
し
た
コ
ミ
カ
ル
な
ス

日
ら
、
片
っ
端
か
ら
話
し
か
け
る
よ
う
に

ケ
ッ
チ
も
ま
た
本
作
品
の
魅
力
で
あ
る
。
…
し
よ
う
。
人
間
の
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
猫

中
に
は
、
そ
う
し
た
り
ア
ル
な
猫
の
日
又
に
出
会
え
る
か
も
ね
。

描
写
と
、
猫
又
た
ち
の
シ
リ
ア
ス
な
ス
…

一

ツ
ス
U
D

・

／
ム
え
範

一

J

F

L

3

t

’
L

、：

卜

l
リ
！
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
に
つ
い
て
い

…

一

丸
川
凶
阪

・

叫

澗

ι草

一
引
一
シ
侮
笥

・

↓

圃

け
ず
、

N
Gを
出
す
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
“

了
。
ユ
や
一

P

・
－戸の
G

一
喝

キ

M
E
u

－
－

A

一v
z

し
か
し
、
筆
者
は
そ
の
猫
ら
し
3

描
写

“

一
み
儒
S

銅
山

1

・

イ
日
リ

A
1

L

H

一
ま

追
跡

F

同
一
川

園

附
品
川
胸
ト
胡
乱

こ
そ
本
作
品
の
肝
だ
と
主
張
し
た
い
o

H

一
じ

＠費
f
N

・

一
市

以
快
適
仰
／

．

仙
沼
聞

コ
晴
せ

も
し
も
そ
う
し
た
猫
の
描
写
が
な
す
れ

日
£

叫
協
一
勺
汚
ん

w
・

件
崎
町
明

日
沌
ま

l

H

↑
，l

E
ト

l
b
m
im

－
－u
E
孔
ユ
苦

ば
、
そ
れ
は
た
だ
キ
ャ
ラ
が
へ
ン
な
だ

…

υけ
艇
引
は

M
耐

．

糟

3
m引
訂
ワ

一
四回

－
v
i
e
ん叶
l

－－－－
au’M
L
間
関
可
」

a
、’u

け
の

A
V
Gだ
。
そ
う
で
は
な
く
、
猫
…

口
問

砂
比
一
応
一
世

罰
細回
一W
間
以
内
苅

ら
し
い
表
現
と
き
ち
ん
と
し
た
設
定
を
…

4
島

一つ
払
尽
相
即

覇

防

ト
附
却
存
ん
酬

円
』

和

出
J

閉
山
七
早
川
山

E
回
寸
白
人
ご
訓
［
号

慮
り
込
む
こ
と
で
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
日

色
平

フ
冗
ナ
が
醐

圃
怠
dr
耐
性
ミ
ぱ
印

：ヒューマン／侵種：プレイステーション／価格：VS，筑旧／発売日 ：’99年3月4日・・・E凶主凪幽岨－， メーカ[ii] 



j
光
と
影
を
抱
き
締
め
た

国亙

い
ま
や
星
の
数
ほ
、
と
あ
る
ギ
ャ
ル
ゲ
｜
。
そ
の
星
雲
の
中
か
ら
、

そ
れ
ほ
ど
力
強
く
な
い
が
個
性
的
な
輝
き
を
放
つ
ソ
フ
ト
の
い
く
つ
か
を
紹
介
。

B
I
Z

B

U
R
N

語
濃
や
か
な
作
り
込
み
だ
が
、
地
昧
さ
が

日
以
れ
唯
一
げ

盟
【
萌
え
］
を
抑
え
た
不
遇
の
佳
作

に
、
［
ギ
ャ
ル
ゲ
1
］
は
売
れ
て
い
な
い
。

薗

園

園

前

作

の

【

修

羅

場

】

路

線

と

は

違

う

が

、

シ

ス

テ

ム

や

文

章

の

質

の

良

さ

、

全
体
と
し
て
は
大
き
い
市
場
で
あ
っ
た

袖

圃

『

端

々

に

に

じ

み

出

る

色

気

拡

ど

は

大

人

の

昧

わ

い

を

か

も

す

一

晶

。

と
し
て
も
、
出
荷
主
が

5
2に
届

M4

く
作
品
は
レ
ア
ケ
1
ス
で
、
凶
万
本
行

・

結
論
か
ら
い
う
と
、
な
ぜ

『2
』
な

く
と

「大
ヒ
ッ
ト
」
と
驚
か
れ
る
の
が
現

・

の
か
分
か
ら
な
い
佳
作
だ
。
『1
』
は

笑
で
あ
る
。
「タ
イ
ト
ル
数
が
熔
え
た
か

“

別
名

「修
羅
場
ゲ
l
」
と
言
わ
れ
る
通

ら
ね
」
と
片
づ
け
る
の
は
簡
単
だ
が
、
メ

・

り
、
男
3
人
×
女
3
人
の
複
雑
怪
奇
な

l
カ
l
側
は

「ギ
ヤ
ル
ゲ
1
は
意
外
と

い

関
係
を
扱
っ
て
お
り
、
女
の
子
の
機
嫌

難
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

・

を
損
ね
な
い
よ
う
に
他
の
男
た
ち
と
も

か
。
絵
柄
や
シ
ナ
リ
オ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
－

［付
合
う
］
必
要
が
・
：
：
・
あ
れ
は
や
は

そ
の
時
々
の
流
行
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
日

り、

「オ
レ
の
女
の
所
に
行
か
せ
な
い

［ゲ
I
ム
］
と
し
て
の
完
成
度
が
高
い
だ

・

ぜ
！
」

っ
て
け
ん
制
だ
っ
た
の
か
？

け
で
は
不
充
分
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

”

と
も
か
く
、
男
女
間
の
ド
ロ
ド
ロ
を
正

は
3
本
の
、［
報
わ
れ
な
か
っ
た
良
作
ギ

・

面
か
ら
描
き
切
り
、
後
味
の
悪
さ
を
残

ヤ
ル
ゲ
1
］
を
チ
ヨ
イ
ス
し
て
み
た
。

い

す
［
大
人
の
ゲ
l
ム
］
だ
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・

し
か
し

『2
』
で
は
、
あ
ろ
う
こ
と

か
男
と
付
合
え
な
い
！
い
や
変
な
意
味

で
は
な
く
、
［
リ
ブ
ラ
ブ
H
三
角
関
係
］

の
期
待
が
あ
る
フ
ァ
ン
と
し
て
は
、
肩

透
か
し
を
喰
ら
う
路
線
変
更
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
さ
か

『ラ
ブ
ひ
な
」
（週

刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
）
に
な
る
と
は
な
あ

（
一
昔
前
な
ら

「め
ぞ
ん

一
刻
』
だ
が
）
。

そ
の
分
、
［
ギ
ャ
ル
ゲ
l
］
と
し
て

の
完
成
度
は
凄
ま
じ
く
高
い
。
ボ
タ
ン

の
レ
ス
ポ
ン
ス
の
良
さ
は
前
作
譲
り

で
、
移
動
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
も
す
っ

き
り
と
整
理
さ
れ
、

C
D
の
読
み
込
み

も
速
い
。
女
の
子
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
良

そ
し
て

－リバーヒルソフト／機種 ：プレイステーション／価格 ：￥6,800／発売日：・99年1月28日

い
怠
昧
で
ア
ニ
メ
調
（
後
藤
圭
二
ラ
イ

ン
か
？
）
に
リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
、
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
る
こ
と
は
皆
無
だ
。
テ
キ

ス
ト
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
は
、
並
み

の
大
作
を
軽
く
凌
ぐ
だ
ろ
う
。

で
は
、
丸
っ
き
り
口
当
た
り
が
い
い

だ
け
の
［
ギ
ャ
ル
ゲ
l
］
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
？
直
接
的
な
性
的
表
現

は
な
い
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
台
詞
の

一
つ

一
つ
が
、

蒸
せ
る
よ
う
な
色
気
を
放
っ

て
い
る
。
う
わ
晶
、
両
親
い
な
い
夜
に

オ
ト
コ
呼
ぶ
な
よ
女
子
高
生
！

（
下
着

ド
ロ
退
治
と
は
い
え
）
ア
ニ
メ
l
シ
ョ

・四回四回R 盟関幌橿 メーカ



r;AM日（ Jf-'I 円七 VIEJ

ト批 評

ン
を
伴
う
し
ぐ
さ
の
い
や
ら
し
さ
は
、

）
也

寓

！

？

？

V

I

l

l

i

－

－

v
j

完
全
に
［
エ
ロ
ゲ
l
の
間
合
い
］
だ
。

魁

’

『

提

寺

二

、

、

r『
壇

号

待

ニ

こ

昌

司

4
J
E

個
人
的
に
は
今
す
ぐ
仕
事
一
放
り
出
し

圃
置
問
幽
圃

g
a
l
a
‘L
d
a

’・
z’
・

4
L
E
E－d
B
a
a－－
4
a

，

q
h
w
日
U
打
弓
盟
物
足
り
な
さ
が
惜
し
い

た
ら
し
い
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
地
味
さ
と
、

個

幽

圃

疎

は

あ

る

が

摘

を

分

け

の

不

十

分

拡

絵

柄

、
取

っ

付

き

易

い

が

の

め

り

込

み

に

く

い

『

1
」
路
線
の
放
棄
響
い
た
の
か
。

池
崎

淡

々

と

し

た

会

話

な

ど

、
長
所
か
そ
の
ま
ま
短
所
に
な
っ
て
い
る
少
し
変
わ
っ
た
作
品
。

し
か
し
最
も
大
き
い
の
は
、
［
良
さ

・
4
・
司．
 

の
分
か
り
難
さ
］
に
あ
る
の
で
は
な
い

・

転
校
を
1
カ
月
先
に
控
え
た
主
人
公

か
。
ど
の
娘
も
、
第

一
印
象
の

「
ど
こ

・

が
、
今
の
学
校
で
恋
愛
を
成
就
さ
せ
る

－
 

か
で
見
た
よ
う
な
」
を
突
き
破
る
パ
y

・

た
め
に
頑
張
る
ゲ
1
ム
。
3
枚
組
と
な

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
個
性
を
持
ち
な
が

・

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

1
1
3学
期

ら
、
そ
れ
が
［
絵
］
に
出
て
い
な
い
。
”

に
対
応
し
て
い
る
。
登
場
人
物
な
ど
に

今
は
他
社
の
メ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う

・

大
き
な
違
い
は
な
く
、
制
服
や
季
節
イ

な
［
キ
ャ
ラ
立
ち
］
が
求
め
ら
れ
る
の

・

ベ
ン
ト
（
七
夕
祭
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
）

－
 

で
は
な
い
か
。

・

が
入
れ
替
わ
る
。

一

日

こ
の
作
品
も
［
絵
］
が
ポ
イ
ン
ト
だ

ん恥

が
、
決
し
て
ウ
マ
い
と
は
言
え
な
い
な

・恥

・

が
ら
も
、
ほ
ん
わ
か
と
し
た
［
昧
］
が

同

日

あ
る
。
あ
る
ん
だ
け
ど
：
：
：
人
物
の
見

田口

・

分
け
が
付
き
に
く
い
の
が
困
り
物
だ
o

，
川

・

目
と
顔
の
輪
郭
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、

一円

日

髪
の
色
も
ピ
ン
ク
や
赤
と
い
っ
た
原
色

、
日

・

系
が
い
な
い
の
で
（
現
実
に
い
る
と
コ

仰

い

ワ
い
学
校
な
の
だ
が
。
ぉ
水
系
？
）
へ

鵬

・

ア
ス
タ
イ
ル
を
手
が
か
り
に
し
て
区
別

晴

．

す
る
し
か
な
い
。
シ
ス
テ
ム
は
い
わ
ゆ

ι

・
倒

－

る
「
し
ら
み
潰
し
方
式
」
で
、
休
み
時

ゲームソフ

問
を
利
用
し
て
校
内
の
あ
ち
こ
ち
を
歩

き
ま
わ
る
。
移
動
場
所
の
多
さ
は
、
ス

カ
ス
カ
し
た
感
じ
を
招
き
や
す
い
が
、

本
作
で
は
「
ガ
イ
ド
」
を
採
用
し
、
ど

こ
に
行
け
ば
［
何
か
が
起
こ
る
］
ぐ
ら

い
の
情
報
を
く
れ
る
の
で
、
途
方
に
暮

れ
る
こ
と
は
な
い
。

本
作
の
売
り
は
、
下
校
の
途
中
で
、

女
の
子
た
ち
と
他
愛
な
い
会
話
が
楽
し

め
る
こ
と
だ
。
話
題
は
固
定
メ
ニ
ュ
ー

の
他
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
好
み
の
趣
味

が
3
個
追
加
で
き
、
人
形
や
掃
除
の
こ

と
を
語
り
合
っ
た
り
で
き
る
（
我
な
が

ら
気
味
が
悪
い
：
：
：
）
。
し
か
し
、

「そ

う
だ
と
思
う
よ
」

「
へ
ぇ
、
そ
う
な
ん

だ
」
と
い
っ
た
気
の
無
い
応
答
が
多
く
、

女
の
子
た
ち
の
存
在
感
が
希
薄
だ
。
な

ん
だ
か
［
生
き
て
る
感
じ
］
が
し
な
い

の
で
あ
る
。

2
回、

3
回
と
繰
り
返
し
プ
レ
イ
す

る
と
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
増
え
る
な
ど

色
々
な
特
典
が
あ
る
の
だ
が
、
自
分
は

そ
れ
ほ
ど
強
い
［
引
き
］
を
受
信
で
き

な
か
っ
た
。
オ
タ
ク
市
場
に
こ
う
し
た

「
淡
々
と
し
た
」
ア
イ
ド
ル
の
需
要
が

あ
る
の
は
確
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

も
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
か
：
：
：
（
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
オ
チ
）
。

戸

二

一世一一頃
一
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今
と
い
う
時
代
に
真
っ
向
か
5

否
定
さ
れ
る
逆
境
の
作
晶

伝
統
的
恕

『と
き
メ
モ
』
タ
ッ
チ
の
作
り
は
堅
実
た
が

愈
D
の
キ
ャ
ラ
デ
ザ
の
マ
ズ
さ
が
大
き
く
足
を
引
っ
奮
っ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。

・
4

．
 

・

忌
憾
な
く
い
う
と
、
「
入
り
口
で
つ

・
ま
ず
い
て
る
」
の

一
本
。
と
に
か
く
絵

”
が
駄
目
す
ぎ
る
。
だ
っ
て
ヒ
ロ
イ
ン
の

・
沙
奈
の
腕
が
関
節
無
い
し
太
さ
も
な
ん

い
か
お
か
し
い
し
、

『神
聖
モ
テ
モ
テ
王

・
国
』
（
週
刊
少
年
サ
ン
デ
ー
）
の
フ
ア

“1
ザ
l
互
換
と
は

一
体
作

－

『

と
き
め
き
メ
モ
リ
ア
ル
」
（
以
下
、

・
『
と
き
メ
モ
」）
の
絵
が
ヘ
タ
ウ
マ
だ
と

い
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
l
い
う

・
弁
護
を

一
切
は
ね
つ
け
る
至
高
の
へ
夕

日
さ
だ
。
多
く
あ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
内

・
の
数
枚
が
「
筆
が
滑
っ
た
ん
だ
ネ
」
な

・
ら
「
見
な
か
っ
た
こ
と
」
に
も
で
き
る

い
が
（
自
己
防
衛
本
能
）
、

ω枚
が

ω枚

・
と
も
フ
ァ

l
ザ
ー
だ
と
、
心
の
ブ
レ
イ

い
カ
1
が
落
ち
ち
ゃ
い
ま
す
ヨ
1

－

絵
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
［
ギ
ャ
ル
ゲ

日
l
］
の
評
価
が
、
そ
こ
を
［
基
点
］
と

・
す
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
［
個
性
］
と
は
、

l民E留IWI斗圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・

－理彊毘理官冨周恩咽・・

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

い
作
品
は
［
評
価
の
対
象
外
］
と
さ
れ

て
も
文
句
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
脇
に
お
き
、
あ
え
て
［
ゲ
ー

ム
と
し
て
］
評
価
す
る
と
、
自
に
付
く

の
が
シ
ス
テ
ム
の
古
さ
。
各
種
勉
強
＋

電
話
ア
イ
コ
ン
は、

『と
き
メ
モ
』
そ

の
も
の
で
あ
る
。
良
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
と
は
い
え
、
既
に
P
S
に

『と
き

メ
モ
』
が
移
植
さ
れ
て
久
し
い
の
に
、

ま
る
で
代
わ
り
映
え
し
な
い
の
は
い
か

に
も
冴
え
な
い
。
ど
ん
な
作
品
も
時
代

の
［
流
れ
］
の
中
に
あ
る
の
だ
か
ら
、

そ
れ
を
無
視
し
て
は
「
不
勉
強
」
に
見

え
て
し
ま
う
。

実
際
の
ゲ
1
ム
進
行
も
、
『
と
き
メ

モ
」
と
こ
れ
と
い

っ
た
差
別
化
が
見
ら

れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
最
近
の
複
雑
化

し
た
パ
ラ
メ
ー
タ
操
作
な
ど
に
慣
れ
た

自
に
は
、
か
え
っ
て
新
鮮
な
感
じ
を
与

え
る
か
も
、
と
好
意
的
な
解
釈
も
で
き

る
。
む
し
ろ
気
に
な
る
の
は
、
イ
ベ
ン

ト
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
だ
。
特
に

前
半
の
3
カ
月
ほ
ど
が
ス
カ
ス
カ
で
、

軌
道
に
乗
る
ま
で
が
苦
痛
と
な
る
（
あ

の
絵
だ
し
：
：
：
）
。
デ
ー
ト
を
1
日
3

つ
ま
で
ブ

ッ
キ
ン
グ
可
能
と
い
う
の
は

面
白
い
試
み
だ
が
、
そ
れ
を
生
か
す
シ

ナ
リ
オ
が
伴
つ
て
な
い
（
は
っ
き
り
言

え
ば
稚
拙
）
気
が
す
る
。

手
厳
し
め
な
評
価
を
し
た
が
、

「と

き
メ
モ

・
改
」
と
し
て
は
よ
く
作
り
込

ま
れ
て
い
る
（
特
に
メ
モ
リ
カ
l
ド
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
周
り
）
。
時
代
の
早
足

に
置
い
て
け
ぼ
り
を
食
っ
た
、
と
い
う

と
こ
ろ
か
。

色J3＿＿｛コ＿LIよ＿£
多根清史 （B』G食BURN) 

オレは硬派だ lという鉄よりかたいポりシー

は、ギャルゲー3本ゲット後ミリ秒でドブにケ

り入れました。他誌の編集者を「他の才タクラ

イターと色遣うから Jと引かせたのは本懐

ですヌJV¥IV¥ （喜んでて良しゆか）。

匡函
メーカー： SME／機種 ：プレイステーション／価格 ：￥5,800／発売日：。99年2月25日

ときめきメモリアル（SLGl.
メーカー：コナミ／償積 PCエンジン／
価格：￥a,aoo／発売日・。担年5月24日

きらめき高校を舞台に女の子の心をつかんでい
く‘今の恋愛SLGというジャンルを形成した作
品．確かに絵はトホホであったが、ゲームの出
来は非常に高い。



ご

巳』園田、‘
E
ミ’司
Z
h
E
同
L

，

F
O
陣巳
h
u

’園－、，内’
o

r
E
倍
実
聾
匂
狂
じ
同
3
0
0
似
パ
鳳
現
し
た

αカ

げ札一

M

熱
い
対
戦
に
比
し
て
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
C
P
U戦

…

一一一一面
E
べ
L

一
見
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
、
か
と
思
い
き
や
結
構
戦
略
的
要
素
も
満
載
。
多
人
数
で
あ
れ
ば
あ
る

…

MF
ほ
ど
楽
し
い
、

E
x
i
t
gぃ

、

ま

さ

に

『

！

？

ム

。

…

、
久
一
戦
う
と
い
っ
て
も
格
闘
ゲ
l
ム
で
は
…

イ
ツ
ク
を
倒
す
、
弾
く
と
い
っ
た
判
断

…
奥
深
い
戦
略
性
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
ゲ
1

…

い

d
一
な
く
、
柏
手
の
ダ
メ
ー
ジ
を
噌
や
し
最

…
は
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
も
既
存
の
ゲ
1
ム

…
ム
自
体
の
魅
力
を
充
分
引
き
出
せ
な
い
…

一
ニ
一
終
的
に
は
ふ
っ
飛
ば
し
て
ス
テ
ー
ジ
か

…
に
比
べ
て

一
歩
秀
で
た
操
作
感
覚
を
築

…
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
強
い
。
…

t
1
－
ら
落
と
す
の
が
目
的
。
お
馴
染
み
の
キ
…
き
上
げ
て
い
る
。

…
操
作
感
覚
の
追
究
も
兼
ね
た
タ
イ
ム
ア

…

ヤ
ラ
ク
タ
l
逮
が
総
出
演
し
、
各
ゲ
l

…

し

か

し

残
念
な
こ
と
に
、

一
人
用
の

…
タ
ッ
ク
に
挑
戦
で
き
る
ボ
ー
ナ
ス
ス
テ

…

ム
の
世
界
観
を
違
和
感
無
く
踏
襲
し
た

…
み
で
は
ア
ナ
ロ
グ
ス
テ
ィ

ッ
ク
に
よ
る

…
l
ジ
も
あ
る
の
だ
が
、
肝
心
の

C
p
u
…

ス
テ
ー
ジ
上
で
大
乱
闘
を
巻
き
起
こ
す

…

…

戦

は

各

キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ス
テ
ー
ジ
が

日

ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
で
あ
る
。

…

ぬ

u

…
定
着
さ
れ
て
い
る
た
め
ゲ
1
ム
性
の
偏

…

こ
の
ゲ
l
ム
が
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム

…

一

…

り
が
顕
著
に
表
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
日

と
し
て
見
受
け
ら
れ
る
点
に
コ
マ
ン
ド

…

一

…

ま
た
ゲ
l
ム
中
に
は
回
復
、
攻
撃
補
助

日

入
力
は

一
切
排
除
。
基
本
は
あ
く
ま
で

…

「

…

と
い

っ
た
ア
イ
テ
ム
も
登
場
し
用
途
次
…

攻
撃
と
必
殺
技
の
み
で
、
全
キ
ャ
ラ
ク

…

：

弘

…
第
で
逆
転
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
だ

…

タ
l
共
通
と
い
う
操
作
方
法
だ
が
、
簡

…

コ凶

…
が
、
種
類
が
豊
富
な
わ
り
に
は
ポ
ケ
モ

…

索
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
格
闘
ゲ
l

…

滞

…

ン
系
ア
イ
テ
ム
以
外
、
視
覚
的
な
個
性

…

ム
に
備
え
て
あ
る
要
素
も
ほ
ぼ
網
羅
し

…

t

…
が
見
ら
れ
ず
、
全
体
的
に
単
調
で
大
味

…

て
い
る
。
注
目
す
べ
き
所
は
ア
ナ
ロ
グ

…

ω
…
な
雰
囲
気
が
自
に
付
く
こ
と
は
否
め
な

…

ス
テ
イ
y

ク
の
絶
妙
な
入
力
感
覚
を
駆

…

船

…

ぃ
。

使
し
た
操
作
性
。
状
況
に
応
じ
て
ス
テ

…

削

…

と
こ
ろ
が
対
人
戦
に
な
る
と
、

一
人

…

・・園開閉園田園
ト批 評ゲームソフ

用
の
問
題
点
が
逆
に
プ
ラ
ス
に
な
り
、

参
加
者
が
多
い
ほ
ど
駆
け
引
き
の
度
合

い
を
増
す
。
対
戦
後
に
勝
利
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
は
拍
手
喝
采
が
お
く
ら
れ

る
計
ら
い
も
あ
る
の
で
、
対
戦
格
闘
に

あ
り
が
ち
な
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
も
拭

い
取
っ
て
く
れ
る
。
敢
え
て
「
格
闘
ゲ

ー
ム
」
と
い
う
位
置
付
け
を
排
除
し
、

ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
1
ム
と
い
う
形
に
執
着

し
た
こ
の
ゲ
l
ム
。
そ
れ
と
同
時
に
C

P
U戦
が
消
化
不
良
と
い
う
不
協
和
音

を
生
み
だ
し
て
し
ま
っ
た
が
、
上
級
者

と
初
心
者
の
敷
居
の
隔
た
り
を
献
身
的

に
打
破
し
、
ユ
ー
ザ
ー
聞
の
橋
渡
し
的

な
役
目
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

意
欲
的
な
結
果
で
も
あ
り
、
対
戦
ゲ
ー

ム
の
楽
し
さ
に
対
す
る

一
つ
の
提
案
を

打
ち
出
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。

色β＿Q_£.J_J
KF-2 （ケイヱフツー）

ゲームと音楽をこよなく愛する娯楽追求主舞
者。軍近は縫名林檎のアルバムを聴き．詩の
生キしさに魅了された日々を送ってます。
http://www.page.sannet.ne.jp/kf・21

~ 
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格闘．アクシヨン、PRGの要素がすべてつまっ
たゲム。分阪点がいくつもあり、プレイする
度に話が変わるので何度も楽しめる． 軍大6人
まで対戦ができるVSモ ドもある．
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とて 。そ「 。こ大で代ラ，ゲ S のとをてを
りど現の伝 となあをテ l T ー で挙真作
あの代名説 は影り築ィム G つあげつ迫
え様にも」 疑響、いウ討ののろる先立
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忍
び
な
い
が
：
：
：
た
だ
、

一
言
だ
け
言

…
は

「偉
大
な
る
前
作
」
を
超
え
よ
う
と

う
と
す
る
な
ら
ば

「
『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
日
過
剰
な
ま
で
に
ア
イ
デ
ア
を
詰
め
込
み

H
』
の
影
は
巨
大
す
ぎ
た
」
と
い
う
こ

…
す
ぎ
た

『グ
ラ
田
』
の
反
動
か
、
も
し

と
で
あ
ろ
う
か
。

日
く
は

『グ
ラ

E
」
を
模
倣
す
る
の
が
精

一
杯
だ
っ
た

『グ
ラ
町
』
ス
タ
ッ
フ
の

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
W
』

の

…
力
量
の
問
題
な
の
か
：
：
：
と
に
か
く
展

致

命

的

な

問

題

点

と

は

…
聞
は
も
と
よ
り

「
『グ
ラ

E
』
そ
の
ま

そ
れ
か
ら
凶
年
、
時
代
が
変
わ
り
、

…
ま
」
の
部
分
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、

S
T
G
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
、
い
や
ア
！

日
『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
』
で
大
き
な
魅
力
で

ケ
l
ド
ゲ
l
ム
自
体
が
斜
陽
を
迎
え
つ

…
あ
っ
た

「次
に
何
を
見
せ
て
く
れ
る
の

つ
あ
る
今
日
、
復
活
し
た
伝
説

『グ
ラ

日
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
期
待
感
を
見
事

デ
ィ
ウ
ス

W
』
は
：
・
：
残
念
な
が
ら
そ

…
な
ま
で
に
削
い
で
い
る
。

の
伝
説
の
輝
き
を
失
っ
て
い
た
。

…

も

う
1
点
は
ゲ
l
ム
バ
ラ
ン
ス
。

致
命
的
な
問
題
点
が
2
点
あ
る
。
ま
日

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
」
と
い
え
ば
学
習
効

ず

一
つ
に
「
あ
ま
り
に

『グ
ラ

E
」
に

…
果
が
攻
略
の
カ
ギ
（
所
謂
『覚
え
ゲ
l
』）

似
た
展
開
で
あ
る
」
と
い
う
点
。
こ
れ

日
な
の
だ
が
、
今
回
は
そ
れ
に
加
え
て
ア

・
・

H

ド
リ
ブ
要
素
が
多
い
。
こ
れ
は
過
去
の

志
向

…

シ
リ
ー
ズ
と
比
べ
て
自
機
（
ヒ

ッ
ト）

i

－
 

品

…
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
起

高
山

…

因
し
て
い
る
。
本
来

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
」

見

。

…
は
白
機
（
ヒ

ッ
ト
）
が
大
き
い
為
、
小

一
，
川

…
さ
な
操
作
ミ
ス
が
死
を
招
く
：
：
：
す
な

注

F

EZ

－

f
w
…
わ
ち
ア
ド
リ
ブ
が
許
さ
れ
な
い
、
如
何

叫

枇
…
に
安
定
し
た
パ
タ
ー
ン
を
構
築
す
る
か

γ
叩
…

・・

・こ
れ
が

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
』
の
ゲ

可
湖

…
l
ム
性
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
ヒ

ッ

ι
…
ト
が
小
さ
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
故
、

欄

…
操
作
ミ
ス
が
死
に
直
結
し
な
い
こ
と
が

問

ト批評ゲームソフ

に
よ
り
今
ま
で
の

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
』

叫
が

…
の
ゲ
1
ム
性
な
ら
ば
長
時
間
遊
ば
れ
る

1a
κ
、
．

一
品
開
…

可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
そ
れ
故
に

詞
蜘
…

『グ
ラ
即日
」
は
安
定
プ
レ
イ
を
否
定
し

州一
咽
…

た
ア
ド
リ
ブ
要
素
の
強
い
ゲ
｜
ム
と
な

平
押
…

っ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
こ
れ
は
非
常

同
・

岬ノ

・

ニ
引
…
に

「『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
」
ら
し
く
な
い
」

司
円
…
バ
ラ
ン
ス
・
：
：
フ
ル
パ
ワ
ー
で
も
死
ね

戸
叫

…
る
ア
ド
リ
ブ
性
の
為
、
爽
快
感
・
征
服

回
行
…

感
が
非
常
に
希
薄
：
：
・
で
は
な
い
だ
ろ

E
て
日

う
か
。

・・
’ν

．
そ
日

だ
が
、
今
回
の
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
の

…
多
い
（
偶
然
で
ボ
ス
系
の
レ
ー
ザ
ー
攻

…
「
復
活
」
は
非
常
に
意
味
の
あ
る
も
の
だ

日
撃
が
避
け
ら
れ
る
ご
と
も
あ
る
程
）

O

H

と
筆
者
は
思
う
。
ま
ず
は

「復
活
さ
せ

し
か
し
、
こ
れ
は
こ
れ
で
今
風
の
味
付

…
ょ
う
」
と
い
う
ス
タ

ッ
フ
の
意
気
込
み

け
と
も
一言
え
る
し
、
そ
の
ヒ
y
ト
の
小

川
と
い
う
点
、
そ
し
て
皮
肉
に
も

「今
の

…
さ
さ
も
相
候
っ
て
「
復
活
し
や
す
い
H

…
ア
ー
ケ
ー
ド
」
と
い
う

「病
理
」
を
照

…
復
活
の
楽
し
さ
」
を
提
供
し
て
い
る
等

…
ら
す
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
。

…
の
優
れ
た
点
も
持
っ
て
い
る
。
だ
が
こ

…

在
に
だ
り

・

直ー央で

…
れ
が
起
因
と
な
っ
て
結
果
的
に
裏
目
に

…

1
明
問
問

・

一一日開

…
出
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

日

一
ピ
し
は

・

尼崎

υ珂

マ
ハ
出
の

．

／
L
K
門川町

そ
も
そ
も
昔
の
ア
ー
ケ
ー
ド
と
遠

…

一
円
以
忍

圃

ぺ

附
…
当
栴

…
ぃ
、
今
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
あ
ま
り
に
ゲ

…

ω
宏
司
加
わ

圃

門

限

防

制

…
｜
ム
の
サ
イ
ク
ル
（
寿
命
・
イ
ン
カ
ム

…

川

寸
品
川
帆

．
町
一匹

ト
日
批
珊

…
推
移
）
が
遣
い
す
ぎ
る
。
と
こ
ろ
が

…

m
M
同
日
芳

園

間伯

仲
矧
馴
以

…
『グ
ラ

W
』
は

「復
活
」
の
名
の
元
に

…

臨
時
広
明
紘

回
目
出

足

叫

…
忙日の
仕
様
無
限
周
囲
を
デ
フ
ォ
ル
ト

…

川

湖
町
一
詔
一
冗

塑－
N
k
m
地

肌

…
と
し
て
い
る
上
、
上
記
の
自
機
ヒ

ッ
ト

…

剛

日
間
日
か
巴

圏
何
日勝

目

日

，~~行
一 一

込ぶγ

11,r- ~ 'f'.:JC:お’ iI l ・ C:7

今。φ•：.• ・φオφ、0・a も・ .. 

h 、 、－~·，… ぶ

： ~ ,.1 、，
＼；’  

I l 、．
'・' ，、
, ~ I , .、
，句

II;・ '. 

．コナミ／機種：アーケード／発売日：・99年2月圃 （臨時榊温 メーカ



私にはこの作品の良さを理解する能力が
ないのです。 映画評逼『家淀川長治

・・町閉園田園田園

た
と
え
ば
両
親
は
す
で
に
な
く
、
身

内
と
い
え
ば
病
弱
な
義
理
の
妹
だ
け
、

自
分
が
生
き
て
い
く
に
は
彼
女
は
非
常

な
重
荷
で
、
と
う
の
昔
に
厭
気
が
さ
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
口
に

す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
さ
り
と
て
そ

の
気
持
ち
を
隠
し
通
す
こ
と
も
で
き

ず
、
最
近
彼
女
も
薄
々
感
づ
い
て
い
る

よ
う
で
、
時
に
悲
し
げ
な
、
特
に
す
が

る
よ
う
な
目
を
自
分
に
む
け
て
く
る
。

そ
れ
を
振
り
切
る
よ
う
に
部
屋
の
ド
ア

を
閉
め
、
自
分
の
境
遇
を
呪
い
な
が
ら

闇
雲
に
船
内
を
歩
き
回
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
な
ん
ト

7
・
乗
り
あ
わ
せ
て
い
た

ト批評ゲームソフ

情
け
無
用
の

妻
賢
持
ち
回

星
画

火
の
海
で
叫
べ
よ
第
七
回

一
豪
華
客
船
が
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク

…
さ
は
。
P
S
で
発
売
さ
れ
た
統
編

『セ

…

ロ
。
み
ん
な
で
水
を
掻
い
て
る
と
こ
ろ

一
号
の
よ
う
に
転
秘
し
て
し
ま

u

プ
テ
ン
ト
リ
オ
ン
l

o
u
t

o
f

H

は
や
る
気
の
な
い
ム
カ
デ
競
争
の
よ

一
っ
た
ー
さ
晶
、
あ
な
た
は

…

t
h
e
B
l
u
e
－
』。

ポ
リ
ゴ
ン
…
ぅ
、
ま
だ
浸
水
し
て
い
な
い
場
所
で
船

一
ど
う
す
る
？

日
で
描
か
れ
た
登
場
人
物
た
ち
は
お
そ
ろ

…
が
は
げ
し
く
揺
れ
る
と
木
を
薙
ぎ
倒
し

一

と
い
う
ヘ
ビ
！
な
難
問
を

…
し
く
動
き
が
緩
慢
で
、
沈
み
ゆ
く
船
か
…

た
よ
う
に

一
斉
に
ブ
ッ
倒
れ
る
。
傾
斜

一
い
き
な
り
突
き
つ
け
ら
れ
、

日
ら
命
が
け
で
脱
出
す
る
ゲ
！
ム
だ
と
い

日
が
キ
ツ
く
な
っ
た
際
に
は
四
つ
ん
這
い

一
S
F
C
の
回
転
機
能
を
フ
ル

…
う
の
に
新
気
と
か
気
概
と
か
つ
て
も
の

…
に
な
る
の
で
す
が
、
全
員
、
前
に
い
る

一
活
用
し
て
グ
ル
グ
ル
回
り
ま

…
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
流
れ
こ
ん
…
奴
の
ケ
ツ
め
ど
に
顔
を
規
両
な
が
ら
そ

一
く
る
迷
路
の
ご
と
き
船
内
を
、

…
で
き
た
海
水
に
呑
ま
れ
る
と
、
動
き
は

…
ガ
モ
ガ
や
っ
て
る
様
は
、
明
ら
か
に
脳

一
死
に
瀕
し
た
虫
け
ら
さ
な
が

…
い
っ
そ
う
鈍
重
に
。
頭
ま
で
漬
か
っ
た

…
の
な
い
人
間
た
ち
の
も
の
で
す
。
か
と

…
ら
に
這
い
ず
り
ま
わ
り
、
傷

日
水
の
中
、
悠
然
と
歩
を
進
め
て
い
く
そ

…
思
う
と
、
急
に
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た

…
つ
い
た
者
、
絶
望
し
た
者
、

…
の
姿
に
は
、
初
予
か
ら
諦
念
す
ら
感
じ

…
み
た
く
勝
手
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
奴
と
か

ま
だ
幼
い
者
、
そ
し
て
自
分

u

ら
れ
ま
す
。

日
い
て
、
こ
ん
な
ダ
メ
人
間
ど
も
は

一
刻

の
妹
を
ひ
き
つ
れ
て
、
遥
か
彼

…

更
に
奥
様
な
の
は
、
ゲ
1
ム
中
後
ろ

…
も
早
く
溺
死
し
て
海
の
藻
屑
に
な
っ
て

方
の
光
明
を
め
ざ
す
：
：
：
そ
ん
な
感
動

日
に
ひ
き
つ
れ
て
い
く
他
の
乗
客
た
ち
と

日
ほ
し
い
と
い
う
気
す
ら
し
て
き
ま
す
。

的
な
ゲ
l
ム
が
か
つ
で
あ
っ
た
。

日
主
人
公
の
動
き
が
見
せ
る
妙
な
シ
ン
ク

日

他

に
も
、
単
な
る
ポ
リ
ゴ
ン
割
れ
だ

『
セ
プ
テ
ン
ト
リ
オ
ン
」。

ヒ
ュ

l

…

日

と
思
っ
て
い
た
画
面
隅
の
ド

ッ
ト
が
実

マ
ン
が
送
り
だ
し
た
、
パ
ニ

ッ
ク
も
の

H

H

は
重
要
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
り
、
廊
下
に

ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
の
傑
作
で
あ
る
。

…

…

突
如
薄
と
し
穴
が
あ
い
て
い
て
落
っ
こ

日
ゲ
ー
ム
画
面
は
船
内
を
検
か
ら
透
か
し

H

H

っ
た
ま
ま
永
遠
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
た

ね

見
た
平
べ
っ
た
い
も
の
で
、
お
せ
じ
に

日

す

…

り
、
ち
ょ
う
ど

『ミ
シ
シ
ッ
ピ
l
殺
人

eAF 

も
リ
ア
ル
と
は
言
い
難
か

っ
た
が
、
そ

日

て

日
事
件
」
の
ポ
リ
ゴ
ン
版
み
た
い
な
感
じ

つ
－

…
こ
に
は
生
き
て
い
た
っ
て
ロ
ク
な
こ
と

…

h

…
で
し
ょ
う
か
。
前
作
に
泥
を
塗
っ
た、

…
が
な
い
だ
ろ
う
己
の
人
生
を
な
お
も
信

…

臥

…

と
い
う
よ
り
は
、
そ
ん
な
も
の
金
輪
際

じ
、
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
人
々
の
リ

…

例

日

な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
、
な

の

日

ア
ル
な
生
が
あ
っ
た
。

…

も

日

ん
と
も
ミ
ザ
リ
！
な
ソ
フ
ト
で
す
。

の

日

そ
れ
に
引
き
か
え

一
体
な
ん
な
ん
で

…

ほ

…

（編
集
部
小
野
嫁
）

し

よ

う

か

、

こ

い

つ

ら

の

や

る

気

の

な

…

↑
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襲界のB・52蝿撃機・がつぶ獅子丸先生が送る
一触即発の核弾頭！
本聴で絶大な人気を跨る「悪趣味ゲーム紀行」
がついに単行本として、あなたのお手元に！ 書
き下ろしの他、がつぶち。んと絹子丸先生のマ

ンガもたくさん破ってます！ 「悪趣味ゲームJ
の魅力がギュッと濃縮されたこの一冊、はっき
り冨って一般大多数の方にはまったく

オススメできません！
ガ
丸

J
ン
子

話
マ
獅

即
時
川

イ
獅
ト

セ
と
ヅ

ツ
ん
力

工
や
タ

5
ち
ワ

は
ぷ
イ

5
つ
猷

A

’A

，。

すごい Zロゲー烈伝！
聞観久・著

ああ、我がモニターの中を通り過ぎていったお欠元ギャルた
ちょ・・…・。

本聴で好評｛？｝連眠中の「エロの星の名のもとに」が一冊の
本になりました。連軍Eをもとに大幅加筆、書き下ろしも多数！
南氏の漕ォ～い世界をたっぷりとお届けします。

工ロゲーメーカー突撃インタビ‘ユー／同人ソフト探索／ 『郵E子j
f美穂jf美奈子J..・H ・駒tの名前シリーズを読み解くほか

｜絶賛発売中！！刷／11い シ／蜘円 （糊 J)

多数のご投稿、ありがとうございました。『焼香あっての本で
すから』第2弾、遂に発売です。ゲームユーザーの生の熱い叫
びを聞け！

ぼくの！わたしの ！勝手にベスト10／ゲーム？信号寿者、生の声／
ゲームとわたくし／読者二ヨj凶障平ノページスペシャルほか

｜絶賛発売中！！ 師事l]/100へーシ／750円帆 ｜ 

圧函



圧画

O
リ
テ
・
ラ
ト
パ
リ
タ
・
ウ
ル
ス
・
ア

リ
ア
ロ
ス
・
パ
ル
・
ネ
ト
リ
ー
ル
1

読
者
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
私
の
最
近
の
趣

味
は
古
い
F
C
ソ
フ
ト
収
集
。『
バ
イ

オ
戦
士
ダ
ン
』
「
マ
ッ
ハ
ラ
イ
ダ
l
』

『デ
ビ
ル
ワ
ー
ル
ド
』
「
新
人
類
』『
東

海
道
五
十
三
次
』
以
上
す
べ
て
1
9
0

円
オ
ー
ル
で
買
い
ま
し
た
。
バ
イ
キ
ン

グ
松
井
で
す
。

。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
並
河
で
す
。
最
近

は
ゲ
l
セ
ン
で

『D
D
R』
に
興
じ
る

毎
日
で
す
。
早
く

『ド
ラ
ム
マ
ニ
ア
』

で
遊
ん
で
み
た
い
で
す
。

O
松
井
、
並
河
の
ダ
ン
ゴ
三
兄
弟
で
お
送

り
す
る
読
者
コ
ー
ナ
ー
、
今
回
も
沢
山

の
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
さ
っ

そ
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

お
い
お
い

一
人
足
り
な
い
よ
。

女
も
の
す
ご
く
く
だ
ら
な
い

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
特
集

2
に
す
る
と
い
う
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
「
抱
か
れ
た
い

ゲ
l
ム
ク
リ
エ
イ
タ
l
」
（男

子
読
者
は
．と
う
す
る
ん
だ
よ
）

pu 
欲

・
と
か
。
「
ド
キ
ツ
l

ゲ
l
ム
ク
リ
エ
仁

川
イ
タ
ー
だ
ら
け
の
水
泳
大
会
」
が
行
わ
帥

・
れ
た
場
合
、
い
わ
ゆ
る
オ
ツ
パ
イ
ポ
口
敏

“
リ
系
に
相
当
す
る
の
は
誰
か
、
と
か
神
刊

－
を
も
恐
れ
ぬ
設
聞
を
。

化
i
t
し

“

い
や
単
に
、
こ
の
妄
想
を
強
引
に
頭

43
…

・
の
中
で
推
し
進
め
て
い
る
う
ち
に
切
な
辻
犬

日
く
も
空
し
い
気
分
に
な
っ
た
の
で
、
編
恥
時

．
集
部
に
も
こ
の
感
じ
を
飛
び
火
さ
せ
た
動
仙

崎
く
な
っ
た
だ
け
で
す
。
す
い
ま
せ
ん
。

日いほ

引
私
は
疲
れ
て
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
丘
一

川

（

香
川
県
笠
岡
魚
介
）
川
一
叫

ん

U
O
せ
っ
か
く
だ
か
ら
読
者
の
皆
様
に
も
～
航

・
飛
び
火
さ
せ
ま
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。

T
－h（

“

（

並

河

）

す

・

0
疲
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
、
滋
か
れ
舗
叩

－

1
1｜

l
斗

剖

耕

一

世
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京一川町

H
w
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a
U
4
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春
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h
r
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可
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日
間
文
よ永

遠
な
れ

平
成
U
年
1
月
別
臼
に
逝
去
な
さ
れ

た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
さ
ん
。
そ
の
死

を
惜
し
む
ゲ
ー
ム
批
評
読
者
か
ら
の
声

を
集
め
て
み
た
。

女
ゲ
l
ム
批
評
に
、
で
は
な
く
マ
イ
ク

ロ
デ
ザ
イ
ン
出
版
局
へ
の
希
望
。
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
馬
場
が
死
ん
じ
ゃ
い
ま
し

た
。
う
え
i
ん
。
そ
こ
で
世
界
の
馬
場

の
栄
光
を
ム
ダ
に
し
な
い
た
め
に
「
プ

ロ
レ
ス
批
評
」
（
「
格
闘
技
批
評
」
で
も

い
い
）
を
創
刊
し
て
欲
し
い
と
真
面
目

に
思
う
の
だ
っ
た
。

（
青
森
県
中
村
光
彦
）

貴

「全
日
本
プ
ロ
レ
ス

2
一巳
E
ユコ由

〈
白
ユ
E
曲
』
（S
S
）
の
イ
ン
チ
キ
く
さ

い
馬
場
社
長
の
強
さ
が
印
象
的
で
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
て
残
念
。

（
滋
賀
県

ヤ
マ
ネ
薬
局
）

＊
小
さ
い
頃
、
デ
パ
ー
ト
の
ゲ
l
ム
コ

ー
ナ
ー
で

『ア
ッ
ポ
l
」
を
よ
く
遊
ん

で
ま
し
た
。
馬
場
が
モ
デ
ル
の

「
パ
ブ

l
」
が
す
ご
く
好
き
で
し
た
。
亡
く
な

ら
れ
て
と
て
も
残
念
で
す
。

（神
奈
川
県
ミ
チ
ル
）

貴
馬
場
社
長
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

発
売
以
来
ず
っ
と

『全
日
本
プ
ロ
レ
ス

r
a
Eコ
由
〈
白
ユ
E
曲
」
を
プ
レ
イ
し
続

け
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
の
中
の
馬
場
さ

ん
は
、
強
い
で
す
。
私
の
エ
デ
ィ
ッ
ト

レ
ス
ラ
ー
と
闘
う
馬
場
さ
ん
を
見
て
い

た
ら
、一
波
が
出
て
き
ま
し
た
。
慎
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（佐
賀
県

γ
E
F
u
c
u
 

O
東
洋
の
巨
人
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場

の
死
は
、
ゲ
ー
ム
批
評
読
者
に
も
衝
懇

的
だ

っ
た
よ
う
で
す
。「
生
涯
現
役
」

を
貫
き
通
し
た
馬
場
の
生
き
様
に
リ
ス

ペ
ク
ト
。
（松井）

。
馬
場
さ
ん
に
関
し
て
は

「年
刊
ゲ
ー

ム
批
評
明
年
上
半
期
」
に
て
、
編
集
部

一
の
プ
ロ
レ
ス
好
き
で
あ
る
古
庄
さ
ん

が
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
是
非
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
（並河）

て
る
ん
だ
よ
。
（
松
井
）

食
店
号
の
表
紙
、
か
な
り
奇
怪
で
す
ね
。

な
ん
か
暗
示
し
て
い
る
の
で
す
か
？

（
京
都
府
ス
バ
ル
ト
イ
K
｜

T
A
M）

O
あ
あ
、
強
烈
に
暗
示
し
て
る
さ
。
ゲ

ー
ム
業
界
の
あ
ん
な
こ
と
や
こ
ん
な
こ

と
。
（
松
井
）

O
五
×
勉
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら
、
い

い
加
減
な
こ
と
言
わ
な
い
で
下
さ
い

よ
。
（
並
河
）

O
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
大
予
言
は
ロ
マ

ン
だ
。
（
松
井
）

※
こ
の
世
に
果
た
し
て
ロ
マ
ン

は
あ
る
の
か
？
人
生
を
彩
る

愛
は
あ
る
の
か
？
（
加
山
雄
三

の
ブ
ラ
ッ
ク

・
ジ
ヤ
ツ
ク
）

女
最
近
、
ゲ
l
セ
ン
の
客
、
減

り
ま
し
た
ね
l
。
や
る
モ
ン
な

い
か
ら
で
し
ょ

l
け
ど
：
：
：
。

松
井
さ
ん
は
ゲ
l
セ
ン
で
何
や

「ゲ
l
ムセ
ンヲ
l
あ
ら
し
」
の
新
シ
リ
ー
ズ
か
復
刻
舗
を
連
破
し
て
下
さ
い
。（
千
葉
県
ト
リ
ヨ
ロ
フ
）e
e

－
－
僕
も
連
載
希
望
。
（小野塚）

っ
て
ま
す
か
？

（北
海
道
清
野
淳
）

O
ゲ
l
セ
ン
ね
え
。
最
近
は

対
戦
格
闘
ゲ
l
ム
は
ア
レ
な

ん
で
（
「
年
刊
ゲ
1
ム
批
評

明
年
上
半
期
」
参
照
）
遊
ば

な
い
。
も
っ
ぱ
ら
脱
衣
マ
ー

ジ
ャ
ン
の
日
々
。

・

0
：
：
j
i
－
－
：
・
（
オ
ヤ
ジ
？
）
。
（
並
河
）

“
女
僕
は
昔
、
彼
女
を
泣
か
せ
、
宥
め
る

・

の
が
面
倒
で
途
中
で
帰
っ
た
こ
と
が
あ

υ
り
ま
し
た
が
、
彼
女
と
は
そ
れ
っ
き
り

・

で
し
た
。
ち
な
み
に
先
手
を
打
っ
た
ら

・
実
に
愉
快
な
気
分
に
な
れ
る
の
で
、
山

－
 

・
内
さ
ん
も
先
手
を
打
っ
て
別
れ
た
方
が

・
良
い
と
思
い
ま
す
。

日

（

春
日
部
市
コ

l
ス
ケ
）

・
〈
〉
「
良
い
と
思
い
ま
す
」
じ
ゃ
な
い

．
ょ
！
絶
対
に
別
れ
た
り
し
な
い
つ

．
 

－
て
。
ち
な
み
に
、
遠
距
離
恋
愛
を
持
続

豆

（長野県高峰秋良）
。私も面白かったです。続編希望 t

（並河）

任天堂H ニンテンドウパワーで出してくれえー！ （東熱帯の培 え Iサウンドファン9ジーjやりたいです

依存Y 京都おひっぢ座）

（帽阪市各務晶）

OD C版で気楽に遊ぷのがよろしも

かと。（松井）

圧E



デ
コ
ゲ
l
特
集
や
っ
て
下
さ
い
1

で
、
デ
コ
に
コ
ア
コ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
と
か
出
す
よ
う
に
曾
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
l

『魔
境
戦
士
』
と
『
ミ
y
ド
ナ
イ
ト
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
』
の
ル
l
プ
レ
パ
l
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
が
欲
し
い
ぞ
。
（
松
井
）

浮

－

O
な
に

1
3
8
0
円
と
な
！
セ
ガ
サ

一

一

日

夕

1
ン
ソ
フ
ト
収
集
門
家
と
し
て
は
聞
き

一
一
・
捨
て
な
ら
ん
！
場
所
は
ど
こ
？
教
え

門

“

て

く

れ
1

今
す
ぐ
出
張
だ
！
（
松
井
）

抗

・

0
自
腹
で
行
っ
て
下
さ
い
。
（
並
河
）

で、

．
＊
ゲ
l
ム
屋
の
店
員
さ
ん
が
、
ゲ
l
ム

、
吋
！
・

Mι

・
の
こ
と
全
然
知
ら
な
い
と
腹
が
立
つ
け

刊
何

・
ど
、
こ
っ
ち
を
ま
る
で
ゲ
l
ム
知
ら
な

ィ
て
）
．

‘畑
銅

・

ぃ
客
み
た
い
に
「
こ
れ
は

O
Oの
ソ
フ

b

I

f
－
－
3

隅
恥
パ
・

ト
で
す
け
ど
、
大
丈
夫
で
す
か
7
」
な

l
l
f
h
d戦
す

’

片
山
は
は
ド
｜

ω。
で
・
ん
て
一
言
わ
れ
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ム

－
 

さ
せ
る
コ
ツ
は

「何
事
に
も
マ
メ
で
あ
・

ヵ
つ
く
。
（
新
潟
県
宿
許
は
る
か
）

る
こ
と
」
だ
ね
。
（
ヤ
マ
ウ
チ
社
長
）
・

O
ま
あ
ま
あ
。
S
S版
の

『
ロ
ボ
・
ピ

・
さ
す
が
愛
の
戦
士
。
や
る
な
あ
。
ょ

．

ッ
ト
』
が
欲
し
か
っ
た
の
に
ウ
ッ
カ
リ

－
 

ぉ
し
、
僕
も
や
る
ぞ
1

（
小
野
塚
）
・

P
S版
を
レ
ジ
に
持
っ
て
い
っ
た
時
な

O
何
や
る
気
事
た
し
て
ん
だ
よ
。
（
松
井
）
．
ど
、
店
員
さ
ん
が
確
認
す
る
こ
と
で
間

－
 

女
私
が
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
近
所
の

・
遠
い
に
気
づ
く
か
も
し
れ
な
い
じ
ゃ
な

ス
ー
パ
ー
は
、
ワ
ゴ
ン
セ
l
ル
が
魅
力
。
－
い
で
す
か
。
え
っ
、
ど
っ
ち
で
も
変
わ

T
V
放
映
の
終
わ
っ
た
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ

．
ら
な
ミ
だ
ろ
、
っ
て
？
パ
カ
モ
ン

．L

ノ

の
子
供
用
下
着
や
、
大
量
に
仕
入
れ
た

・

『ロ
ボ
・
ピ

ッ
ト
」
は
S
S版
と
P
S版

も
の
の
売
れ
残
っ
た
商
品
が
破

圃
圃
司
刻

格
の
値
段
で
売
ら
れ
て
い
ま
薄
日

す
。
そ
の
中
に
、
な
ん
と
セ
ガ

一%

サ
タ
l
ン
の
ソ
フ
ト
が
！
タ

イ
ト
ル
・
メ
ー
カ
ー
問
わ
ず
ど

れ
も
3
8
0円
！
涙
を
さ
そ

う
光
景
で
し
た
。

（
愛
知
県

所
真
理
子
）

理由E乱 開，
（千葉県レベゼン千葉）
。どんなシステムなのでしょうか？
（並河）

「デ
レ
l
ト
ラ
ダ
ヲ
イ
ム
シ
ョ
l
』
な
ら
ピ
ン
で
も
買
い
ま
す
1

（群
馬
県
な
い
よ
）



繍
外
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
コ
ラ
ム
等
書
い
て
あ
る
と
、
な
ん
か
「
か
た
じ
け
な
い
」
気
分
に
な
る
。
（神
奈
川
県
第
2
代
世
界
チ
ャ
ン
ピ
ヨ
ン
）
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今
も
「
か
た
じ
け
な
い
」
気
分
に
な
っ
て
ま
す
か
？
（
並
河
）



読
者
だ
か
S
見
え
る
と
と
も
あ
る
し
、
読
者
に
し
か
見
え
恕
い
と
と
も
あ
る
。

だ
か
S
『
読
者
ニ
ヨ
ル
批
評
』
拡
の
で
す
。

令
回
も
、
読
者
の
新
鮮
な
視
点
に
よ
る
批
評
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

2
カ

月
に
一
度
の
読
者
の
批
評
コ
ー
ナ
ー
、

今
回
は
り
ニ
ュ

l
ア
ル
準
備
版
で
す
。

何
故
準
備
版
か
つ
て
？
そ
れ
は
後
で

の
お
楽
し
み
。
今
回
は
字
数
が
少
な
い

ん
で
、
さ
く
さ
く
行
き
ま
す
か
。

「
見
て
い
る
だ
廿
の
ゲ
’
ム
」
を
作
っ
て
ほ
し
い

s
軍
需
の
宮
警
零
よ

読
書
に
し
て

も
し
「
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、

あ
と
は
ず
っ
と
画
面
を
見
て
い
る
だ

け
」
と
い
う
ゲ
l
ム
が
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
面
白
い
だ
ろ
う
か
。
例
え

ば
、
映
画
は
ま
さ
し
く
「
見
て
い
る
だ

け
」
で
面
白
い
で
は
な
い
か
。

『
街
』
を
プ
レ
イ
し
て
い
て
、
こ
ん

な
こ
と
を
考
え
た
。
そ
れ
は
、

『街
」

が
そ
う
い
う
ゲ
l
ム
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
よ
く
ザ
y
ピ
ン
グ
が
ど
う
と
か
被

雑
に
影
響
し
あ
う
8
人
の
物
語
が
い
い

と
か
言
わ
れ
る
が
、
私
が

『街
』
の
中

日
も
見
受
け
ら
れ
る
。
パ
ッ
ド
エ
ン
ド
に

で
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
桂
馬
が
暗

…
な
っ
た
は
ず
の
人
物
が
登
場
し
て
い
る

…
号
を
解
説
す
る
シ
l
ン
で
あ
り
、
七
曜

日
場
面
は
随
所
に
見
ら
れ
る
し
、
変
化
す

会
の
秘
密
が
暴
か
れ
る
シ
l
ン
な
の
で

日
る
は
ず
の
な
い
も
の
が
変
化
す
る
（
爆

あ
る
。
そ
れ
ら
の
シ
l
ン
は
、
プ
レ
イ

…
弾
解
体
に
失
敗
す
る
と
爆
発
す
る
が
、

…
ヤ
l
の
選
択
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え

日
解
体
に
成
功
す
る
と
そ
の
爆
弾
が
ニ
セ

ず
、
た
だ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
文
章
を
送

…
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
、
な
ど
）

り
、
映
し
出
さ
れ
る
実
写
を
見
て
い
る
日
と
い
っ
た
矛
盾
も
見
ら
れ
る
。
確
か
に

だ
け
と
い
う
シ
l
ン
な
の
で
あ
る
。

…
綿
密
な
部
分
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て

そ
れ
が
面
白
か
っ
た
。

…
は
穴
が
目
立
つ
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ

逆
に
、
「
パ
ッ
ド
エ
ン
ド
」
や

「
つ

日
う
。
こ
の
様
な
中
に
あ
る
「
パ
ッ
ト
エ

…
づ
く
」
で
物
語
が
中
断
さ
れ
た
と
き
は
、

…
ン
ド
」
や

「
つ
づ
く
」
は
、
た
だ
の
陣

非
常
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
。
せ
っ

日
害
物
で
し
か
な
く
、
物
語
を
読
む
上
で

…
か
く
面
白
い
物
語
を
読
ん
で
い
た
の

…
面
白
さ
が
増
す
要
素
で
は
な
い
。

に
、
な
ぜ
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

…

そ
れ
で
も

『街
』
は
面
白
か
っ
た
。

の
か
。
特
に
「
つ
づ
く
」
の
方
は
中
断

“

こ
と
で
優
初
の
命
題
に
一
戻
る
。
た
だ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
分
か
ら

…
見
て
い
る
だ
け
の
ゲ
l
ム
が
面
白
い
の

な
い
だ
け
に
理
不
尽
に
感
じ
た
。
ま
た
日
か
。
面
白
さ
は
と
も
か
く
、
た
だ
見
て

理
不
尽
さ
は
「
人
物
A
の
行
動
が
人
物

…

い
る
だ
け
な
ら
ば
、
ゲ
l
ム
と
い
う
形

B
に
影
響
を
与
え
る
」
と
い
う
部
分
で

…
態
を
と
る
必
要
は
な
い
と
も
思
え
る
。

圧函

回
同

一
同
月

一
年

…
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
『
街
」
一
相

…
の
文
章
盆
は
映
画
で
は
あ
り
え
な
い
一
品川

…
し
、
実
写
量
は
小
説
で
は
あ
り
え
な
い
。一

脚

…
そ
う
考
え
る
と
こ
れ
も
ゲ
l
ム
独
自
の

一円

…
表
現
形
式
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
一価

…
う
か
。
さ
ら
に
、

『街
』
で
は
「
ボ
タ

一げ

…
ン
を
押
し
て
文
章
を
進
め
る
」
と
い
う
一ト

日
操
作
が
常
に
加
わ
る
。
こ
れ
は
常
に
自
一抑

…
分
の
ぺ

l
ス
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
と

一セ

…
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
積
極
的
に
物
一柵

…
語
を
見
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
与
え
て

一
円

…
く
れ
る
。
こ
れ
も
映
画
で
は
あ
り
え
な

一一一

い
こ
と
で
あ
る
。
ゲ
1
ム
と
い
う
と
何
一h

…
か
し
ら
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
選
択
が
影
響
を
一．一．

…
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が

一寸

…
し
て
し
ま
う
が
、
ゲ
ー
ム
独
自
の
表
現
一メ

…
形
式
と

「ボ
タ
ン
を
押
す
」
こ
と
に
よ
一
州

…
る
参
加
感
を
い
か
せ
ば
、

「見
て
い
る

一
山

…
だ
け
」
で
面
白
い
ゲ
l
ム
も
十
分
あ
り
一
何

日
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が

一閣



「
ゲ
！
ム
」
と
呼
べ
る
か
ど
う
か
な
ん

…

シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
の
魅
力
の

一
つ
は
、

て
、
そ
の
後
ろ
の
小
さ
な
問
題
に
過
ぎ

日
神
秘
的
だ
と
さ
え
感
じ
る
光
景
が
盛
り

な
い
。

（
埼
玉
県
若
松
朋
久
）
…
込
ま
れ
た
世
界
観
な
の
だ
か
ら
タ
イ
ト

ー
け
削
J

H

！
な
ら
で
は
の
電
脳
空
間
を
見
せ
て
欲

一‘，L
ゲ
l
ム
に
関
す
る

－4

問一

FZ

し
か
っ
た
。

一4
4新
た
な
視
点
の
理
吉
日

R

7

「
L
Hし
…

次
に
シ
ス
テ
ム
面
、
侵
食
率
と
G
P

ゲ
ー
ム
の
面
白
さ
と
は
い
っ
た
い
ど

H
A
で
あ
る
が
ど
ち
ら
も
ゲ
l
ム
的
な
面

こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
ゲ
…

白
さ
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
画
面

l
ム
性
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
日

右
上
で
上
昇
を
続
け
る
パ
1
セ
ン
テ
！

ま
だ
ま
だ
暖
昧
な
定
義
し
か
さ
れ
て
い

H

ジ
が
侵
食
率
で
あ
る
。
敵
を
倒
す
と
減

な
い
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
日

少
し
数
値
が
低
い
ほ
ど
ゲ
l
ム
中
の
難

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
易
度
が
上
が
る
。
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
ゲ

「レ
イ
ク
ラ
イ
シ
ス
」
S
物
足
D
Uい
…

l
ム
に
お
け
る
ラ
ン
ク
を
画
面
上
で
数

直
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し

拡
が
S
も
宋
来
を
感
じ
さ
せ
る
S
T
G

…ザ
コ
敵

一
匹
に
い
た
る
ま
で
出
現
パ
タ

レ
イ
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
の

「
レ
イ
夕

日
！
ン
を
暗
記
し
高
得
点
を
目
指
す
ス
コ

ラ
イ
シ
ス
』
は
、
前
作

『
レ
イ
ス
ト
！

…

ア
ラ
ー
で
も
な
い
限
り
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
』
か
ら
の
改
良
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
日

ム
は
無
用
の
長
物
で
は
な
い
か
。
敵
を

の
め
り
込
む
ほ
ど
魅
力
の
あ
る
作
品
で

“
倒
さ
ず
1
0
0
%
ま
で
侵
食
率
を
上
げ

は
な
か

っ
た
。
ま
ず
パ

ッ
と
画
面
を
見

…
る
と
ラ
ス
ボ
ス
に
直
行
す
る
と
い

っ
た

て
感
じ
る
こ
と
は
前
作
と
比
べ
て
画
面

日
要
素
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

一
一
舗
の
オ
マ

が
暗
く
、

地
味
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

…
ケ
的
な
楽
し
み
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

肝
心
の
ス
テ
ー
ジ
構
成
も
ビ
ル
群
や
宇

日

一
方
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
コ

l
ド
を
登

宙
戦
艦
等
、
前
作
と
似
通
っ
た
部
分
が

…
録
し
プ
レ
イ
内
容
に
応
じ
ゲ
｜
ム
が
変

多
く
新
鮮
味
が
な
い
。
戦
い
の
舞
台
を

日
化
す
る
、
と
い
っ
た
触
れ
込
み
で
登
場

電
脳
空
間
に
移
し
て
も
、
そ
れ
を
感
じ

…
し
た

G
P
Aだ
が
、

何
と
い
う
こ
と
は

さ
せ
る
の
は
ス
テ
ー
ジ
の
継
ぎ
目
く
ら

日
な
い
、

4
つ
の
面
の
並
ぶ
順
番
が
遼
・
つ

い
で
は
正
直
物
足
り
な
い
。
タ
イ
ト
l

H
以
外
に
大
差
な
い
全
位
種
類
の
マ

ッ
プ

里里値惜の溢・＝－・サー

が
ラ
ン
ダ
ム
で
選
ば
れ
る
だ
け
な
の

だ
。
条
件
を
満
た
せ
ば
マ

ッ
プ
セ
レ
ク

ト
や
隠
し
機
体
が
出
現
す
る
な
ど
の
変

化
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て

…
隠
し
コ
マ
ン
ド
を
入
力
す
れ
ば
代
用
で

き
て
し
ま
う
。
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
配

慮
と
は
思
う
が
、

G
P
Aと
は
プ
レ
イ

…
ャ
ー
が
デ
ー
タ
を
育
て
個
性
を
反
映
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、

一
般
的
な
隠
し

…
要
素
と
全
く
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
と
白

川
ら
証
明
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
新
シ
ス
テ
ム
が
新
た
な

面
白
さ
を
生
み
出
す
こ
と
に

『
レ
イ
ク

ラ
イ
シ
ス
』
は
失
敗
し
て
い
る
の
だ
が
、

…

メ
イ
ン
の
シ
ユ
｜
テ
ィ
ン
グ
部
分
は
前

作
の
改
良
が
生
き
て
い
る
。
ま
ず
敵
弾

…

の
加
速
が
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た
。
そ
し

日

て
何
よ
り
瞬
間
的
に
当
た
り
判
定
の
発

…
生
す
る
レ
ー
ザ
ー
攻
撃
等
の
前
兆
が
強

調
さ
れ
危
険
を
察
知
し
や
す
く
な
っ
た
。

パ
タ
ー
ン
を
熟
知
し
な
け
れ
ば
即
死
し

…

て
し
ま
う
攻
撃
が
多
す
ぎ
た
前
作
の
反

省
が
し
っ
か
り
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

…
残
念
な
の
は
点
数
に
よ
る
エ
ク
ス
テ
ン

…
ド
が
な
い
こ
と
を
引
き
継
い
で
い
る
点

だ
。
高
得
点
獲
得
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が

…
無
い
の
は
難
易
度
の
上
昇
だ
け
で
な
く
、

シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
の
醍
醐
昧
で
あ
る
ス

…
コ
ア
稼
ぎ
を
楽
し
む
余
裕
ま
で
奪
っ
て

日
し
ま
う
。
も
う
少
し
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
対

し
て
懐
の
広
さ
を
見
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

『
レ
イ
ク
ラ
イ
シ
ス
』
で
は
残
念
な

日
が
ら
。プ
レ
イ
ヤ
ー
の
手
で
世
界
を
変
え

る
楽
し
み
は
無
か

っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
理
想
が
達
成
さ
れ
れ
ば、

他
人
が
プ

レ
イ
し
て
い
る
自
分
が
見
た
と
と
も
な

い
ス
テ
ー
ジ
に
胸
を
躍
ら
せ
、
自
分
だ

…
け
が
戦
え
る
ボ
ス
キ
ャ
ラ
に
愛
着
を
感

じ
る
と
い

っ
た
新
た
な
面
白
さ
を
体
験

…
で
き
る
だ
ろ
う
。
シ

ュ
l
テ
ィ
ン
グ
の

…
新
た
な
可
能
性
の
芽
が
成
長
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
千
葉
県
奇
怪
な
機
会
）

一
也
事
巴
崇
れ
ほ
明
る
い
棄
が
や
っ
て
き
て

一a
sh
－
欲
し
い
ジ
ャ
ン
ル
で
す
が
2
50

S
T
Gと
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
今
非

…
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と

日
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
終
わ
り
の
兆
候
か
、

…
暗
中
を
模
索
し
て
い
る
録
中
な
の
か
：－

H

：・
。
も
う
少
し
経
っ
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

次
の
ぺ

l
ジ
か
ら
新
企
画
・
ラ
イ
タ

H

l道
場

（仮
）
の
始
ま
り
l

我
々
を

…
待
ち
受
け
る
驚
樗
の
事
実
と
は
り

［レイクライシス（STG】］ メーカー： 9イトー／横種 ：AC／発売日：＇98年

圧亙
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区画

に
、
左
に
パ
ン
ク
す
れ
ば
視
点
も
左
に

日
傾
い
て
ゆ
く
。
6
速
ミ
y

シ
ョ
ン
も
つ

い
て
お
り
、
中
央
の
タ
コ
メ
ー
タ
ー
の

…
針
の
振
れ
を
見
な
が
ら
シ
フ
ト
チ
エ
ン

日
ジ
を
繰
り
返
す
。
そ
の
と
き
気
づ
い
た

の
だ
が
、
回
転
数
を
考
え
て
シ
フ
ト
ア

ッ
プ
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
。
且取近

…
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
l
系
レ
l
ス
ゲ
l
ム

日
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
当
時
こ

の
よ
う
に
パ
ワ
I
バ
ン
ド
を
再
現
し
ょ

…
う
と
し
た
レ
l
ス
ゲ
l
ム
は
な
か
っ
た

日
よ
う
に
思
う
。

気
づ
く
と
俺
は
こ
の
ゲ
l
ム
に
熱
中
一X

…
し
て
い
た
。
憧
れ
て
い
た
T
Z
R
に
本
一
川

…
当
に
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
し
サ
l
キ
y
ト
を
一種
州

－a
－m
守，

…
駆
け
抜
け
て
行
く
、
そ
ん
な
錯
覚
を
感
一
4
M

…
じ
な
が
ら
、
何
度
も
プ
レ
イ
を
続
け
る
。一
対
円

「
お
前
い
つ
ま
で
こ
ん
な
ク
ソ
ゲ
1
一
ァ
種

…
で
遊
ん
で
ん
だ
」
友
人
が
ぼ
や
く
。

一

ト
刈

「
い
や
、
こ
れ
結
構
面
白
い
よ
」
俺
戸
時

…
が
言
葉
を
返
す
。

一

リ
ブ

「
は
？
」
友
人
は
目
を
丸
く
開
き
、
そ
一

山
ト

…
し
て
笑
い
転
げ
る
。「
お
前
変
だ
、
お
か
一
ー
ペ
ト

し
い
、
や
っ
ぱ
り
ど
こ
か
ず
れ
て
る
」
。

一イ
］

一
ラ

町

ム
ッ
と
し
な
が
ら
も
、
俺
は
こ
の
ク
一
列
川

…
ソ
ゲ
l
を
遊
び
続
け
た
。

一

町
サ

（
北
海
道
カ
ム
イ
ニ
附
止

一
問
問



ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
思
い
出
」
の

方
に
か
け
た
文
章
。
厳
密
に
言
う
と
批

評
か
ら
は
ず
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
も
、
独
特
の
リ
ズ
ム
感
と
雰
囲
気
、

何
よ
り
も
個
性
が
あ
る
の
が
面
白
い
と

い
う
こ
と
で
採
用
し
て
み
ま
し
た
。
方

向
性
は
こ
れ
で
い
い
と
思
う
の
で
、
幅

を
広
げ
つ
つ
遡
進
し
て
み
て
下
さ
い
。

「ア
ム
ノ
l
ク
」
E
E
新
た
な
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
現
出

突
然
恐
縮
だ
が
、
本
誌

v
o
－
－
ロ

を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
似
ぺ

l
ジ
を

開
い
て
み
て
欲
し
い
。
「
ク
リ
エ
イ
タ
｜

の
原
体
験
」
、
薗
部
博
之
氏
の
回
で
あ
る
。

こ
こ
に
名
前
が
登
場
し
て
い
る
、
パ

ソ
コ
ン

F
M
l作
A
V
用
ゲ
l
ム

「
ア

‘

ム

ノ

l
ク
」
。

咽

氏
が
自
身
の
最
高
傑
作
と
謡
っ
て
い

d
，

な
が
ら
、
記
事
中
で
は
紹
介
さ
れ
な
か

由

っ
た
こ
の

l
本
。
一

体
ど
ん
な
ゲ
1
ム

コ

な
の
か
、
気
に
な
っ
た
人
が
い
た
の
で

困
・

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

－R
「
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
思
い
出
の
佳

M
m
m
作
」
と
し
て
私
が
取
り
上
げ
た
い
の
は
、

h
F
こ
の

『ア
ム
ノ
l
乙

で
あ
る
。
こ
の
ゲ

凶
阿

l
ム
、
ジ
ャ
ン
ル
は
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
シ

，
．

ョ
ン
、
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
既

存
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ゲ
l
ム
化
で
は
な
い
。

“

実
際
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
と
、
攻
守

「
ア
ム
ノ

l
ク
』
の
ポ
リ
ゴ
ン
表
現

…
の
立
場
に
よ
っ
て
目
的
、
行
動
す
べ
て

さ
れ
た
ゲ
l
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
壁
に

d

が
ガ
ラ
リ
と
変
化
し
、
結
果
、
変
わ
ら

固
ま
れ
た
正
方
形
。
そ
こ
に
は
4
×
4

H
ぬ
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
主
観
的
に
は

列
、
日
本
の
柱
が
、
緑
と
赤
と
に
塗
り

…
ま
っ
た
く
違
う
意
味
を
持
っ
て
く
る
。

分
け
ら
れ
、
並
ん
で
い
る
。

日
そ
の
切
り
替
わ
り
が
速
い
流
れ
の
中
で

こ
こ
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
敵
の
マ
シ

…
起
こ
る
の
で
実
に
小
気
味
良
く
、
ま
た

…
ン
が
対
峠
す
る
。
マ
シ
ン
は
初
ポ
リ
ゴ

日
仕
掛
け
の
巧
み
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

ン
も
あ
れ
ば
描
け
そ
う
な
、
現
在
か
ら

日

「
同
じ
条
件
の
二
者
に
よ
る
、
指
定

見
る
と
簡
単
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。

日
領
域
内
で
の
、
破
撲
を
伴
わ
ぬ
、
し
か

マ
シ
ン
は

一
方
が
オ
フ
ェ
ン
ス
で
、

日
し
厳
格
な
勝
負
」
：
：
：
『
ア
ム
ノ
l
ク
』

…
他
方
が
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
オ
フ
ェ
ン
ス

…
は
そ
の
ゲ
l
ム
性
す
べ
て
が
「
こ
れ
は

の
マ
シ
ン
は
フ
ィ
ー
ル
ド
上
を
走
り
柱

“
あ
る
種
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
」
と
語
つ

に
接
触
す
る
こ
と
で
、
そ
の
柱
を
自
分

…
て
お
り
、
し
か
も
そ
こ
に
は
、
あ
ら
ゆ

の
色
（
緑
か
赤
）
に
塗
り
替
え
て
い
く
。
日
る
点
で
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
と
違
う
、
新

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
側
は
フ
ィ
ー
ル
ド
上
を

日
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
姿
が
現

漂
う
「
ボ
l
ル
」
を
獲
得
し
、
そ
れ
を

…
出
し
て
い
る
。
薗
部
氏
が
こ
れ
を
自
賛

…
発
射
し
て
、
逃
げ
る
オ
フ
ェ
ン
ス
側
マ

日
す
る
の
も
、
こ
の
「
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

シ
ン
に
命
中
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な

…
を
創
っ
た
」
と
い
う
快
感
が
あ
っ
た
か

い
。
ボ
l
ル
が
命
中
す
る
と
、

2
機
の

日
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

役
割
は
逆
転
。
逃
げ
回
っ
て
い
た
マ
シ

日

全
体
が
ス
マ
ー
ト
に
過
ぎ
て
わ
か
り

ン
が
、
今
度
は
追
う
立
場
に
な
る
。

日
に
く
い
が
、
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は

一
方
が
凶
本
す
べ
て
の
柱
を
自
分
の

日
強
力
で
、
ゲ
l
ム
の
根
本
部
分
は
現
在

色
に
染
め
た
ら
、
そ
ち
ら
の
勝
利
で
試
…
に
も
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
だ
ろ
う
。

日
合
終
了
。
こ
の
試
合
を
、
動
き
に
そ
れ
H

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
面
白
さ
を
、
ほ
と

ぞ
れ
個
性
の
あ
る
何
種
類
も
の
敵
マ
シ
日
ん
ど
の
人
が
体
験
で
き
な
い
ま
ま
な
の

ン
と
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
戦
い
、
優
勝
を

u

は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
何
ら
か
の
形

目
指
す
。

日
で
復
活
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
私
は
今
も
プ
レ
イ
で
き

…
る
。
私
の
F
M
l
w
A
V
は
ま
だ
元
気

日
だ
か
ら
。

（
埼
玉
県
横
弥
真
彦
二
甘

一

効

こ
ち
ら
は
練
ら
れ
た
文
章
で

『ア
ム

一
帥

…
ノ
l
ク
』
の
魅
力
を
語
る
と
い
う
も
の
。
一南町

…
非
常
に
分
か
り
易
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま

一酬前
一ン
5

…
す
ね
。
切
り
口
も
面
白
い
で
す
。

一例制

思
う
に
、
ど
こ
か
が
ま
ず
い
投
稿
の

一昨醐

…
多
く
は
推
鼓
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
ま
ま

一仲直

…
勢
早
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
と
り
あ

一

γ

…
え
ず
「
完
成
し
た
ら
声
を
上
げ
て
一
度
一川僻

…
読
む
」
だ
け
で
も
遭
っ
て
く
る
と
早
つ
一ぽ↑

一M

一

の
で
す
が
。

一川コ
一4
者

一E
割

…
掲
雲
カ
ウ
ン
ト
は
始
め
ま
す
が
、

一伊

…
今
回
は
ま
だ
ま
だ
実
験
段
階
の
こ
の
企
一
問

…
画
。
感
想
・
投
稿
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
次
一羽岨

…
号
の
ラ
イ
タ
ー
道
場
、
テ
ー
マ
は
「
R
一則
ト

…
p
G
の
本
質
と
は
」
も
し
く
は
「
対
戦
一叫剛

…
ゲ
l
ム
の
美
学
」
と
い
う
こ
と
で
、
具
一干引

…
体
的
な
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
を
1
本
挙
げ
て

一蜘

…
書
い
て
み
て
下
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
テ

1
3

…
マ
自
由
の
投
稿
も
募
集
を
続
け
て
ま
す
。
一柑

…
ど
ち
ら
へ
の
応
募
か
明
記
し
て
も
ら
え

一明

…
る
と
嬉
し
い
な
あ
と
。
字
数
は
1
2
0
一ト

…
O
字
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。
次
号
は
、

F

E

正
式
リ
ニ
ュ
l
ア
ル
予
定
で
す
。

E
E一七
一



fゲーム蹴評jの編集方針
ゲームを批評するとは、どういうこと恕のでしょうか。

数多く出版されるゲーム誌は、メーカーとの深い結びつきのために、

ゲームソフトを公正に表現するととが雌しい状況にあります。

私たちは、『ゲーム批評jを発刊するにあたっての指針を

以下のように定めました。

．広告を入れないととで、各メーカーとの距離を公正に保ち、

『ちょうちん記事jに類する原稿は掲載しない。

．ゲームソフト忍 『商品J（企業力が評価を左右する）として

よりも、『作品JC制作者の優劣が評価を決める）としての立場

をより重視する。

・批評は、ゲームソフトを数時間プレイしただけで点数をつ

ける、といったやりかたではなく、ソフトを終わらせ、制作

者の意図を読み取る努力を前提とする。

・批評Id::.感想文でも中傷でもなく、建設的な考えのもとに行う0

・批評は、主観に負うものなので、ひとりよがりになりがちだ

が、広い視野を持ちその作品の状況を把握し行う努力をする。

・批評にとりあげるソフトは、編集部が忽んらかの価値あるソ

フトと判断したものに限定する。

・5平者および編集部は、ソフト批評に責任を取り、事実誤認に

ついてはすみやかにメカおよびユーザーへの謝罪を行う。

だが、意見の相違については、納得いく回答が得られるまで、

意見を撤回し芯いロ

上記の方針のすべてを売量に実現するには、

私たちは力不足かもしれません。

しかし、ゲームという文化の健全恕戚畳のために、

私たちは努力しています。

そのための 『ゲ－b.批評jUのです。

ゲーム批詩編集部

圧亙



＊当選晶の尭送l正明年4月四

固までに終7しております。

未’の方1：•轟部まで御連絡
下さい。包し、 5月末日を過

ぎてからのお申し出は無効に

なりますので御産量下さい。

（担当：並河）

ゲ一五
ゲームIt碑3月号膏鋸 ： 千葉県 松岡まゆみ

テレフョeンカード【30名】： 千葉県 富原隆士

宮輔県 太田治 ．干草県 増田仁之

山形県 連部浩 ：東京都 野上和広

茨塘蝿 首木芳朋 ： 東京都 よ原麻翼

群馬県 内田孝幸 : ll!京都 蝿国太郎

埼玉県 村田公幸 ・東京都 室谷貴博

埼玉県 横濁圃彦 ： 神事川県西村太一

I パックナンバーのご案内 山ふ~5； ~6i；品品店~f；ロ
ないゲームJ・ 『七つ風の島物語1が映し出す鍵界の歪んだ現実ほ
か・特集2r中古ソフト販売は悪か？」＜Vol.21> "98 7月鯖守780
円（税込｝・特集1「それじゃ、ゲームの面白書つてなに？J・1ウ
ウェアの台頭、任天堂の苦悩 ほか・特集2「今、ゲームマスコミに
求められているもの」 新連殴「ゲーム業界、明日は知らない，J< 
Vol.23＞’98 11月発崎780同｛鶴込｝．特集1「来るか！？
NINTEND064」・異色組織、マリーガルの目指すもの他・特集2
「通信ゲームってどうなんだ？ j 特別企画大槻ケンヂ「ゲーム歴
三年目にして今思う」第＝弾ヲリエイ9 の原体験小松千佐子氏

r<v単 U:>'liHI11:!周鋼隠780fllfllm.lニョzーコー畳語
・特集1 l’曹・ーマ空

I寵圃りのソフト批評スペシャル』
．麓断の発売前ソフト批併、思者・探偵ゲーム特量 他
•Ml2 『竃底追lR ゲームと著作権老酒る箇聞量j
新連鵬岡本吉起の慣わしてら5うで

失われた伝説を求抽て

・特集1
『こんにちは、ドリームキャスト』
．ザードパーティが聞るドリームキャストの現揖とlli! 他 ~c. 
・特•2 『音量匝ゲームの過去、今、 未来』 且三F

ゲーム車界トピッヲス『『ゼルタの伝説時のオカリナl E唖，，，，
その発売周辺事情を探るJ.ゲーム流通、賓革の時他

訓 飯野田治の本 ’自自由月発行764円｛税込｝
ゴ同 臨書あっての本ですかS ・974月完行788円 ｛説温｝

RESEARCH ON 810HAZARD E・finaledition-
'98 9月売行2520同（桜込｝
u•・Itーテャロンオラトリ才 ・ 9ングラム ULTIMATE
MISSION ・9812月発行1480円（硯込｝
..隊ゲーム紀行 ・9812月発行 1260円（硯込｝
すごいエロゲー烈伝13日 12月発行 102自問｛製込｝
アエメ鑑”創刊・・ー’991月発行 924円 （税込｝
障者あっτの＊ですかS2 ・99年2月発行 787円｛観込｝

<Vol.3＞目954月婚す775円 【税込1・特集1「次世代慣を斬る lj
．セガの本気セガサ空ーン・ソニーの自信プレイステーションほ
か・特集2rゲームスウールの実態」＜Vol.4＞’957月期晋775円
｛鶴込｝ ・特集、「帝王任天堂の悲哀と栄光」 ・ウルトラ64はすべてを
凌賀できるのか 1 •特集2 r確信！ ！シミュレーションゲーム」〈
Vol.5＞・959月期苛775同 ｛事畠~・特集1 r新世代ゲームの葛藤J
・アーヲザラッドは 『新世代R円：；jの贋を開けたのかほか置特集2
「ゲームの批腎とは何か」＜Vol.6＞・9511月噺晋775円 ｛税込｝
．特量1r歯車、キャラヲターゲーム」 ・贋法騎士レイアース キャラヲ空ー
ゲームにおける新しい遭橿ほか・特集2「裏ソ7トの 『量密lな生態」〈
Vol.7＞’96 1月摘す775同 （鶴込）．特集1rR問の本質とは何かJ
．ドラゴンヲエストVI RPG最高崎の脱得力ほか．特集2「決着り
サ世ーン四 PS」＜Vol.S＞目963月捕す775円伺臨邑｝・特集1「ス
ヲウェア幻想の真実J・汗VllPS書入の衝撃 1 ほか．特集2「今が旬
の制作者たち」＜Vol.9＞’965月鰍7775円 ｛犠込）置特集1r胎
動アドベンチャー」 ・バイオハザード体験する「恐怖jの可能性
ほか・特集2「ユザとメーカ一存在の示すもの」＜Vol.10>
'96 7.月婚す775円 【，liO)・特集1「ゲームは雄が作っているのかJ
・私たちは維を評価すればいいのかほか置時集2「徹底 1シューテ
インヴゲーム」＜Vol.11＞’ 96 9月新守775円【事飴1・特集1
fどこまで出来る！？NINT主N以克4」・N64 発売が意味するもの ほか
．特集2「デザインするゲームたち」＜Vol.12> '96 11月繍す775
円 ｛磁込｝ ・特集1「注目メーカー全特集J・カプコン～完量豊目指
す華やかな格闘帝国ほか・ヲリ工イタ原体陰横井軍平・特別対
醸ナイツス空≫7X本誌編集長＜Vol.13＞旬 1月婚苦775円（税
込｝ ・特集1r今のゲームっておもしろいのかよJ・ゲーム般れが嘱
かれる現状とは円ほか・ヲリ工イ世一原体験亙重郎・告発’ 美
少女ゲーム業界＜Vol.14＞・974月繍す798円（税込｝・特集1「個
性派ゲーム大特集」・カッコワルイがカッコイイ時代の到来ほか・
ヲリエイ世一原体験安田朗・特別企画 「業界に広がる謹敏」〈
Vol.17＞・9711月摘す780阿⑩畠~ ・特集1 「格闘ゲーム、飽き
ねえか？」 ・かげりの見えてきた格闘ゲームブーム ほか・ヲリエイ
宮一原体験薗部博之＜Vol.18＞’981月鰍晋780円｛磁込｝圃特
集T「ゲーム業界、ここがカッコわるい’！？J・ゲーム、メーカ一、ヲ
リエイヲー、マスコミのカッコ悪いこと ほかくVol.19＞’983月
鮒音780同 備品＞ •＇特別特集「一冊丸ごと、ソフト批評”」 ・ABE
aGOGO、デランディア、チョコボの不思E置なずンジョン ほか・ 7
リ工イ宮一原体験 百回郁尭・検証、ポケモン事件の真相〈
Vol五氾〉・985月繍7780円 （事飴）．特集1「売れるゲーム、売れ

世店 （帳合）向l

客 TEL03・3206・164l/FAX03・3551・1208

注
お名前

扱
L、 ご住所干

TEL 

ゲーム批評 Vol. ( ～） 税 各 冊
Vol.3～13 738円、 Vol.14 760円、 Vol.16～780円（Vol.16 込み価格です）

ゲ ー ム 批評総集 編 （ ）年 上（半 ）半期 各 冊96年上半期・下半期畠1437円、 97年 期・下半期、 98年上半期畠1400円

飯野賢治の本 728円 冊
It者あっ ての本ですから 750円 冊
RESEARCH ON  BIOHAZARD 2 -final edition- 2400円 冊
電脳戦線パーチャロン オラトリオ・合ングラム ULTIMA花附SSION 1410円 冊
悪趣味ゲ ーム紀 行 1200円 冊
す ご いエロゲー烈伝！ 980円 冊
アーメ批評創刊準備号 880円 冊
読 者あっ ての本ですから2 750円 冊

ロエエコ 陥需びと町iEI前号におきまして以下回限りがございました。障者及び開悟者町方々に骨連覇をおか付したことを漆〈お院びすると共に、ここ
江~ で町正させていただきます．・p.3:41ゲームレンタルの可能性（インデックスタイトル）→ゲ ムレンタル町可能性ゲーム組、輔の時

※
現
在

パ
ソ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
直
販
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
．
笥
店
の
み
の
取
り

敏
い
と
な
り
ま
す
．
御
注
文
の
際
は
お
記
の
注
文
書
に
号
数

・
注
文
散
住
所
・

氏
名

・
電
話
昏
号
を
ご
記
入
の
上
．
お
近
く
の
魯
店
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
．
（コ

ピ
1
可
）
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編
集
部
か
ら

円
担

ん
と
今
号
で
編
集
長
を
引
退
す
る
こ
と

F
Uと
な
り
ま
し
た
！
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
読
者
及
び
関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
創
刊
か
ら
携
わ
っ
て

き
た
「
ゲ
1
ム
批
評
」
の
現
場
を
離
れ
る
の
は

本
当
に
寂
し
い
こ
と
で
す
が
、
次
号
か
ら
あ
の

・
・
編
集
部
員
が
舞
い
戻
り
、
編
集
長
に
就
任

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
な
「
ゲ
！
ム
批
評
」

の
誕
生
が
楽
し
み
で
す
。

（斎藤）

m
Mが
敬
愛
す
る
バ
ン
ド
副
刊
！

U

E
K
「
人
間
椅
子
」
の
ニ
ユ

函

a

’E
随
一

l
ア
ル
バ
ム

『二
十
世
紀
務

一

7
i
E醐
一

送
幽
』
最
高
！
メ
ル
ダ
ッ
函

a

，n幽凶
一

ク
か
ら
発
売
中
、
買
え
1
・

（いは
M
Eh
川
崎
臼

（
バ
イ
キ
ン
グ
松
井
）

司
4
d
l
た
l
る
の
ひ
か

l
り
、
ま
ど
の
・
－

n
U
う
ー
ん
、
な
ん
か
定
番
だ
な
あ
。
と
い

う
わ
け
で
私
も
ゲ
l
ム
批
評
と
は
今
号
で
お
別

れ
で
す
。。
プ
ロ
レ
ス
ネ
タ
を
奥
付
に
書
く
人
間

タ－It.鎗静Vol.28・e・・7！・・・・40・
19・e・81118・n

摘ヲ問問＠闘品

ーーーーーーーーーーーーーーーーー‘”，1:::1:::1

§H曹人

・.入••• 
デスク・.. が

一
人
も
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
が
心
残
り
で

す
。
で
は
今
度
は
ア
ニ
メ

批
評
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。
ゲ
ー
ム
批
評
も
続
け

て
よ
ろ
し
く
ね
。
（
古
庄
）

日
刈
】

本
大
洋
の
「
ピ
ン

「
凶

ポ
ン
」
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
か
な
り
い
い
感
じ
の
卓
球
マ
ン

ガ
な
ん
で
す
け
ど
。
対
戦
ゲ
l
ム
大
好
き
ッ
子

な
ら
誰
で
も

一
度
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
「
勝
負
っ
て
何
だ
？
」
と
い
う
問
の
答
え

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
や
も
で
す
。
（
ヤ
マ
ウ
チ
）

ヨ
ヨ

の
度
、
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
と
い
う

E
配

訳
で
以
下
私
信
。『
ケ
イ
ゾ
ク
」
、
初
め

て
ま
と
も
に
見
た
T
V
ド
ラ
マ
だ
っ
た
の
に
、

何
で
そ
ん
な
こ
と
に
な
る
ん
だ
。
以
上
。
ア
ニ

メ
批
評
も
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
。

（松平）

ヨ
．
己

年
探
し
求
め
て
い
た
ド
ラ
え
も
ん
の

E
U
『ド
ン
ジ
ャ
ラ
」
を
町
の
ひ
な
び
た
オ
モ

チ
ャ
屋
で
つ
い
に
発
見
。
即
、
購
入
し
ま
し
た
。

今
は
忙
し
く
て
無
理
だ
け
ど
、
早
く
友
達
と

『ア
カ
ギ
』
ご
っ
こ
を
し
た
い
も
の
で
す
。
七

巡
回
、
ツ
モ
、
ス
、
不
夫
！
と
か
。
（
小
野
塚
）

司
汁

a
回
、
携
帯
ゲ
l
ム
機
特
集
の
担
当
者
に
、

巨
匠

ゲ
1
ム
ボ
！
イ
カ
ラ
ー
を
カ
ツ
ア
ゲ
さ

れ
、
代
わ
り
に
ゲ
l
ム
ギ
ア
を
買
わ
さ
れ
ま
し

た
。
周
辺
機
器
も
導
入
し
て
、
テ
レ
ビ
で
も
観

ょ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（並河）

司

U
凶
号
か
ら
ア
ニ
メ
批
評
に
移
る
こ
と
に
な

E
剛也

り
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
は
ま
だ
ポ
リ
ゴ
ン

に
侵
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
「
セ
ル
画
」
で
あ
り

続
け
る
こ
と
で
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
の
で
す

よ
。
僕
は
ま
だ
シ
ン
デ
レ
ラ
さ
。

（岡田）
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・3民自E二ユース
というわけでアニメ撹澗f州市い．斎藤輔壊以下4名がア二メ熔鴨鍵部に分雛独立

するζとに芯りました。 ~Jf!Jした暁にはアニメ眠時ぜひ手にとって読んで下さいませ。そ
して、新体摺Iで望む新生ゲーム舵評もヨロシク 1

圧副
．メーカーのみなさまへ：事実誤認については、すみやかに樹罪いたします。

また、意見の相違、本島批評に対する反槍などございましたら、御一報ください。



Elゲ蛇 評
7月号予告

阻・•：：：•－·縄民副圃園

都内某所、某ビルの一室で、ゲーム批評27号の企画会議が行われていた。

松井 さて、次のゲーム批評なんだけど……どうしよう？

ヤマウチ どうしよう？

並河 どうしましょう？

小野塚 一…（へんじがない。どうやらしかばねのようだ）

松井 ああ、ゲーム批評最大のピンチだ。誰か助けて！

と、 その時、 新編集長がブラックサパスの 『アイアン・マン』をBG Mに登場。

新編集長 や一、お疲れ。 一

松井 新編集長！ 助けて下さL、！ 次のゲーム批評どうしましょう！？

新編集長 そうだね一、一特集は 『ジ＇:x:ームス・ボンド徹底批評J、
二特集は 『広Jll太一郎の濃密怒生懸jでどうかなあ。

一同

ゲ、ーム批評にやってきた新編集長とは ？ そして次号は無事発行されるのか ？

ゲ、ーム批評の未来に乞うご期待！

次号［隔月刊ゲーム雌開号］（／99年6月3日発売！

時ライター大募集！ ~ ¥ 1. I i 
I ゲーム批評編集部では誌面の充実のため、原稿を書iい川だくライトを募集川します東京近郊に

お住まいの編集部に来られる方に限ります。実務経験
iのある方、専門知識に優れた方、フリーの方l摘に歓 ・

迎いたします。ゲームの批評原稿 （ヲイトル・形式は
l自由）もしくは雑闘に採用された原稿と、履歴書を

ゲーム批評編集部 「ライヲー募集係」にお送り下さい。
: 採用の場合は編集部からご連絡いたします。2カ月i細 川 脚 同合は不採用とこ了承下さい。

「我こそは」と恩われる方のご応募、お待ちしてお
圃 ります。一緒にゲーム批評を作りましょう！

タ！

.. 
h圃醐闘醐醐幽圃幽圃圃園 田園欄醐醐園田園田園圃園開聞嗣園田園田開輔副田園圃圃醐闘 ”d

〈北海道〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
札幌市 ダイヤ書房本店（東区北25晶東ら2)

く青森県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
膏森市 岡図書店 ｛膏森市斬町1-8-6)
く岩手県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
盛岡市 さわや書店MOMO（盛岡駅より徒曹15骨／大通2-2-14)
く宮城県〉 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
仙台市 本のコリラハウス勾当台店（膏葉消防署斜め向かし、／

青葉区木町通2－＜ト53)
本のゴリラハウス花京院店（国道暗号線泊い／膏葉区
花京院2-2-68)

高山書店ほんとぴあ泉店（国道4号線沿い．
免許センタ そぱ／皐区市名寝字御釜聞108・1)

志田郡 文教堂書店 （国道4号線沿もリぐワーセンター
カウボーイ三本木店）

く秋田県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
枇田市 ブγクスコロナ（楠山金足線沿い桜大橋そぱ）

ブγクシティピア追骨店 （国道7号線沿い／下新城
中野字箆琶沼怨持1)

〈栃木県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小山市 進駿堂城東店（富士通小山工場そば／埴東219-10)

く茨揖県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
水戸市 ツJレヤブソクセンタ （石丸電気の止レ／南町2-4-<阻）
〈埼玉県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
川越市 黒図書店川越店（川越駅東口丸井前｝
上福岡市黒図書店上福岡店（東武東よ線上福岡駅前）
大宮市 アニメイト大宮店（そごう大宮店近く）

c Cスクエア士宮宮原店（国道17号沿い／大宮市
宮原町2-44-1)

坂戸市 Kブックス （東武東上線坂戸駅南口から1骨／南町4-10)
〈千葉県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
浦安市 アークゃなき’通り店（ゃなき’通り神明裏f亭留所そぱ）
柏市 斬星堂カJレチェS柏店（JR柏駅東口二番街アーケードの中）
千葉市 コミyクトレイン（J R酉千雷母訳・千曹t文学穣F宵可）
〈東京都〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
秋葉原 明正堂書店 （枇葉原デパート3階）

書皐ブックタワ 7階（昭和通り泊L、）
メツセサンオー（ヰ蝿 量り跡、）
ラオyクスコンビュータゲー崎町階伸斑亜り；乱9
T ZONE （中央通り沿し、）
石丸電気ゲームワン店（総武線ガード下）

浅草橋 浅草橋明正堂書店＿（ JR浅草橋駅東口すぐ隣）
池袋 コミ yクパンク（池袋ギーゴ裏手）
江古田 竹島書店 （西武池袋線江古田駅前｝
大山 博文堂書店大山駅（東武東上線大山駅北口出て左側すぐ）
荻窪 ブックセンター荻窪（荻窪駅北口交番向かし、）
蒲田 栄松堂書店 （J R蒲田駅西口前｝
吉祥寺 BOOKS  Jレー工（J R吉祥寺駅北サンロード内）
五反田 あおし咽’店玉五回店（五反国1-18五反田NTビJレ）
修li6 駒込リブレル（JR駒込東口ス J守 REX先）
，安谷 大盛望書且拓F （丸井ヤンヅ眠摘し行きそ谷区神甫1-22-4)

新大久保ー伸堂書店 （J R新大久保駅そぱ｝
新宿 紀情園屋書店本店1階ゲームコナー

γ ZON E斬宿ソリューションセンタ－
iD奇書店新大久備訳前店（斬大久保駅そぱ）

神保町 書泉ブγクマート2階
高田馬場斬宿書店 （阜稲田口出て左パチンコ屋3F) 

未来堂書店（JR高田馬場駅前菊月ピ，.1円
江戸川区江東社書店 （JR小岩駅南口昭和通り）
文京区 あおい書店春日店（白山通り泊い／三回線春日駅A2.出口

より徒歩1分）
八王子 まんが王八王子店（ヨドパシカメラの裏｝
羽田 山下書店 （羽田空港内｝
間布市 Jやノコン＆ファミコンソフトリサイクルショップ

TOMAS  （天神通り沿い／布岡山3-1)
書原つつじヶ丘店に白ピJL-2F東つつじヶ丘1-2-4)

東久留米市鼎白書房メディア館（西武池袋線東久留米駅西口すぐ）
町田市 久聖堂東急ハンス『店（東急ハンスi町田店7F)

下北沢 まんが王下北沢店
〈神奈川県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
横浜市 有隣堂 （構揖駅西ロダイヤモンド地下商）

鶴松堂書店 （J R大口駅より大口通り
車二商店街セブンイレブン大口店近く）
まんがの轟横浜西口店 （植涙揖R西口東急ハンズの裏）
輩松堂シャル店（西区南幸1-1-1シャル5暗 ）
セキカワ書店Vol.1 （相蝕線天王町駅下車 5骨／
保土ヶ谷区天王町2-4213) 

セキカワ書店Vol.2 （東横線東白車駅下車5分／神奈川
区斉藤分町55・7)
文教堂書店新横揖店 （千揖観光ピJ•1 ・ 2階）

川崎市 みどり書房 （斬城北口はってん会通り／
中原区上新城2-8-21)

北野書店（ J R甫鵡鵬島田駅官官7
く静岡県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
静岡市 苔島屋；流通ショ yプ （孤島量りキミサワ前）
〈山梨県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
甲府市 リブ口甲府店 （甲府西武店内6階）
〈軒高県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
上越市 Mr Books五智店（函道8号沿し、）

コミコミ高田商店（J R南高E断より徒宇田子J南本町三~1C>畠J
軒局市 高松堂 （古町通り6番町｝
〈石川県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
野々市 ブック宮丸金沢南店 （野々市ジャスコそぱ／八日市1丁目）
く睦阜県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
瞳阜市 自由書房鷺山店（喧阜メモリアルセンタ ） 

ベパムンコミ yクステーション（東金宝町ト17

ムラセピ＇＂ 1円
〈愛知県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一宮市 カルコスコミYクセンタ 伊持率直リ耳丁目交差点角）
犬山市 いまじん犬山店｛名鑑犬山駅東口より東へ向かつて徒歩5分）
名古屋市ヴィレyジ・ヴァンガード生活劃庫店

（名古屋駅新幹線側生活創庫6階）
三洋堂書店上前津店｛中区大須31016) 

岡崎市 シピコ正文館書店（庫生通西2-2(}-2シピコ4階｝
西春日井郡武藤書店S C店（西枇ショ ッピンクセンタ 内）
豊橋市 楠文館書店本店（豊橋広小路通り沿L、）
知立市 しんせつ書房（カーマホームセンタ一真正面）
小牧市 三省堂書店小牧店｛名鑑小物駅前イトーヨーカド 3F)
蒲郡市 あおい書店百胃郡店（国道担号線沿L、）
〈滋賀県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
草埠市 村岡光文堂矢書店 （矢書2-7-18)
八幡市 アルファ書店（国道8号線沿い／周淵町1酎珂）
〈京都府〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
京都市 ブックストア殴 ｛四条通り）

駿々堂コミ γクランド （京都朝日会館2階／中京区河原町
通三条上Jレ恵比寿町427)
丸山書店主笠店 （北野白梅町上ってすく）
丸山書店高野店 （イス’ミヤ高野店前）

く大阪府〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
阿倍野区福屋書店あべのベルタ店（あべのベルタ地下2階）
京橋 腰々堂書店VERSIO N曲 （京阪モール北館4階）
日本橋 J&Pテクノランド1階 （堺筋線恵費須町すぐ）
中央区 旭屋書店なんばC IT Y店 （なんばC IT Y南館地下2階｝
大阪市 ソフマップ7号店1陪 （埠速区日本橋H H S)

ナンパブックセンター （中央区難波3-7却）
紀静園屋書店阪急32番街店 （阪急クランドビル担F/
角田町8-47)

大阪書店（JR京橋駅下車すぐ）
池田市 甲川正文堂（池田駅前／明町33) 
北区 旭屋書店
く兵庫県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
川西市 ヴリ ンブックス （能軒電酷平野駅から徒事1分）
姫路市 黒図書店（姫路市本町商店街大手町第一ピ＇＂ 1階）
三木市 コスモ三木店 （三木郵便局前）
尼崎市 ダイハン書房園田店 （阪急園田駅南口すくす
神戸市 ジュンク堂書店漫画慎車部三宮店

（三宮センタープラザ西館 2F) 

駿々堂神戸三宮店（ JR.阪急三宮駅前三宮センター
プラザ東間 3F／中央区三宮町191)
日東館書林垂水店 （JR山陽垂水駅下たるせん内）

〈広島県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
広島市 中央書店紙屋町店 （広島県民文化センター前／中区

紙屋町22 26) 
中央書店サンモール店コミコミスタジオ （サンモ ル
4F／中区紙屋町2-415) 

ダイイチ COM  C ITY （広島市民文化センター
斜め構／中区紙屋町2-2-21)
そごうBook館フタパ図書紙屋町店 （中区紙屋町2・2-34)

〈島根県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
出雲市 武図書店浜山通り店 ｛店橋田ロ82)
〈香川県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
高松市 ザ ・シティ高松店 ｛高松SATY3F／福岡町3-"同｝
〈宮E櫨県〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
北条市 北長ブックセンタ (i土宇斬開117ι3)
く福岡県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
睡塚市 BC旧Kリード （柏の轟56-1／国道201；品、）
福岡市 福芳書店巴王神コア地下2陣ι／中央区天李相 11-11)

黒木書店 （福岡大牢すくそぱ／塙南区七隅S-12-18)
相む司書書店子早店 ｛香椎スポーツガーデン内）

久留米市安宿書店六ツ門店 （ダイエ六ツ門店ななめ前）
〈大分県〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
大骨市 ブックス員後 （JR敷戸駅ななめ前・大分大学そぱ／

鷲野1012・1)









ゲ也駈評編集部特別責任編集

RESEARCH iiN 
Bl~HAZ~~D 2 
-linal edition-
岡元氏によるモンスター造形再現／モンスター・キ

ャラクター研究／設定資料／制作者ロンク‘インタビ

ュー／世間のバイオ評価／作品批評／全シーンアン

グル集／デュアルショック版体験まんが／ゾンヒい研

究序論／バイオに関する映画21本 ほ か

65判／210ページ／定価2400円 閣 制 編集 ・発行：マイウ口デザイン

絶 賛発売申！



恥

tyi
I I 

特$手仇先生

三ド＼さードp1'f士幸町
クIJ王将~7";!1o;都2'l3ホ！

？レを令りヲ‘ピ山争rtt~
tp；ライス・・ が主午d;~I
tf!...L>-聾黒人

怯
免
生
H
U

い
巴
い
ι川
な
小
移
住
42惜
凡

な
と
具、／
干日明ヲ
1
ゑ
め
で

サルj)f'tj拘ん
特ヲ~ri-'2.u業.W-l.it>~~仇＼
-rs2~ 1民事免も，1l-1:11/fJ...4

会和司安全線IJI志士主主
~ん·B'引悦余言問fl\>民
t羽，元完ち，草笛脚色《
六叫♂d:.fl、写生．

~~7..-/" 
·~.』 . ＇－－＇二、

~ 

がk.'br

¢:¥' ・t’ 
主Jr-
んヲん

第6話「超絶バグは禁断の秘技J



食

「
明
日
は
し
ら
な
い
こ
を
読
ん
で
い
て
最
近
が
つ
ぶ
ち
ゃ
ん
化
し
て
い
る
自
分
に
気
が
つ
い
た
。（
千
葉
県
の
べ
か
す
き
）

「

D
C
は
今
年
い
っ
ぱ
い
だ
よ
ね
ー
」
な
ん
て
、
し
た
り
飯
で
雷
い
舷
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
死
に
な
さ
い
・
（世
冊
子
丸
先
生
）

「

ρ
も
、

帥
1
1
ム
凡
円
川
ゲ
モ

荷
札
た
ク
紅
会
匂
h
h

食
品
畑
中
｝
に
な
，
た
？
T

・、

吟し
u
v品
九
先
生
．

士
体
伊
i
Q
F

止
ま
、
ナ
ラ
哨
う
と

京
、
店
や
由
良
ヲ
九
人
以

〉
ハ

1
J司
l
ヒ
脅
』
誌
を

か什
3
1
〈
言
。
か
、
ら
．

三、っ花．

A
戸
フ
俗
も
伽
y
q
r
・
ル
ミ
片
方
ノ

越－
Z

ぢ晴元－

b
i
．

レ
τ今
峰

、新
し
い
M
r
i引ノ
ラ
〉
ヒ

本
学

t
t－3

？
A
酢

ヰ
A
m
l

M
い
イ
ナ
V
ア
ル

mA円

畜
で
／
A
V
T
V
制
件
除
・
向
，

漁
＠
作
比
V

除
島
町
も

伶
寸
く

h
n
r
に
け
ら
．

t 0 d元げ

ほよ？
宇骨量、
’1ニ’＇＝＇ c• 

；警

；与げfどまーム会 』 l

A雑？主九
。平語、t ~－仲
’ 司 AX 主主

存立予すま
也こる

ん
l
l
〉

K
私

、

’

加
牝
工
ぬ
高
」
慢
に
糾
引
南
町
d
p

↓叫，り
A
n

，
可
ん
可
片
付
ノ
届
」
し
ユ
凶
作
a

－

モ
ヲ
か

U
Eス
ヲ
t
D
ム

i

L
F
z
d
T
A
W仲

uτ

し
乞
「
，
，
↑
う
の

誌
か
い
れ

区画



茂
、
二市町悶

p
ぎ
の
か
s
h
H
恥

騒
然
・
室
、
之
、
克

人
判
U

×
A
t
k
差
是
、ぅ

ミ
ヨ
ピ
ヲ
句
は

泳
1uι
し
7
」

て
？
そ
り
を
執
惜
し
ま
ム
フ

・け
1

ス
m
－

宮
内

3
m『
ら
は
す
べ

生
生
句
’

b
ヲ
之
さ

一
巷
凸
更
は

什
l
ス
は
九

守
ス
タ
k

偽
計

五
、
た
を
う
る

新
品
と
長
識
し
T

ネ

u
－KJ
3
r

、‘ヲ
T
に
－－h

・

－
V『
ι
h
1
4町

欝
れ
よ
り
h

『明日はしらない.Jに対する意見を大募集！ （普通の応援メッセージや文句は却下）
目豆E Ill!用された方には 「がつぶちゃんと獅子丸先生の直筆サイン入りテレカ」をプレゼントします．

時事~~
与ム ・J :r 

てきな
~ ~終
，も 3

し
?. 

し
り
ん
事

ι話
時
現
そ
も

ぬ材、持
L
W
V
H
F

－
ぷ
？
？

k
E
bリ
￥
A
V
く

ぜ比
M
1
d
J
川公え

レ
マ
尚
子
ゐ
頃
パ
u
q
h．

0
0
0
h
h
 

，！；謹
~l予写
ヒキ．..,. .. 

「
｝
ヲ
ヤ
て
叶
J

内

JI
4ミ
〉
h
w
h

与
を
帯
、z
ネ
ー

ま
し
E

・

－R

私
の
近
所
の
本
屋
で
は
、
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
本
の
コ
ー
ナ
ー
に
嘉
趣
昧
ゲ
ー
ム
担
作
」
置
い
て
ま
す
。
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
の
陰
謀
芯
の
か
円
（
大
阪
府
み
か
え
ら
）

そ
う
思
う
よ

（や
る
気
な
し
て

（獅
子
丸
先
生
）



人
聞
の
悪
し
き
心
が
最
も
怖
い
バ
グ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
、
獅
子
丸
セ
ン
セ
。

害古令E
~.￥対

3 クー？？

尽3争
か・Ty

-:z・‘〉

ろは． 

『

0
・も

ま弔問．

p
t
z

し
、ら
伊
今
〈
山
で
－
b
A情
－
ね
も

払
品
開
制
川
と
し
て

再
E
Z，1

0
4中
、

3
な－剥

Ir,1 t 
企 ~l ＼ζ
a三口 I.•

互与法
らケち

じ・

圧亘
富島居滋雪道路軍軍r1&·ザ。 127＝砂日君。ィ~o守イ汐領翠2闇Eヨヨ~®

。
介
－つ
り
l
屯

全
母
こそ
一
告
発
令

作
ラ
之

3
h
f
kい

な
し
h
．



自｜ゲ蛇評
7月号予告

阻・E医・・・・細齢田園園

一一一一都内某所、某ビルの一室で、ゲーム批評27号の企画会議が行われていた。

松井 さて、次のゲーム批評なんだけど……どうしよう？

ヤマウチ

並河

小野療

松井

どうしよう？

どうしましょう？

－（へんじがない。どうやらしかばねのようだ）

ああ、ゲーム批評最大のピンチだ。誰か助けて！

一一一一ー と、その時、新編集長がブラックサパスの 「アイアン ・マン』をBG Mに登場。

新編集長 や一、お疲れ。 ー

松井 新編集長！ 助けて下 さP! 次のゲーム批評どうしましょう！？

新編集長 そうだね一、一特集は fジヱームス・ボンド徹底批評』、

二特集は 『広HI太一郎の濃密な生態jでどうかなあ。

一同

ゲーム批評にやってきた新編集長とは？ そして次号は無事発行されるのか？

ゲ‘ーム批評の未来に乞うご期待！

次号［隔月刊ゲーム雌約月号n/99年6月3日発売！

「・ライタ一大募集！ ~ ¥ 1. I i 
I ゲーム批評編集部では闘の充実のため、原稿を書

いていただくライ合ーを募集いたします。東京近郊に
iお住まいの編集部に来られる方に限ります。実務経験

iのある方、専門知識に優れた方、フリーの方は特に歓 ・
迎いたします。ゲームの批評原稿 （空イトル・形式は

i自由）もしくは雑闘に採用された原稿と、履歴書を
ゲーム批評編集部 「ライ宮ー募集係」にお送り下さい。

: 採用の場合は編集部からご連絡いたします。2カ月

！が倒しても酬がない場合は不採用とご了承下さい
「我こそは」と恩われる方のご応募、お待ちしてお

圃 ります。一緒にゲーム批評を作りましょう！

タ！

.-: 
島岡・・ 園 田 園 闇 帽 欄 醐 醐醐幽圃圃圃剛醐醐醐輔副醐闘醐圃圃醐醐醐園田園欄醐醐圃圃－ 1'.1
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POST CARD 

： ~主ニ ：
040043 

東京都中央区湊2-4-1MGビル

マイクロデザイン出版局
目｜ゲLr6舵評編集部Vol.26アンケート保行

y リガナ P.N. 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

氏名 職業

男 ・女

丁 It 所

本誌以外でよく読む雑誌名（複数可以下同）

最近面白かったゲームソフト名

買いたいと思コゲームソフト名

次回予告で気になる記事は何ですかつ

ゲーム以外でいちばん興味のあるととはつ



面白かった記事を目次の番号で記入して下さい（ 3つまで）

つまらなかった記事を目次の番号で記入して下さい（ 3つまで）

この本を購入した理由 coをつけて下さい）

毎号買っている 書店で見て ー友人知人に聞いて その他（

あなたは次世代プレイステーションに何を期待しますかっ

あなたがお薦めするコンシユーマ以外（アーケードパソコンなど）のゲームを
教えて下さい。

本書に対すると希望や気づいた点など、何でもけっこうですのでお書きください。

アン守一トにお答えくださったえjの中から抽選で 30名の）jに、

今＞；・の表紙イラストをデザインした、オリジナルテレホンカードを＆し卜げます。
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